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この本に集めた疑問は、どれもみな父母や学校の先生や子供たちから寄せられたものばかりで 
す。多くの専門家の協力を仰いで、このような質問に答える ことを 始めたのは昭和三年ですから、 
この仕事ももうすぐ四十年になります。戦争で昭和二十年以前のものを失ってしまった ことは 惜し 
んでもなお余りあることですが、戦後の二十年間に寄せられた問題だけでも、すでに十余万台に達 
しました。そのな かには、 二十年間にたった一度しか質問されなかった問題もあれば、毎年何人も 
のひとが質問してくるような問題もあります。この本には、そのなかから、主として質問の頻度の 
古问い問題を選んで解説しました。解説については、学生科学協会の顧問の学者たちのお力をおかり 
し、 わたし自身も大いに勉強しました。 

ここに集めた問題は、専門家からみれば、なんでもない問題かもしれませんが、さて、わたした 
ちが、自信をもって答えられるのは、このなかの何題でしょうか。 

しかし、わたしたちはその無知には気づかず、なんとはなしに暮らしております。そして、見る 
物、聞く物ことごとくに 対して、 なぜだろう？なんだろう？と眼を輝かす子供たちに直面す る 
と、 その旺盛な知識欲にあわてるのです が、 じつは、そのわたしたち も、 かつては全く同じように 
知識に対して貪欲だったのです。 

それが、いつのまにか、「知らないことをさえ知らない」状態で過ごすようになったのはなぜで 

しよう0 

先哲は「学問をしているものはいつまでも若い」 といい、 「学問は疑問に始まって疑問におわる」 
といいました。わたしは、この本が、学問のはじめへのお手伝いの役をはたすであろうことを信じ 
ますが、 それと同時に、つぎつぎと新らしい疑問が 生じて、 それを 解こうとする、 その楽しみへの 

び^ 0にもなってくれるようにと 祈って います0 

昭和四十一年一月五日 折井英治 
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ア▽アヵザを食べると、中毒するというのは、ほんとうでしょうか… … … … 一 
▽アヵシアの木には、とうしてとけがはえているのでしょうか ：. … … … 一一 
▽秋の- hlyl 十というのは何と何ですか •： •： … •： •： •： … … 四 
▽アサガオは、とうしてまきつくのでしょうか•： … … ：• … … … じ 
▽アサガオのつるは、どうして左まきなのでしょうか… … … … … … 儿 

▽アジサイの花の色は、なぜ七色に変わるのでしょうか . 一〇 

▽アスパラガスのかんづめは、どうして白いのでしょうか . ご一 

. 茶は何力らとるのでしょ^^か^: •: ••• :. •: :• ••- ••• :• 一 •.一 

イ▽生垣にはどんな木がよいのでしょうか . ^ 

▽イチゴにはなぜつぶつぶがついているのでしょうか . TT 

▽イチジクからは、どうして白い乳のようなものがでるのでしょうか . て 

▽イチョゥには、とうして 乳が できるのでしょうか… •： ：• ：• … •： 一九 
▽イネは、とうして 寒い地方には できないのでしょうか … … … … …三 

▽イモやリンゴは皮のまま^ベたほうがよいといいますが、どうしてでしょうか . 一二 

▽イラクサにさわる と、 どうしてあんなにいたいのでしょうか •： •： … •： 二 - IIL . 


0 


111 








證翌 ra 売売秀 __畐言 三 S ^ 


ウ ▽植木鉢に卵のからをふせておくのはなぜですか . 

■ ▽ウメの実は、入梅前に食べるとおなかをこわすといいますが、なぜでしょぅか… 

▽ウメの実とシソの葉をいつしよにす ると、 どうして赤くなるのでしようか . 

▽ウラジロやュズリ ハ、 ダイダイなどをそえて鏡餅を飾るのは、なぜでしょうか… 


▽ぅるしにさわる と、 なぜかぶれるのでしょぅか 


• • • 


• • ♦ 


• • 


••• 


• ■ # 


••• 


HVK は実をつけたまま切る と、 どぅして葉がしおれないのでしょぅか 




力▽海草は水からあげる と、 どうしてぐにゃっとしてしまうのでしょうか . 

▽かえり咲きといって、秋に、サクラやアンズの花が咲くのは、どうしてでしょうか 


V 


• • 


• • • 


• • ♦ 




▽カキには、なり年とならず年があるのは、どうしてでしょうか 
▽カキは、甘柿を渋柿につぐと、どうして甘い柿になるのでしょうか . 

▽カ キにはごまのあるものが多いようです が、 ごまのないカキを^:ベる と、 

どうして糞づまりになるのでしょうか . 

▽果樹ぜめをす るのは、 どうして でしょう か . 

▽鰹節(かつおぶし)のカビは毒にならないのでしょうか… 

▽ ill のタヶの頭は、なぜななめに切るのでしょうか . 

▽カビは、餅やパンによくつきます が、 どうしてカビがはえるのですか 
▽カブはダィコンのようにジアスターゼをたくさんふくんでいないのでしょうか… 


• • 




_ • • 


••• 


••• 


•響* 


•# ♦ 


• «• 


• • 


•■• 


♦ • 擊 


• •• 


• •響 


▽カボチヤのむだ花の花粉がなり花につかない と、 カボチヤがなってもくさるのは 


iv 
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て ょ ^ ^ • • • •: • • • • • • ••• ••• • • • •: • • • •••g 

▽ヵヤで屋根をふいた家は、旧家に多いようです。これはなぜでしょうか . 究 

▽かんびょうは、何からつくるのでしょうか… … … … … … …五 Q 

キ▽木には、花の咲く木と咲かない木がありますが、木にも男と女の区別が 

あるのでしようか… • •参 •#_ •籲 • ••春 • •鎌 ••癱 ••• ••籲 ••⑩ 芎 

▽木の枝に傷をつけてコヶをつけておいたり、土の中にうめておいたりすると、 

がでるのはなぜですか•： •： •： •： •： •： •： •： •： •：五 tzy 

▽木の幹がふとくなっていくのは、幹のどこがふとるのでしょうか . 蒡 

▽木や®の名は、どのようにしてつけたのでしょうか . 荖 

▽木や草は、養分や水分を吸いあげる力をどこにもっているのでしょうか . 3 

▽帰化植物とは、どんな植物でしょうか . . …六四 

▽キクの花びらは何枚あるのでしょうか . 宕 

▽気孔は、どうして開いたり閉じたりするのでしょうか . 六八 

▽キチガィナスビを食べると、ほんとうに気ちがいになるでしょうか … … … S 
▽キノコには、どうして^があるのでしょうか… … … … … … …室 
▽キノコには^ベられるものと食べられないものとがあります。食べられるキノコと 

毒キノコとは、どうやって見わけるのでしょうか… … … … … … V 3 
キュゥリこま、/ LC ぜい 一* H があるので-_ i ょうか•： ••• ：. ：. ：. •： ：.^ 

▽キョゥチクトゥは毒だといいますが、ほんとうでしょうか… … … … … 

♦ 










▽^ J り花は水につけてあるのに、どうしてしおれるのでしょうか . 

ク ▽クコはどろして、どんな病気にでもよくきくのでしょうか . 

▽草は、種子をまかないのにどうして庭にはえるのでしょうか . 

▽クサノオゥを〗 ;!! じて飲むと胃ガンがなおると間^ ro ましたが、クサノオゥが 

とうして胃ガンの薬になるのでしょうか ：• ••• ： • ：• •： •： 

▽ くだものの^は、とうしてそれぞれちがうのでしょうか •： … •： •： 
▽くだものは、熟すと赤くなるのはなぜでしょうか . 

▽ くだものは、まだよく熟していないと き、 熟したのといっしよにして おくと、 
ひとりで熟してくるのはなぜで しょう か •： •： •： •： •： ：. 

▽クルミのかたい実の中にはいっている僉べる部分は、実の何ですか . 

▽クロ ー バーにはどうして二つ葉 や 三つ葉、四つ葉、五つ葉などがあるのでしょうか 
▽クヮ やサッマィモの葉は、霜にあう と、 どうしてこげ茶色になるのでしょうか。 
雪ではそのようになりませんのに … … ：. ：. … … •： 

ケ ▽ゲ ッヵ ノビジンとはどんな植物でしょうか . 

▽ゲンノショゥコを煎じて飲む と、 どうしておなかの痛みがなおるのでしょうか… 

nv 紅葉は、秋になるときまって見られますが、これはどうしてでしょうか . 

葉は世界 じゆうどこででも見られるでしょうか•： •：… … •： 
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▽コスモスの花は、どうして秋咲くのでしょうか . 

▽コブシの花がたくさん咲く年は豊年だといいますが、なぜですか 
▽ ゴボゥを切った あと、 なぜすぐ水の中に入れておくのですか 
▽コンブには、花が災くでしょう卜 . 


_ • • 


•• 鑄 


•• • 


•# 參 


一 g 

一 Qi ハ 

一 Q 八 
一 a 八 


%w 


サ ▽サイカチには、どうしてとげがあるのでしょうか 
▽サクラは、なぜサクラといわれるのでしょうか 


• • 


• • ♦ 


寒 •• 


• •# 


• • • 


•# # 


■•• 


• « # 


一一。 

三 


▽サクラの季節になると、よく花見の案内に何日ごろが満開だなどと あります が 
とうやつてきめ るので しようか^: :• •: :• ••• ••• 

▽サクラの葉はあまりにおわないのに、さくら餅の葉はどうしてよいにおいが 
するのてしよ ^ N :• •: :• :• •: •: :. :. 

▽サクラの木には、なぜアリがのぼるのでしょうか . 


二三 


• • ■ 


▽サクラの幹には、どうして横にたくさんさけ； in がついているのでしょうか … 
▽サクラのなかまであるヤエザクラ(八重桜)には、どうして実がならないのでしょうか 

▽ザク q の皮は薬になるとききましたが、何の薬になるのでしょうか . 

▽ササの葉を、おすしの間に入れるのは、なぜでしょうか . 

▽さし木のできる 木と、 できない木があるのはなぜでしょうか . 

▽サツマィモからでる乳のような汁は、かわくとどうして黒くなるのでしょうか… 


あめ 


▽サツマイモから、どぅして^ができるのでしょぅか 


• • 


一一四 

i 


一一 


N 


• • 


• • 


•_ 


一一 p 

一一九 
一一一〇 
ご一一 

三〕一 

一 e 一 


• • 
VII 




ス 


シ 


▽サ トィモ の皮を むくと、どぅして かゆいのでしょぅか 


0 • 


• •春 




▽サボテンの葉には、どうしてとげがあるのでしょうか 
▽サボテンは、何の役にたつのでしょうか . 


• • • 


• • • 


«• 


• • • 


• • # 


« • • 


• « • 


▽芝は、庭のものは枯れやすいのに、野球場の芝はあんなにふんでも、 

なぜ枯れないのでしょうか … … … … . 

▽ジャガィモのこと を、 なぜ S 鈴薯というのでしょうか 


• • ♦ 


• •• 


■ • • 


▽ジャガィモは一度凍らせてしまう と、 どうしてまずいのでしょうか … 
▽子葉は土の中からでてく ると、 しまいにはどうなるのでしょうか… … 

▽正月には、なぜ松•竹•梅を飾るのでしょうか . 

▽正月の飾りに、どうしてコンブやホンダヮラをつかうのでしょうか … 
▽ショゥ ブの葉は、端午の節句に軒先にさしたものにはよい香りがあるのに、 
いているときのアヤメ やショゥ ブにはどうして香りがないのでしょうか… 

▽菖蒲湯が毎年五月五日にたてられる風習があるのはなぜですか . 

▽植物でも、庭に植えた木や花に、どうして水をやるのでしょうか… … 
▽植物には、根も葉もないものがあるというのは、ほんとうでしょうか… 
▽植物のなかには子を生むものがあるというのは、ほんとうでしょうか… 


• •• 


# ■• 


花の咲 


♦ • # 


▽スィパは、どぅしてすつばいのですか . 

▽ススキの葉にさわると、なぜ手が切れるのでしょぅか 


••• 


♦ •• 


• • • 


• #• 


•• • 


••• 
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▽スズランは毒草だといいますが、ほんとうでしょうか 
▽スミレには、実ができるでしょうか •： … … 


0馨4| 


着## 


一四九 

一五〇 


セ ▽「センダンはふたばよりかんばし」というのは、どうしてでしょう卜 


• • • 


• • • 


• • • 


SI 


ソ ▽ソテツの幹に、 なぜ釘を打ちこむのでしょぅか … 
▽ソバは、 なぜやせ地でない と 育たないのでしょぅか… 


• • • 


一五三 
一五五 


夕▽ダィコン(大根)は干して おくと、 どうしてねじれてくるのでしよう か： 

▽タケとササとは、どうちがうのでしようか . 

▽タケには、なぜ年輪ができないのでしようか . 

▽タケに花が咲くと枯れるというのは、ほんとうでしようか . 

▽タケには、四角いタケがありますが、どうやってつくるのでしよう卜： 




▽たけのこは、どんなタケのものでも食べられるでしようか .. 

▽タチバナ(橘)という木は、いまでもあるでしようか . 

▽種子をまくとき、土の中に深く埋めるとどうしていけないのですか • 
▽種子は三千年も前のものでも発芽するといいますが、ほんとうでしようか 
▽種子を自分ではじいてちらす植物には、どんなものがありますか… . 
▽タマネギを切る と、 なぜ目にしみて淚がでるのでしよう、 . 




▽タリ T* の-^もは食べられる でしよう か 


一五七 

一五八 

一五九 
一六一 

S 一 

一六三 

一 S 

i 

一六六 

一六七 
一七 Q 
一七二 


ix 









▽タンボ。ホは、 どうして黄色い色をしているのでしょうか . 一- fc : 三 

▽々ンポポの花をつむと、どうして下のほうがまくれかえるのでしょうか . 一七四 

▽タンボ ポを折る と、 どうしてネバネバしたものがでるのでしょうか . 一 S 

▽タンポポの花が咲き終わると、なぜ白い毛ができるのでしょうか . S ハ 

チ▽茶は、どうして苦いのでしょうか . 一老 

ソ ▽つぎ木をしても、植物はどうして生きているのでしょうか . 一 - t: 九 

▽つぎ木は、くだものの木のばあいによくおこなわれるようですが、なぜでしょうか ..•一八 〇 

▽ックシの頭からどうして粉がでるのでしょうか . 一八二 

▽ッタから砂糖がとれるというのは、ほんとうでしょうか . 一八三 

▽ッッ ，ジの花は毒だといいますが、ほんとうでしょうか . 一 a 

テ ▽テンダサから、どうして寒天ができるのでしょうか . 一八五 

l •• 瓤 

卜 ▽トゥ モロコシには、なぜ、茶色の毛があるのでしょうか . 一八八 

▽トゥモロ コシ は、 おなじ一本の中に、ちがう色の粒がまざるのは、 

どうしてでしょうか . 一八 ナ 

▽とくさは、なぜざらざらしているのでしょうか . 一九0 

V トマトをおなじところにつづけて植えるのは、どうしてよくないのでしょうか .. 一九一一 


X 
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▽ドンクリは何の実です力。また、ドングリを食べるとどもりになる 

V うの ^ ^ ほんとてしよ ApN •: : • :• •: • • • 

ナ ▽ナギィヵダは、どうして葉の上に花が咲くのでしょうか . 

▽てんぷら鍋に火がはいったときに菜っ葉を投げこむと消える 
といいます^^ なせで« — 3よ :• : • :• :• 
▽ナツミヵンに炭酸をつける と、 どうして泡がたつのでしょうか… 
▽ナンテンの葉をお祝いの赤飯にそえるのは、なぜでしょうか … 
▽ナンバンは、どうしてからいのでしょうか . 

二 ▽ニンジンは、どうして赤いのでしょうか . 

ヌ ▽ヌスビトハギなどという名が、どうしてついたのでしょうか … 

^7 ▽ネキにはなせ坊;4*ができるのでしょうか^： •: •: … 
▽ネギの葉の表についている白い粉はなんでしょうか . 

ハ ▽?! は、 草で も 木で もどうして 緑色を しているのでしょうか… … 
▽葉は、どうして表のほうが裏より 濃い色を しているのでしょうか… 
▽葉の 先は、どうしてとがっているのでしょうか … •： … 



▽葉は くさっても、 すじだけの こる のは、なぜでしょぅか 
▽パイナップルの皮は、なぜマツカサのよ r 


• • • 




ているのでしょうか•： 

▽バクテリアは、 どうして 植物のなかま-. し でしょう か . 

▽ハスの花の咲くときに、なぜボンという音がするのでしょうか . 

▽花は、季節によってちがう種類の花が咲きます が、 なぜでしょうか … 

▽花 こは、 どうしていろいろちがった色のものがあるのでしょうか . 

▽花の種子はおなじ色のものをまいても、ちがった色の花が 

咲くのはどうしてでしょうか . 

▽花暦の花は、何と何でしょうか . 

▽バナナには種子がありませんが、どうやってふやすのでしょうか . 

▽バラには四季咲きのものがあります が、 なぜ一年じゅう咲くのでしょうか 


• • # 


# ♦ • 


0 0 0 


• •• 


• # • 


ニーー 

一一一一一一 

三七 
三九 
一三〇 


• • • 


• • • 


••# 


• • • 




一三一 
一三一一一 

一一一一六 
一三七 


ヒ ▽ヒカ 


ソゴヶは、 どうして光るのでしょうか . 

▽ヒ ガンバナには毒があるといいますが、ほんとうでしょうか . 

▽ヒマヮリの花は、 なぜ太陽についてまわるのでしょうか . 

▽|3辨 はく だもの や野菜をそだてるのに必要なものでしょうがくだものや野莽は 

どうしてきたない肥料が好きなのでしょうか . > . 

▽ビヮ の木を家のまわりに植える と、 どうして 病人ができるのでしょうか . 


••■ 


• « • 


••事 


一三八 
一一三一 
ーー三ーー 


• • • 


• • • 


一一三四 

一1 


フ ▽フキ ノトウは、 なぜにがいのでしょぅか 


• • • 


鳙 • • 


#•_ 


♦ # • 


• _• 
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XII 


科学質問箱<笫5果; > もくじ 


▽フク>>ュソウは、どうして正月に^くのでしょうか… … ：. 
▽フジの実は、食べられるでしょうか… •： … … •： 

▽ブ タノ マンジユウというのは木の名〗刖だということです が、 ほんとうに 
そんな木があるのでしょうか •： ： • ： • ： • ： • ••• 

へ ▽へチマ水が、どうして化粧水になるのでしょうか… ... … 

▽へチマやブドウの巻きひげは、なぜ巻きつくのでしょうか . 

▽ペンペングサが食べられるというのは、ほんとうでしょうか … 

ホ ▽ホウレンソウを食べる と、 どうしてからだが強くなるのでしょうか 
▽ホ オズ キのふくろは、 植物の どの 部分に あたるのでしょうか … 
▽干柿に ついている 白い粉は、 なんでしょうか… ... … … 
{^ほしぶどうの @一 は、^うやってとるのでしょうか^: :. : • 

▽ビールのにがみをつけるホップは、植物のどの部分でしょうか ... 

▽ホティソウは、なぜ水の上に浮いているのでしょうか…… 

マ ▽マツの木は、冬になるとどうして幹にわらをまくのでしょうか… 
▽マツの木の皮は、どうしてさけたり、割れたりしているのでしょか 
▽マツやタヶの葉は、冬になってもどうして落ちないのでしょうか… 
▽マツタヶは、どうしてよいにおいがするのでしょうか … •： 











▽マメのおへそは、何の役目をしているのでしょうか . 一一六一一 

ミ ▽ミヵンの皮を むくと、 なぜ綿のような白いすじがたくさんあるのでしょうか . 一一 さ 一一 

▽ミ ョゥ ガを食べる と、 どうして 物忘れするので しょう か . 一一 六四 

厶▽ムギの黒ん坊は、どうしてできるのでしょうか . 一一 S 

▽ムギふ^よ、なぜするので しょう か . 一一六七 

メ ▽芽 立、 #になるとどうしてで てく るので しょう か . 一一六 八 

IV 

モ ▽もぐさは、 お务につかわれます が、 これは何からつ く るので しょう か… … …ーー七 一 2 

▽モミジの葉は、なぜふちが切れこんでいるのでしょうか . . 一一- fc : 一一 

▽モヤシ 尤、 どうやってつくるのでしょうか… … … … … … …一 S 一 

ヤ ▽野菜のあくは灰をいれて煮ると、どうしてぬけるのですか . 一一七四 

▽ヤッ デの花の上には、どうして小さい水滴がついているのでし ょうか . 一一 W 

▽ヤナギのねことは、何ですか . 一一 七七 

ユ ▽ユゥ ガオは夜咲くので虫がきません が、 どうやってほかの花に 

1 纷が、 > くので しょうぃ… … … … … … … … … …一 IV 八 


科学質問箱ぐ第 5 集 > もくじ 


▽有毒植物はおもに山や野にたくさんあるのに、ゥシやゥマは 

なぜ中毒しないのでしょうか… … … … … … … 
▽ユリの球は、何の変わったものですか . 

ラ ▽落葉は、秋になるときまったようにおこりますが、なぜで しょう か ... 

▽ラッキョゥの皮をむいていくと、しまいにはどうなるでしょうか . 

リ ▽リンゴを、 くだもの屋ではよく布でみがいていますが、なぜみがくので しょう 

レ ▽レモンを紅葉にいれる と、 どうして色がうすくなるのでしようか . 

▽レンコンの穴は、どんな役にたつのでしょうか . 

口 ▽ロヵィと いうサボテンのような木を、緑日でよく山の行者が il 冗っています が、 
何の薬になるのでょうか . . 

ワ ▽ヮラビを食べると、なぜ脚気になるのでしょうか… … . 


か 


本書 C 第 5 集)揷入の写真版や図解に ついては、 サッポ ロ • 
ビール 本社永野信 氏、 侮日新聞尾野勇 氏、 日本理科美術協会 
会员加藤新 氏、 六郷好見 氏等、 故牧野富太郎博士の『新日本 
植物図鑑』にご協力をいただいたので、ここに感謝の意を表 
十る次第です。 

法政大学出版局 


ァカザは荒地や畑などにはえている草で、若芽が紅色の粉におおわれ 
ていて、美しい色をしています。 

若い芽や若葉をつんで、一度ゆでこぼして、ひたし物やあえ物にする 
と、ホウレンソウの ようにおいしく食べられます。油いためにしてもよ 
く、汁の実にも適しています。ご飯にまぜてたいた7カザ飯は風味が あり、 干して粉にしたもの 
は、 うどん粉にまぜてだんごに したり、 ふりかけに したりし ます。また、種子はつくだにとして賞 

用されます。アカザにはビタミン A 、 B 、 C などがた 
くさんふくまれて おり、 しかも採集期間が春から秋ま 
でと長いので、食用野菜の第一に推されています。食 
ザ 用にするほか、民間では、生の葉をもんで毒虫にささ 
力 れたときに ぬり、 歯がいたむときには、干した茎や葉 
ァ の煎汁でうがいして痛みを とめ、また、 中風にもきく 
といって煎汁を服用します。 

ところで、アカザを食べると中毒症状をおこすこと 
も事美です。たたし、それはいつもたくさん食べてい 
るときのこと で、 中国大陸北部などでは、ときどき、そのような患者がみられます。今日では、ア 
カザを常食とする人はいませんが、戦争中や敗戦後の一時は、食糧が極度に欠乏したので、アカザ 
をきさんで うとん 粉とませてたんごにし、ご飯のかわりに食べる というよう な ことも ありました。 
それで、中毒症状をおこした人が、あちこちにぽつぽつあらわれました。アカザの食べすぎでおこ 



7カザを食べると中毒する 
というのは、ほんとうでし 
ようか0 


る中毒は、アカザ皮膚炎といって、日光にあたると、皮膚が、その部分だけやけどのときのように 
赤くなって、いたみます。 . 

いっぱんに中毒のときには、おなかがいたんだり、吐いたり、くだしたり、あるいは、めまいを 
おこしたりするのがふつうですが、アカザの中毒は、日光にあたるといたみだし、火ぶく; fl のよう 
になるのだから、すこしかわっています◦しかも、ほかの毒草のばあいとはちがって、アカザの毒 
は水にとけないので、調理のときに煮ても、水でさらしても、のこっているのでやっかいです。 

しかし、前にものべたように、アカザ皮膚炎になるのは、毎日毎食、アカザをたくさん食べたとき 
のことで、いま流行の山 ■«? 料理の一品として食べるくらいの程度なら、なんの心配もありません。 

籲 

アカシアの木には、どうし I アカシアのかおる地方の子どもたちは、そのとげをとって鼻の頭につ 
てとげがはえているのでし： けそれを落とさずにどこまで走れるか競争して遊びますが、アカシアと 

よんでいるこのとげのある木は、ニセアカシアという木です。これをふ 
つうアカシアとよんでいますが、アカシアという木はべつにあります。 

ニ セアカシアは別の名をハリ•「ーンジユ 、ィヌ アカシアなどとよび、世界じゅうにひろくひろがっ 

ていますが、日本には明治七年に初めて種子が伝わりました。どこにでもよく育ち、生長が早く、 
ふえる力も強いので、街路樹や公園の木として植えられています。葉を見る と、 たくさんの小さな 
1 某が一本の共通の柄に羽のような形についていますが、これ全部で一枚の葉です。このような葉を 
複葉といいます。 

ニセアカシアの葉が枝についているところには、柄の両がわに大きなとげがついていますが、こ 


ようか0 
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のとげは托葉の変化したものです。 

托葉はもともと葉の一部分で、サクラの葉などを見る 
と、 葉の柄が茎につくところに、 うろこ 形の小さな葉の 


とような ものが左右一対ついています。これが托葉です。 


上 

の 

針 

に 

茎 

ア 

シ 

力 
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托葉は、植物にょって形や大きさがちがいますが、ふつ 
ぅは小さいものです◦しかし、ときには大きな形とな 
り、なかには葉と同じはた らき をす るものもあります。 

エンドウ や ソラ マメの托葉は、複葉についている小さ 
い葉よりも大きくなつていますし、 スイートビー では、 
葉のほうがまきひげになってしまい、托葉が葉のはたら 


きをして います。また、 サル ト U 


ラの托葉はまきひ 


げに変わっています。そうかと思う と、 托葉のない植物 
もあります。 

托葉のおもな役目は、小さい芽や若葉を保護すること 
ですから、ある程度、枝や葉がのびると、多くの植物で 


セアカシアでは、この托葉がとげに変わっているのです。 






















































































































































































秋の 七草というのは、 何と 
何です か。 


秋の七草は、秋を代表する七種の植物を集めたもので、春の七草が食 
用になるものをえらんでいるのにたいして、観賞用の植物をえらんでい 
ます。戦後は一時すたれました が、 生活にゆとりができてくるにしたが 
って復活し、都会の花屋では、七草をそろえて売っています。 

秋の七草にえらばれている植物は、時代にょり人にょって多少ちがいます が、 いちばん有名なの 

は『万葉集』の §±? iH の"萩の花、尾花、鉛彼、雲の花、姑 P また欝 r 朝顔の花"の歌に 

よまれた七種です。すなわち、ハギ、オバナ 、クズ 、ナデシコ、 オミ ナエシ 、フジ バカマ、アサガ 
才の七種ですが、アサガオについては、今日わたしたちのいうアサガオではなくて、キキョウだと 
いう人もあれば、ムクゲだという人もあり、ヒルガオだという人もいます。 

『夫木抄』という和歌の本には、 


とあり、 『万葉集』 にも、 


"夏野をば同じみどりに分けしかど、秋ぞ織りつるななくさの花" 

、 およびお ななくさ 

秋の野に咲きた る 花を指折りかき数ふれば七種の花"とあります が、 秋 


の七草はどれもみなさわやかな秋を感じさせる花です。 

ハギが秋を代表する草であることは、草かんむりに秋と書くのでもわかります。 

ハギはひろくアジア、オーストラリア、北アメリカに分布し、種類 も多く、 日本にも十種以上を 
産します。八月下旬から十月にかけて紅紫色または黄白色の花をつけますが、山野で見る風情はこ 
とによく、〃ゆらゆらと夕日をうけて山の萩"などとよまれています。 

オバナ(尾花)はススキとかカヤとかよばれ、全国いたるところの山野にあります。穂がけもの 
の尾のような形をしているので、オバナの名がつけられました。関東地方では、名月にだんごをそ 
なえるとき、オバナをいっしょに飾ります。姿がやさしく"秋 a のい うま まになる尾花かな，など 



(キキョウ） フジハ•カマ 


アサガオ 








とよまれていますが、葉のふちにこまかい鋸歯があって、葉の中にけい酸という堅い物質をふくん 
でいますから、うっかり手をだすとけがをします。 

クズは山野にふつうに見られる多年生のつる草で、地面をはったり、木によじのぼったり、とき 
にやぶをおおって茂っていたりします。 

初秋のころ、葉のわきから総の形をした花序をだして赤紫色のチョゥの形の花をたくさんつけま 
す。"雨晴れや煙のこもる葛の花"などと歌にもよまれ、絵にもかかれています。 

ナデシコは、いたるところの野、山、川原、土手、田畑のふちなどにはえている草で、カヮラナ 
デシコなどともよばれています。夏から秋にかけて、分枝の上にうす赤い花をつけますが、見るか 
らにやさしく、むかしは日本女性のことを「大和なでしこ」などといいました。〃撫子に秋や通い 
て白みがち"などとよまれています。 

オミナエシもいたるところの山野にはえている多年草で、 秋、 茎の頂きに黄色い小さな花を散房 
状に咲かせます。関東地方では、ススキといっしょに月にそなえます。漢字で「女郎花」の字をあ 
てます が、 これは姿がやさしいからでしょう。一茶 も〃 何事のかぶりかぶりぞ女郎花"などとよん 
でいます。 

フジバカマは『万葉集』の歌などにもよくでてくる草で、庭にも植えられていますが、山や野の 
水けの多いところに自生しています。"藤袴この夕暮のしめりかな"はよくフジバカマの風情をあ 
らわしています。キクのなかまで、夏から秋にかけて、茎の頂きに小枝をわけ、そこにた くさん の 
花が 集まって咲きます が、 この花は 筒状花 ばかりです。花の色は藤色で、筒をなしている花弁が、 
ちょう ど、 はかまをはいているような形に見えるので、フジバカマの名がつけられたのだといいま 


す。 

中国ではフジバカマのことを蘭草、香草などとよび、身につけたり、風呂に入れて髪を洗ったり 
します が、 それは、この草が生かわきのときによい香りを放つからです。 

秋の七草の アサガオの 花が何であるかについてはいろいろの意見があります が、 今日では、キキ 
ョウ だとする説がもっともみとめられています。キキョウはひろく山野に自生する多年草で、"紫 
の ふっと ふくらむ桔梗かな"とよまれているよう に、 つり鐘状の青紫色の花を咲かせます。このご 
ろでは、切り花にするために、さかんに栽培されています。 

このように、『万葉集』に歌われたこれらの花は、どれもみな秋を思わせる草で、日本の秋を代 
表するにふさわしいものばかりです が、 しかし、法律で定められたようなものではありませんか 
ら、各人各様、好きな七草をえらんでみるのもおもしろいでしょう。 

今から百 五、 六十年前の文化年間には、 トロ ロアオイ、リンドウ、 オシ ロイ パ ナ、カラスウリ、 
ヒオウギ、 ゴジ カ、ユウ ガオを新秋の七草として 花う ちわを作った人もいます。また昭和十年に、 
ある新聞社が投票によってえらんだ秋の七草は、ハ ゲイ トウ、 コスモス、ヒ ガンバ ナ(マンジュシャ 

ゲ) 、アカノ マンマ(イヌ タデ〕、 シュウ カイドウ、キク、 オシ ロイ バナでした。 

アサガオは、どうしてまき 植物が物に まきつく のは植物の運動の 一つで、 その まきつき かたには 
つくのでしよう か。 左まきと 右 まきとがあります。 右 まきというのは、 上から 見て、 時計の 

針の進む方向にまいていくまきかたで、左まきはその反対です。左の手 
のひらを自分のほうにむけて目の前に だし、 親指を外にしてぎゅっとにぎってみたとき、親指のむ 
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いているほぅにむかってまいていく 
のが、左まきですしアサガオは左ま 
きにまきついていく植物です。 

アサガオのまきつくのはつるです 
が、 つるはアサガオの茎です◦アサ 
ガオの茎にはたくさんの毛が下をむ 
いてはえていますから、上昇するの 
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には好都合です。 

アサガオのつるは、棒を立ててお 
くと すぐまきついてきます が、 それ 
では、棒のないところではどうでし 
ようか。 棒がない と、 アサガオは、 

茎の先をさかんに動かします◦それ 

は心のあるものが、棒をさがし求めているかのようにみえます。しかし、むやみに動かしているわ 
けでは なく、 茎の先はやはり時計の針と反対の方向にまわっていきます。つまり大きく左にまくよ 
うな形に運動します。そして、もし棒にふれれば、こんどは小まわりにまきつきます。 


P 


. 雇 « 


\ \ 


棒のかわりに太いひもだったらどうでしょう。つるがさかんにのびているときに、そのつるの先 
こ太いひもをぶらさヂておいてみましょう◦すると、つるはひもにふれてもなかなかまきつきませ 


> 、 


ん 。ところが、 ひもの下を何かにむすびつけて、ひもをびんと張る と、 つるはすぐまきつきます。 























このように、アサガオは固いものにふれる と、 すぐまきついていきます が、 これは支柱との接触 
がしげきとな って、 からみつくのだろうと考えられています。 

アサガオのように他の物に茎自身がまきつく植物では、茎に多量の組織をついやさず、わずかの 
組 m で高く上昇し、多量の日光をうけることができます。 

アサガオのつるは左まきですが、もし、まきついたつるをすこし解い 
て、 右まきにしておいたらどうなるでしょうか。つるの先はまた左まき 
に変わってしまいます。 

アサガオのように他の物にまきつく植物は少なくありませんが、これらの植物のつるは右まきか 
左まきか、すべて植物の種類によって一定しています。ヵナムダラ、フジ、スィヵズラなどは右ま 
きで、アサガオ、クズ、ィンゲンマメなどは左まきです。 

右まきの植物はつねに右にまき、左まきの植物はつねに 
左にまいて、反対のほうに まく ことはありませんから、ア 
サガオのつるは、どれを見ても左まきで、右まきのつるは 
一つもありません。しかし、例外の植物もあって、ッルド 
クダミのつるは、あるものは右まき、あるものは左にまい 
ています。 

つるが物にまきつくのは、棒のような固いものにふれる 
と、 それがしげきになって、ふれた反対がわのほうが、ふ 



アサガオのつるは、どぅし 
て左まきなのでしょぅか。 


れたがわよりはやく生長するので、ぐるぐるまきつくのですが、それではアサガオではなぜ、つる 
の先がいつも左のほうにくびをふって固い物を求め、棒にふれれば左まきになるのかということに 
なると、それは天然にきまった性質だというよりほかにありません。 

また、まきつく植物を右まきと左まきにわけてみると、左まきの植物のほうがずっと多いのです 
が、どうして左まきのもののほうが多いのかということも、今のところ、まだわかっていません。 

アジサイのアジはアブで集まる 意、 サイはサイ(真藍) で、 アジサイ 
とは藍色の花が集まって咲く花という意味だといいます。 

〃紫陽花や都を雨の木の間より"(士郎)とよまれているように、アジサ 
イはちょうど梅雨のころに咲くので、陽の光をうけることも少なく、さ 
びしい感じの花です。明治天皇も〃うるはしき色に匂へど M となく淋しく見ゆる紫陽花の花"とよ 
んでおられます。 

アジサイはユキノシタ科の植物で、あちこちの庭園に植えられていますが、関東南部や伊豆の海 
岸などには原種とおぼしきものが自生しています。世界じゅうにはなかまが四〇種くらい^ります 
が、日本にはそのうち三〇種ちかくもあります。それだけに日本人には古くから愛され、万葉のむ 
か - L から親しまれています。 

西洋にはじめてこの花を紹介したのは、かの有名なシ ー ボルトで、アジサイをこよなく愛した彼 
は、 この植物の学名に自分の愛人「お滝さん」の名をとつて、種名をオタクサと命名しました。 

アジサイの花は、別名を「てまりばな」とよばれているように、たくさんの花が集まって、まり 


アジサイの花の色は、なぜ 
七色に変わるのでしょぅ 
か。 
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のように丸く咲いて美しい が、 花の大部分はいわ 
ゆる装飾 花で、 花びらのように見えるのは じつは 
導です。ふつうのアジサイは、はじめは 青く、 そ 
. れが白と なり、 淡紅色と なり、 さらに紫褐色に変 
サ わって しくので、七 変化とか七変草な どともよ ば 
ジ れ ますが、 淡紅色や白色の種類も あり、 色の変わ 
ア りかたは品種によってち がいます。 

アジサイがいろいろの色に変わるのは、 さま ざ 
まの色素をふくんでいて、それがそれぞれの時に 
よって強くでたり弱くでたりするためだと考えら 
れています。たとえば、アン ト シアンは 赤、青、 

紫などの色をあらわす色素で、細胞液が酸性かアルヵリ性かにより、またその程度に よって、さま 
ざまの程度の、赤、青、紫の色を呈しますが、アジサイはこの変化のとくにいちじるしい痕物なの 

です。 

淡紅色の花をつけるアジサイの根 もとに、 根にふれないように ミ ョゥ バンの結晶を うめ、 « 日、 
水をそそいでいると、その木は一本の木にいろいの色の花をつけます。 

なお、 花の色にはさまざまのふしぎがひめられて おり、ニ ヮゼキ ショゥ も花びらの裏が b こ、 狸 
のたっているたばこを近づける と、 花弁の紫色が美しい青色に かわります。 
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アスパラガスのかんづめ I アスパラガスは、別の名をオランダキジ ヵク ゾ 、マツ バウドなどとよ 

は、 どうして白いのでし ょ i ix ている 多年草です。西洋 ウドともよばれるように、 原産地は南ョー 
うか。 ロッパで、 ョ ーロッ パでは二千年 も i 刖から栽培していたといいます。 

日本にはじめて渡ってきたのは、およそ二百年前で、はじめは庭園に 
植えられて観賞されていました。それが蔬氣として栽培されるようになった のは、 明治以後のこと 
です。 

アスパラガスの幼茎はウドに似ていて、やわらかく特有の風味があります。アスパラ ギン、 マン 
ナン、 アレギ ニンなどを ふくんでいるので、健康のためにもよい野菜です。食用にする a nl - 種はグリ 
丨ンと ホワイトの二種類で、グリーンは生食用、ホワイトはかんづめやびんづめにします。かんづ 
めやびんづめのアスパラガスがやわらかく白いのは、ホワイト種の茎を、やわらかく白く育ててか 
らとって使ったからです。 

あなたは庭そうじのときな ど、 大きな石をとりのける と、 下にひょろひょろした黄色い草のはえ 
ていることを見たことがある でしょう。 これは光があたらないためで、植物がじょうふに育つのに 
it メ必要です。光があたらないと、植物は緑色をなくして、背ばかり高くな り、 枝や葉の数も少 
，よくなります。 ですから、光は、植物の伸びるのをある程度とめて、茎をじょうぶにするとと もに、 
葉 や茎の緑色を つくる はたらきをもっていることがわかり ま 寸。 

ネギの茎に土をよせて おくと、 土をかぶったところは緑色になりません。これは 土が 原因では な 
くて、光のあたらないことが原因です。葉や茎ばかりでなく、根もそうです。 ヵブや ダイコンの地 
中こ里まっている部分は白くなっていますが、 地上に ぬけでているところはすこし 緑色に なって V 
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す。 

アスパラガスやゥドは、根もとに土をかぶせたり土をもりあげたりして、日光にあてないように 
して育てたものです。こうすると、光のない土の中で育つので、茎が黄白色になって美しいうえに、 
やわらかくなるのです。 

玉露茶を つくる 葉 や、 葉巻 タバコのまわりをつつむ 葉 も、強い日光のもとでは固くなる ので、 油 
障子や布で光を さえぎって育て、よい 香りを もたせるようにします。 

レ^か 

四月八日にはお釈迦さまの像に甘茶をそそぎ、子どもたちはそれをビ 
ンにつめてもらってきます。 

これは、もともとは灌仏会のときには香油を誕生仏にそそいだもので 
したが、甘茶の 味 や香がよいので、いつかこれをそそぐようになったものです。 そして、 いつしか 
おあまりの甘茶を飲むと厄除けになる という 信仰が うまれ、 参拝の子どもたちに 甘茶を あたえる虱 
習もう まれました。 

か甘茶の甘さはサッヵリンの二倍も あるとされ、 一種の香をもっています。飲料に もしますが、 し醬 
油に甘味をつけたり、丸薬の衣などにも使います。 また、 糖尿病患者に砂糖のかわりに あたえます。 

甘茶を とる 木は アマ チヤで、山地には自然には えているものもあります が、 ふつうは 栽培して い 
ます。高さ ーメー トル あまりの 低い木で、秋には落葉し ます。 長野県、奈良県、山口県などに多 
くおもにさし木でふやします。アジ サイの なかまで、花ははじめ 青く、 のち紅色に変わります0 
このアマ チヤの葉をむしってから、 よくもんで jlj 冃い 汁をしぼりだし、かわかしたものが甘茶です。 


甘茶は何からとるのでしょ 
うか。 


13 


f|T にはどんな木がよいの 人の考え方、やり方はさまざまで、コンクリートの高い塀の上にガラ 
でしよう か。 スのかけらを植えつけて、その中に居をかまえている人もあれば、美し 

い生垣に春夏秋冬を楽しんでいる人もいます。 

生垣は見るからに楽しいものですから、いつも美しくたもつようにしなければなりませんがそ 
れに丈適当な植物をえらんで植え、つねに手入れを怠らないこと、がたいせつです。 

fc とえそれが石でなくて、植物を値えたにしても、垣根をつくるからには目あてがあるわけで 

その 土 也の性質や気候にあったものをえらぶことが必要です。 

、っばんに、年 じゅうよ く葉がしげっていて、刈り込んでもすぐ芽をふき、下枝の枯れにくしも 
のが好適です。落葉樹ではことにこまかい枝をうつものが適しています。また、病虫害に強く、者 
会地では汚れた空気や*^ S に耐える丈夫なものがよいことになります 。なお そのうえ欲をしえは 
値段が安くて、育ちの早いものがよいわけです。 

このような条件にあう木は、マサキ、サヮラ、ネズミモチなどですがこれらの木はじょうぶでは 
ある、ゃ、品がないといううらみがあります。やや高価にはなりますが、カイズカイブキ、カナメモ 
チ、ゲッケイジ ュ 、イヌツゲ、ヒイラギ 、モク セイなどなら上品です。 

また、 ^を 高く して、 風よ け、目 かくしをかねさせようというの なら、 サンゴジュ 、イヌ マキ 
シラ カシ 、アラ カシなどが適して います。 常緑樹は年じゅうその美観を楽しむことができますが 
季節の美しい花を楽しもうとする のなら、 サザンカ、チャ、ツツジ、ドゥダンツ ツジ、 ボケクチ 
ナツ、 ツべキ 、ジン チョゥゲ 、ム クゲなどがよいで しょう。 
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またもし、 防衛のためなら、ヒイラ ギ、メギ 、ボケ、 サンザシ 、ナヮ シロ グミ、 カラタチ、ゥコ 
ギ 、ピラ カンサスな ど、 トゲのあの木が よく、 マツやスギな ど、 葉の するどくとがったものもよい 
でしよう。牧場のまわりにリュゥゼツランを植え込んだりするのも、一種の生垣といえるかもしれ 
ません。 

以上、 生垣に適した木をあげてみましたが、このほかの木ではいけないというわけでは なく、 た 
いていの木が生垣に使えます。要は、木の種類よりも手入れがたいせつで、刈込みを怠らずに、だ 
いじに育てれば、りっぱな生垣ができます。 

イチゴにはなぜつぶつぶが イチゴは今から百二十年あ 
ついているのでし ようか。まり前にオランダ人がはじめ 

て持ってきたものだといわれ 
ています が、 生で食べる ほか、ゼリー、ジース、ジャム 
などとしても食べるので、今日ではほとんど一年 じゅう 
イチゴを口にすることができます。ただ、生のものはい 
たみやすいので、遠くまで送ることができません C 
イチゴは赤くて美しく、香りが 高く、 その上品な酸味 
は 人の味覚をくすぐります。 

酸味は主としてリンゴ酸です が、リュー マチに きく 酸 
も ごく少量ながらふくまれています。ビタミン C を多く 



イチゴ 
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キイチ 




おしべめしべ 



花托 


種子 


か•く 



ふくんでいるので 、「イチゴ 十粒で C は OKJ などと 宣 
伝の キャッチ•フレ ，-ズ にもされています。 

美しい色はくだものの女王の名にふさわしく、赤い色 
素はアン トシ アン系のフラガリンです。この色は熱によ 
わく酸化しやすいの が 特徴の一つで、ほんもののイチゴ 
ジャムが、 黒ずむ の もそのためです。イチゴの ジャムと 
いって売っているものには、リンゴ ジャムに 色をつけ、 
イチゴを少しませたようなものも多いのです が、 ほんも 
のは、 イチゴのつぶつぶがたくさん入っているので' す 

ぐ見わけがつきます。 

このつぶつぶはイチゴの果実です。ふつ 4 5 わたしたち 
がイチゴの実だと思って食べているのは、花托です。花 
托というのは、花茎の頂部で、わたしたちはそのふとっ 
たものを食べているのです。むろん、そのと き、 いっし 
ょにほんとうの果実も口に入ってはいくのですが、ゥメ 
やモモを食べるのとはわけがちがいます。 

イチゴではなぜ花托の上に何百というたくさんの果実 
がつくのかというと、それはイチゴの花を観察するとわ 
，- Ai 'ます0 
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静岡県久能山の石垣 イチゴ 


ィチゴの花には一つの花の中にたくさんのめしべが 
あり、その下部にある子房は、花の台ともいぅべき花 
. 托についています。花が散ると子房は熟して、それぞ 
れ果実になります が、 それは粒のように小さいので、 
.大きく赤くなつた花托の表面につぶつぶになって見え 
るのです。 


ィチジクからは 、どうして 地方によっては、ィチジ 
白い乳のようなものがでる クを家のまわりに植えると 
のでし ょうか。 家が栄えないといっ て、 た 

いそうきらいます。七重八 
虛に咲いて さえ、 実のできない木もあるというのに、 
チジクには花も咲かないのに実が なる、 まことに気 
味のわるい木だというのです 

むかしは、ィチジクには花がないと思われていまし 
た。それで、イチジタには、無花果の字をあてていま 
す。しかし、花がないのではありません。いつ花が咲 
いたのか、わからないままに実が大きくなつていくの 
です。枝についている小さな坊主のようなものを割つ 


〇 
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てみると、中にたくさん白いものがつまっているでしよ 
う。この一つ一つが花です。つまり枝についている玉は 
花の集まったものですが、てっぺんに小さなあながある 
だけなので、中の花が見えないのです。花には雄花と雌 
花があり、種類によっては、特別のハチがいないと花粉 
を運んでもらえないので、実ができませんが、日本で植 
えているィチジタはたいてい雌花ばかりで、花粉をうけ 
なくても実をむすびます。 

ィチジタの実は甘くて、乳のようなものがあってべた 
ベたしていますが、べたべたしたものは茎や葉にもあり 
ます。茎や葉にきずをつけると白い汁がでてくるでしよ 
う。それを水の上にしずかにおとして観察しましよう。 

この液は乳液といって、木がきずをうけても枯れない 

r —— / 7— _ ように守る役目をし 


花 

の 

ク 

ジ 

チ 






■ 




托 




な 


め 



紐 


な 


ています。ィチジク 

では、皮のすぐ下のところに乳液のはいっている管があるので 
そこをきずつけると汁がでてきます。べたべたするのは、中に 
ゴム質のものをふくんでいるからです。ィチジクを家のまわり 
に植えたくないのも、乳液があるためかもしれません。 
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イチジク 



イチ ジクの 乳液は痔の薬に なり、 煎じて飲む と 虫くだしに 
もなる といいます。 なお、 乳液をだす植物はイチ ジク ばかり 
ではなく、いちばん有名なのはゴム ノキでしょうが、 そのほ 
かにもタンポポ 、サツ マイモ 、タケ ニグ サ、クサ ノオウなど 

いろいろあります。 

イチヨウには、どうして乳 並木などに植えられているイチ 
ができるのでし ようか。 ョウはどこにでもある木なので、 

ふつう、 あまり 興味をもちません 
が、 じつはたいへんめずらしい植物なのです。 

イチョウの 木がいちばんよく繁っていた のは、 いまから二 
億年 も 前のことです が、 それが、むかしとおなじ 姿で、 いま 
の世まで生きているというので、生きた化石などともよばれ 
ています。 

日本には中国から渡ってきたといわれて おり、 いま自然に 
育っているのは日本と中国だけです。ほかの木や草は、たと 
え ば、 イチゴとビヮ 、ナスと トマトは親類と いうように、 み 
ななかまがあるのに、イチョウだけはただ一種で、なかまも 
親類もありません。 
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イチョウの雄花と_花 


ィチョウの 木には オスとメスがあり、とても 大 
きくなる ので、 ふつうの家の庭木には あまりむ き. 
ません が、 お宮やお寺の庭には よく 植えられてお 
り、 お化け ィチョウの 話 や、 火事のときに木から 
水がふきだして火を消したなどという話が各地に 
伝わっています。ほんとうかどうかはあやしいも 
のです が、ィチョウが 火に強い こと だけはたしか 
です。また、 梢がみな北を向いているのは、北極 
にある磁石がひっぱっているためだなどという人 
もい ます。 

ィチョウの木には、下のほうの枝の間から乳房 
のようなものがぷらさがって くることがあり、こ 
れをィチョウの乳とよんでいます。 

むかしからィチョウの乳房はメスの木にしかで 
きないといわれ、乳の出のわるい人が、この木に 

虫願をかけると、乳がよくで 
がるよう になる と 信じられて 
パき ました。 それで乳の木に 
行おまいりする人も多かった 



20 



のですが、ィチョゥの乳は、幹や枝からでた気根で、いわば、コブのょなぅものが大きくなったも 
のです。 

、，、，つたえでは、 乳房はメスの木にしかできないといいます が、じっさいには オスの木にもでき 


ま^ TTN 


〇 


イネは、 どうして 寒い地方 
にはできないのでしよう 
か。 


バナナが熱帯の植物であることを知らない人はいないでしょう が、 
ネが熱帯の植物であることを忘れている人はあるかもしれません。 

ネは 
日本その 


他アジア諸国でひろく栽培されてい 
るばかりでなく、 ヨー ロッパではィ 


匕 

rHH 


タリア やスペインでも栽培され、 
アメリカ、 南アメリカ、 ソ連などで 


もつくっています。 

ィンドや中国では紀元前三千年も 
の大むかしから栽培されていたとい 
われます が、 日本にもょほど^かし 
に渡ってきたものとみえ、弥生式土 

器にはもみのあとのついたものがあ 
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ります。 これは、 かつて中国または 
朝鮮から渡ってきたものでしょぅ. 
が、 原種は アフリヵ、ィンド、ィン 
ドシナ、 中国南部、 マレー 諸島など 
熱帯地方に分布しています。数千に 
も達する多数の品種があります が、 
現在では、各地方にもっとも適した 
三百種くらいが主としてつくられて 
いま^ N 

ベ •へ 

し し 

お め 


日本でイネを作るのは春から秋にかけての暖かいころで、冬 
イネを作らないのは、寒いころにはイネが育たないからです。 

イネのいちばん よく 育つのは暑いさかりのころです。実験に 
よると、 イネがいちばん よく 生長するのは、水の温度が摂氏三 
十二度くらいのときです から、 イネはずいぶん高い温度が好き 
なわけです。イネを栽培 するとき、 苗代に種子を まいて 朝にな 
ると 水を おとし、 夕方になる と 水をひき入れる といぅ めんどぅ 
な 手数を くりかえして 苗を育てる のは、夜、 土の温度の さがる 




























秋の稲の収獲 


のをふせぐためです。お米の不作の原因は暴風、病気 
や虫などの害にょることもありますが、これらに劣ら 
ない大きな原因は冷害です。東北地方では、いままで 
に何百回も凶作にみまわれていますが、そのほとんど 
全部が冷害にょる不作です。 

今日では病虫害に強い品種や気温の低い北海道や東 
北地方に適した品種もつくられましたが、お百姓がな 
お天を仍いで、これを第一の頼りとすることにはかわ 
りありません0 

イネは生育のとちゅうで急に寒い目にあうと、花粉 
ができなかったり、もみができなかったりします。も 
し花粉ができていても、低い気温にあうと死んでしま 
うので、みのらなくなります。低温のためにいちばん 
ひどい害をうける時期は、花粉ができるときで、その 
つぎは花のできたとき、そのつぎは花の開いたときで 
す。夏の日射を、都会の人は暑い暑いと不平の種にし 
ますが、イネを育てるお百姓にとっては、これは恵み 
の光です。 

つまりイネが寒い地方にできないのは、もともと熱 







































帯地 方の草で、生育するには高い温度を必要とするからです が、 これはイネのもっている本来の性 
質で， U 。 それでは、熱帯の植物はなぜそのような性質をもっているのかと重ねて問われる と、 ちょ 
っと、 いまの学問では答えられません。 

皮まで食べるというと、®'蛮なことのように思う人が多いものです。 
ハイキングに行って弁当を食べた とき、 ミヵンを皮のまま食べている人 
がいたので、「かわをむいて食べるものですよ」と教えたら、その人は 
ハイと答えて、川のほうをむいて、食べたということです。 

イモや リンゴの皮は、肉の部分にくらべるとかたいので、皮をむいたときにくらべると食べにく 
いものですが、食べるにこしたことはないでしょう。 

イモやリンゴからいえば、皮は皮膚のようなもので、日光、雨風、虫などにさらされており外 
部からの傷をうけやすい部分でもありますから、肉の部分にくらべる と、 ビタミンやたんぱく質や 
油などをたくさんもっていて、傷をうけても早くなおるようになっています。 

サッ マイモなどの皮の、いちばん外がわに ある 紙より薄い皮はせんいですから消化しません が、 
そのすぐ下の部分には栄養がたくさんふくまれています。 サッ マイモやジ ャ ガイモでは、たいてい 
の人がそのイモの一〇パーセント以上を皮としてすてていますが、皮をむくなら、なんとか薄くむ 
くようにくふうしたいものです。 

また、くだものなどでは、ナイフで皮をむいてすてている部分のビタミン類が、食べている部分 
の 何 fg こも あたることがあります。ミカンの皮には、ことにビタミン C がたくさんふくまれている 


ィモやリンゴは皮のまま食 
ベたほうがよいといいます 
が、 どうしてでしょう か。 


ので、ミヵンの皮をむかないで皮のまま 一 個食べれば、ビタミン C の一日の必要量をみたすことが 
できるくらいです。 、' 

ただしかし、食物というものは、化学分析の結果がどうだからこうして食べねばならぬというも 
のではなく、消化という点からいえば、気持ちよく食べることがたいせつですから、皮をひじょう 
に気にする人に、どうしても皮のまま食べねばならぬと強制するほどのことはないでしょう。 

なお、このごろのくだものの皮には、農薬のついていることもありますから、皮ごと食べるとき 
には、皮をよく洗うことがたいせつです。 

イラクサにさわる と、 どう イラクサは、 やぶかげや林の ふちなどには えてい る草で、 茎や葉に さ 
してあんなにいたいのでし わると、ちくちくいた み、 その痛みがなかなかとまりません0 

う力 これはイラクサの茎や葉には小さな刺毛という針があって、皮膚にさ 

わると、これがささるからです。ちょっと見たところでは、なんでもな 
い毛のように見えますが、さわると、ひどい目にあいます。 

イラクサの刺毛は、根もとの太さが◦•ー ミ リメ ートル、長さが一、ニミリ メ^ —トルです が、 中 
が管になっていて、先端はとても鋭く、その精巧なことは、人間のつくった注射針などのおよぶと 
ころではありません0 

そして、根もとにはふくらんだところがあって、そこには毒液が入っています。もし人や動物が 
毛にさわる と、 この鋭い注射¢1はぐさりとささり、それと同時に、根もとのふくらんだところが 
おされて、毒液が皮膚の中に注射されます。この毒は蟻酸その他で、わずかの刺毛にさわっただけ 
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だと、 数時間の痛みとかゆみでおさまります が、 たく 
さんの刺毛にふれる と 痛みがひどいばかり か、 その部 
サ分がぶつぶつふくれ、まっ赤になります。 

ク むかしィンドで トラと ゥシとを_わせて見世物にし 
ラたと きには、 この類の草でウシの尻をつついてウシを 
イ猛りくるわせて向かわせたそうです が、 熱帯地方には 
人間の生命を うばうよう な恐ろしい種類もあります。 


植木鉢に卵のからをふせて 植木鉢に卵のからがふせてあるのは、よく見る光景です。こうしてさ 
おくのはなぜです か。 えおけば、なにも肥料をあたえなくてもじゅうぶんだと信じている人も 

(ますが、あんなことをしておいても、あまり 役にたたない という 人 も 
います。しかし、 いちおう 考えられることは、 石灰肥料 として 役だたせるためにおくのだろう とい 
うことです。 

卵のから は、 炭酸ヵルシゥムからできていますから水にはとけません が、 雨水にはすこしとけま 
す。 それで雨水にあたる と、 からは少しずつとけて肥料に なり、 土にしみこんでいきます。 

石) K 質巴料^ H 、 植物をじょうぶにするばかりでなく、土の酸性を中和するので、これをほどこす 
と土の中の肥料がよく分解して吸収しやすいものになり、生育に大きな効果をもたらします。卵の 
から も、 いくらかはそのような役にたつものと考えられます。 
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ウメの 実は、 入梅前に食べ ウメは中国の原産で、日本には奈良朝時代に渡ってきました。多くの 
るとは、なかをこわすといい 品種がありますが、果樹としての 品種には 1 JW 軸、小梅、白加賀、紅加賀、 
ます力なぜでしよう か。月ガ瀬、養老などがあります。ウメの果実は誰でも 知っているとおり 梅 

I 酒の原料にしたり、梅干しとして食べます。戦争中はおにぎりや弁当に 
梅干しを入れたものを日の丸弁当といって、そまつな弁当の代名詞のように使い、戦後は日の丸の 
旗を嫌悪する気持からか、日の丸弁当をさげすむ風が強い時代もありましたが、遠足のお弁当とし 
ては、梅干しを入れた海苔まきのおにぎり以上においしいものはないでしょう。 

ウメはもっとも役にたつ食用植物の一つですが、未熟の果実を食べると中毒することがあり、い 
までも、このために死ぬ者が年に何人かいます。そして、それはたいてい子どもです〇昔から「入 
梅前のウメの実を食べるな」というのは、未熟なウメを食べるなということにほかなりません。ウ 
メの実はちょうど梅雨どきに黄色くなるものですから、それより前のウメはまだ若い青梅のことが 
多いわけです。 

未熟のウメを食べると中毒するのは、ウメの種子の中にアミグダリンという毒になるものがある 
ためです。熟した果実だと、種子は堅い核(さね)の中に入っていますから、食べても、果肉だけ 
で、種子は食べませんが、未熟の果実では核がやわらかいので、なんの気なしに果肉といっしょに 
種子まで食べてしまうこともあります。そうすると、はげしい腹痛などをおこします。 

わたしたちが子どもの ころ、 よく生 ウメを 食べ、種子を「天神 さまの お菓子 だ」などといって、 
核を割って食べたりしたものです が、 今から考えると危 いこと をしたもの だと思います。 入梅前と 
か入梅後とかいうことでは なく、 生 ウメは 食べない ようにし なければ なりません。 
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ウメの実とシソの葉をいっ 赤くなるもとのものは、シソの葉の色素です。シソの葉にある色素は 
しょにすると、どうして赤 二十数年前に日本の学者によって研究され、化学的なできかたも、だい 
くなるのでしょうか。 たいわかっていますが、それによ ると、 ダリアの赤い色素やヤグルマギ 

クの青い色素にたい そう 近いもので、 アン トシ アンと いうもののなかま 
•です。 このなかまの色素はどれも酸性の液の中では美しい赤い色になるものです。 

いまウメの実と食塩とをまぜます と、 食塩はウメの実から強く水分をうばいとって水にとけよう 
とします から、 まずウメから水分がにじみでてきます。このときウメの実の中に ある、 水にとけや 
すい種々のものが水といっしょに外へ出てきます。 

この水の中にはウメのすっぱい味のもとになるリンゴ 酸、 クエン 酸、 シュセキ酸などがふくまれ 
ています。 これらの酸をふくんだ酸性の水がシソの葉にふれる と、 シソの葉の中のアントシアンが 
醆類とむすびついて美しい赤い色に かわり、 それと同時に水にとけやすくな って、 葉の細胞から外 
へとけだして赤い液が得られるのです。 

ですから同じウメで も、 すっぱい味の強い、まだよく熟さない青い ウメ ほどシソの色素を赤くし 

ウラジロや ユズリハ、 ダィ 鏡餅はその名のと おり、 鏡(昔の鏡は円形でした)をかたどったもので 
ダィなどをそえて鏡餅を飾 清浄潔白の心をあらわすものといわれています。二つ重ねるのは日月を 
るのは、なぜで しようか。 表象するものだともいいますし、福徳いろいろ重なることを願うためだ 

ともいいます。 
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ウラジロは本州の南部から熱帯地方にまで、どこにでもあるシ ダで、 所によってヤマ クサ、シダ、 
モロムキなどといろいろの名があります。 

海岸や森林のなかなどによくしげっていて、農業や林業のうえからは、やっかいな植物です 。こ 
れをお正月に使うのは、昔は ウラジロの ことを漢字で歯朶と書いたので、歯は朶は枝で、歯が 
校のように長くのびてめでたいという縁起からだといわれていますが、お 正月、 葉の表の緑色と裏 
の白色がいかにもあざやかで、しかも左右のつりあいが とれて、 たいそう美しい ウラジロを 見るの 
は楽しいものです。マッタケなどを送るときのつめ物に使われるの も、 このような美し さを 買われ 
たもので しょう。 

ユズリハは一年じゅう青々としげっている木で、新しい葉がのびてから古い葉が落ちる ので、 こ 
の名ができたといわれています。葉の寿命は一年くらいです が、 古い葉が新しい葉に役目をゆずる 
ところが、ちょうど父親が子どもに代をゆずるのに似ているというので、代々相伝えて栄える よう 
にという縁起を祝って、正月の飾り物に使うのでしょう。 

ダイダイはミヵンのなかまで、すっぱいので生では食べられませんが、かおりがよいので、 これ 
からママレ ー ドをつくります。日本でつけられた名をダイダイ(代々)というのは、果実が木の 上 
にのこって冬を越すことからでたもので、お正月の飾りに使うのは、父子代々という意味をあらわ 
すものといわれています。ユズリハと組んで、家系尊重、子孫繁昌を祈るというのでしょう。正月 
に飾る植物には、このほかにも松、竹、梅、コンブ、ホンダ ヮラ、イネ、 ユズリハ、マン リョウ、フクジ ュ 
ソウ、 ナンテンなどいろいろあります が、 どれも縁起を祝って飾るものです。またし め 飾りのしめ ag 
にエビ、ダイ ダイ、 コンブなどをつける のは、 海の幸、山の幸を神様に ささげ、 豊年を祈る、しからです。 
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うるしにさわる と、 なぜか うるしは 東洋特産の塗料で、熱に つよく、酸、 アルヵリなど薬品にた 
ぶれるのでし ようか。 いする 耐性 もあり、 電気絶縁 性、 接着力 もよいから、 処理 さえよ ければ 

I 永久性のある完全塗料です。品質は国産のうるしが最上で、これにつぐ 
のは中共、台湾、北ベトナムのものだとされています。 

うるしは ウル シの 木の樹皮に傷をつけたときに でる、 ねばねばした黄色い液を集めて精製したも 
ので、うるしに 弱い 人は、うるしの 汁が皮膚に つくと、 皮膚がただれて赤くふくれます。これを 

「うるしまけ」といいますが、うるしに弱いといわれる 
人は汁がつかなくても、においをかいだり、ウルシの 
木の下に行っただけでもかぶれることがあり、漆器店 
シ の前を通っただけでかぶれた などと いう人もいます0 
ル しかし、これはいわゆる特異体質の人で、ふつうの 
ウ人は、そうかぶれるものではありません。また、ウル 
シに弱い人で も、 とくべつの人をのぞけば、何度も何 
度もかぶれてはなおり、かぶれてはなおりしているう 
ちに、かぶれなくなるものです。 

うるしにかぶれるのは、うるしの中にあるウルシオ^~ルが皮膚についてしげきするためですが、 
完全にかわくとしげき作用はなくなります。 

うるし汁の品質はウルシオ ー ルの含量によってき まり、 日本のうるしにはおよそ七◦パーセント 
のウルシオールがふくまれています。ところが、特異体質の人はーミリグラムの千五百分の一でも 
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かぶれますから、新しい漆器にかぶれる こと もあるわけです。 

「うるしまけ」は数時間ない し 数日間の潜^期を経て、皮膚が赤くな り、 水泡が でき、かくとそれ 
がくずれます。薬としてはチンク油を主としたものが用いられていますが、抗ヒスタミンの注射を 
すれば、かゆみはかなり軽くなります。地方にょっては、サヮガニをつぶして、その汁を塗ればな 
おるといっていますが、わたしが実験してみた結果からいうと、あまり効果はありませんでした。 

枝は実をつけたまま切ると 幹から切りはなされた枝は、根から水分があがってきませんから、や 
どうして葉がしおれないの がてはしおれてしまいますが、おなじ木の枝で も、 果実がついているほ 
でしょう 力。 うの 葉は、 果実のついていない枝の 葉よりも たしかに 元気です ◦葉や 枝 

から蒸発していく水分はおなじはずなのに、これはどうしたわけで しょ 
うか。 このふしぎの種が果実にあることはたしかです。 

ミヵンなどの枝でためすと観察しやすいのですが、果実の大きさが どうなる かを調べる と、 この 

なぞが解けます。 

果実のついている枝では果実からも水分が蒸発しますから、水分の蒸発する量は、全体としては 
果実のない枝ょり多いでしょうが、果実から蒸発していく水分の量は葉から蒸発していく:1:にくら 
ベるとずっとわずかです から、 果実の水分は葉のほうに吸いよせられていきます。 つまり、 果実の 
ついている枝では、およそ果実のもっている分だけよけいに水分があるので、葉から出ていく水分 
を補うという形になるわけです。 

果実のまわりをはかってみると、毎日だんだん小さくなっていくのは(果実からも水分は蒸発してい 
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ますが)、 おもに葉のほうに水分がうつっていくからです" 

このようなことは、幹から切りはなされた枝ばかりにおこることでは なく、 生きた果樹でも水が 

果実から葉にうつっていきます。 、 

こち、，、 果実のいちばんふくらんだ ときと、 いちばんしなびたときの差が、地面の力わして 

いるときほどひどいのは当然のことです。 

ある 学者の実験報告に よると、 レモンでは朝六時ころから果実がしほみはじめ、夕方の四吨ころ 
いちばん小さくな り、 それからだんだんふくらみはじめ て、 朝六時ころにいちばん大きくなってし 

ます0 

海草は水からあげる と、 ど 海草は海の中にはえている植物です から、 ふつうの木や草にくらべる 
うしてぐにゃっとしてしま と、 からだのできかたがずいぶんちがっています。形も簡単で、全 W が 
うのでしょう か。 #のような形をして おり、 からだの端のほうで岩などについて、水の中 

に立っています。 

ァオサはひらべったい布の ような 形をしており、ミルはひも 
のような 形をしていますし、ホンダワラは、ちょっ と 見る と、 

レ 根•茎•枝•葉•果実をそなえているかのように見えますが、 
はっきりした区別があるわけではありません。 

陸上の tt 物はじっと立っているものだときめています力ら、 
そ h こつハて、べつにふしぎを感じませんが、ふつうの植物が 
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立っていられるのは、からだを支えるために地中に深 
く根を張り、かたい幹や茎をもっているからです。 

ところが、海草は幹もなく、根もなく、ただからだ 
の端のほぅで岩や石などに簡単にくっついているだけ 
なのに、陵上の木とおなじように、からだを のばし、 
水中に立っていることができます。 

このふしぎは、海の水の性質を考えると解ナます。 








繼 



i 



ic 




わたしたちは、鉄棒にぶらさがることは容易にできますが、鉄棒につかまって、鯉のぼりのような 
形に、空中でからだを水平にたもっていることはできないでしょう。ところが、プールのふちにと 
りつけてある鉄棒につかまったときは、足はしぜんに流れて、まっすぐ下にぶらさがることのほう 

がむずかしくな ります。 

また、よく学校でやる実験ですが、水の中に卵を入れると沈 
T ^ ^ むのに、塩をすこしずつまぜていくと卵が浮いてきます。これ 

f §水の比重と、卵の比重がひとしくなったためです。もし水 
' ク銀の中だったら、卵どころか釘でもかなづちでも浮いてしまい 

. 生物のからだにはたくさんの水分が、ふくまれていますか 
J 冬^^^ ら、空気とは比較にならぬほど重く、比重はだいたい水くらい 
^ あります。それで空気中で立つのは容易ではありませんが、か 
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らだの端で岩などにくっついている海草が海の中で立っている ことは、 そんなにむずかしいことで 
はありません〕 むずかしいどころ か、 ほとんど力がいらないといって よく、 むしろ浮いているほう 
がらくです。 

ところが、 これを空気中に とりだしますと、 空気の比重は海水の何百分の一というようなわずか 
なものです から、 まっすぐ立つにはよほど強い幹や枝がない と、 形をたもつことができません。と 
ころが、 ふつうの海草は、からだが葉の ような ものからで きていて、 かたい幹 や 枝をもっていない 
ので、水の中からだしたクラゲのようにへなへなにしおれて しまう のです。 

かえ リ咲 きとい〇 て、 秋一 このごろは季節感がうすれ、俳句の季題などは用をなさなくなったと 
に、サクラやアンズの 花が一は、 よく 聞く 苦情です。ことに花については、植物学者がいたずらをし 
咲くのは、どうしてでしよ I すぎるので、春夏秋冬のおもしろみが なくなっ たといい ます。 

う力 むかしは花磨というものが あって、 花の咲く時季は毎年きまってお 

り、サクラは春の花で、キクは秋の花でしたが、それがいまではキクな 
ど年じゅう花屋の店頭にあります。これでは自然のおもしろみがすこしもないではないかというの 
ですが、まことにもっともなことたと S します。 

科学の進歩によって、ホゥレンソゥを年じゅう食べられるようにしたり、秋の花のキクを春に咲 
かせたり、それくらいのことは人工で自由自在にできますが、自然のままでも、春花をつけた木が 
秋になってまた咲くことがあります。 

たとえ •.文、 サクラやモモの花は、春に^くのがふつうです が、 秋になってまた咲くことがありま 
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す。時ならぬときに咲くというので、むかしは、これを「呆け花」とか「狂い花」とかよ び、 縁起 
のよくないことが起こる前兆だとしました。しかし、お寺などにこのようなことがおこる と、 仏さ 
まのありがたい御心によって咲いたのだといって、ありがたがったものです。東京池上の本門寺の 
お会式ザクラは日蓮上人の徳によって咲くのだといわれています。 

しかし、これは返り咲きという現象で、そんなにめずらしいことではなく、地方をめぐってみる 
と、ところどころに年じゅう花の咲いているという不断ザクラなどというものもあります。返り咲 
きは近年めだって多いようです が、 サクラ、モモ、アンズ 、ナツ、リンゴ、 ッッジ、シャクナゲな 
どに よく おこります。 

ふつう、花の咲く時期は植物によってきまっているものです が、 春咲く花を秋咲かせるには、日 
が短くなってからも電灯の光などをあてて、春とおなじように、光を長時間あててやればよく、秋 
咲く花を春咲かせるには、この反対のことをすれば花が咲きます。 

このように花が咲くのは、木がさかんに生育しているときの日照時間によって早くな ったり、 お 
そくなったりします が、また、 温度によっても早く咲いたりおそく咲いたりします。 

たとえば、ゥメを 夏のころ寒いめにあわせ ると、 十一月のはじめころに花をつけます。それから 
また、 植物の体内での養分の くばられ かたに よっても、 早く咲いたりおそく咲いたりします。 養分 
のなかの窒素分が多すぎる と 枝や葉はよくしげります が、 花はよくできません ◦どちら かといえば、 
養分がすこし足りないくらいのほうがよく花をつけます。 

開花のしくみについては、まだよ くわ かっていないことが多いのです が、 だいたい花が咲くのは 
ホルモンの作用だといわれています。そのホルモンがつくられたり、くばられたりするのは日照時 
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ヵキやモモの よぅな、 くだも 
ののなる 木には、 実のたくさん 
なる年とその反対のならない年 
とがあるものですが、このちが 
いが、ヵキではいちばんめだつよぅです。 

なり年とならず年とは、毎年かわるがわるにあります 
が、 これは若い元気のよい木にはない ことで、 たいていは 
十五、六年たったいちばん実のなる盛りのころからはじま 
り、古い木になるほどめだってきます。 

どうしてなり年とならず年とがで きる かを考えてみます 
と、たくさん実のなつた年はそれだけ木が弱りますから、 


カキには、なり年とならず 
年とがあるのは、どうして 
でしようか。 


間、温度、養分のくばられかたなどがもとになっているわけです。それで、なにかの原因で、日照 
時間や温度や養分配給の関係がちょうど花の咲くのにつごうよくなれば、花はいつでも咲きます。 

サクラのように春に花の咲く植物では、花をつける芽は、夏の時期に発育をはじめて冬を越し、 
つぎの年の春になってから開花するのですが、ときには、その年のうちに急に発育して花をつける 
ようなことも あり、とくに 初秋の暴風などで木の枝や葉がいためつけられ、その後、秋のなかばに 
なって、天気が晴れわたって、気温の高い日がつづいたときなどには、ホルモンがたくさんでき、 
花芽の発育や開花に ちょう どよい条件になる ので、 その年のうちに花をひらきます。 
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つぎの年にはならず年となり、ならず年には実のなりかたが少なく元気が木のほうへいってしまう 
ので、つぎの年は木に元気がでて実がたくさんなるのでしょう。しかし、植物によっては、 二、 三 
年ごとになり年がくるものもあります0 

なお、ヵキの実をもぐときに、よく枝ごと折りますが、こうすると、翌年には若い小枝がでて、 
その小枝に花が咲き、実がたくさんなります。ヵキはあまり枝をしげらせ ると、 実のつきがわるく 
ります。 

ヵキ は、 甘柿を渋柿につぐ つぎ木をするばあいには、下の木を砧といい、つがれたほうの枝を穂 
と、 どうして甘い柿になる といいますが、伸びていく枝はみな穂からでてくるので、穂の性質があ 
のでしよう力 らわれるのです〇甘柿を渋柿につぐと、穂が甘柿なので、でてくる枝も 

みな甘柿なのです。 

では、もし渋柿を甘柿につぐとどうなるでしょうか。もちろん渋柿になります。 

トマトに タバコをつげばタバコになります し、 サッマィモにアサガオをつげば、アサガオが伸び 

てきて大きな花をひらきます。 

このように、つぎ木には糖の性質があらわれるものです が、 それでは、砧のほうの性質はぜんぜ 
ん穂にあらわれないのかといいます と、 まれには、枝にもあらわれることがあります。 

たとえば、トマトをタバコの砧につぐと、トマトの中にニコチンができます。また秋に花の咲く 

木の上に、春に花の咲く植物をついだり、落葉樹に常緑樹をついだときも、砧の影響がすこしずつ 
あらわれてきます。 
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なお、この問題のくわしいことはいまなお論争中です。 

ヵキこま、 •一、 のあるもの： ヵキはほかのくだものより安いので、ねうちが低いように 思われが ち 
が 多いようです が、 ご s ' の です が、 ヵキほどおいしいくだものは他にないで しょう。 ことに日本の 

ヵキは、世界でいちばんおいしいといわれています。子どもは正直です 
から、リンゴと ヵキを いっしょにだせば、 たいてい ヵキをとります。 

また宴会のテザートコースでいち.はん早くなくなるくたものはヵキだ 
そうです。 フランス 人といっしょに食事をしたら、食後のくだものに 力 
キをえらび、「ヵキほどおいしいものはない が、 ヵキのことを日本語では何というのか」とたずねた 
そうです。 

ヵキはもちろん日本語ですが、その味が天下一品なので、そのままフランス語になったのを、当 
のフランス人さえ忘れていたというわけです。 

これほどのヵキです が、 ヵキを食べると酔がさめるとか、冷えて、流産すると か、 よからぬうわ 
さもたてられています。また、ごまのないヵキを食べると囊づまりになるともいわれていますし 
ヵキのごまは、ヵキのなかにある渋味が、水にとけにくいものに変わって黒くなったものです。 
カキのなかには糖分がたくさんあるのに、シブオールという水にとけやすいタンニンをふくんでい 
るために渋いのです。 もし、 タンニンが水にとけにくいものに変わってしまえば、食べてももう渋 
味を感じなくなります。ごまのあるカキが甘いのはそのためです。 

渋柿にはタンニンがたくさんふくまれています。タンニンには収敏作用があるので、下痢をとめ 


ないカキを食べる と、 どぅ 
して糞つま y になるのでし 
ようか。 
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ますが、渋柿を食べると便秘をおこしやすいのもそのためです。 

果樹ぜめをするのは、どう いまでも、 一月 十五日に「果樹ぜめ」をするところがありますが、 こ 
してで しようか。 れは、むかしはさかんにおこなわれていた行事で、「成木ぜめ」 ともよ 

びました。 

そのやりかたは、この日の夕方、蛇または棒をもった子が果樹の木をたたいて傷をつけながら、 
「なるかならぬ か、 ならねば伐るぞ」 というと、 木のかげにいるもう一人の子が「なります、 なり 
ます」と答えるのです。木の傷にあずきがゆをそそぐ地方もあります。 

いちばんせめられるのはカキの木でした が、モモ、 クリ 、ナシ などは傷をつけないで、子どもが 
木にのぼってゆすぶりました。こうすると、たくさん実がなるというのです が、 果樹はある部分だ 
けたたかれていじめられたり、または木をゆすぶられたりすると、花がよく咲いて実がなるもので 
すから、このおまじない も、 まったくの迷信だとはいいきれないようです。 

鰹節 (かつおぶし} のカビ "目に青葉、 山 ホ トト ギス 、初 鰹"とうたわれていますが、カツオは野 
は毒にならないのでし よう 山が新録にいろどられる ころ、 日本の近海に回遊してきます。千葉沖に 
力 くるのは四月から六月ころです が、 それから 太平洋 岸を北にむかって移 

I 動して三陸沖に達するのは八月から九月です。カツオのシュンが人によ 
ってちがうのはそのためてで k よ；^ I にゃ f 

カツ オは刺身、すし、照焼、 煮 付、なまり、 佃煮、 大和煮 fe 詰な ど、 何にでもむ きますが、 とり 
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たてのカツオはあまり美味だとはいえません。それで、むかしの本に も、カツ オは生ではまずい と 
書いてあるくらいです。鰹節が発明されたの も そのためかもしれません。 

鰹節はめでたいものとされていて、お祝いのときには鰹節をつかう習慣があります が、 戦国時代 
には武士の食糧として珍重されました。 

いまの M 節はもっばらたしをとるのにつかっていますが、そのつくりかたをかんたんにいえば、ま 
ずカツォの頭、内臓、皮をとり去り、身を二つにわけてから、よく 勤し、 骨をぬいてから1 日 
T --^をくり力えしたのち肉の外 Jr をけすりおとし、さらに数日間ほしてから tf ■ か箱につめてカビ 
つけをします。胞子が十分ついたころをみはから って、カビ をはらいおとし、また樽につめてカビ 
をつけ、これを何度もくりかえします。こうしてカビがはえなくなるとできあがりです。 

鰹節のたしはおいしい が、 生の カツ オをつかって出し汁をとってみても、 S 節のようにはよい味 
がで ません。 おなじ カツ オなのに、鰹節のほうがおいしいのはなぜでしょうか。 

鰹節のうまみは、ィノシン酸のヒスチジン塩というものだとされていますが、鰹節にそれができ 
るのは、カビのはたらきによるのです。 

餅についたカビが有毒でないのとおなじで、カビだけ食べるようなことをすればいざ知らず、ふ 
つうのばあいには、 I 母にはなりません。 

カビつけの意義は、じつはまだよくわかっていません が、 カビのだす酵素のはたらきでカツオに 
ふくまれている過剰の脂肪が分解、消失し、特有の香気とうま味ができるものと考えられます。 

また、 カツオブシを適当に乾燥させて緻密な製品に し、 他の有害な微生物の発育を おさえる 効果 
もあると考えられています。鰹節の カビは、 俗に カツ オブ シカビとよばれていますが、 アオ カビの 
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なかまで、 いくつか種類が あります。 

犯 Si のタケの 51 ま、なぜな 正月の飾りにつかわれる植物にはいろいろのものがあります が、 もっ 
なめに切るのでし ようか。 とも代表的なものは門松です。 

門松のもっともかんたんなものは、釘でマッを門口にうちつけたもの 
です が、 手のこんだものになる と、 マッを芯として、これに葉つきのタケをそえ、ゥメを配し、し 
めをかけ、さらにエビ 、ダィダィ、 ゥラジロなどの飾りをつけます。 

もっとも、 関西には タケを 使わない ところもあり、タケを たばねた門松は関東に多く見かける風 
習です。 

古老によると、これは、むかし徳川家康が、三方ガ原の戦に敗れて浜松に籠城したとき、タケを 
朿にして弾丸よけにした が、 正月がきたので、タケ東のところに門松を飾ったのがはじめてだとい 
います' 

それがえんぎに なって、 江戸城にタケ束の門松を飾る ようになり、 武家屋敷にも普•及したのだと 
いいます が、 一般の人はタケをつかうのを遠慮して、ササを つかい、 医者だけが先をななめに切っ 
たそぎ竹をそえたといい ます。 なぜ頭をななめに切ったのかに ついては、 武士についで身分が高い 
ことを しめすためだといいます が、 藪で ないしよう こに そうした のだという説も あり、はっきりし 
たことは わかりません。 

なお、別説では、元亀、天正の 頃、 家康のと ころに、 当時の強敵、武田氏から"松枯れて竹たく 
ひなきあしたかな"という句を送ってきたのを 見て、 家康 は、 松は松平(のち徳川 氏)、 竹は武田氏 
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をさすものだとして、大いに気をわるくしたので、そばにいた酒井忠次が、文字に濁りをつけて 
"松枯れで、竹だくびなきあしたかな"とよみ、意味を転倒してみせて、これこそ吉兆だとい、 


ふ H 


した。それで家康も大いに気を よくして、 祝宴をひらいて祝いました。これが例となって、江戸城 
諸門の松飾りには、葉なしのタケの末端を切ってマツをそえるようになったのだといいます。 

いずれにせよ、門松のタケの頭は切ってあります が、 近年は、その切り口がとみにモダンになり 
ました。 


ヵビは、 餅 やパンにょくつ むかし、ドィツの教会で、あるとき 
きます が、 どぅしてヵビが ミサに捧げたパンに赤い血がついてい 
はえるのです か。 たので、これはユダヤ人にたいして神 

様が怒ったのだといって、多数のユダ 
ヤ人が殺されたことがありました。この赤い血とはパンやジヤガ 
モにつく赤いカビだったのですが、そのころはまだ、カビにつ 
いての学問が発達していなかったために、このような悲劇がおこ 
つたのでした。 


わたしたちは、古くなつたもののことを「ヵビがはえた」と 




いますが、新しいものでもゆだんはできません。カビの種類は数 
万種もあって、空中、水中、土の中、どこをみてもカビの胞子の 
ないところはありません。 



力 

ジ 

ク 
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胞子は、いわばヵビの 種み たようなもので、 二百 も 三百 もならベない と ー ミリにも達しないよう 
な小さいものですから、一つ一つはとても目では見られません。胞子からは、菌系 という、 枝のよ 
うなものが 出て、 だんだんひろがっていきます。 ヵビの ほんとうのからだは、この菌糸です0 

もちにつくヵビ はお もにアオヵビ、ベニヵビ 、クサイロ ヵビな どです が、ときにはコゥジヵビの 

つくこともあります。ヵビは養分や水分がないと生きられませんが、もちには水分 も 養分 も 十分あ 
ります。それで、空気中にうかんでいる胞子がもちの上に落ちると、胞子はもちの水分や養分を吸 
って、成長し、菌糸になります。菌糸はだんだんひろがって、ついには、もちの中にまではいりこ 
んでいきます。もちが 綿毛 かクモの巣をはったように見えるのはこのときです。 

ヵビ は、 もちをつくっているデン粉を養分としてからだを養い、やがて一本一本の枝の先に こま 
かな胞子をたくさんつけます。このようにしてヵビはふえていきますが、目に見えない小さな胞子 
も、何千というかたまりになると粒々になって見えます。また、色も見えるようになります。アオ 
ヵビの胞子は青く、ベニヵビの胞子は赤.く見えます。ヵビの赤とか黑とかいう色は、この胞子の色 
によってきまるのです。 

もちヵビは、食べても毒にはなりませんが、ヵビのはえたもちは、ヵビに養分を吸いとられて味 
がわるくなりますから、ヵビがつかないように、ほしたり、水もちにしたりしますが、箱の底に酒 
かすをならべて その上に紙を 置き、その上にもちをならべて、ふたをしておくとかびません。 

ヵビには人の害になるもののほか、人の生活に役だつヵビもたくさんあります。東洋人はヵビを 
うまく利用することでは世界一です。 
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カブはダイコンのように ジー カブはカブ ラ、 カブラナとよばれ、大むかしには青菜(あおな) とよん 
urxMW ㈡ くさ if く |でいました。そのころの蔬菜といえば、ふつうはこのカブラナのことを 
171 V 力 いいましたから、呼びやすいためにカブラナがカブラになりカブになっ 

|たのだろうといわれています。 カブの 原種は、 ヨーロ ッパの温かい地方 
にあるといわれますが、植物学のうえでは、 アブラナ や ハクサイと おなじ種類のものだと考えられ 
ます。日本には、むかし中国から渡って きた ものですが、いまでは独特の品種が たくさんつ くられ 
ています。根の形には、丸いものや紡錘形のものが あり、 色も紅色のもの、白いもの、地面からで 
ている部分は紅紫色で地中の部分は白いものな ど、 いろいろあります。京都の名産スグキも カブの 
一種です。 

いっぱんに、カブの根は煮て食べたり、ゆでていろいろの料理につかったり、潰物にしたり しま 
すが、主食物にたりない養分をおぎなう効果も少なくありません。 

成分は、品種によって多少ちがいますが大差は なく、 水分もダイコンとにたもの、ビタミン類も 
ダイコンとほぼおなじです。ジアスターゼもふくんでおり、その量はほかの野菜に くらべる と多い 
ほうですが、ダイコンにはおよばず、生のもので くらべる と、でんぷんを糖化する力尤、だいた、， 
ダイコンの半分くらいです。 

なお、先年アメリカのウィスコンシン大学では、カブの根から殺虫剤をとりだしたと発表し まし 
た。これはカブの根の中に十万分の一くらいふくまれている物質をとりだしたもので、 ハエ、 アブ 
ラムシ、ダニなどを退治するのに よくきくとの ことでした。 
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カポチャのむだ花の花粉が 
なり花につかない と、 カポ 
チャがなってもくさるのは 
どぅしてでしょぅか。 



植物の果実ができるのには、糖類、アミノ酸な ど、 いろいろの物が関 
係しますが、それらの生成や変化を支配する日光、温度、水分など外部 
の条件もまた深い関係をもっています。 

ですから、非常に複雑ですが、ここではとくに花粉に関係したこと、 
とくに果実の育つことにとって欠くことのできない植物ホルモンを中心 
に考えてみましょぅ。 

カボチヤやキュウリなどの果実は、子房が大きく 
なったものですが、これらの果実では、つぼみので 
きはじめから花が咲くころまでには、ほとんど細胞 
分裂がおわつています。 


細胞は、 


つの細胞が二つにわかれることをくり 


かえしてふえていくのですが、細胞分裂がおわって 
しまったあとは、おもに一つ一つの細胞が大きくな 
ることにょって子房全体が大きくなっていきます。 
花が咲き、花粉が柱頭につくと、そこで花粉は芽を 
だして、これが伸びていって、胚珠にとどきます 
が、その間に、わずかの量ではありますが、子房を 
くっている細胞の中に植物ホルモンをだします。 
また、胚珠にとどいた花粉の芽は、ここで受精と 
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いうはたらきをします。受精とは、 
生物のふえることをうけもつ二つの 
細胞があわさって、一つになること 
で、ふつうの生物では、受精がおこ 
なわれてはじめてつぎの代の生物が 
できます。 

ヵボチャにはむだ花となり花があ 
ります が、 むだ花といっているのは 
雄花、なり花といっているのは雌花 
のことです。 

サクラやアブラナの花では、一つ 
の花の中におしべもめしベもそなわ 
っていますが、ヵボチャやキュゥリ 
の花は雄花と雌花にわかれていて、 
雄花にはめしべがなく、雌花にはお 
しべがありません。いわば、男の花 
と女の花とにわかれているわけで、 
果実のなるのは、むろん雌花です。 

受精がおこなわれるためには、雄 


カボチヤの花 



カボチャの遺伝をしめす模式図 


花の花粉が雌花のめしべの柱頭につ 
かなければなりませんから、むだ花 
はけっしてむだでなものでは なく、 
たいせつな花であることはいぅまで 
^7^ありません。 

さて、受精した胚珠は大きくなっ 
て種子になりますが、受精した胚珠 
からもまた植物ホルモンがだされ、 
これらがしげきとなって、子房の細 
胞にも植物ホルモンがつくられてき 
ます。この植物ホルモンは、細胞の 
分裂をはやめるはたらきもします 
が、おもに細胞を大きくさせるはた 
ら きをし、 ふつぅその体の組織の百 
万分の一くらいの濃さがあれば生長 
をはやめるものとされています。花 
粉がつくことにょって、いろいろな 
しくみでつくられた植物ホルモンが 
すべてをあわせて百万分の一くらい 
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の濃さになる と、 急に子房の一つ一つの細胞の大きさが増し、それにいろいろのものがためられ， 
さらにそれが変化して、果実が大きくなり熟していくのです〇 

このようなわけで、果実ができるためには花粉のつくことが必要なのですが、花粉をつけないで 
も、 植物ホルモンさえ必要なだけあたえれば、果実はできてもよいはずです。実際、ヵボチヤなど 
では、 水にとかした植物ホルモンのやや濃い液を柱頭につけてやると、花粉をつけなくても果実が 
できます。 

まだ花が開かない前で も、 花が咲くまでのあいだには子房がいくらか大きくなります が、 これは 
もともと あったごくわずかな植物ホルモンのはたらきによるもので、花粉がつかなくても、花の開 

ことはしばらくはつづきます。 • 

ヵボチヤのなり花などでは、外から子房が見えるので、これらのありさまがよく見られます。そ 
れで、花粉がつかなくてもヵボチヤがなったように見えますが、花粉のつかない花では、やがて植 
物ホルモンがなくなり、そのために子房の大きくなることが とまり、 それとともに、花の r との 間 
に離層ができ、さらに 子房と 茎とのれんらくが絶たれてしまいます。それで 養分 や 水分は もちろ 
ん、おそらくは 酸素な どもあたえられなくなるので、 子房は 自分のもっている 酵素で 自分の 体を分 
解しはじめ、一見くさったような状態に なり、 ついに 離層のところで、はなれ落ちてしまいます。 

また、このような 状態に なったものは、ヵビや 細菌が たいそうはいりやすいので、 や / J ' てそれ 
らのために、ほんとうにくさってしまいます。 花粉のつかない ヵボ チヤが くさるのは、このような 
わけです。 
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カヤで屋根をふいた 家は、 
旧家に多い ようです。これ 
は なぜで しようか。 


屋根にはさまざまの形の屋根があ 


かわら 


hv 


それをふく材料も瓦、木の 


板、木の皮、草、石盤、金属板、アスファルト•フ H ル 
いろいろです〇 


r 


ガラス板な 


草でふいた屋根には、ワラぶき、カヤぶきなどがあり、むかしから )11 
いられてきましたが、近ごろは、めっきり減ってしまいました。それは、材料が少なくなったこと 
と、 火によわいという欠点があるためです。 • 

いま鉄筋のビルが林立している大東京も、三百数十年前に、徳川家康が幕府を開いたときは、ほ 
とんどの家がカヤぶきか板ぶきで、幕府は町家が瓦ぶきにすることを禁じました。 

それは武士と町人との区別をはっきり示そうという幕府の方針だったのすが、その後、火事のと 
き、 あちこちのカヤぶき屋根が飛火でもえだし、ついに江戸中の大火事になったので、幕府はカヤ 
ぶき屋根の上に土をかぶせるように命令をだし、また、さらにその後の度重なる火事にこりて、 
いに町家にも瓦ぶきを許すようになりました。それからだんだん瓦ぶきが多くなり、今ではもう、 
カヤぶきの屋根はほとんど姿を消し、まれにあれば、それは文化財的な貴重なものとなってしまい 
.ました。 

ところで、屋根をふくカヤはススキのことで、ススキは秋の七草の一つで、オバナともよばれ、 
これを知らない人はいないくらいです。屋根ふきに用いるカヤは、晚秋の霜にあった枯れたススキ 
で、 ィネやムギのワラにくらべる と、 茎がかたくて長く、水はけがよくて長もちするので、屋根を 
ふく材料としては ワラより ずっと上等です。それに、どこにでもたくさんはえていましたから、ま 
ことによい材料だったわけです。 
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ヵヤぶきの家は冬暖かく、夏凉 しく、 しかも、あのどっしりとした感じは、ほかのどのような屋 
根にもみられない良さです。ことに雨の日のよさといったらたとえようもなく、ほかの屋根のよう 
なやかましい音は なく、 しとしとと、ほんとうに心の安まる思いがします。 

このような好材料をえらんだむかしの人の知恵には感心しますが、とはいっても、火によわく、 
また、材料も手に入らないとあっては、やがてはこのようなヵヤぶきの屋根が姿をけすであろうこ 
とも、また、やむを得ないことかもしれません。 

かんぴようは、何からつく 物知りが集まって、「山国の人は困ったもの だ。 ちくわやかまぼこが 
るのでしよう か。 海の中で泳いでいると思っているのだから……」な どと、 話に花を咲か 

せました。ところが、巻きずしのごちそうがでて、話がかんぴょうのこ 
とにおよぶ と、 かんぴょうは何からつくるものなのか誰も知りませんでした。 

しかし、そこはさすがに物知りの こととて、 ユゥガオからとるのだと思いだしましたが、かんぴ 
ょうは 熟したユゥガオを二つにたち割る と、 中にぐるぐる巻いて入っているのだとい うことに、 話 
がおちついたそうです。 . 

栃木県のように、古いむかしからかんぴょうで全国に名をなしている土地に住んでいる人などが 
聞いたら、ばからしい話ですが、これは東^ JM に実際にあった話です。東京には、 ネズ ミが卵をうむ 
と思っている人がいたり、ィネを見たこともないという人などもいるのですから、これは笑えない 

話です。 

かんぴょうは、ユゥガオからつくったもので、(長い果実ので きる、 ふつうのユゥガオからもつくれ ま 
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かんびょう（干瓢）むき 


すが、)フクべ(マルユゥガオ)という種類のユゥガ 

才から つくります。 

フクべの 果実は、 ややひらたい 球形で、 大き 
なものになると直径四〇センチ、重さ二〇キロ 
にもなります。花が終わって、約 一力月く らい 
たつと、果実の表面を爪でおした とき、 あとが 
つくようになります から、 こうなるころを 見 
て、天気のよい日に収穫し、よくふいてニセン 
チくらいの厚さに輪切りに し、 芯をとって、 と 
くべつのかんなで内がわから厚さニ ミリくらい 
にけ ずり、 竿にかけて一日で干しあげます。か 
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細長くむかれたかんぴょうは 
天日でほされる 


んぴょうはこうしてつくるのですが、 
このごろでは、機械でむきます。一日 
で乾燥するようにしないと良品が得ら 
れませんが、保存用のものはもっとよ 
千します。 

かんぴょうには特有のかおりと甘さ 
があるので、すしや、その他の料理に 
つかいます が、 生かんびょうからは、 
「友しらが」というお菓子をつくりま 
す。 また、 かんぴょうには尿の出をよ 
くする効果もあるといわれています。 


木には、花の咲く木と咲か 木にも男の木と女の木にわかれているものがあります。 しかし、 これ 
ない木がありますが、木に はちょっと見ただけではわからず、花をよく調べたり、また果実がなる 
貪と^の区別があるので かならないかに気をつけて、はじめてわかることです。 

う力 こういう種類の木の、男の木の花にはおしべがあって花粉をつくりま 

すが、めしべは なく、 あっても不完全です。その反対に、女の木の花に 
は、 めしべはあります が、 おしべは なく、 あっても花粉をつくらず、もしつくっても、それは役に 
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クリの花 



雄花 


(ヤナギ） 雌花 


おし 




めし 


雄花にはめしべがなし 


雌花にはおしべがなし 



左ーアサの雌株と雌花右一雄株と雄花 


たたない花粉です。 つまり、 男の木には雄花、女の木には雌花をつけるの 
です。ですから、こぅいぅ種類の木では、男女両方の木がないと実をむす 
ぶことができません。 

ィチョウの木にギンナンのなる木とならない木があることは誰でも知っ 
ていますが、ギンナンはィチョウの女の木にできたものです。また、ヤナ 
ギやウメモドキなどで実をつけているのは、みな女の木です。ヵィコに食 
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ベさせるクヮ にも男と女が ありますが、この木は、ときによって、 雄花と雌花を つけるので、 男女 
の区別 のなくなることがあります。 

木に も 男女の区別が あることがはっきりとわかったのは、 そんなに昔の ことではありませんが、 
大昔の人たち にも、 おぼろげには わかっていたようです。たとえば、アッシリヤ 人は何千年も昔 
に、ナツメジユロという 木には男女が あって、 その男の木の花粉を、天使が女の木に 運んでくれる 
と 思っていたよう です。では、 草には男や女の区別が あるでしょうか。アサ、スイ パ、 ホゥ レン ソ 
ゥなどは 男と女の区別が あります。 

「梅雨の投げ木」 といって、 梅雨の ころには、そこいらに 木を投げだし 
ておいても活着するといわれています。それほど 梅雨 どきは、さし 木 や 
とり 木に適して います。 

ところで、植物をふやすのには種子をまいてふやす のが、 いちばんふ 
つうの方法で一、二年生草花などは種子をまいてふやすのがいちばん早 
くてかんたんです が、 そのほかにもいろいろの方法が あり、 ジャガイモや サト イモはとくバつに分 
化した茎でふやす し、 サツ マイ モやダ リヤ はとく べつな根でふやします。 また、 つぎ木、 さし木、 
とり 木などによってもふやします。 

つぎ木は植物のからだの一部分をとって穂と し、 ほかの植物を砧としてつなぐ方法ですし、さし 
木は植物体の一部分を切りは なし、 土な どに さして根をださせ新しい植物体とする方法です。また 
とり木は親のからだについたままの植物体の一部に根をださせてから切りは なし、 新しい植物体を 


木の枝に傷をつけてコケを 
つけておいたり、土の中に 
ぅめておいたリ すると、 根 
がでるのはなぜです か。 
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つくる方法で、そのために、校にきざみ目や切れ目をつけて、そこに土やミズゴケをつけて巻いて 
おいたり、あるいは、土の中にうめておいて根をださせます〇 

トヵゲの尾が切れると、そこにまた同じものができるこは誰でも知っているとおりで、これを再 
生といいますが、植物には、トヵゲのように傷口に、もととまったく同じものが新成される ような 
真の再生は見られません。 

し 力し、 再生の性質ガあるので、切りとった枝を土にさして適当に水分をあたえる と、 上のはし 
からは芽をだし、下のはしからは根がでてきます。ベンケィソゥなどは葉をさしても活着します。 

この方法がさし木で、多くの植物におこなわれているふやし方です。この方法によると一度にた 
くさんの個体を育てることができます。さし木をする時期は梅雨どきがいちばんよいのです が、 秋 
や冬におこなうものもあり、草花などはある程度の温度さえたもてるなら一年じゅういつでもさし 

でふやせます。 

とり木は根をもっている母植物とつながっていますから、さし木より失敗もすくないが、根をだ 
させるためには、その部分に適当な手術をしなければなりません。それにはいろいろな方法が あり 
ますが、枝に切れ自をいれて、皮をはぎ とり、 ミズゴケをまいてポリエチレンでつつんで おくと、 
1できた養分がたまってそこがしだいにふくらみ、また、切り傷の下端には傷をなくすために白い 

がのってきます。そして、そこから根をだしはじめます。 

とり木はさし木のできる植物なら、だいたいどれでもできますが、若い枝のほうがやりやすいの 
は、古い枝より再生力がつよいからです。また、梅雨どきが適しているのは、この時期は高温多湿 
で、植物細胞の再生活動がさかんだからです。 
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このように、 形成層の細胞が分裂してふえるので木部 
の細胞がふえて、木はだんだんふとくな り、 それにつれ 
て形成層から外がわの部分は、外がわにおしだされるの 
で、 幹ぜんたいの太さが増してくるので す。 

木や草の 名は、 どのように 植物や動物にはそれぞれ名 
してつけたので しようか。 がつけられています。そのな 

かには、ずいぶん変わった名 
のつけられているもの もあります。 

植物の名でいえば、畳表やござなどをつくるイのよう 
に一音のものもあれば、アマモの別名のようにリュウグ 

ウノオト ヒメ ノモト ユイ ノ キリハズシなどと いう 長いものも あり、 また、ギシギシ 、ブタノ マンジ 
ュウ、コラ、 イランイランなどのようなへんてこな名もあります。しかし、どのような名にせよ、 
名には、その名をつけたいわれが あり、また、 それにふさわしい字があてられています。 

アサ ガオ、 ヒル ガオ、 ユウ ガオ、 ヨルガオなどの名が、どんなところ力らつけられた力は、た V 
たいけんとうがつ くでしょう。 . 

ツバキ (椅)、 エノキ ( ffi )、 ハギ8 )、ヒ イラ ギ(柊)など も、 どうしてそのような漢字をあて 
るのかわかるでしょう。コメの漢字の米は「八十八」のつまったもので、それは八十八夜のころ種 
子をまくので、それでこの字をあてるようになったのだといいます。 
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スギの幹はまっすぐにそびえ、大きなものになる と、 高さが四〇メートルにも達してみごとで 
す。 それで、 「直(す)ぐい木」とよんだのが、つまって、スギになったといいます。 

ヒノキ(檜)の名は「火の木」の意味で、大むか し、 火をつくるのに、この木をすりあわせて、 
火をおこしたことがもとです。いまでも、古い神社などでは、むかしのやりかたにしたがって、火 
をつ くると きにヒノキをすりあわせる儀式をします。 

ヒノキのなかまにアスナ ロと いう木があります が、 これは、「明日(あす)はヒノキになろう」と 
いところからつけられた名だそうです。葉がヒノキに よく 似ているので、ヒバ(檜葉)ともいいま 
すが、むろん明日になってもヒノキにはなりません。 

ソラマメ はさやが上をむいて いくので、 空をむく マメというと ころから名がつけられましたが、 
大きな のを、とくに、オタ フク マメとよぶ わけは は、 いわなくてもわかる でしょう。 

へチマは トゥ(唐、 いまの中围)からきたゥリなので、もとは トゥ リといいました が、 イロハニホ 

へ トチリヌル ヲ . とならべてみ ると、 卜はへとチの間(ま)にあるところから、へチマとよぶ よ 

うになったのだそうです。 

ジャガイモは、その植物が渡ってきた国の名がもとでつけられた名です し、 ダリヤやグビジンソ 
ゥは、人の名からつけられたものです。 

このように、 植物の名の おこりには、 いろいろおもしろい話があります が、 名は国によってもち 
がいます し、 民族によってもちがいます。 

たとえば、タンポポは日本の中だけでもいくつか名がありますが、ちょっと外国でのよびかたを 
しらべてみても、中国ではプーゴンイン(蒲公英)、インドではガン ダ、 イギリスではダンデライオ 
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ン、ドイツではラウエンザーン、フランスでは ピ ー サンリ I などと 国に よってみなち がいます。 

このように、おなじものにいろいろの名がついていたのでは、学問の研究には都合がわるいので 
世界じゅうに共通で、しかも正確な名がどの植物にもつけられています。 これが 学名というもので、 

学名には、それぞれ、その植物の性質や産地な ど、 その植物の発見に 関係したいろいろの 意味が & 
らわされて います。 , 

学名はふつう、属名と種名からなり、語源はおもにギリシャ、ラテン語からきていますが、ラテ 
ン語の文法にしたがってあらわされています0 

たとえば、タンポポの学名はタラクサクム•ブラチカルプム、ヤツデはハッシア•ジャポニカ、 
ナンテンはナンディア•ドメスティカです。その命名のしたかをかんたんにいいますと、たとえ文、 
ヤツデでいえば、ヤツデは日本産の有名な植物で、葉が八本の指のような形を している ところから 
ヤツテと名つけられ、「八手」の漢字をあてます〇これを外国の学者がハッシュと読んで露名をハ 
ツシ7とつけました。また、日本産のものであるところから、ジャパンをラテン語 化して、 塵名を 
ジャポニカとしました。このようにして、ハッシア•ジャポニカと命名されたのです0 

この命名法はリンネによって確立されましたが、このようにしてつけられた学名には、その 名を 
つけた人の名をいれることになっています。たとえば、ナンテンの学名をつけた人はツンベルグと 
いう人ですから、ナンテンはナンディア•ドメスティカ•ツンベルグです。これがナンテ 
な学名です。 ，フ_ 

なお、このような学名のつけかたは、植物だけに限られたものではなく、動物に命名する場合こ 
も同様にして学名が付与されます。 i 
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植物の葉や根や茎のはたらきと果実の 
そだっていく関係をわかりやすく模式 
的に書いたもの。 


木 や 草は、 養分や水分を吸 吸上ポンプを使っても一〇メートルくらいしか水があげられないとい 
いあげる力をどこにもって うのに、ユーカリ やセ コイ ヤのように一〇〇メ ー トル もある木のてっべ 
いるので しよう か。 んまで水や養分があがるということは、まことにふしぎなことです。 

どうしてあんな高いところまで水があがれるのか、植物のどこにその 
ような力をもっているのかということは、いまなお十分にはわかっていません。それで、ここには 
いちばん b かりやすいとされている説を説明することにします。 
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まず養分ですが、 

植物にはかたまった 

養分をあたえても、 

かたまったままで吸 
いあげることはあり 
ません。かならず水 
にとけたものを根か 
ら吸いあげて、水と 
いっしょに上のほう 
に運びます。それで 
この問題は草や木は 
水分を吸いあげる力 

をどこにもつている 
かという問題におち 
つきます。 

切り枝や茎を水にさせば茎や枝は水を吸いあげますし、へチ 
マのようなものでは茎を切る と、 根のついているほうの切り口 
から水がおしだされてきます。したがって、水は二つの 力、 つ 
まり吸いあげる 力と、 おしあげる力によって植物のからだの中 
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どの植物も根から餐•分をとつている 


をのぼっているものだと考えられます。 

そこで、まず、どうしておしあげる力が根にあるのかと 

いう問題です が、 その 前に、 濃い砂糖の液を セロフアン 紙 J フ 

* ブ 
で包み、どこからも液がもらないように、しっかりと糸で 力 

くくったものをつくって、机の上に置いてみましょう。 

しばらくすると、しぼんだゴム風船のようにぐんにやり 

し ^ H 

ところが、これを水の中にしばらくひたしておくと、中ギ 
に水が入って、ふくらました風船のようにぱんぱんに張りム 
きり、 取り出して机の上に置いても丸い形をくずさないよ 
うになります。これはセロフアンに、水は自由にとおすが 
砂糖はとおさない性質があるためですが、セロフアンの袋 
の中と外とでは砂糖の濃さがちがっているので、これを同 
じようにしようとする自然のはたらきにより、(砂糖は外に 
出られないので)水だけが袋の中に入ってきたためです。 ツ 
このようなときには、水はいつも、中の液の濃いもののマ 
ほうにうつっていきます。根のうちでおもに水を吸ってい 
るのは根毛という細い拫ですが、根毛の細胞の中にある液 
は、 土の中にある水よりは濃いので、水は根毛の中に入り 
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こんできます。そのために、根毛の細胞の液はうすめられ、根毛に接しているほかの細胞の液より 
もうすくなります。 それで、水はまた前とおなじ理屈で、まわりの細胞にうばわれて いきます。 

このようにして、 根毛に吸われた水は、つぎつぎに内がわの細胞にうつっていって深い中の部分 
まで凄し、 ついには内がわのほうにある水の通り路になっている管に達して、その中におしこめら 
れます。 

つぎに、前のセロファンの袋の実験で、上のほうに長いガラス管の口をつけたとします。前とお 
なじりけ で、 袋の中の液がふえる と、 袋はふくらみます が、 これよりはふくらむことができないと 
ハうところまで くると、 液はガラス管の中をあがるようになるでしょう。 

直 勿ではからだのできかたがもっとずっと複雜ですから、とてもこれとは比較に なりませんが、 
R の a り洛 こ，なっている管におしこめられた水 も、 このようにしてあがるのです。水の通り路の管 
丈たいそう細いので、このほかにも毛細管現象と いって、 吸取紙に ィ ソキがあがっていくのとおな 
じ 理屈によってもあがります。タオルの端に水をつけると水があがるの も おなじことです。 

このほかに も、 何か水を吸ったり送ったりするためのしくみが あって、 これらがいっしょになっ 
て、 艮こ水を おしあげる 力が うまれてくるのであろうと思います。根の水をおしあげる力は非常に 

強いもので、水分の多少によってちがいますが、実験に 
シ根 よると、 一気圧から四気圧 もあります。 

^ また、 植物では葉から盛んに水分が蒸発していきます 
が、 このはたらきは、葉にある気孔という孔をとおして 
卜気おこなわれます。それで、気孔のそばの細胞は中の液が 
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濃くなるので、まわりの細胞から水をうばうことになります。水をうばわれた細胞はさらに内がわ 
の細胞から水をうばいます。 

.このようなことがつぎつぎにおこなわれるので、ついには水のとおる管からも水がうばわれ、管 
の中の水はだんだん上のほうにうつっていきます◦こうして水は吸いあげられていくのです。 

もう一つ、もっとたいせつな力が、水のとおる管にははたらいています。それは水の分子どうし 
がひきあう力です。水をこほすと水玉になることは誰でも知っていますが、水のひきあう力は強く、 
植物のからだの中の水は、水のとおる管の中にあるときは、びっしりつまっています。いわば、植 
物のからだの中には水の柱が何本も立っているようなもので、この水の柱は、水の分子どうしがひ 
きあう力によって切れることがありません。 

それで上のほうの気孔から水が蒸発すると、水の柱の切れないように水がひっぱりあげられるわ64 
けです。 

つまり水が高い所まであがれるのは、根などのもっているおしあげる力、葉などから水分が蒸発 
するためにおこるひっぱる力、それに水のとおる管の中の水が一本につづいていることなどのため 
ですが、草や木に養分や水分があがるわけは、これで十分というのではなく、この説ではなお、説 
明のつか.ない点もあり、今後の研究をまたねばならぬ点が多いのです。 

帰化植物とは、どんな植物 小泉八雲はイギリス人で、名をラフヵディオ•ハーンといいました 
でしよう か。 が、日本が大好きだったので、日本の麗をもらって、日本人になった 

人です。つまり日本に帰化したわけです。 



植物に も、もとは外国の植物だったが、日本にはいってきて、いつのまにかなじみ、古くから日 
本にあった植物であるかのようにみえるものがあります。このようなものを帚七値 物し j いいます0 
もちろん、この反対に、日本からほかの国に帰化した植物もあります。 

帰化植物には、薬用、食用、飼料、 観賞 用など、ある目的のもとに輸入した植物がいつしか 野生 
化したものと、こちらで求めたものではないが、いつのまにかはいりこんできて帰化したもっと f 
ふめります。 

日本にすっかり帰化した植物はおよそ三 

百種ありますが、そのうちムラサキウマゴ 

ヤシ、シロバナツメクサ(クローパー)、ノ 
ジシャ、オランダガラツ、ルコウソウ、才 
ォマッョィグサなどは目的があって輪入し 
たもので すし、ブタクサ、ヒメジョオン、 

アレチノギク、ノボロギク、オオイヌノフ 
グリ • ヒメオドリコ ソウ、 オランダミミナ 
ダサ、ヒメスィパなどは、いつのまにかは 

いりこんできた帰化植物です。 

これらの 植物が異国に帰化で きたのは、 

生活の条件があまりむずかしく なく、日光 
が強くても弱くても、気温が多少高くても 
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低くても、 養分があまりたくさん な 
くても、また、 はえる場所が川原で 
も 野 や 畑で も かまわないというよう 
彻に、丈夫で、 そのうえ、繁殖力が 強 
化 く、 種子がたくさんできて、それを 
G 散布する方法もひろく遠くまでとば 
1 す こと、 ができる ような 性質を もっ て 
ノ いるからです。 

キ それだけに、密入国してきた帰化 
植物には、いままでの植物に害をあ 
たえるものが 多く、花粉 熱などの病 
気をひきおこすような種類のものも 
ます0 

植物が日本に密入国してくる入口は、むかしは港だけでした が、 いまでは空港からさかんにはい 
ってき て、 鉄道や自動車で地方に運ばれていきます。密入国の方法としては、荷物についてはいっ 
てくる ことが 多く、 牧草やゴルフ場に 植える シバの 種子、 米、 ニヮトリの 飼料、羊毛などにまじっ 
てきたり、熱帯魚の藻について きたり、 さまざまです が、 航空機の車輪についてきて日本の飛行場 
に根をおろしたものもあります。 

なお、日本の値物で、アメリヵに密入国して、あちらの人を困らせているのはスィヵズラ、ハハ 
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コグサ、コオニタビラコなどで、アメリカの 本には、 スイ カズラが イモ 畑に帰化して困っていると 
萤日いてあります。 

キクの花びらは何枚あるの キクは日本を代表する花で、皇室の紋は十六弁の菊花の紋、議員さん 
でしよう か。 の胸を飾るバッジは国会も地方もキクをかたどっています。 

いつぞやテレビのクイズで、キクの花びらは何枚あるかと いう 問題が 
でました。答を「一枚、十六 枚、たくさん」 の三つのなかからえらばせるのでした。わたしはその 
答にたい そう 興味をもったので、一生けんめいに見ていましたら、正解は「一枚」ということでし 
た。ところが 二、 三日たつと、そのクイズをだしているスポンサーから「キ 
クの花びらはいったい何枚が ほんとう か」 と 質問してきました。なんでも聴 
視者からた くさん 抗議がでて 困っ ているということでした。 

何がいくつあるのかという質問には、わたしはたいていのばあい、かぞえ 
て ごらんなさいと答えるのです が、 キクの問題はこまります。キクのなかま 

の花は、キキョゥやユリのような、ふつうの 
花とはちがって、たくさんの小さい花が集ま 
ってできているものです。花びらのように見 
えるのは、小さい花の一つです。この小花は 
舌のような形をしていてこの花にはおしべは 
ありません。まんなかの黄色い色をしている 





ソラマメの葉の気孔 
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気孔は、 どうして 開いたり 植物の葉にある気孔は、空気 
閉じたリするのでしょう が出入りする 口で、 葉から水分 

力が蒸発していくというの も、 こ 

の気孔からでていくのです。水 
蒸気はおもに葉の裏からでていきます が、 これは、ふつう 
の植物では葉の裏に気孔があるからです。 

葉の面は、裏も表も、表皮という一層にならんだ細胞の 
層からできていますが、気孔はこの層のところどころにあ 
いています。しかし、さけてできた孔ではありません。気 
孔は細胞との間のすきまで、気孔をかこんでいる細胞(孔 
辺細胞)はとくべつの^^をしてハます。 
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のも小さい花の集まりです。一つ一つをとってみると、筒のような形をしていて、先が五つにさけ 
ています。 

このようなことから、クィズでは「キクの花の花びらは一枚だ」といったのでし ょうが、 わたし 
たちがふつうキクの花とよんでいるのは、筒のような形の小さい花一つをいうのでもなく、舌のよ 
うな形の小さい花一つをいうのでもなく、それらがたくさん集まって、花の柄の頭に咲いた、あの 
美しい花のことをいっているのですから、キクの花の花びらは一枚だというのもどうかと思いま 
す。花びらは何枚かという質問じたいがむりというほかありません。 


ひとくちに孔といっても、のっぺらぼうの筒のような孔ではな 


複雑な形をしています。まん 


なかへんが ちょつ とせまくて、その前後に小さな室があります が、 このような複雑な形をしている 
のは、水の蒸発を加減するためです。このように申します と、 たいそう大きい孔のような感じが 
ますが、じつはとても小さいもので、一平方センチ メー トルに三千ないし三万もあり、もっとも大 


きいものでも直径が〇•〇五 


ミリ 


くらいですから、とても肉眼では見えません。 




気孔は開いたり閉じたりして水分の蒸発を制限していますが、開いたり閉じたりする のは、 人間 
のょぅに、 意思の力でするわけでは なく、 それをしているのは気孔をかこんでいる孔辺細胞です。 

気孔は、この二つの細胞がふくれたり、しなびたりするのにつれて開いたり閉じたりします。開 
閉のしかたは、孔辺細胞の形や膜の厚さなどにょってちがいます が、 気孔のまんなかへんがせまく 
なっているのは、孔辺細胞の気孔に面したがわの中央部がつきでているためですから、孔辺細胞が 

ふくれて丸 
みをおびる 
ろと気孔は開 
とき、 しなび 
てひらたく 
なれば、細 
胞どうし接 
近するので 
気孔は閉じ 
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るというわけです。 

それでは、孔辺細胞はどのような原因でふくれたりしなびたりするのでしょうか。 

それについては、今日でもなおわからない点があります が、 日光が葉を照らしている昼間 や、 空気 
中に水蒸気の多いとき、風のあるときなどに気孔がよく開くことから考えて、日光、 湿度、 風な ど 
さまざまの条件が関係し、それらがたがいに関連して、はたらいている ことは たしかです。 

キチガィナスビを食べると いまから百数十年前に、百井塘雨という人が書いた本の 中に、 こんな 
ほんとうに気ちがいになる 話があります。 

力 日向の国(宮崎県)のある寺に住持と小僧と下男が住んでいました。あ 

る日、見知らぬ三人連れの男がやってきて、自分たち は 遠い 所から こち 
らへ 働きにきている者だが、親の命日だから回向していただきたいといって、一包みのお金と一樽 
のお酒とをさしだしました。 

お経がすんだあとで、三人があまりすすめる ので、 坊さんたちはお酒を飲みました。小僧も少し 
飲みましたガ、住持と下男はたくさん飲みました。 

そのうち用事ができたので小僧を町まで使いにやりますと、行った先で、小僧が何だかわけのわ 
からぬことをしゃべり、ようすが変なので、町の人が心配してお寺まで連れてきてみますと、住持 
と！^ S が舌もまわらずに、何かわめきながら座敷をころびまわっていました。そのうちに小僧まで 
も打倒れて、三人とも大いびきをかいて寝てしまいました。医者もかけつけましたが、ただ酒臭い 
だけで何が何だかわかりません。 
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夕方に なって、 小僧が ようやく眠りから覚めたので、きょうのようすを聞いてみました。その話 


3 


ウセ 


から、医者は、さてはと、酒得をこわしてみましたが、べつにあやしいことはなく、ただチ 

ヒんす ながもち 

ンアサガオの花と 葉が 入っているだけでした。そして 簞笥や長 持の中はすっかり荒らされてハまし 


た。その後、 住持 も 下男 も 酔いは さめましたが、 半月 ばかりはぶらぶらしていました 

百井塘雨は、その後に、昔の小説などに、しびれ薬の入った酒を飲ませる話がよくでてくるが、 
それはたぶん、これだろうと書いています。 

このチョウセンアサガオの果実が、キチガイナスビです0 

チョウセンアサガオはナスのなかまで、花がアサガオに似ています。外国から渡ってきた花なの 
で、チョウセンアサガオという名がついたのですが、原産地は朝鮮ではなく、熱帯アジアで、マ 

タラゲともよんでいます。 

花は 白色ですが、 花が ちってから、 直径 三センチくらい 
の球形の果実ができますが、表面にたくさんの短いとげが 
あるのでトゲナスビともいいます。種子は白くて、アルヵ 
ロイドという毒をふくんでいます。 

いま、日本に多くあるのは、これによく似たもので、花 
の色がうす紫のヨウシユチョウセンアサガオで、これは熱 
帯アメリヵから渡ってきたものです。種子は黒色ですが、 
ふくんでいる毒はチョウセンアサガオとおなじです。 

キチガイナスビを食べる と、 口がかわいて1*き (' t をもよ 
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おし、狂人のように笑ったりさわいだ りして、 ついには疲れて眠ってしまいます。命をうしなうこ 
とは少ないようです が、 中毒がひどくな ると、 心臓麻痺をおこして死にます。 

毒のあるのは果実ばかりではなく、この草の汁を眼に入れると瞳が大きく開いて、目が見えなく 
なるといわれています。しかし、毒は使いようによっては薬にもなるものですから、チョウセンア 
サガオの葉を干したものは、マンダラ葉といって、古くからけいれんをしずめる薬に使われていま 
す。ぜんそく煙草といって、ぜんそくもちの人にぜんそくがおきた とき、 くすベて煙を吸わせて、 
ぜんそくの発作をとめる煙草のようなものがありますが、これはマンダラ葉を原料にしてつくった 
ものです。 

しかし、これらのものを使うときには、十分に注意して使わないと大変なことになります。チョ 
ウセンアサガオが腹痛や胃けいれんの痛みをとめる薬になることを聞きかじっていた人が、おなか 
の痛くなったとき、キチガィナスビを二つ煎じて飲んで死んだ例もあります。 

また、種子は形こそ少し大きい が、 ゴマに似ているので、所によってはチョウセンアサガオの こ 
とをチョウセンゴマとか、セィヨウゴマとかよんでいるところがあります 〇ゴ マという名がついて 
いるから、食べられるだろうと考えて、和歌山県のある料理屋で、ご飯にチョウセンアサガオの種 
子をふりかけてだしたのを、大勢の客が知らずに食べて、たくさんの人が中毒して大さわぎになっ 
たこともあります。形や名前が似ているからといって、知らないものを食べたり、飲んだり する の 
は危険です。チョウセンアサガオのほかに も、 野山には有毒植物がたくさんあります が、 猛毒のあ 
るのはドクウツギ、ドクゼリ 、トリカブト、 シキミ、11母キ ノコで、 毎年事故がおきています。 
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キノコにはどうして傘があ I 秋は、マツタケの香りとともに深まっていきますが、キノコはヵビの 

るのでしよう か。 一 親類で、下等な植物です0 

ふつうの植物は葉や茎が緑色をしていて、そこで日光をうけて、でん 
ぷんをつくります が、 キノコには葉緑素がありませんから、自分で栄養分をつくることはできませ 
ん。それでほかの植物や動物のからだについて、それから栄養分を吸いとって育ちます。 

山からとってきたばかりの傘のよくひらいたキノコの傘を、つけねからとって、黒い紙の上にふ 

せ、 どんぶりをかぶせて一晚おいてみ ましょう。 
翌朝、見ると白い小さなつぶがいっぱい落ちてい 
るで しよう Q 

これは胞子というもので、胞子は、しめったと 
文ころにおちると芽をだし、細長い糸のような菌糸 
肝というものになります。菌糸はほかのものから養 
の分を吸いとっての び、 やがて時期がくると、柄や 
夕傘をつくります。ですから、胞子は キノコの 種の 
でようなものだといってもよく、傘や柄は菌糸から 
できた実のようなもので、傘のうらにひだがたく 
さんあることは、胞子がたくさんつくのに都合が 
よいわけです。 

, - - -- 一 こんなわけで、キノコには傘ができるのです 




%r#. t • 

?.*vx-:;.. 

、藝 £ 



If 義： 

.へ， 


乂： -.•/, 


% y 4 A • 


73 



が、しかし、キノコにはどれにも傘があるわけではあ 
りません。傘のないキノコもあります。たとえば、ア 
マゾンの奥にはえているインディアンのパンというキ 
ノコは球の形をしています。 

そんな遠いところまでいかなくても、日本にある才 
一ーフスべというキノコも白い球の形をしています。大 
きくなって皮が破れると、中は茶色で古い綿のように 

なっていて、その中に胞子があります。 オニ フスべは世界一大きいキノコといわれ、直径五〇セン 
チ、重さ八キロもある大きなものがとれた記録もあります。 

また、アミガサタケは、一見、傘を虫に食われたキノコであるかのようにみえますが、それが完 
全な形で、胞子は頭のあみのようになっているくぼみにできます。外国では食用にしていますが、 
日本では食べられることを知らない人のほうが多いようです。 

キノコには食べられるもの むかしの本に、「キノコに絶対あてられない法」というのがのっていた 
と食べられないものとがあ ので、興味をもって読んでみたら「キノコを絶対食べないこと」と書い 

リます。 食べられるキノ n てありました0 

141^?(^しべ ^。っキノコの季節になると、キノコにぁてられた人の話が新聞をにぎゎす 

ようになりますが、キノコの 毒に あてられて 死ぬ 人は、いまでも 毎年何 
十人かいます。 
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四百年くらい前の中国の本に書いてある話ですが、あるお寺の坊さんたちが、近くの山でめずら 
しいキノコをとったので、さっそく夕飯のごちそぅにしたところ、それが毒キノコだったので一同 
吐いたりくだしたり 大変な ことになりました。 

このとき、そのぅちの一人が、かねがねキノコの1母にあたったときには、人糞をなめればよいと 
聞かされていたことを思いだし、苦しい息の下から、みんなに教えました。 

もう、きたないなどとはいつておられず、一同われ先にと糞をなめました。 

このとき、日本から修業に行っていた坊さんだけは「わたしの体は仏さまにささげた清い体だか 
ら」といつて、 

織をなめた坊さんたちも、みんな死んでしまったそうです。 


どうしても糞をなめず、手をあわせて、仏さまの名をとなえながら死にましたが、 
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ひどい毒キノコにあてられたときには、いまでも手当 
てのしかたがありませんから、すぐに医者に行って、毒 
を吐きださせてもらぅことがたいせつです。 

それで、だれでも食用キ ノコと 毒キ ノコの 見わけかた 
はないものかと思います。それだけに、見わけかたにつ 
いては、西洋で も、 日本で も、 いろいろにいわれていま 

す0 

たとえば、毒キ ノコは、 

⑴柄が たてにさけない。 

㈣ 色があざやかである。 
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㈧ 悪いにおいがする e 
㈡ きずをつけると乳のよぅな汁がでる。 

$ 柄の下につばのよぅなものがついている。 

N にが味、しぶ味、から 味が ある。 

S 銀製のものをつっこむと銀が黒く変色す る。 

などといわれていますが、しかし、ハツタケは柄がたてにさけないが食用になる し、 イッポンシメ 
ジやツキヨタケは柄がたてにさけるのに毒キノコです。また、タマゴタケやムラサキシメジは色が 
あざやかでも食べられ、テングタケやアセタケはあまり美しくもないのに毒キノコです。 

このよぅに一つ一つあたっていく と、 これならまちがいなしといぅ見わけかたは一つもな く、 も 
ちろん、科学的の根拠もありません。ですから、キノコ狩りでは、食用になることがはっきりわか 
っているキノコだけをとって、知らないキノコはとらないのが安全です。 

ところで、日本はキノコの国といわれるだけあって、キノコと名のつくものは 五、 六千種もあり 
ますが、学者の手で調べられたものは、そのぅちの三分の 一くらいです。そして、いままでに調べ 
のついたものの大部分は食用キノコで、毒キノコは全体の一割以下です。 

それでキノコ狩りにゆくには、食べられるものを覚えるより毒キノコを覚えるほぅが便利です。 
キノコ狩りにゆく人が、正確にタマゴテングタケ、ベニテングタケ、ツキヨタケ、ドクツルタケ、 

ニ ガクリタケ、イッ ポンシ メジ、 ヤブシ メジを おぼえただけで も、キノコ 中毒は八 割く らい減るで 
したう。 
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キュゥリ には、 なぜいかが キュゥリは南アジア原産の植物で、ィンドでは六 千年 も前から、実を 
あるので しようか。 野菜として食べていました。それで古くから栽培されてきました が、 い 

までも野生のキュゥリを見ることができます。西域を経て中国に入った 
ので、胡瓜の字をあてます が、 日本では中国から入ってきたのでヵ ラゥリともよび ます。 また、 黄 
瓜の字をあてるのは、熟すと黄色になるからです。 

4ュゥリは煮て食べるのにはむかないので、たいてい生で食べ、酢でキュ ゥリ もみに したり、 ご 
まあえにしたり、塩でもんだりします。ぬか味噌その他の清物に多くつかうほか、若い実の細いの 

J 7 ar とって、ピック ルに つくります0 

キュゥリの液汁は皮爝をなめらかにす る 作用が あるので、 以前は、実 や 茎の汁を とって化粧水に 
したり 荒れ止めに したりしました。また、アセモや火傷に も効果が あると いわれています0 

むかし、東京の下町には、初物のキュゥリを河童にささげる風習があり、それで〃初胡瓜河童に 
二本流しけり"などの句ものこっていますが、青果市場やすし屋では、いまでもキュゥリを ヵッ。 へ 
とよんでいます。大きな葉や実をつけますが、茎は細くて弱いから、そのままでは立てません〇そ 
れで卷きひげで他物に巻きついて体をささえていますが、キュゥリの巻きひげは枝の変化しヒもの 
です。全体に粗毛があって、ざらざらしていますが、果実には突起があります。突起は果実が若い 
ときには、いたいほどにとがっています。 

では、「そのとげはどうしてあるのか」ということです が、 人によっては、それはキュ ゥリが ま 
だ熟さないうちに鳥やけものに食べられてしまったのでは種子を散布して子孫をふやす ことができ 
ないから、いぼをつくっておいて、虫が近よれないように防いでいるのだといいます。それよ、あ 
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1 囊變審 


るいはほんとぅかもしれません が、し力し、 そ 


、 


のような意思があって、キュゥリはとげをはや 
したものでしょうか。種子が 十分 熟さないうち 
にもぎとられて困るのは、なにもキュゥリにか 
ぎったことではありません。 

キュゥリの 花は葉の腋に つき、 花には雄花と 
雌花が あって、おなじ 株に両方と もついてい ま 
^ す。 雄花と雌花の区別は花を見ればすぐ見わけ 
の がつ きますが、 それは雌花は花の もとのと ころ 
リ がふくらんでいて、まるで小さなキ ュゥリ のよ 
ウ うな 形を している からです。雄花には実が つか 


ないので、むだ花などとょんでいますが、雌花 
ばかりでは果実ができません から、 けっしてむ 
だ花ではありません。 

キュ ゥリの果実は キュ ゥリの雌花からできた 
もので、 めしべの後身です。めしべは外から見 
ると、 子房と柱頭と花柱からなりたって いて、 
柱頭は花粉をぅける 場所、 花柱は柱頭と子房を 
つなぐ 通路、 子房は種子のできる ところで、 中 
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に種子のもとになる胚珠が入っています。 

キュウリの雌花を見ると、子房にはたくさん 
の突起がついています。キュウリのいぼは、果 
実が大きくなるのにつれて、この突起が大きく 
なったものにほかなりません。だから、キュウ 


リに いぼのあるのは当然のことです。 

しかし、なぜキュウリの子房にだけそんな突 
起があるのかとい うこと になる と、 それは「人 

間はなぜ人の形をしているのか」 という 質問とおなじで、現在の科学では、 まだうまく答えられ ま 
せん。 



ク 

キ 


キヨウチクトウは毒だとい 
いますが、ほんとうでしよ 


つか 


キョゥチクトゥは、花を観賞するために古くから庭に栽培されている 
木で、乾燥にも塩風にも耐えるので、海岸や傾斜地、石垣の上などにも 
植えられています。 

花がモモに似ていて、葉の狭いのが竹に似ていると ころから夾竹桃と 
いうのだそうです が、 さすがインドの原産だけに、夏の炎天にもめげず花をつけます。花に文白ぞ 
淡黄色のものもあります が、 ふつうは紅色で、開花期間が長いので 、キヨ ウチクトウのことを 別名 
「半年紅」ともいいます。花言葉は「君を好む」、「嗜好」などで、喜歌劇 ボッカチョの 歌に〃 S 文 


やさし野辺の花よ 


とあるのは、この花のことだといぅ人もパま 


〇 
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全体に乳液をふくんでいて、古くから民間ではキヨウ 
チクトウの葉は強心利尿に効果があるといっています 
ウ が、 事実、強心性の配糖体をふくんでいます。しかし、 

ク薬になるものは毒にもなるものなのです から、 キヨウチ 
^ クトウが 有毒だということも真実で、そのことはすでに 
N 紀元一世紀のころから指摘されています。 

日本で有名なのは、西南戦争のときに、官軍の兵士が 
キヨウチクトウの校を箸のかわりに使ったら中毒したと 
いう話です が、 おなじょうな話は西洋に もあり、 フォー 
クの代用にキヨウチクトウの枝をもちいた十一名のフランス兵が七名死亡、四名重患などと いう 記 

録 もあります。 

キヨ ウチクトウにふくまれている配糖体ははげしい毒で、少量を適当にもちいれば心臓のはたら 

きを強めるのですが、まちがって量を多くもちいる と、 心臓のとまることもあります。 

% 

植物の根から吸収された水分や養分は、枝や茎をとおって葉や花に送 
られます。水分はおもに葉から外にでていきますが、植物はその間に必 
要な養分をからだの中にとりいれます。 

もし水分がからだの外にでていかないならば、根から吸いあげた水が 
たまってしまって、植物は水ぶくれになるでしよう。また、水を吸いあげることができなくなるで 


切り花は氷につけてあるの 
に、どうしてし おれるので 
しょうか。 
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しよ ArNO 

しかし、さいわいなことには、葉の表面からは、目に見えません が、 たえず水蒸気として水分が 
でています。このでていく水分の量は、思いのほかに多いものです。したがって、根からも相当の 
水分を吸いあげなければなりませんが、もし何かの理由で、葉がだすだけの水を根から吸いあげる 
ことができなくなると、その木はしおれてしまいます。 

根から切りはなされた枝では、切り口から水があがる 
わけですが、根から吸うようにはあがりません。ところ 
が、その部分の葉や花や茎からでていく水の量はたいし 
てかわりませんから、でていく水の量のほうがずっと多 
くなってしまい、つりあいがとれなくなってしまいま 
す。そのうえ、切り口からバィキンが入ってくさらせた 
りしますから、はじめのうちしばらくの間は元気でも、 
やがてしおれてしまうのです。それで切り花を長くもた 
せるには、切り口から水がよくあがるような、またバィ 
キンなどがつかないような方法を講じてやることがたい 
せつです。その方法として、生花をする人たちは、切り 
口を焼いたり、アルコール剤にしたしたり、ヤキミヨウバンをすりこんだり、いろいろの方法を講 
じますが、その方法も季節によつて多少ちがいます。たとえばボタン、カンボタン、ミカン、ダイ 
ダイなどを一月ごろいけるときには、根を焼いてヤキミヨウバンをすりこんでいけます。 



水分るつ 
に水げあ 
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さのす水い 
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二、 三年 前、 クコ ブームが 
やってきて、なんでも クコ、 

クコで、クコで なければなら 
ないょうにいわれたことがあ 
りました。クコはナス科の植物で、原野やがけ地などに 
はえているつる性の木です。あまり大きくはならず、 夏、 

葉のわきに細い柄をだして、うすむらさき色の小さい花 
をつけます。果実はだ円形で熟すと赤くなります。 

クコ党にいわせる と、 クコほど役にたつものはないと 
いいます。その若葉は食用になるので、ご飯にたきこんでクコ飯をつくりますが、毎朝、若葉を ^ 
七、八枚ちぎって生で食べると、からだの調子がょいという人もいます。 

若葉からはクコ茶をつくります が、 葉をほしたものはクコ 葉、 根の皮をかわかしたものは地骨皮 
といって、漢方では解熱剤にします。 

飲めば元気のでるというクコ酒は、果実を焼酎につけてつくったものです。そのほか、 あれ こ 
れいろいろの効用をあげていますが、それはともかくとして、薬草の王者とまつりあげ、肝臓病、 
胃下垂、高血圧、低血圧、かぜ、ゆううつ症、しっしん、みずむし、やけどから、さては美容、不 
老長寿とあらゆる病気にきくとうたってはいるものの、これらの効果は、薬理学的には、まだはつ 
きりつきとめられていません。 

したがって、まだ日本薬局方には認められていませんから、これほど有名なのにもかかわらず、 



ク n はどぅして、 どんな病 
気にでもよくきくのでしょ 
ぅか。 


これを薬局で薬品棚にならべることも許されていません。 

草は、 種子をまかないのに まかぬ種子ははえないといいますが、庭や畑には、種子もまかないの 
どうして 庭にはえるのでし に雑草がはえてきます。咲かせようと思う草花は、育てかたもむずかし 
よう力 いのに、雑草は別っても別っても根づよくはびこります。しかし、やは 

り種子があったからはえてきたのです。 

植物がこの自然界のなかでふえていくためには、種子がひろくちらされないとならないのですが、 
さやが割れて種子をはじいたり、風で遠くに運ばれていったり、野原などを歩く人や動物のからだ 
について運ばれていったり、水に流されていったりして遠くへちらばります。 

くだものなどでは、動物に食べられたり、つっつかれたりすることによってちらされます。庭の 
雜草も、このような方法のどれかで、どこからか運ばれてきて、土の中にはいっていて、それが春 
になって芽をだしてきたものなのです。また、前の年の根や茎が地中にのこっていて、そこからは 
、 X .てくるものもあります。 

土の中にはいった種子はあまり深いとはえてきませんが、草花の種子などをまくために土を掘り 
おこしたりすると、深い所にはいっていた雑草の種子が、浅いところにでてきて、芽をだします。 

また、前の年の根や茎は地中深く入っているもので、地面が凍ってもなかなか死 i ないものです。 
あなたもたぶん雑草がはびこったのを気にして、これを抜こうとしても、容易に抜けなかった経験 
をおもちでしよう。わたしたちにおなじみのタンポポの根は、地下ニメートルにも達していること 
がありますが、雑草の中には、地下九メートルの深さにまでも根を伸ばしているものがあります。 
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風にとばされるもの 


% ^0 # 


タンポボ 





人や動物について 
ちるもの 





ねばねばした液で 
人や動物について 
ちるもの V 



センダングサ 
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クサノオウを煎じて飲むと 
胃ガンがなおると聞きまし 
たが、クサノオウがどぅし 
て胃ガンの薬になるのでし 
よぅか。 


クサノオゥが胃ガンにきくという話はたしかにありました。尾崎紅葉 
が胃ガンにかかったときには、その弟子たちがクサ ノオゥ の採集にでか 
けたということです。 . 

クサノオゥは、その辺の道ばたや石垣などにはえている草で、五、六 
月ころ四弁の黄色い花をひらき、葉や茎を傷つけると、黄色い汁がでま 
す。クサノオゥの名はこの汁にちなんで「草の黄」からきたともいい、 
また ME ヵンをなおすほどの力をもっているので、薬草としては最高だというところから「草の王一 
ハクサノオゥ)と名づけられたものだともいいます0 

渓方で胃ガンの薬として使ったのは、クサ ノオゥ をかわかしたもので、漢字で「白屈菜」の字を 
あてています◦薬としてきくのは黄色い汁の毒成分で、 

これはケリドニュームアルカロ 

近年、ガンは死亡率第一位にのしあがったので、ガン 
についての関心は非常に強くなり、その治療法や薬につ 


いてもさまざまのものがあらわれて論議をかもしていま 
す。そこで、往年の名薬クサノォゥも再び脚光を浴びて 
きたわけですが、クサノォゥは鎮静作用だけで、胃ガン 
そのものをなおすききめがないことは、すでに明らかに 
されています 


というものです0 


〇 
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くだものの 色は、 どぅして マ 春、夏、秋、冬、 季節ごとにその季節のくだものをふんだんに食べら 
それぞれちがうのでしよう れる人は幸福だといいますが、くだもの くらい、 わたしたちの食生活を 
力 豊かにするものはないでしょう。 

くだものは特有の芳香と風味を もち、 栄養晒も高い ので、 健康に よい 



ばかりでなく'美容食でもあります。 

くだものはまた、それぞれ独特の美しい色 
と形と肌ざわりをもつています。ことに熟し 
たくだものの色は美しく、たとえば、リンゴ 
のようなほつぺたといえば、色を指摘しなく 
て も、 それがどんな色であるか、だれにでも 57 
すぐわかる でしょう。 

くだものの色が美しいのは、たとえば、バ 
ナナには カロチノイド、 ブドウにはアン トシ 
アンというよう に、 それぞれその色を呈する 
色素をふくんでいるからです。 カロチノイド 
は鮮黄色または深紅色を呈する色素で、 カキ 
やミカンの美しい色はおもに カロチノイドを 
ふくんでいるからです。 

また、 アン トシ アンは赤' 青、 紫およびそ 




れらのさまざまな中間色の原因になっている色 
素で、イチゴ、トマト、スイカ、イチ ジクなど 
の美しい色はおもにアントシアンをふくんでい 

るからで す。また、 未熟な果実が緑色を してし 

るのは、主としてクロロフィル(葉緑素)をふく 
んでいるからです。 

くだものは、熟すと赤くな くだもの(木の実) 
るのはなぜで しょうか。 は、 花のあとにでき 

る もので、はじめの 
うちはたいていのものが木の葉とおなじ緑色を 
しています。それで、まだ熟さないうちは鳥や 
けものの目につきません が、 熟して くると、 だ 
んだん緑色がうすくなり、黄色や紅色があらわ 
れ てきて、 すっかり熟すころには、あざやかな 
色になります0 

すると、鳥やけものがょってきて、さかんに 
木の実を食べますから、中にある種子がそこら 
じゅうにばらまかれ、そこから新しい木がはえ 
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てくるといぅわけです 


〇 


しかし、だから、「木の実は、鳥やけものの目につくように美しい色になるのだ」などと、ひと 
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りぎめしてはいけません。 

木の実がはじめ緑色をしていたのは、葉緑素がたくさん入っていたからです。ところが、熟すに 
つれて葉緑素がだんだん減っていって、そのかわりに、いままでかくれていたほかの色素があらわ 
れてきます。 

たとえば、ヵキやミヵ 

でいえばヵロチノィ 
ド、 ブドゥでいえばアン 
トシアンといぅ色素があ 
らわれてくるのです。そ 
のために、赤や黄や紫の 
色がいちだんとめだって 
くるのです。 

秋になる と、 木の実が 
美しい色になる のは、 木 
の葉が黄や赤に色づくの 
とおなじわけです。 
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500 個のくだものの目をさます 


くだものは、まだよく熟し まだよく熟していないィチ ジクを、 よく熟した ィチジ 
ていない とき、 熟したのと クと いっしょ に 箱の中に入れて おくと、 早く熟します。 
いっしよにしておくと、ひく だものは生きているものですから、 ひとりでに 熟して 
r < l : " cl:r 3 0 r くるのは なぜきますが、もし、よく熟したくだものといっしょにおけ 

ば、 一つだけおいたときよりも早く熟します。 

|| まだ熟していないリンゴを、よく熟した赤いリンゴと 
いっしょに箱に入れ、ふたをかたくしておいてごらんなさい。早く色がつき、よい 
香りがでておいしくなります。ミヵンやナシでためしてみても、おなじようになり 
ま^''’ 

それでは 、ナツとリンゴというよう にちがったくだものを入れておいたらどうな 
るで しょう か。 

黒くなりかかった バナナと、まだよく 熟さない リンゴと をい っしょに 入れておい 
てみ ましょう。やはりリンゴには 色がつき、香りが でて、 味がよくなる でしょう。 

このようなことから、種類はちがっても熟したくだものにはまだ熟さないくだも 
のを熟させるはたらきのあることがわかります。それは熟したくだものからでる工 
チレンという気体のはたらきです。エチレンは色がないから見るわけにはいきませ 
んが、台所にきているガスの中にもすこしふくまれています。エチレンはますい剤 
や燃料にも使います が、 おもにいろいろの薬をつくる原料にします。まだ熟してい 
ないくだものはエチレンにふれる と、 それによ って、 目をさまされたように熟しは 


1個のくだもの 
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じめますが、エチレンは植物には毒なので、早く熟させようとして空気の中にまぜたりすると、か 
えって害になります。 

くたものからでるエチレンの量はほんのわずかで、はかることさえむずかしいくらいで すが、 そ 
れでも一個の熟したくだものからでるエチレンで五百個ものくだものを熟させることができるとい 
いま1 

% 

クルミのかたい実の中には 町で売っているクルミはかたい殼をかぶっています。殼にはしわや溝 
いっている食べる部分は、 がきざまれ ており、とても かたいので、なかなか割れません。 ヵ シグル 
実のィです力 、、、は 手でも割れますが、ふつうのクルミは、炭火であぶってから水につ 

け、 先のほうが少し開いたところに、小刀の先を入れて割ります。 
ところで、多くの人は、このかたい殼をクルミの果実だと思っていますが、これは果実ではなく 
て、 クルミの核です。クルミの果実は黄緑色でこまかい毛をかぶっています。そして、その中にこ 
の核があるのです。核はウメの実やモモの実にもあって、しんなどといっていますから、ああ、あ 
れかとおわかりのことと思います。モモやウメの核もかたいが、しかし、クルミほどではありませ 

ん。クルミの核は加工して、根付、帯止め、数珠、その他の工芸品に使います。 

クルミの核を割る と、 そのなかには褐色のうすい皮につつまれた、妙な形のものがはいっていま 
す。わたしたちが食べるのはこの部分で、これがクルミの種子です。褐色のうすい皮は種皮で、食 
ベる部分は子葉です。子葉の部分はよくふとっていて、たくさんの脂肪をふくんでいます。クルミ 
の脂肪は質が よく、 しかもビタミン B , や、ヵルシウムをたくさんふくんでいるので、クルミよ^、， 
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そう栄養に富んでいます。 

それで、むかしから若返りの食べ物として有名です が、 なにしろ脂肪を六〇パーセントもふくん 
でい る ことです から、 食べすぎないように注意し ましょう。 

クローバ ー の 葉は、 サクラ やツバキの葉とはちがって、一本の柄の先 
に三枚の小さな葉がついています。つまりニセアカシアなどとおなじよ 
うに、 クロ ー バーの 葉は複葉です。 

葉の柄についている小さな葉はふつう三枚です が、ときおり、 一つ 
葉、 二つ 葉、 四つ 葉、 五つ 葉、 六つ葉などが見つけだされます。これら 
はめったにありませんから、四つ葉の クロー バ ーなどは、 それを見つけると幸運がおとずれるなど 
といわれて、女学生などにもてはやされます。 

さて、この 質問には二つの問題が ふくまれているよう です。 

第一は、どうして代々とくべつの変化 もなくて、 ふつうの三つ葉の クロー パ ー がはえてくるかと 
いう問題で、第二は、ときおりではあるが、形の変わったものができてくるのはどうしてかという 

問題です。 

第一の問題は、昔からいろいろに考えられ、いまでもまだわかっていない生物学の大問題です。 
その説の一つとして、このばあいでいえば、三つ葉になる性質をもつ遺伝子というものを考える力 

法、 があります。 

遣伝子というのは生物のからだの中にあって、親から子に伝えられて、それぞれの形や性質をあ 


クロ—パ—にはどぅして二 
つ葉や三つ葉、四つ 葉、 五 
つ葉などがあるのでしょぅ 

か。 
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らわすもとになるもののことで、この説によると、遺伝子が親から子へ代々かわることなく伝えら 
れる から、 三つ葉のクローバーからは代々三つ葉ができるというのです。これで説明がついた よう 
にみえますが、それでは遺伝子があると、なぜ三つ葉になってしまうのか？ということになりま 
すと、これはまったくわかっていません。こんなわけで、十分なお答えができないのは残念です。 

第二の問題も、つまるところは、第一の問題とおなじゆきづまりになるのですが、いま、わかっ 
ていることをもとにしてお答えしましよう。 

ふつうなら三つ葉になるはずの若い葉が、人にふまれたり虫に食われたりして、小葉をなくして 
一つ葉、二つ葉になることもあるでしようし、あるいは、裂けて四つ葉や五つ葉などができること 
もあるでしよう0 

しかし、このような外からの傷をうけなくても、変わった葉のできることがあります。なかには 
一株の草のほとんど全部の葉が一つ葉のものもあります。また、ときには二つ葉をまじえることも 
あります。 

これは、ごくまれにしかおこらないことではありますが、遺伝子に、親にまったくない性質のも 
のが突然あらわれたためです。そして、この突然にあらわれた性質は、それから後の子孫に伝わる 
ので、変わったものがつづいてできるのです。 

このことは、クロ ー パ ー をかけあわせてみた実験の結果、はっきりわかったことです。四つ葉、 
五つ葉、六つ葉などは、ふつうの葉をもった株にはめったにありませんが、ある株には四つ葉や五 
つ葉がたくさんついているところをみると、右とおなじように、遺伝子に突然にそのような変化が 
あらわれ、それが伝わったものだろうと考えられますが、はっきりしたことはわかっていません。 
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このような問題にくわしく答えるためには、植物の種類や品種によっ 
て、寒さにたいする性質がどのようにちがうかをいちいち調べて、それ 
にあたっている品種について説明するのがよいのでしょうが、クヮやサ 
ッマィモについて調べた十分な記録がありませんので、いっぱんに、植 
物は低い温度にあうとどうなるかということと、ここで問題にされる季 
節、つまり秋の終わりごろや冬の初めにはどうして霜がおりたり、雪が 
降ったりするのかということを考えて、解決のいとぐちにしましょう。 

植物はあまり低い温度にあうと枯れて死んでしまいますが、どのようにして枯れるのかについて 
は、いろいろ意見があって、そのうちのどれがいちばんよくあたっているかは、まだはっきりして 
いません。また、自然界における温度の変化がいつもおなじであるともかぎりません〇 

それで、多くの意見をいちいちお話しすることはやめて、これらの意見をまとめてみますと、だ 
いたい大きく二つの理由にわけることができるようです。 

第一は、葉がひくい温度に直接ふれて凍ってしまうばあいで、このときには、細胞のなかにふく 
まれてしる水分が氷になってわかれるので、水分がなくなってしまって、ちょうどかわいた ときと 
^なじような状態になります0 

そのために細胞のな力の液'か ft くなって、生きたはたらきをする原形質というもののたんぱく 
がわかれたり、または濃くなった液のために原形質がわるい影響をうけて、生きていくためのはた 
らきができなくなります。 

それにまた、凍ったものが とけるときに、 原形質の性質が変わって しまうということ も 考えら ix 


く r - ヤ十“ イ幵び- 

霜にあう と、 どうしてこげ 
茶色になるのでし ょうか。 
im ではそのようになりませ 
んのに……。 
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ます。このようなことのために、植物は枯れてしまうのでしょうが、いずれにしても、細胞液が凍 
るのには、零下何度という低い温度に長い時間さらされていなければなりません。 

第二文、根がひくい ag 度にあって水を吸うはたらきがさまたげられ、茎や葉におくってやる水分 
をおぎなうことができないばあいで、このときにも、葉がほとんどかわいたような状態になります 
、ゃ、その変匕のしかたはわりあいゆっくりしています。そして、このようなことは、根が零度にち 
かい低い温度にあわなくても、葉から水分の蒸発するはたらきがさかんなときには、おなじような 
ことがおこります。 

さて、霜は秋の終わりや冬の初めころの夜、風がなくて空のよく晴れているときにできやすいも 
のですが、このようなときには、地面の表面からさかんに熱がうしなわれていきます。 

ところが、それをさまたげるものがないので、地面の温度は、その上のほうの空気の温度よりも 
低くなり、気温は零度よりいくらか高くても霜ができます。 

このようなときには、クヮやサッマィモの葉からもおなじように熱がうしなわれていくので、葉 
の温度もやはり、ふつうの気温より二、三度ひくくなります。それで霜がおりるような晚には、む 
ろん零下何度というような低い温度にさらされるわけで、しかも、その時間がかなり長いので、第 
一のばあいにあてはまるのではないかと考えられます。 

一では、第二のばあいはどうでしょうか。霜のおりた朝、太陽がでて地面や空気があたためられて 
* から水分がさかんに蒸発しても、根のはいっている地下何センチというところでは、まだ温度が 
ひくくて水を吸うはたらきがさまたげられているので、水分が足りなくなるものと考えられます 
、ゃ、しかし、それ tt そんな U 長い時間つづくものではありませんから、そのために、クヮやサッマ 
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モの葉が枯れてしまうとは考えられません。 

けれども、 第一のばあいをたすけて、葉を枯れさせる ことを 早める ということは 考えられます。 
このような わけですから、霜によってクヮやサッ マィ モの葉が枯れるのは、ひくい温度のために凍 
つてし まうことが、 おもな原因であると考えてもよいで しょう。 

それでは、雪のときにはなぜ害がないのかという問題です が、 これは、初雪 —— 


.しかも裏日本の 


ように早くから雪の降るところのことと思いますが、雪は、地表が零度にならなくても降りつもり 
ますから、それによっておおわれる葉は零度となっても、それより低い温度にはなりません。それ 
で、 第一のばあいのようなことはおこらないでしょうし、第二のばあいのような こと も、かえって 
根のほうが温度が高いのですから、おこりそうもありません。このようなことから、霜によって害 

をうけるクヮやサッマィモの葉が、雪では害をうけないの 
です。 

最後に、葉がこげ茶色になることですが、これは葉の中 
にある緑色の色素がいろいろの複雑な化学的なはたらきに 
よって分解され、緑色が へり、 同時に茶色のものがつくら 
れるためだと考えられますが、これは細胞が死ぬというこ 
とと関係した一般的なできごとで、くわしいことはまだわ 
かっていません。 



見やてくわ葉つ 
でるっおがはっ 

E 3 すとて内れく 
を散枚しのそが 
分蒸6をプ，分 
水く？蓋ッが水。 
く早5でコるたる 

い，をプくくっあ 
ては葉ッなていで 
出にいコもっての 
らめか，まも出も 
かたらて，くらた 
薬るわきとがかい 
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ゲッカノビジンとはどんな ゲッカノ ビジンとは、「月下の美人」と 書きます。 なんという美しい 
植物でしよう か。 名の植物でしょう0 

ところで、それはどんな植物かというと、サボテンのなかまです。サ 
ボテンといえば、だれでもすぐに思いうかべるのは、どこが茎でどこが葉だかわからない、とげの 
はえた奇妙な植物でしょう。しかし、それだけがサボテンではなく、サボテンのなかまは、日本に 
きているものだけでも何千種もあります。「月下の美人」もそのうちの一つで、クジ ャク サボテン 
とよばれているもののなかまです。 

サボテンの故郷といえば、それは砂漠だといってもよいくらいです が、 全部が砂漠にすみついた 

わけでは なく、 そのなかには進化のとちゅうで、 
ジャングルの生活にすっかりなじんでしまったも 
のもあります。 

そのようなサボテンは、大きな樹の皮に寄生し 
* A たり、洞穴の中にたまった、くさった葉 や、 岩の 
のわれ目などに根をおろしたりして、茎から気根を 
下 だし、空気中の湿気を吸って生きています。クジ 
月 ャク サボテン、カーーパ類、 シャコ バ類などがそれ 
に属します。 

これらのサボテンは、からだのしくみがジャン 
グルの中の生活に適したようになっているので、 
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ほかのサボテンとはちがって、直射日光をきらい、水分をたくさんほしがります。それで、ふつう 
には、ミズゴヶで栽培します。 

クジャクサボテンの原産地はメキシコやブラジルです。 

茎の根もとは細い棒状ですが、上のほうは幅が広く、コンブ状になっていて、茎のくぼみに花を 
咲かせます。 

花は直径が三〇センチちかくもあって、まっ白です。サボテンの花はいっぱんにしぼむのが早 
く、 なかには三、四日もつものもありますが、たいていは一日か二日の寿命で、「月下の美人1も 
夜ひら•いて朝にはもうしほんでしまいます。いったいサボテンのなかまは、たいへん変化にとんだ 
グロテスクな形をしたものが 多く、 美しい花を咲かせるもので、観賞用の目的で栽培されます。 が、 
なかでも、「月下の美人」は観賞用としてすぐれたものといえます。 

むかし美人薄命ということばがあって、美しい人は命が短いものだといわれました。「月下の美 
人」という名もそこからつけられたものですが、名づけ親は、 もと 日本が合湾を統治して いたころ 
の台湾総督の田健次郎という人だといわれています。 

この植物が台湾にはじめて渡ってきたのは大正のはじめです が、 風土があっていたためか、ょく 
育ち、みごとな花を咲かせました。折から、いまの天皇陛下が皇太子でいらっしゃった 大正十二 
年、台湾に行啓になりました。それで、この美しい花をお目にかけるために、総督が「月下の美 
人」と名づけたのだそうです。 

毎年夏になる と、 「月下の美人」が咲いたといって、新聞に美しい写真がのります が、 大きな 株 
にいくつもの花をつけたときなどは、たとえょうもない美しさです。 
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ゲンノシヨウコを1 m . t じて飲 ゲンノシヨウコは道ばたや野原などにふつうにある草で、果実が熟し 
むと、 どうしておなかの痛 てはじけるとお祭りのお神輿の屋根のような形に見えるので、ミコシグ 
みがなおるのでしようか。 サともよびます。また、地方によってネコアシ、ウメズル、ベンジヨク 

ソウ、アカズル、リビヨウソウ、イシャイラズなどともよばれています 
ガイシャイラスの名はこの草を r じて飲んでいると、医者にかからなくてすむというところか 
らきたものでしょう。 

ゲンノシヨウコは下痢どめ，薬として有名で、夏、茎や葉をとってかげぼしにしたものを煎じて 
飲むと、その場できいたしょうこがあらわれるというので、「現の証拠」の名ができたといわれて 
います。 おなかの悪いときによくきくのは、中にタンニン、こはく酸、もっしょくし酸、ケルセチ 
ンというようなものをふくんでいるためで、これを煎じて飲むと腸のゆるんだのをひきしめ、腸の 
はたらきをととのえるとされています。副作用がないので、お茶のかわりに使うこともあります。 

また、売薬の原料にもされ、はれものや、しもやけ 



n 

ク 

H 

シ 

ノ 

ン 

ゲ 


のときの傷口を洗うのにも使われています。 

わたしの知人に非常にお酒の好きな人が あり、胃を 
ひどくいためていますが、お酒がやめられず、ゲン 
ショゥ コを飲んではお酒を飲んでいますが、はたして 
「現の証拠」があるかどうか、ィシャィラズというわ 
けにもいくまいと、人のことながら気になります。 
なお、ゲンノショウコが通じの多すぎるのをとめる 
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薬であるのに たいし、アサガオやノイバラは、 通じのないときに通じをつける薬として使われて 
ます。 ケンゴシ(牽牛子) という 強い 下剤は、アサガオの 種子からとった ものです。 


紅葉は、秋になるときまつ 
て見られます が、 これはど 
うしてでしよう か。 


秋は一年じゅうでもっとも色彩に富んだ季節で、野や山の草木は、落 
葉にさきだって黄や紅に色づきます。 

チョウ、ポプラ、エノキ、クヌギ、シラカバ、 ブナなどは葉が黄色 


に変わり、カエデ、 


ゼ 、ニ シキギ 、ウル シ 、ヌルデ、イタ ドリ、 


ク 


ダンッッジ などは紅に かわります。 雑草とよばれている野の草 も、 枯れる前には黄色になるのがふ 
つぅです。 

チョウ やポプラの黄葉は、落葉の前になる と、 葉の中の 力 
ロチノイドという 色素がめだって くるた めに黄色になります。 






一 


D 


1 


面 

斫 
f l f 

横 

の 

葉 

る 

葉 

紅 


春 や 夏の候に葉が緑色を呈している のは、 葉の中にある クロ ロ 
フィルと いう色素のためです が、 落葉の時期に なって、 たんば 
く質が分解しはじめる と、クロロフィルは 不安定な状態になっ 
て分解し、 ヵロチノイド だけが のこるようになります。 それで 
緑色があせて、黄色があらわれて きます。 

ヵエデの類やハゼの葉が紅くなるのは、黄色になるのと同時 
に、 アン トシ アンという赤い色素ができるためです。 

また、サクラやヵキ の木を見る と、 一本の木のなかに も、 紅 
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葉している葉もあれば、黄葉にちかい 
ものもあり、一枚の葉でも、部分的に 
紅と黄とかなり色のちがっているもの 
もあります。 

木の葉のアントシアンは、夏の間の 
緑の葉にはなく、秋になってからはじ 
めて葉の中につくられるものですが、 

アントシアンの色は秋でなくても見ら 
れます。赤、青、紫などの花の色は、 

多くはアントシアンによるものですし 
春さきの若葉の赤みもそぅです。 

ところで、秋になって、アントシアンが、ある植物にはよく 
でき、ある植物にはあまりできないのは、おもに遺伝的にきま 
った性質ですが、アントシアンの生成は光の強さや温度など、 
周囲の条件によっても左右され、よい天気がつづき、昼夜の気 
温の差が大きいほど紅葉は美しくなります。 

また、葉柄のもとに離層ができて、葉に糖類がたまることに 
も関係があります。それで、この原理を利用すると人工的に P 
葉をつくることもできます。 


もれ 
でシ 
葉に 
じ気 

向空 


102 




なお、紅葉することが、植物の生活にとってどんな意味があるのかということについては、ある 
学者は黄や紅の色素で光をよく吸収して、葉の温度をたかめ、秋の寒さにも耐えて、すこしでも葉 
の生命を長くたもたせるのに役だっているのだといっていますが、これだけではわりきれない点も 
あるので、このほかにも、もっとたいせつな意味があるのかもしれません。 

紅葉は世界じゅうどこでで 「春は 花、 秋は紅梨」といいますが、紅葉と落葉は秋の風物詩です。 

も 見られる でしよう か。 千利休が少年の日、武野紹鷗の門を叩いて指導を乞うたところ、紹鷗 

はすぐには承知せず「庭の掃除をしてくれ」といいつけました。利休が 
籍を手にして庭におりたってみると、そうじがゆきとどいていて、広い庭のどこにも一片の落葉も 

ありません。利休は しばらく 思案して い 
ましたが、やがて傍のヵエデの幹を軽く 
ゆさぶって紅葉の数片を 落とし、 「庭の そ 
うじがすみました」 と 答えたそうです。 

紹鷗も、これには感心して、はじめて 
入門を許したそうです が、 掃き清められ 
た庭に利休の落した数片の紅葉は、さぞ 
かし一段の風情をそえた ことでしょう。 

紅葉の美は東洋的な美しさです が、 サ 
クラの見頃が：！$:前であるのに たいし、 紅 
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黄葉する植物の葉 


葉の見頃は夕暮れ時で、ことに晩秋の美 
しさはたとえょうもありません。それで 
中国の詩人も"車をとどめてそぞろに愛 
す楓林の晚 、霜 葉は二月の花ょりも紅な 

り"とうたっています。 

ヨーロッパではスイスの山中と、ドイ 
ツのライン河のあたり、 オー ストリアの 

ダニユーブ河の岸の紅葉が有名ですが、 
紅葉は、北半球の温帯地方のものが美し 
く、世界をくまなく歩いてきた人の話で 
イタヤヵ H デ イチョゥ は、 日本とアメリカの紅葉がいちばん美 

しいそうです Q 

熱帯地方から日本を訪れて紅葉の美しさに感心した人で、いろいろな落葉樹を持ち帰って移植し 
た人がありますが、その結果は、大部分の木は年じゅう青々としていて、紅葉の美しさはついに見 
られなかったということです。 

また、ゥメ やサクラははじめの 三、 四年間は毎年一度ずつ葉を落としましたが、これもやがては 
落とさなくな り、 ヵシやブナは年々一度ずつ裸にはなるそうです が、 やはりあざやかな紅梨は見ら 
れないということです。 丨 
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n スモスの花は、どうして コスモスはキクのなかまの植物で、原産地はメキシコですが、たいそ 
秋咲くのでしようか。 うじようぶで、繁殖力も強いので、いまでは世界じゅういたるところに 

ひろがっています。 

別の名をオオハルシャギクといいます が、 もと0コスモスの名はキリシャ語の「美しい」という 
音心味からきたといわれております。花が美しく、いまでは早咲種や八重咲もつくられていますが、 
ふつうは秋咲くので、アキザ クラともよ ばれています。 

コスモスのほかに、ダリア、イネ、ダイズ、アサガオ、シソ、クヮイ、トウガン、キクイモ、ア 
ナ 、サツマイモ 、トウ ガラシ 、トウ モロ コシ、 

キビ、 サルビアな ども、 秋に花の咲く植物で 




力 


これらの植物は、春、種から芽がでて 


生育し、®;をすぎて日の照る時間が短くなり 
だすと花がつきます。だいたい一日のうち、 
明るい時間が一〇時間より短いと花を開くよ 
になってきます。 

もし、 ふつうのコスモスに光をあてて、ち 

ょうど昼の時間の長いのとおなじような状態 
にして育てて みると、 花が咲かずに、どんど 
ん茎が のび、 古冋さが 三メー トルにもなりま 

す。 ところが、 光にあたる時間を 短く して育 



—|議___—^: 
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てると、 ーメ-トルにもならない うちに、たくさ 
ん枝わかれして、その先に花をつけます。 

これにたいして、ナ タネ、 ダイ コン、ホゥレン 
ソゥ、チサ、 シ H ンギク など、 春から夏にかけて 
花の咲く植物は、日が長くなってだいたい昼の時 
間が十四時間くらいに なり、 気温があがると花を 
つけます。これらのものは、日の短い間は花をつ 
けません 。また、ヒマヮリやソバ、タンポポ、ハ 

コベ、トマト、ヮタなどは気候が適当でさえあれば、いつ種をまいても、育って花をつナます。 

植物が、種類によって、なぜこのようなちがった性質をもっているかについては、 まだあまりよ 
くわかっていませんが、植物のこのような性質をうまく応用す ると、 季節に関係な く 好きな花を一 
年じゅういつでも咲かせておくことができます。 また、 花の咲く時期がちがっているために、以前 
はかけあわせのできなかった植物を、おなじ時期に咲かせて、品種を改良すること もで きます。 

コブシはモクレンのなかまの植物で、北海道、本州、四国、九州など 
各地の山野に自生しています。 

舂 早く、 まだ 葉が でな+ うちに、 枝先に白い花を開きます。その開く 
さまが、子どものこぶしの よう だとい うと ころから、その名がつけられ 
たといいますが、遠くから眺める と、 木ぜんたいが 白く 見えて、その美しさはた とえようもありま 


コブシの花がたくさん咲く 
年は豊年だといいますが、 
なぜです か。 
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せん。ことに、たくさん咲いたときには、いかにもあでやかで、誰でも今年は明るいよい年だぞと 
着望がもてるにちがいありません。 

ところで、コブしの花がたくさん開くか開かないかは、その年の天候によってきまったものでは 
ありません0 

コブシの花の芽は、前の年に形成され、それが今年になって開いたものです から、 花の多い少な 
いは、むしろ前の年の天候に支配されることのほうが多いわけです。事実、前の年の夏のはじめに 
よい天気がつづくと、つぎの年にはコブシの花がたくさん咲きます。 

これにたいして、豊作かそうでないかは前年の天候によってきまるのではなくて、主として、そ 

の年の天候に支配され ます。 もちろん前年の天候も影響 

しないわけではありません が、 天候に 関しては、コブシ 

の開花と主客が反対になっています。 

シ もし、 いつも昨年の天気が今年の天気とおなじか、そ 
ブれに近いものであるなら、このいいつたえはそのまま正 
コ しいわけです が、 かならずしもそうとはいえ ません。 

コブシと豊凶との関係は、いまのところでは この 程度 
にしかわかっていませんが、気象学者のなかには、これ 
について研究をしている人もいるので、そのうちには、 
まだ知られていなかったような事実がみつかるかもしれ 
ません。 
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ゴポウを切〇 たあと、 なぜ 


ゴボウの食用にするところは根です が、 ゴボウの根は、パわゆるゴボ 


すぐ水の中に入れておくの ウ根で、丸くて長くまっすぐ地中こよいつています。 


です か。 


ゴボウは灰黄色をおびた黒色です が、 



黄白色で、高い香りを放ち 


ます。若いうちはやわらかいが、あまり大きくなるとすがいってかたく 
なり、 中心に空洞ができます。煮物、あげもの、汁の実、味噌漬、きんぴらごぼうなどにして賞味 
され、 うすくそいだものはささがきといって、どじょう汁やどじょう鍋になくてはならぬものとさ 
れています。 

ところで、ゴボゥ は、 皮をむいて、こまかく 切り、 そのまま空気中に おくと、 だんだん黑くなっ 
てきます。これはゴボゥの中にふくまれているタンニン類が空気のなかの酸素とむすびついて変化 
していくからです。これを、そのまま煮たのでは、きれいにしあがりませんから、きれいにしあげ 
ようとしたら、 皮をむいた あと、 すぐ水の中に入れておきます。 

こうしておくと、タンニン類と酸素がむすびつくのをふせぐことができますから、黒くなりませ 
ん 。また、 ゴボウはあくのつよい野菜です が、 水にさらしておくと、あくがある程 f ぬけます。 


n ンブには、花が咲くでし コンブは海草のなかではいちばんかたちの進んだものの一つで、根、 
よう力 茎、 葉の区別があるかのようにみえます が、 陸上の植物とはずいぶんち 

がっています。 

根といっても、ただ岩などについているだけで、根から水分や養分を吸うことはありません。茎 
や葉のようにみえるもの も、 陸上の植物の茎や葉とはずいぶんちがいます。陸上の植物は、茎や葉 


108 


の緑色の部分ででんぷんをつくるはたらきをしています が、 海草はからだ全体で養分をつくる ので、 
そのはたらきをたすけるために、いろいろの色素が細胞のなかにふくまれています。また陵上の植 
物では、花が咲いて果実ができ、種子がちらばってふえます が、 海草では花をつけることがありま 
せん。むろん、コンブにも花は咲きません。 

コンブには花が咲きませんから、コンブがふえるときには、からだの表面にたくさんの小さなふ 
くろができ、そこから小さな遊走子と いぅ ものがでてふえます。遊走子は母コンブのからだをはな 
れると、活発に 運動し、 芽をだして大きくな り、 こんどはオスの株とメスの株とにわかれます。こ 
のオスの株からでたもの(おしべの花粉にあたるもの)が、メスの株からでた卵につくと、卵が大き 
くな って、 小さいコンブになるのです。 

なお、 世界で いちばん 大きい 木は、アメリヵのヵリフォルニアの 海岸地方に あるセ コィ アといぅ 
木で、 幹の太さが直径六メ ー トル、 高さが一〇〇メー トルもあって、 切株の上に五〇人が乗れたと 
か、 嵐のときに ゥシがほら 穴に三十四頭 も 避難した とかいって、 巨人木の名を誇って いますが、 コ 
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ンブにくらべれば物の数ではありません。コンブには、長さ二〇〇メートルもあるものが見つけら 

れた記録もあります。 




サイカチには、どうしてと 
げがあるので しようか。 


一 





サィヵチはマメ科の落葉高木で、幹にとげがあります。果実はひらたい 
豆果でょじれており、むかしはさやを洗濯に使ったり、稀子とともに利 
尿や痰きりの薬にしました。とげも傷にきくといい、中国では、果皮や 

種子とおなじょぅに、漢方薬にもちいています。 
ところで、とげのあるのはサィカチにかぎったも 
のではなく、とげのある植物はけっしてめずらし 
くありません。 

,、 とキくけ 

とげとは鋭毛ということで、もともとは植物の 
茎や葉などにはえる、先のかたく鋭くとがったも 
ののことをいうのですが、タケや木がそずて、皮 
膚などにさつたものや、のどにささった魚の#の 


げ 

と 

の 

チ 

力 


サ 
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ことなとをもとけとよびます0 
植物のとげは、表面にできる毛(毛状体)か、ま 
たは茎や葉の変化したもので、ときには根が変化 
したものもあります。 

とげのなかで細くて長いものは、とくこ針とよ 
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びます。タラノキやノイバラのとげは毛状 体、 サボテンやメギのとげは葉の変化したもので、 ムレ 
スズメの針ば、小葉が落ちたのち、中軸と托葉が変わったものです。ニセアカシアのとげも托葉の 
変化したものです が、 カラタチやゥメのとげは茎の変態で、サイカチやザ クロの とげも枝の変わっ 

たものです0 

とげのほかにも植物の変態には、栄養物質を貯蔵するサツマイモの根、水を貯蔵するサボ テンの 
茎、 ブドゥの巻きひげ等々いろいろあります が、 植物の変態はその植物が生きていくのに都合よ く 
できているようにみえます。 

たとえば、 イラ クサの刺毛は動物の体に ささりやすく、うっかりさわると 非常に痛みます が、こ 
れは先が折れて、 イラ クサのもっている蟻酸がつくから です。また、バラやカラタ チは、つかめば 

とげがささって痛いから、たとえ一枝といえ ども、 うかつに折るわけ 
にはいきません。 

チ このように、針やとげは外敵をふせぐのに役だっています。サイカ 
0チのとげは大きいだけに、外敵をふせぐのにも大いに効果があるでし 
サようが、しかし、もしサイカチには外敵をふせぐためにとげがあるの 
だと考えたら、それは、あまりにも功利的な考え方というものです。 

四月はサクラのさかりです。 

隠語事典をひらいてみると、サクラには、客をよそおって他の客の購 
買心をあおりたてる大道商人のなかま、かげから援助する人、酒 、 M 肉、 


サクラは、なぜサクラとい 
ちれるのでしょぅか0 
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もめん 


木綿衣服、繁華な場所、花札の三月 札、 五 


などの意味に使われているとあります' 


そのなかで、植物のサクラからきたとされているものは、露店商のなかま(別説 もありますが、 鉄 


元禅師が一切経をつくる とき、 M *^ 用のサクラ材が不足して困っていたので、これをみた人たちが禅師を助ける 
ためにサクラの1511^を®^だといってどんどん切らせた。それで、知らぬふりをしてかげから助けることを「サ 
クラを切る」 とよんだ。 サクラの語はこれからはじまっ たという)、 酒(飲めば顔がサクラ色になる)、馬肉(肉 
の色は美しい 紅色、 サクラ色)、花札の三月の 札 (旧暦では三月はサクラの季節)、 五 (サクラの花びらは五枚) 
などです が、 ほんとうの語源はいろいろの説があってはっきりしません。 

コノ ハナサクヤヒメのサクヤのなまったものだとか、サキ ゥラ (咲麗)からきたものだとかいう 

説もあります が、 いずれにしても「咲く」 という 言葉に関係があったのでしょう。 

日本では、むかしから、花といえばサクラのことを さし、 サクラは国花として親しまれ愛されて 
きました。サクラほど日本人の趣味にあった花は なく、 社寺、庭園はいうにおよばず、山にも川岸 
にも、いたるところに植えられています。また、これほど詩や歌によまれ、絵にかかれたものもな 
いでしょう。 

中国や ヒマラヤに もサクラはあります が、 種類も美しさも日本のものには遠くおよびません。有 
名なヮシストンの ポトマ ク公園のサクラは、五十数年 前に、 ときの東京 市長、 尾崎行雄氏が贈った 
ものです が、 毎 春、 日米親善の花を咲かせています。 

なお、 中国で桜という字をあてている植物は日本で いう サクラのことでは なく、カラミ ザ クラ 
(唐実 桜、 桜桃)を さし、 故牧野富太郎博士は、日本のサクラにあてるべき漢字はいっさいないとい 
っています。 
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サクラの季節になる と、よ むかしは、観桜会は上流社会のもよおしでしたが、やがてそれが庶民 

どうや〇てきめるのでしよ ててき元禄時代には隆昌をきわめたと伝£られています。 

うか。 いまは、それにもおとらず、ときにはサクラの木のないところでも花 
だんご i 見の宴を開いたりしているのを見ますが、まことのねらいは、「它 より 
団子」のほうにあるのでしょう。 

サクラの花はハソと咲いてパッとちるとはいいますが、一度に全部 咲きそろうわけでよよく、 
すこしずつ咲き進んでいって、やがて全部咲きそろうわけです。咲きそろうといっても、全部の e 
がそろっているわけでは なく、 最初に咲きだした花は、あとからの花が開く ころこ太もうちりよじ 
めます。 

花が . 」と、数輪のほころびに心のときめきをおぼえてから三日くらいで、卞こっ、 

たつほみのおよそ二〇パーセントが開き、さらに三日で五〇パ ー セント、それから 三、四日で全部 
唉きますが、一つ一つの花は咲きはじめ てから 一週間くらいで ちる ので、一本の木に花のつ、て、 
る 日数は、はじめから数えて十五、六日間と いう ことになります 0 

たたし、これはだいたいの目やすです。花の寿命は天候に大きく左右され るので、 年こより地方 
により、また、おなじ土地でも、場所によって多少ちがいます。 

ところで、わたしたちの目でみて、半分くらいは咲いたと思われる とき、 実際に花をしらべてみ 
ると、意外に少なく、一〇パ-セントにも達しないのがふつうです。満開とにらんだときで も、 お 
よそ六〇パ—セントしか咲いていませし。 
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このように、見かけのうえの開花と実際の開花とのあいだにはかなりの開きがあります が、 花見 
はこの目でするのですから、何分咲きと いうと きには見かけの開花歩合でいいます。 

つまり、咲きはじめから数えて六日から十日たったときが満開ということになります。 

さくら餅の葉は一種とくべつのよい香りがしますが、いちばんよいの 

はオオシマザクラの葉です。 

いまでは香料の 化学が進歩した ので、人工でどんな香りでもだせない 
ものはないといってもよいくらいになり、たとえば、 一個 十円のバナナ 
まんじゅうの香りも人造香料で、価格から考えても、ほんもののバナナ 
から抽出した液をまぜたのではないらしいくらいのことは推察で きます。 

ところで、 さくら 餅の葉の香りは、クマリンというものから でる 香りです 。さくら 餅の おこり 
は、なぐさみ半分にサクラの落葉を塩漬にしておいたら、よい香りをはなつようになったので、 こ 
れで餅を包んで売りだしたのがはじまりだそうです が、 新鮮な葉にはクマリンがないので、あの香 
りはありません。 

ところが、葉がよわってきて落ちそうになったころや落葉したあとな ど、 サクラの木の下を とお 
ると、さくら餅の香りのすることがあります。これはたぶん、葉のはたらきがよわったり、死んだ 
りしたため、中にある酵素のはたらきで、いままでほかのものとむすびついていたクマリン酸とい 
うものがそれからはなれてきて、クマリンにかわるためでしょう。 

葉は塩漬にされても酵素ははたらきをなくさないので、それがだんだんにはたらいてクマリンが 


サクラの葉はあまりにおわ 
ないのに、さくら餅の葉は 
どぅしてよいにおいがする 
のでしょぅか。 
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できるのです。 

このごろでは、サクラの葉に似せたビーー 丨 ルの代用葉ができて、 
ほんもののサクラの葉を使ったさくら餅は少なくなりました。代用 
の葉には香りもなく、ただ、てかてかと奇妙に光っているだけで、 
なんの風情もありません。 

サクラの木には、なぜアリ アリがサクラの木にのぼるのは、たぶ 
がのぼるのでし ようか。 ん、サクラの葉の蜜を求めてのぼるので 

しよう0 

花には蜜をだす腺があり、昆虫が、その蜜をもとめて花を訪れ、 
花粉の媒介にひとやく買っていることは誰でも知っています が、 蜜 
をだす腺は、花にのみ存在するとはかぎりません。 

サクラの葉を観察す ると、 葉が柄から葉身にひろがる、そのつけ 
ねの両がわに一個ずつ小さい丸い粒のあるのが見られますが、これ 
が葉の蜜腺です。サクラの葉の蜜腺がどのようなことに役だってい 
るのかを調べるために、ある学者が、 ある 枝の葉だけ 全部、 蜜腺を 
除去してみました。 すると、 除去した枝にはアリがほとんど こなく 
なり、 一種のヶムシが繁殖して、さかんに葉を食い荒らしたといい 
ます。これからみ ると、 葉の蜜腺はアリをさそっ て、 アリを きらう 
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サクラの葉の蜜腺（縦断而) 


ヶムシの害をふせぐのに役だっているものと考え 
られます C 

葉に蜜腺のある植物は、サクラだけでは なく、 

ソラマメやヵラスノエンドゥにも葉に蜜腺があり 

ます。ソラマメの葉は複葉で、大きな托葉をもっ 
ていますが、托葉の外面を見ると暗紫色の点が一 
つ見られます。これが蜜腺で、古い托葉では、は 
たら^ t ; のほとんどとまったものもありますが、若 
い葉ではさかんに蜜を分泌しています◦中にはね 
ばねばした蜜がもりあがって分泌されているもの 
もあり、このようなものでは、アリがせっせと茎 
を上下しているのが見られます。 


サクラの幹には，どうして マツやサクラのような木は、毎年ふとっていきます が、 それにつれ 
横にたくさんさけ目がつい て、 若いときに木を包んでいた皮の部分は、だんだんひっぱられてさけ 

てし るので しよう か るようになります。 

そうすると、 皮の内がわのところにコルクをつくるものができて、コ 
ルクの層をつくり、まわりを保護す るよう になります。コルクの層ができる と、 その部分から外の 
ほうには水分がゆかなくなるので、皮の部分は死んでしまいます。死んだ皮はしばらくの間文つい 
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ています が、 やがて外がわからだんだんはがれていきます。 

このように、コルクの 層ができると水分が とおらなくなりますが、また、 空気 も かよわな くなっ 
て_^^まいます。 

若い茎では、いちばん外がわの皮にある気孔という孔から空気を吸ったり、出したりしているの 
ですが、コルクの層ができると、呼吸することができな くな ってしまいます。それで、ところ どこ 
ろに%^!といって、空気の出入りするしくみができて、気孔の役目をします。皮目の部分にはコル 
クの層はできず、そのかわりに、空気の出入りのできるような、すきまの多いものができるので、 
空気が出入りできるのです。 

サクラやシラカバの幹についている、横に長いさけ目はこの皮目です。サクラやシラカバはその 
さけ目から空気を吸っ たり、 出したりしているのです。 

サクラのなかまであるヤエ ヤエザクラには変種が多く、花の色も、 白、紅、 紫、 黄、 灰色など多 
.ザクラ(八重桜)には、ど 彩で濃艶です。掀 f にすぎて野趣には欠けていますが、芝居につかう造 
うして実がならないのでし 花のサクラは、ヤエザクラでないと豪華な感じがでません。 

，うか むかしからヤエザクラの名所として知られているのは奈良で、〃奈良 

七重七堂伽藍八重桜"(芭蕉)、"いにしへの奈良の都の八重桜けふ九重に 
匂ひぬるかな"(伊勢大輔)など、名歌のかずかずがのこっています。 

ヤエザ クラの 花は香りが よいので、 半開きのものやつぼみを塩漬けにして、おめでたいときにサ 
クラ場と して K います。しかし、 実はむすばないのが ふつうです。 いっぱんに八重咲きのものには 
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実がむすばず、太田道灌の故事にでてくるヤマブキ も、 
〃七重八重花は咲けども……"のヤエヤマブキ で、 「み 
の一つだになきぞかなしき」です。 

ク そこで、先年 ある 有名な ラジオのクィズ 番組では「八 
ザ 重の サクラに 実が なるかどうか」 を問題と し、 絶対に実 
エ がならないというのを 正解と しました。そのうえ、ごて 
いねいにも ヵ ルタを つくって、 それにまでも強調した の 
で、 聴取者の 一人から、 絶対に実が ならぬというのは 誤 
まりだとの抗議が でて、 関係者を あわてさせたことがあ 
りました。 

だれでも知っているように、ヤエザクラには花びらがたくさんあって、それが幾重にもかさな 
ています。この花びらは、もと、おしべから変化してできたものです。そのしょうこには、 よく 見 
るとまだおしべの形をしている花びらもあります。また、なかには何本かおしベがのこっているも 
のもあります。 

もしおし ベが全部花びらに変化して しまえば、 花粉が できませんから、 実 もできないわけで、 多 
くの ヤエザクラは、このような 状態になって います。 それで実が できないのですが、もし か レ、 (が 
のこっている 花があって、 めしべも 健全なら実が できるわけです。何 本 かのヤユザクラを 注意して 
見る と、 わずかではあるが、 実がなって います。 



つ 
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ザクロの皮は薬になるとき ザクロにはいろいろの種類が あります が、 どれ も花や果実が美しいの 
きました が、 何の薬になる で、 絵画や彫刻の題材に 使われたり、 切手の図案に とりあげられたりし 
のでしようか。 ています。 

ザクロの原産地はペルシャからィンドの西北部辺で、中国にはいった 
のは、漢以後のことです。漢字で「安石樞」とか「石榴」とか書きます が、 安石とは安息、つまり 
ベルシャ地方のこと、榴は瘤で果実の形容、つまりペルシャ原産の果実の木ということです。石溜 
は安石榴の略、日本名ザクロは石榴の 音読で、 シャクロとよばれたこともあります。 

観賞用に人家に植えていますが、中国の北中部には全村ザクロを植 X ているところも あり、 八月 
十五夜には家々こぞってザクロの果実をそなえて月を祭ります。 

花の咲くのは梅雨のころですが、ふつうの種類は花が 赤く、 果実はそれぞれの小枝に一個ないし 
数個つきます。果実の頂きには萼片と筒の部分がのこって いて、 果皮はなめらかで、はじめは青い 

が、 後には黄色に 熟し、 赤く 染まります。そして、 完全に 
熟すと皮がやぶれて、淡紅色の多数の種子が見えるように 
なります。 • 

ク 外種皮は淡紅色をしていて透明で、汁がたくさん あり、 
ザ甘ずっばくて、渋味もあるので、生で食べます が、 のどの 
かわいたときなどに好適です。 

古くから薬に使っているのは「石榴皮」とよばれるもの 
です が、 これは果実の皮ではなくて、根の皮を剝ぎとって 
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乾燥したものです。ペレチヱリンその他のアルカロイドをふくんでいるので、もっぱらじ^?，虫の駆除 

にもちいられますが、染料にもなります。 


ササの葉を、おすしの間に 
入れるのはなぜですか。 


ひよぅろ 


昔は戦争に持っていく兵糧の握り飯はササの葉で包んだものだそうで 
すが、日本にはササの葉でくるんだ食物がいろいろあります。 

ちまきをつくるときには、しんこをササの葉にくるんで蒸しますが、 
すしや餅をササの葉で包んだ名物もいくつかあります。また、魚を送るときにはササの葉をそえた 
りします〇 

ササの葉を酒に入れて、防腐剤のかわりに使っているところもあると聞きましたが、地方によっ 
ては、魚に中毒したときにはササの葉を煎じて飲むとよいといっているところもあります。きっと、 
ササの葉に、何か腐敗をふせぐ成分がふくまれていると考えてのことでしょう。 

このようなことから考える と、 すしの間にササの葉をそえるの も、 たぶん腐敗をふせごう という 
考えからはじまつたものだと思います。 

ササの葉には、安息香酸というものがふくまれていますので、これが防腐のはたらきをするかも 
しれませんが、実際にそれほどの効果があるかどうか、くわしい実験がないのでわかりません。あ 

青いものの少ないすしの間に、ササの葉の緑がくばられている美しさを貧でた風流心から 


るいは 


はじまつたことかもしれません。 
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さし木の例（ィ）節下切断ざし （口） 木づちざし（ハ）撞木ざし（二）かがとざし 


植物をふやす方法としては実 
生はもっともふつぅの方法です i — 

が、 栽培に手数がかかるので品^— 
種の特性をたもちつづけること 
のできない花卉、材木、果樹などはさし木でふやします。 

さし木は植物の地上部を 切り、 土中にさして新苗を とる 
繁殖 法で、 実生にくらべる と 比較的はやく 生育し、 開花、 

結実します。技術的にもそぅむずかしくなく能率的です。 , 
家庭でかんたんにさし木できるものとしては、花の咲く 

木では、 ウメ、 エニシ ダ、 オウ バイ、 コデ マリ、 オオデマ 
リ、ユキヤナギ、 ザ クロ、 ヤマザ クラ、 サルス ベリ、 サン 1 /S 
シュユ 、フジ、 ボケ、 マン サク、ムクゲ 、アジサイ、 レン Jlf 
ギ ョウ、 ジン チョウゲ 、ウメ モドキ、ツル ウメ モド キ、シ 
モツケ 、ミズ キ 、クチナシ 、ヤ マブキ 、ノウ ゼンカズ ラ、 

ツツジ 類、 その他の庭木では、カイズカイブキ 、サヮラ、 

ヒバ、 スギ、 ヒノキ、 キャ ラボク 、コウ ヤマキ、チョウ セ f . 1 
ン マキ、ビャクシン、ヒマラヤシ I 、ター、ナン テン、 ヒイ 
ラ ギン ナ テン、マサキ、 ムべ 、アケビ 、ツタ、ヤ ナギ、^ 

クチ ョウゲ 、プラタナス、ポプラ 等、 果樹類では グミ、 ザ 


さし木のできる木とでき 
ない木があるのは、なぜで 
しょうか。 
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クロ、 ス グリ、 •キィチゴ、ィチ 

ジク 、ブ ドゥ 等が あります。 

さし木は植物がからだの一部 
分をうしなったばあい、そこを 
おぎなおうとして再生するはた 
らきを人為的に繁殖手段として 
利用したものですから、どの植 
物でもできそうなものですが、 

そうはいきません。 

それは、植物にょって生活力 

がちがい、再生能力に強弱の差があるからです。さし木をすると、まずさ 
し穂の切り口に傷をいやす組織ができてしぜんに腐敗をふせぎ、それから 
つぎに根がでてきますが、根がでるのにはホルモンが必要です。茎から根 
をだしやすい植物は活着も容易で、ベンケイソウなどは葉をさしてもつく 
ほどですが、ホルモンの形成があまりさかんでない植物は発根しにくく、 
活着も困難です。それで、このような植物をさし木するときには、植物ホルモンで処理して発根さ 
せま-^。 



藤 




さし 木が うまくつくかどうかのもう 


〇 


ひがん 

「彼岸にはスリ 


コギで 


つの要素は、植物の育つ環境です • 

ふし あまどい 

もつく一といいますが、高温多湿の熱帯地方では、節をぬいたタケの雨樋から根をおろすことさえ 





りま^' 


サツマイモからでる乳のよ 


サツマイモからでるねばねばした乳のょぅな汁は乳液といぅもので、 


うな汁は、かわくとどうし 汁の大部分は水ですが、イチジクの乳液とおなじように、その中にゴム 
て黒くなるのでしようか。 のようなものがまじっているので手につけばべたべたします。 

かわくと黒っぽい色になるのは、このべとべとしたものが、 空気 中の 
酸素といっしょになって変化するためです。ゴムのような性質があ 

るので、水にもとけないし、せっけんで洗っても落ちません。 \4 / め 
サッマイモをふかしたり煮たりすると、乳液をだす細い管の中が^/^ 00 cpo<bo / P 
汁でかたまってしまうので、生のときほどにはべたべたしませんが、> 000 ^ ^の g 
ねばる性質はのこっています。それで、サッマイモを食べたあとで 一 〇〇 〇0%3-7〇〇。《 j イ (500 
すぐお湯やお茶を飲むと、口の中がしぶらっこくて、まずいもので\ ^ / ッ粒 

す。 : \ 〇。。 V サ微 
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サツマイモから、どうして 飴がはじめてつくられたのはずいぶん古いことらしく、昔の本には、 
M ができる のでしょうか。 神武天皇が丹生の川上で、水無くして餘をつくったと書いてあります。 

そのころの飴がどんなものであったか、また、どんなにしてつくった 
かなどくわしいことはわかりませんが、はじめは米のもやしを使っていたもののょうです。 

安い飴はサツマイモからつくりますが、飴はサツマイモからばかりでなく、ジャガイモからも、 
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トウ モロコシから も、 アワ 、米、 麦などからもでき 
ます。また、それらのものからとりだしたでんぷん 
を原料にしても飴はできます。味は、原料の穀物に 
よって多少ちがい、サツマイモの飴はアワや米でつ 


く 


つたものにはかないません。 
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ふつぅの飴は、バクガ糖とわずかばかりのデキス 日/ 
トリンと いぅものからできています。バクガ糖は砂// 
糖のなかまで、でんぷんがかわってできたもので 

す。飴をつくるときには , 
へン バクガというものを入れ h 


，素| 
一綠 


葉 


% 


I 


ス 

女 

，酸- 

$ 

K-I 

にフ* 




て 

れ 

ら 

无 

わ 



まづ力 


•等 


クガは大麦の 






へ刀 

糖 

た 

れ 

ら 


糖 


分 


の 

モ粒 

イん 

マぷ 

ツん 

サで 


粒 

ん 

〇 \ • 
>KJ 
V 

ん 

で 


種に水を十分吸わせて暗 JOA J <b 

いところにおく と、 まず F て/ / r 
根がでてきて、やがて芽 分 { 佣 
がでそぅになりますか _101 fb 
ら、このとき種をかわかしてつくります。 

バクガのなかにはアミラーゼ(ジアスターゼ)といって、でんぷんをバ 
クガ糖に変えるはたらきのあるものがはいっています。そこで、ほとん 
•どでんぷんからできているサツマィモにバクガを加える と、 サツマィモ 
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一〉 


よく tu こ あたって いた 葉の色をアルコールで 

き，それにうすいヨードチンキをおとすと， 
はあい色に変わる。これは葉にでんぶんがあ 
しょうこである。 


125 


のなかのでんぷんが アミ ラーゼ にょって、バクガ糖、つまり飴に変えら 
* れるのです。 

^ アミ ラーゼ は、 わたしたちの小腸の中に もあります。 それで、わたし 
つたちがご飯やお芋を食べると、米や麦や芋のでんぷんはバクガ糖に変わ 
分ってしまいます。 

〇#ところが、 小腸の中に アミラーゼの ほかに マルターゼといって、バク 

f ガ糖をブ ドゥ 糖に変えるものがあ 
茎 るので、 できたバクガ糖はつぎつ 
ぎに ブドゥ 糖にかえられ、小腸の 
壁から吸われて いって、 わたしたちのからだを 養ぅ ことにな 
るのです。 

日本にむかしからある水飴は、モチゴメを原料にしてつく 
った もので、 水飴を煮つめるとかたい飴になります。飴の色 
はいわゆる飴色です が、 千歳飴などが白い のは、 濃縮した も 
のをかためる 前に、こねて、 中に空気の泡をふくませたため 
です。 

なお、飴は、 工業的にはバクガを使わないで酸をつかって 
つくる 方法がおこなわれて います。また、 飴のなかにはブド 
ウ瞎だ けで できているものもあります。 
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おはじき遊びの数え歌に 、「いちじく、 にんじん 、さんしょ にしいた 
け、 ごぼうにむか ご、 なずなにやつがしら、くねん ぼ、 とおなす」—— 
とあります。 野菜のなかからえらばれた十種のなかにイモが二つ(むか 
ごと やつがしら)もあるのですから、イモの占める位置がどれほど重要で 

あるかもわかります。 

サト イモはもともと熱い地方のものです が、 日本には平安朝のはじめに輸入され て、 ャマッイモ 
(いまの ャマイ モ)にたいして、イエッイモとよばれました。種類もたくさん あり、 ハヮイの本には 

二百種も名があげられています。あまり質のよくないものは、いがらっぽくて食べられませんが、 
皮をむいたり、それをよくゆでたりすると食べられます。 

それで、いがらっぼいものは皮のあたりにあることがわかります。皮を むくと、 かゆい のは、 皮 
についている汁が皮膚をしげきするからです。かゆいときにアンモーーア水をつけたり、せっけんで 
よく洗う と、 かゆいのがやむことから考えて、それは蓚酸石灰だろうといわれていますが、それと 
はちがう意見をだしている学者もいますから、そのうちに、もっとはっきりすることでしょう。 

なお、都会の斤^^1では、サトイモを売るときには皮をむいて売りますが、このとき薬につけて 
洗います。この薬はうすい硫酸です。 

洗う目的は色を白くたもつためです。リンゴの皮をむいておくと、赤茶色になりますが、サトイ 
モもそれとおなじように、皮をむいたままにして おくと、 空気中の酸素のはたらきをうけて、茶色 
や、. ■ 黒い色に変わってしまいます。それで、酸素とむすびつかないように、うすい硫酸で洗うので 
す。ちょうど皮をむいたリンゴを食塩水の中につけるのとおなじことです。ほかの酸を使ってもよ 


サトィモの皮をむくと、ど 
•つして かゆい のでしょぅ 

か0 
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伊豆の海岸にそだつしやくし形のサボテン 


いわけです が、 安いのでうすい硫酸を使います 


サボテンの葉には どうして サボテンはふつう砂 
とげがあるので しょうか。 漠やかわいた砂原に育 

つ植物で、柱のように 
大きなもの、杓子のようにひらいたもの、球のよ 
うに丸いものなど、いろいろあります。種類も世 

界じゅうには数千種あります。 

縁日の植木屋は「サボテンはかたわものが値が 
古冋い」などといって11兀っていますが、サボテンほ 
ど形のかわった植物もめずらしいでしょう。 

ふつう、わたしたちの見るサボテンは、うちわ 
のような形をしていて、とけをもっていますが、 
これとても、どこが葉やら茎やらわからないよう 
な形をしています。それでサボテンには、葉がな 
いと思っ•ている人もいれば、茎がないと思ってい 
る人もいます。 

サボテンは、もともとアメリカ大陸にあったも 
ので、メキシコでは国の法律で保護しているばか 


•! ■ 
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りでなく、国旗にもサボテ 
ンの図案がいれてありま 
た す◦花を眺めたり果実を食 
b ベたりするばかりでなく、 
^ 土地の人はサボテンを「医 
^ ^者いらず」とよんで、薬に 
げてもしています。 

の わ ところで、 サボテン(シ 

r'h ャボテン)という名は日本語 
^ ^ だという人がいます。それ 

は 何百年 か 前に、 オランダ 
人がはじめてこのへんてこ 

な植物を もってきた とき、 

切り口で汚れを洗ったらきれいになったので、シャボン(せっけん)に似ているということから、 
シャボテンというようになったのたというのです。 

もっとも、 それとは反対に、シャボテンが もとで、 せっけんにシャボンという名がついたのだと 
いう人もいます。それによると、サボテンはメキシコのサボテック地方にたくさんあったので、サ 
ボテックからサボテン、それからシャボテンといわれるようになり、その地方の人は、これで汚れ 
を おとしていたから、はじめてせっけんがつくられた とき、 これはシャボテンのようだといって、 
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シャボンとと名 づけた のだというのです0 

それはともかくとして、サボテンは強い植物で、机の上にころがしておいたら、手入れもしない 
のに、 何年間 も 毎年花を つけたという例もあります。 

サボテンがそんなに強いのはふつうの植物とかわった形をしているからで、サボテンが もしふつ 
うの植物のような形をしていたら、とても砂漠のようなきびしい自然のなかで生きることよでき 7 X 
いでしょう0 

サボテンが 温度の変化のは げしいところにでも生きていけるのは、一つには、肉の厚い 茎があっ 
て、 中に水分 や 養分がためて あ.るからです。 葉の ように見えるものは、じつは茎で、 そのしょうこ 
には、そこに 花が つきます。 葉は ふつうありません。サボテンが芽をだすときには、肉の厚い小さ 
な 二 枚の子葉が でてきますが、サボテンには、このほかにはふつうの植物の葉の ような ものよ あり 
ません。 

サボテンのとげは、茎の上のいぼのようなところについていますが、レかは、葉が発生咼程で変 
化したものだと考えられています。 

とげはサボテンのからだを守るのにたいせつなはたらきをしており、砂漠には卜心の長さが三〇 
センチ、幅が三センチと いうよう な大きなもの もあります0 

なお、 葉を もっている サボ テンも 葉のつけ根に とげをもっていますが、 葉のつけ 根を見ると^ j 心 
のでているところは、ちょっとふくらんでいます。これは術！^いって、小さい4'か”來になって 
いるところで、 サボ テンのとげはどれも 刺 座から出ているのが特徴です。 バラ や ヵラタ チ もと ( f > を 
もっていますが、 刺 座はありません Q 
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サボテンは、何の役にたつ 
のでしようか。 


サボテンとしえ 

、だれでもとげ 


のあるあの植物を 



思いぅかべます が、 サボテンが変わった形を 
している のは、 自生地の環境に適応して変化 
したためでわりあいに雨量の多い熱帯ァメリ 
力地方に自生している原種は、ふつぅの樹木 
のように、 枝葉をもった濶葉樹です。 

ところで、サボテンが愛好されるのは、そ 
の形がいろいろと変わっているからで、サボ 
テンの最大の効用は観賞にあるといってもよ 


いでし ょう。 ■. 

サボテンが日本にはじめて渡来したのは三 
百年くらい前のことです が、 肉の厚い茎を切 
つて、 畳のしみやシャッの 油、 垢などをふく 
ときれいになる ので、 むかしはそんなことに 
も利用したようです。このごろでは「月下の 
美人」の花を食べる人がいますが、豚肉とま 
ぜてあえるととても美味だということです。 



_lFh 




へ：1 














また、果実の食用になる種類が 多く、 北アメリカの八百屋では店で売っていますし、メキシコに 
は果実を砂糖で煮つめジェリー状の菓子もあります。若芽が食用になる種類もあり、これは家畜 
の飼料にもなります。干ばつのときには食料にし、飲料の供給資源にもします。はえたままのサボ 
テンを胴切りにして、たまった水を飲むのだそうですが、何年も雨が降らないようなときには、生 
のままかじつて食べるといいます。 

また、 ゴム状液を供給す る ものも あり、 化学染料の発達以前は、臓脂を とる ために ゥチヮ サボ テ 
ンがさかんに栽培されたものです。 

それから、柱サボテンの大きなものは建築材料にし、細いものは垣根にしますが、楊子という名 
のついたサボテンのとげは、非常にかたいので楊子の代用になります。とげのまったくないサボテ 
ンは、ふつう体内にアルカロイドがあって、それが動物の食害をふせいでいますが、インディアン 
はそれを使って毒矢をつくったといいます。また、これを食べる と、 日ごろの欲望が夢に実現する 
といわれています。サボテンのアルカロイドが薬用に活用されるの も、 近い将来のことかもしれま 
せん。 

恐は、庭のもの： Hte ^ L ^> す 芝ということばは、本来は菌類を意味しますが、日本ではいっぱんに 
いのに、 野球場の芝は あん 芝草のことをいい、その名は繁葉草からきたものだといわれています。 
なにふんでも、なぜ枯れな 庭や築山などに一面に植えると、細く小さい葉が地面をおおって美しく 
いのでしようか。 j 一見え ます0 

芝はイネ科の植物で、日当りのよい低地や海岸ちかくの草地などに自 
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生し、苤は地にふして、長くはい、枝をわかって葉をつけます。地上の茎や葉の对はわずかに数セ 
ンチですが、それを養うために、地中には長く数十センチもの根をのばしています。 

芝生は、芝草が一面たいらにはえてい るところのことで、この ことばは古い時代から もちいら i -1 
ましたが、芝生が大規模に庭園に とりいれられるようになったのは、 明治以後の ことです。 

ィネ科の植物はいっぱんによく繁殖し、葉も強いものです が、 芝は重いものをのせられても 切れ 
ず、その上は歩き心地が よく、 すわっても あまり 衣服がよごれません。しかし、 いくら ふんでも大 
丈夫かというと、そうはいきません。そのしょ う こには、公園などでは、たいてい芝生への立入り 
を禁止していますし、野球場の芝 もよ くふむ ところは 土が見えています。 

芝には造園上の品種が多いのですが、大きくわければ、日本シバと西洋シバで、日本シバはじょ 
うぶで病虫害に も強く、あまり 伸びません から、 西洋 、V ハよりも すぐれています0 

西洋ツバは、ほおっておくと ーメー トルにものび ますから、アメリカでは、 生長抑制剤が もちい 
られているほどです。したがって、西洋シバにくらべ ると、 日本シバは刈り込み回数も少なくてよ 
いわけですが、じょうぶな芝生を育てるのにはたびたび刈り込まなければなりません。 

家庭では年々数回刈り込むのがせいぜいですが、 オリンピックの 競技場の芝生を育てたときな ど 
は、一力月に数回も刈り込みました。こうすると、茎から腰の強い葉がすきまなくでてきます。 

野球場は日当りがよく水はけがよ いので、 芝草の生育に適し、 しかも、しばしば 刈り込みを おこ 
ない、また、雑草がしげらないようにたえず草取りをしています。それに、芝生は一度植える と 深 
いところ に肥料をやるのがむず かしいので、 植える前にき きめの長い 肥料が しこんであります。そ 
のうえ、東京後楽園野球場のィン フィー ルドの芝生の ごときは、 地下五〇センチに電熱線を はりめ 
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ぐらした 地下温床装置を ほどこし、二十 五、 六 度まで温度があげられる ようになって いて、 冬で も 
芝草が繁殖で きるようにしてあります。 

また、 運動場を しばらく 休ませる ときには 、 EE 土と いって、 肥料をまぜた土を まいて、 芝生の勢 
力をたもたせる ようにしています。 

野球場などの芝生が強いのは、強い種類の芝草をえらんで植え、ゆきとどいた手当てや管理がお 
こな われているためだといってよいで しょう。 

ジャガイモは英語では ポテト、 ドイッ語ではカルト ッフヱ ルといい、 
イタリアでは タルトゥフ オリ、 ソ連ではカル トフ H リと いいます。 フラ 
ンス語ではポンム•ドゥ•テールとよびます が、 これは「地のリンゴ」 

という 意味です。 

日本ではもとはジャガタライモといいましたが、それは、このイモが 

ジャワのジャガタラ(いまのジャカルタ)からつたわってき 

たからです。ジャガイモはそれを略した名です が、 べつに 
モ 「カピタンイモ」とか「カピタイモ」などともいったのは、 
^ 江戸時代、長崎にいたオランダの役人のことをカピタンと 

，ハいったので、それからついた名です。 

地方によっていろいろの名が あり、 飢饉のと き、 このイ 
モのおかげで助かったからというので、「お助けイモ」 と 



ジャガィモのこと を、 なぜ 
馬鈴薯といぅのでしょぅ 
か。 
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よんでいるところもあります。また、 弘法大師が 中国から持ち帰ってひろめたのだといって 、 r 弘 
法 イモ」、「大師イモ」などとよんで いる地方 もあります が、 弘法大師が 中国に 渡った ころには、 ま 
だ中国には ジャ ガイモはありませんでした。 

ジャガイモの生まれ故郷は南アメリヵのアンデス山脈地方で、ョーロッパにつたわったのは、十 
六世紀の中ごろのことです。日本に渡ったのもわりあい早く、一 五九八年です。 

ジャ ガイモのことをバレイ ショと よぶのは、馬鈴薯の字をあてる からです が、 故牧野博士に よる 
と、 馬鈴薯というのは、ジャガイモとはまるでちがうつる草で、もと中国にだけあった植物で、い 
まは絶滅して、見ることもできないものだそうです。 

それなのに、このような字をあてたのは、ジャガイモを掘る と、 土の中に鈴のようなイモができ 
ているので、むかしの学者がおなじものだろうと考えて、馬鈴薯の字をあててしまったということ 
です。 

それで、 漢字で 書くなら r 洋芋」 とか 「陽 芋」とか書くべきだと も いっています。 

ジャガイ モがはじめてフランスにつたわったころには、毒があると か、 食べるとバヵになるとか 
いって誰も食べようとはしませんでした が、 なんとかしてこれをひろめようとしたルイ 十六 世が、 
ジャガイ モ畑に「この畑にうえてある ジャ ガイモは国王の食べるものだから、みだりにとってはな 
らぬ」という立札をたてさせたら、急に食べる人がふえたということです。 

日本でも渡来した 当初は、 物好きの人が盆栽にして楽しむ くらいでした が、 一七八三年と四年に 
二年つづきの大飢饉があってから急に栽培す るようになりました。 
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ジャガイモはこのよう f 

芽をだしていく 


ジャガイモは、一度凍らせ しまい かたがへたで一度 凍らせて しまうと、 ジャ ガイ モは煮ても 霞し 
てしまう と、 どうしてまず ても おいしくありません 。水っぽくて、 ダイコンの ように シャキ シャキ 

してしまいます。そのうえ、たいそう くさり やすいので、ふつうよ、 こ 
のようなジャガイモは直接には食べず、でんぷんをとるのに使います。 
一度 凍ったジャガイモがあんなにまずくなつてし まう、 いちばんおもな理由は、ジャガイモをつ 
くっている細胞の中の水分が寒さのために凍って氷となり、そのと き、 細胞をつつんでいる外がわ 


の細胞膜をやぶって しまうので、氷がとけたとき水分が外にでてしまうからです。 

それで、ジャガィモは水分の少ないやわらかいものになってしまい、煮たり、蒸したりしても、 
もとのような状^^にはならないのです。 
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種子が芽をだしていく順序 


子葉は土の中からでてくる 
と、 しまいにはどうなるで 
ようか。 


これは、ぜひ自分で観察 

してたしかめてみたいもの 
です。どのようになる か、 
いちばんはつきりつきとめ 


ることができます。 

植物の種子の中には、胚といって、のちに一人前の 
植物になるべき若い植物がはいっていますが、その中 
で、 いちばんはじめに葉になるのが子葉です。子葉は 
植物によって、それぞれ異なり、数も、アサ ガオ、 マ 
メ 、サクラ、 タンポポなどのように一枚のものもあれ 
ば 、ィネ、 ムギ 、トウ モロ コシ 、ユリ などのように二 
枚のものも あり、 マッやスギのように三枚以上もある 
ものもあります。ノ 

また、 形もさ まざまですし、 種子が芽をだすとき 
も、地上にでるものもあれば、地下にのこるものもあ 
ります。アサ ガオや トウモロコシの 子葉は地上にでて 
きますが、 エンドウや ソラ マメの子葉は地中にのこつ 
ています。 

ところで、地：上にでてきた子葉はいっぱんに寿命が 
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、、かなりの大きさにはなりますが、芽生がだんだん生長するにつれて、いつのまにか落ちてし 
まいます。しかし、なかにはマツヨィダサの子葉のょぅに、かなりの間、生長をつづけてのびるも 
のもあります。 

子葉は植物の科や属によって、数も形もその他の特徴もそれぞれちがっていますから、いろいろ 
の種子をまいて、実際に調べてみるとおもしろいでしよう0 


正月には、なぜ松•竹•梅 
を飾るのでしようか。 


皇室や伊勢神宮では、門松にマツを使わないそぅです が、民間では、 
マツ、 タケ、 ウメをお祝いに使います。 

マツは 強い木で、海岸の砂地にもよ く 育ち、 眺めが美しく、落葉 も目 
に美しいすぐれた木です。また、 タケは まっすぐに のび、 しかも弾力に富んで いますから、 大雪に 
も耐え、ウメは冬の寒さをしのいで雪の中に花を開き、香りを放ちます 。このように、これらの植 
物は厳冬の寒さに耐えて、いきいきと緑をたもったり花をつけたりし、姿 もよ いので、 むかしから 


めでたいしるしとして使われているのでしょぅ- 

正月に、床の間に松竹梅をいけるのは、 fltfitt の掛け軸からきたもので 


マツの操、タケの直、 


ウメの香をめでて、三力日のあいだ飾るのですが、古式では元日が松、二日が竹、三日が梅と、® 
日一品ずついけるのがほんとうだそうです。 

正月のめでたい植物には、このほかに ウラジロ、ュズリ ハ、 


ラ、 セ 

とガあ^>ま 


ウ、マン 


m 


〇 


ソハ、ダイダイ' イネ、コンブ、ホンダワ 
ウ、ナンテンなどがあり、花の咲くものにはスイセン、 フク ジユ ソウな 
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ウラジロはむかし、漢字で「歯朶」と書いたので、歯は齢、朶は枝で、齢が枝のように長く のび 
てめでたいというえんぎから、ユズリハは、新しい芽がのびてから古い葉が落ちるので、親子代々 
ゆずりあってめでたく続いて いくことを 意味し、お正月の飾りに使われて います0 

また、ダイダイは果実が木の上にのこって冬を越すことから、代々の和名がでたとい，われてお 
り、それでえんぎがよいとされています。 

センリョウ、マンリョウは千両、万両につうじるので、えんぎをかつがれています。また、スイ 
センは寒さに強く、正月に花を咲かせることができるので、よく生け花に使われます。 

フクジュソウは「福寿草」とあて字され、お正月になくてはならぬ花とされていることは、別名 
を元日草とよばれているのでもわかります。野山では旧正月ごろ咲くのが自然ですが、いまの正月 
に咲いているのは、フレームなどに入れてむりに咲かせたものです。 

むかしは 春夏秋冬、それぞれの 季節に、 それぞれの時期を まもって、花が咲きましたから、詩歌 
の道 も 栄えた のでしょうが、このごろでは、どんな花でも、いつでも、咲かせることができます。 
わたしは 厳寒の ころ、 信州の旅館で フキノトウを 食膳に供され たことがありますが、まことに味気 
ない思いでした0 

正月の飾 y に、 どうして コ 前項に のべた ように、 正月のえんぎを 祝う飾り物に使われる植物に 
r > L -7 t ?^) °y ワラを使う のは、 陸のものでは マッ、タヶ、ウラジロ、 ユズリハ、ダイダイなどがあ 

3 り、海のものではコンブとホンダワラがあります0 

いままでに知られている 海藻は 八千 種 もあって、そのうち、日本に太 


m 


二百種類もありますが、正月にかざられるものとしったらこの二つくらしでしょう。 

コンブは世界でいちばん大きい植物で、アメリヵの太平洋沿岸には長さ二〇〇メートルにも達す 
るようなものもあります。 

正月の飾りに使うコンブは、マコンブといって、ふつう幅が五センチから一〇センチ、長さが一 
メートルから三メートルです。肉が厚くて、かわかしたものには白い粉がついて甘く、味がよいの 
でひろく食用に使われています。これを正月の飾りにするのは、コンブという名が「よろこぶ」と 
つうじていて縁起がよいからだという人もいますが、新井白石は、そうではなくて、むかし日本で 
はコンブのことを「ひろめ」といったので、それにちなんで、名をひろめ、家の商売をひろめ、土 
地をひろめ、そのほか、なにごともひろめて繁昌するようにと、えんぎを祝って飾るのだといって 

ま^ 

コンブというのは中国の名で、中国では綸布または昆布と書きますが、これは「青い布」という 
音心味です。また、ひろめというのは「幅広き藻」からきたことばで、マコンブも大きなものになる 
と' 幅が四〇センチにもなります。 

ホンダワラはふつうの細長い海藻で、大きいのはニメートルくらいになりますが、短い枝をたく 
さんだしてこれにたくさんの葉をつけます。葉にまじってアズキつぶくらいの大きさのうきぶくろ 
がたくさんつき、中に空気がはいっているので、それでホンダワラは海の中に立っていることがで 
きるわけです。 

うきぶくろの形が米俵に似ているので、このようにたくさん米俵を積むことができるように祈っ 
て飾るのだといいます。しかし、いやいや、空表ではしかたがない、ホンダワラのことを、むかし 
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は 神馬 藻(なのり そ、 または、じんばそう) といった から、 正月の神様にそなえる神馬になぞらえて 飾 
るのだという人 もあります。 

端午の節句に軒先に さしたり、 菖蒲湯に生葉を入れるショウブと 、花 
を観賞するために栽培するショウブとは別のものです。 

五月の節句でおなじみのものはショウブで、全体に芳香がありますが 
アヤメや ヵキツ バタと 花の美をきそうショウブはハナショウブです。 

ショウブには「菖蒲」の字をあてていますが、中国名の菖蒲はセキシ 
ョウですから、ショウブには「白菖」の字をあてるのが正しいのです。 

ショウ ブは、むかしはアヤメと よび、 古歌にはアヤメグサとよんでい 
ます。根茎や葉を浴料にもちいる と、， からだを温ため腺病質にききめがあるといいます。また、根 
茎をとって縦に二つ割りにしてほしたものは、菖蒲根といって健胃剤にします。 

花を観賞するい まのアヤメは、そのころの 名をハナ アヤメといい、 それが アヤメと よばれるよう 
になった のは、 それまでの アヤメがショウブと よばれる ようになってからのことです。 

セキ ショウも、ショウ ブとおなじように香気が 強く、 根茎をほしたものは石菖根と よんで、 ひろ 
く薬用に供され ます。 漢方では、鎮 痛、鎮静、 健 胃、 駆虫剤と して 賞用されています が、 浴料とし 
たり、 目薬として洗滌用にも使います。 

中国では ショウ ブを酒の中に入れて浸出したものを端午の日に飲みます が、 強壮の効果があると 
ハう ことです。 


ショ ウブの葉は、端午の節 
句に軒先にさしたものには 
ょい香りがあるのに、花の 
咲いているときの7ヤメや 
ショ ウブにはどぅして香 y 
がないのでし ょぅか。 
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苗日蒲湯が毎年五月五日にた 
てられる 風習が あるのは、 
なぜです か。 


たんご 


五月五日は端午の節句です。これは中国に古くからある行事で、中国 
では、この日に 野原に 出て、薬草を摘みます。また、ヨモギでつくった 

かどぐち 

人形を門口にかけたり、香りの高い草を入れた湯に つかったり、ショゥ 
ブをひたした酒を飲むなどの風習が あり、 病気や災難を はらぅことがで 


るとされて、> ます 


〇 


哞国のこの風習がわが国へもつたわり、日本でも五月五日の節句には、おなじよう しょことをおこ 


ないます。 


シ 


3 


ウブ湯 


ウブ湯は、中国で香りのある草の湯に入るのを見ならったもので、端午の節旬にシ a 
に入るのは、邪気をはらうためです。 

むかしから、ショウブやヨモギには悪魔を追いはらう力があるとされています。それで fi : にさし 
たりするのですが、 へビ につかまえられた女の人が、お風呂にショウブを入れて入ったため、 へビ 

が近よれず、うまく逃げられたというような伝説もあります。 

また、むかしの人は、〃しょうぶ湯に癒えよ蚊の口蚤の口"などともよんで、ショウブの効用を 
たたえています。ショウブ湯に悪魔をはらう力があるかどうかは別として、からだを温ためる効果 
はあります。 

ショウブの根茎をほしたものは、石菖根といって、漢方では鎮痛、鎮静、健胃、駆虫などの薬と 
して重宝にされ、目薬として目を洗うときにももちいます。 . 

また強壮剤としても知られており、これをきざんで酒に入れ、成分をしみださせたものが、端午 
の15;句に飲むショウブ酒です。 
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植物で も、 庭に植えた木 や 幼児はよくこのような質問をするものですが、それには、水をあたえ 
花に、どうして水をやるの ない前の植物のようすと、水をあたえたあとの植物とがどのようにちが 
でしよう か。 - うかを観察すればわかります。 

もちろん、水をやったからとてすぐに変化があらわれるわけではあり 
ませんが、しかし、夏の暑い日にぐったりしていた草や木が、夕立の雨を浴びると、いかにもいき 


、 

V 


きしてくることにはだれでも気づいているでしょぅ 


〇 


水は生命のもとといわれているように、生物の生活には水が絶対に必要で、植物の生活作用もす 


ベて水の存在にょってはじめておこなわれる 
ものです。 

植物のからだを構成している細胞の大部分 
は水分からできており、それが生活作用をい 
となめるのは、水分があつて膨潤していると 


ん 
.そさ 

つん 

ち0 


や 


きですし、また、根から養分が吸収さ 


そ 


れが体内にくばられるのも、すべて水にとけ 
た状態でおこなわれます。葉の細胞の中にあ 
る葉緑素が太陽の光線をぅけて、空気中の二 




さんか炭素からブドウ糖やでんぷんをつくる 
はたらきも、根から吸いあげた水があってこ 
そです。 



てしら 
しやか 
長この 

1二 •乂 

生 

てみや 
っこ草 

すみと 
をし/ 〇 
しにどす 
や根んま 
こはどき 
と为 > I 
水りてて 
らまけっ 

かつとい 
K 根。には 
フはく水に 

木いはだ 
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このように、植物の重要な生活現象は水分が体内を上昇して葉から発散することによっておこな 
われています。それでもし、からだの中の水分が欠乏すると、植物はしおれて、生活作用もおとろ 
えます。そして、こんなとき、水をあたえると、植物はまたもとのようにしゃんとして、いきいき 
と活動するようになります。 

植物には、根も葉もないも 一 でたらめのこと や、 うそのことを「根も葉もないこと」といっています 
のがあるというのは、 ほんが、 根も葉もない植物があるというのは、これはうそでもありません。 
とうでしよ— I 一八一八年(文政元年、徳川十一代将軍家斎のとき)に、ィギリスの植物 

一学者アーノルドは、植物研究のために、南洋の各地を探検しましたが、 
スマトラ島の奥深く入りこんだとき、密林をかきわけて谷間にでると、そこに、いままで見たこと 
もなければ想像したこともない、とてもとても大きな花が咲きほこっているのを発見してびっくり 
しました。 

その花は直径が ーメートル もあり、重さが六•七五キログラムもありましたが、茎も葉もありま 
せん。驚いたアー ノル ドは、この花についてくわしく調べようと思いましたが、不幸にも、研究の 
とち ゅうで病気にかかって死んでしまいました。しかし、くわしい記述や写生した図を、 スマトラ 
島のベン クー レンの知事をしていたアルフレッド •ラフ ルスに渡して死んだので、 ラフ ルスはそれ 
をィギリス本国に送って、専門家に研究をたのみました。 ラフ ルスはシンガポールをひらいて、ィ 

ギリスの東洋発展の根拠地をつくった人です。 

このようないきさつで、この大きな花のことが、はじめて世に知られるようになりましたが、そ 


143 


の後、イギリスの値物学者ロバ ート •ブラゥンがこれをくわしく研究して、一八ニー年、学界に発 
表し、ラフレシヤ•ア~ ノルデイという 学名をつけました。 アーノルデイは、 発見者ア j ノル ドを 
記念してつけたものですし、 ラフレシ ヤは ラフ ルスの名をたたえるためにつけたものです。 

ラフレシヤの 花は 赤くて、 怪物の 舌のような 形をした五枚の花弁を もっています。 花弁は肉が厚 
く、 水分に 富み、 一面に黄白色の突起を もっています。 花は雄花と雌花にわかれて いて、ちょっと 
見たところでは、 雄花 も 雌花 もおなじような 形を していますが、 雌花のほうが いくらか大きく、 雄 
花の内が わには、 おしべが たくさんあって、がくは、 花が 開く のと同時に ほとんど 全部落ちて しま 
います。 

花はくさった肉のような異様なにおいを放ち、それに昆虫がむれています。花は一年じゅういつ 
でも咲きます が、 七月ごろが 多く、 花の寿命は 短く、二、 三日でしぼみます。つぼみはたくさんつ 
くので すが、 咲かないうちに枯れてしまうものが 多く、 花のあとには実をむすび、小さな種子がで 
きます0 

このように ラフレシ ヤは 、一見、 根も茎も葉もなく、ただ大きな花だけが咲いているようですが、 
じつは、根はほかの植物の中にはいって養分を吸っているので す。 このような植物を寄生植物とい 
い、ラフレシ ヤはヤブガ ラシの なかまの根に寄生して生活しています。それで茎や葉がなくてもす 
むというわけです。 

ラフ レシヤは南洋特産の植物で、 マライ、スマトラ、 ジャヮ、ボルネオ、 フィリピン 等にあり、 

全部で十種ほど発見されています が、 比較的かぎられた地域にあるので、現地の人でも見たことの 
ない者がたくさんいます。 
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わたしたちは、ときに、外国映画で、みごとなマングロ ー ブの林を見 
ることがあります。 

マング ロー ブは 、ィンド、 マレ ー など、熱帯地方の海辺に見られる 休 
で、紅樹林ともいいます。遠浅の泥土のところによく発達し、幅数百メ 
. —トルにもおよぶようなみごとなものもあります。干 f のときには、根もとがあらわれますが、満 
潮のときには幹の下のほうは海水にひたっています。 

ふつう陸上の植物は、淡水の魚が海水には住めないように、海水の中では育たないものです が、 
マングローブをつくっている木はとくべつです。それは、これらの木は、ふつうの植物とからだの 
しくみがさまざまの占〖でちがっているからです。 

マングローブの林をつくる木にはいろいろの種類がありますが、ヒルギはその代表的なものの一 
つです。 

ヒルギのなかまは、木の皮が褐色をしていて、 タン ニンをたくさんふくんでいるので、むかしは 
染料として、中国から輸入しました。これを紅樹皮とか丹柄とかよんだので、ヒルギを紅樹 、マン 
グロー ブの林を紅樹林というので しょう。 

ヒルギは熱帯地方の植物なので、日本では あまり 見られません が、 鹿児島県の喜入町にはメヒル 
ギ という 種類がはえて います。ここは ヒルギのはえる ところとしては いちばん北の端で、 これより 
北には もう ヒルギははえない ので、 天然記念物 として 保護され ています。 

ヒルギは地上の幹や枝から何本も気根という根を だします。 気根は根ですからだんだん下にむか 
つて成長し、 ついに地面に 達し、 泥の中にはい りこんで、 からだを ささえながら 呼吸を 助けたり、 


植物のなかには子を生むも 
のがあるというのは、ほん 
とうでしょうか0 
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養分を吸ったりするのです。気根は千潮のときに見ると、まるで、タコが足を張っているようで、 
根強く泥の中にはいりこんでいるので、海岸の防風、防潮にも役だちます。 

葉は 長いだ円形で、 花は 白く、八月ころ咲きます。果実は 卵形で 大きさは 三 センチくらいです。 
ところが、おもしろいことには、ヒルギの 果実は 熟しても 木に ついたままです。ふつうの 植物で 
は、 種子が成熟す ると木から落ち、 それから芽を だすのに、ヒルギは、そのまま木の 上で芽を だし 
ます。そして、ちょうど生まれたばかりのけものの 赤ん坊が、 母親から 栄養分を もらって 育つ よう 
に、かなり大きくなるまで木の 上で 育ち、 根を のばします。こうして 時期を まっていて、 適当な時 
期が くると落ちて、 泥の中に根を つきさし、そこでうまく 根づ いて 枝や葉を だし、 一人前の植物に 
なるのです。 

もしも落ちたとき、うまく 泥の 中にささらず 海水に流される と、 芽の先を水面に だして、 立ち泳 
ぎの ような 姿勢で潮に のっていきます。こうして、 どこか 適当な 海辺に流れつ くと、そこに 根を 張 
ります0 

スイパは、どうしてすっぱ スイバはスイコ、スカンポなどとよばれている多年草で、いたるとこ 
いのです か。 ろの原野や田のあぜ道などにはえています。 

これによく似たギシギシ は、 茎や葉に赤みがない が、スイ パはふつう 
赤みをおびて いて、 ギシギシより葉が小形です。 スイバという 名は酸葉からきた もので、 茎や葉が 
すっぱい から、 子どもたちは喜んで若芽を食べます が、 あまりたくさん食べる と 害が あります。 
スイ パはゆでて酸味を のぞき、 醬油をつ けたり、 あえ 物、 サラダなどに して 食べてもおいしいも 
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のです。スイバがすっぱいのは、酸をふくんでいるか 
らですが、スイバの茎を折って、その切り口からでる 
パ汁をリトマス試験紙につけて調べて みると、 青い リト 
, マス紙を赤く変えるのでわかります。スイバにふくま 
ス れている酸は、 しゅう 酸です。 

なお、 ヵタ バミの葉もかんでみるとすっぱい味がし 
ますが、これも、 しゅう 酸をふくんでいるからです。 
リトマス試験紙をつかって、いろいろな植物を調べ、 
酸性の汁をもつものをさがしてみるのもおもしろいで 
しょう0 

ススキは秋のあわれをおもわせる 植物で、 別の名を ヵヤ、 オバナとも 
いいます。 

清少納言は、秋の野はススキ、オバナにょって趣きをますといいまし 
たが、お月見のだんご も、 ススキがなければかっこうがつきません。む 
かしから秋の七草の一つに数えられて おり、 その美しさは古くから歌に よまれ、 蕪村は"山は暮れ 
て野は黄昏の芒かな"の名句をのこしています。 

ススキは、日本では全国いたるところの山野に自生しています。根鉴は短くて大きな株をなし、 
そこからむらがってはえるので、ススキと名づけられました。葉は細 K くて、かたく、葉のふちに 


ススキの葉にさわる と、な 
ぜ手が切れるのでしょぅ 
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はのこきり の读 のような、こまかい^一/ざぎ さがつ いています。 

かたいのは、葉の中に無水挂酸がたくさんふくまれているからです。それで、葉のふちをこする 
と、 傷をうける ことがあります。 無水连酸は水晶のおもな成分で、 トゥモロコシ 、タケ、ト クサな 
どの葉がかたいの も、 これをふくんでいるからです。 

茎は秋になるとのび て、 先に穂ができます。オバナの名は、花穂がけものの尾のような形をして 
いるところからつけられたものです0 

一つ一つの花はけっして美しいとはいえず、よいにおいもありません が、 夜半、いっせいに開い 
て高くしげった葉の間から、月光に照らされてまっ白にかがやいている美しさはみごとというほか 
ありません。秋のふけるにつれ て、 穂は白さを くわえ、 熟すると毛をそなえた果実は風に運ばれて 
飛散します。 

このころともなれば、 葉は黄色を 増し、 やがて「枯れすすき」 となって、 秋の さびしさはここに 
きわまります。 

そのさびしさの故に、船頭小唄が、「おれは河原の枯れ芒、おなじお前も拈れ芒」と大流行をし 
た あと、 関東大震災がおこったときには、ススキのせいだな どと、 ぬれ衣を着せられたこともあり 
ました。 

ススキはヵヤの名で屋根をふくのにもちいられ、また、炭俵、草履、 なわ、 ほうき等をつくるの 
に使われていますが、八丈島のハチジョゥススキは葉の幅が ひろく、 ふちにぎざぎざ もなくて、 や 
わらかいので、乳牛の飼料にされています。 
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スズランは毒草だといい スズランは本州 
ま T が、 ほんとう でしよう 中部地方の高原地 
A や北海道にたくさ 

んはえる草で、初 
ヤ嚴の花としてはスズランの花ほど親しまれて 
るものはないでしょう。東1兄では、毎年夏 
になる と、 北海道からスズランが空輸されて 
きて、 スズラン祭が催されています 

北海道では、スズランのことをリリィとよ 
んでいるところもありますが、リリィという 

の文ュリのことです。 アメリカ や ヨーロ ッパ では、スズランを谷間の姬ュリとよびますが、スズ ラ 
尤し めったところにはえるものでは なく、 陽のよくあたる、土のかわいた原っぱで、火山灰のつ 
つたようなところによくはえます。 

一つ一つの花をとってみ ると、 丸い形をして おり、 それがかわいらしい鈴のように見えるので ス 


ズ ランと いぅのですが、ランのなかまでは なく、 


リ 


のな^;まです。君影草といぅやさしい名前が 


あるくらいで、 世界 じゅぅの 人たちから愛され、むかしから詩や歌に よまれたり、 物語りに語られ 
たりしています。このごろでは、街灯にまでもその形をかたどって、かなりいなかの町に行って 
も、 スズラン灯がかがやいています。 

スズランの花 丈、 たいそぅよいかおりがするので、香水の原料にもなります が、 あまりた くさん 
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はえているところでは、 頭がぼ 一つとするくらいです。 

花が咲いているときに とつて、 かげぼしに すると、心 
臓 や 尿の通じをょくす る 薬になります が、 使い方は むず 
かしく、まちがえると、 中毒を おこします。 

草に も 花に も 毒になる はたらきを する ものがふくまれ 
ているので、 家蓄が食べる と 中毒をおこす から、 牧場の 
スズランを刈りとつてしまえという意見の人もあります 
が、ョーロッ パでは、それよりもむしろ、 牛乳を とる ウ 
シに食べさせると牛乳に においがつくといつてきらい ま 

す。 


スミレには、 実が できるで 
ようか。 


山路来て何やらゆかしすみれ草 


芭蕉 


日本はスミレの種類の多いことでは、世界の一等国です。 

それで万葉のころから、春の野に咲く 花といえば、スミレという くら 
いのもので したが、 このごろでは、めっきり少なくな りました。 植物園や公園に行ってみても、そ 
の 一族のパンジーははでな顔をみせて いますが、 かれんな スミレの すみれ色は あまり 見られなくな 
ったでしょう。 

スミレの花はいつも横をむいて開いています。花弁は五枚で、そのなかの一つは もとのところが 
長い袋のようになり、けづめのように後のほうにつきだしてハます。 
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スミレの花 



昆虫の 
とまり台 


距（きょ）には 
花蜜が はいってし 


る 


その 形がいかにも大工さん の 使ぅすみつぼに似て いるので、 
スミレといったの が もとで、スミレの 名がついた のだといわれ 

ていますが、子どもたちは、それをひっかけあってす もぅをと 
1^0せます。 

中に蜜をだすしくみがあるので、ミツバチなどの昆虫が訪れ 
てきて頭をつっこんで蜜を吸います。このとき花粉がミツバチ 
のからだについて、ほかの花に運ばれてゆき、はじめて実がむ 
すばれるのですが、スミレには実のできないむだ花がたくさん 
あります。 

しかし、この花のすんだあと、小さなべつの花ができて、そ 
れが実になります。 

実は 小さくて、 熟すと三つに さけ、 丸い種子を はじきだしま 

す0 

種子のまわりにはやわらかい肉がついていて、 アリは その肉 
が大好きです。種子がころがっているのを見つけると、巣には 
こんでいって肉を食べ、かたい種子だけ外にすてます。 

すてられた種子はそこで芽を だしたり、あるいは、 そこから 
風で とばされたり、 水に 流されたりして、もっと遠くまでいっ 
て、 芽を だします。 
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「栴檀は双葉より香し」という言葉は、西行法師からはじまったといわ 
れていますが、いま、わたしたちがセンダンとよんでいる木は、五、六 
月ごろ、うす紫色の花をひらく植物で、昔から花を観賞するために植え 
られています。 

古い文学の本にアフチの木とあるのは、このセンダンの木のことです。 

果肉はひびの薬になり根や木の皮は虫くだしの薬になりますが、副作用があるのであまりよくあ 
りません。甘は建築材として腰板などの装飾的な造作と し、 また、用ダンス、 机、 椅子などの家具 
類や、*!艇、|比暂の胴、運動具、げた、寄木などをつくるのに用いますが、薪炭材にもなります。 

日本より南の暖かい国に ゆくと、 センダンのりっぱな並木のあるところなどもあります が、 日本 
では、べつのことで有名です。それは、昔は悪い人を死刑にすると、木の上に首をさらしたもので 

すが、この首をさらした木がセンダンの幹でした。 

ところで、 「センダンは双葉より香し」 の センダンは、 
この 木では なく、 それはビャ ク ダンという木です。 

ン ビャク ダンは ィンド 原産の木で、花は黄緑色です が、 

ダ後には内がわが血のような赤い色になります。材の内が 
セわのほうの部分は質がかたくて、やわらかい光沢があり、 
よいかおりがあるので、昔から仏像などの彫刻や細工物 
にし、三味線の棹などにもします。材のいちばんよい部 
分は、目方で売買されているくらいです。 



「センダンはふたばよりか 
んばし」というのは、どう 
してでしょうか。 
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根や材からビヤクダン油という油をとります が、 これは上等な香水の原料です。これから とった 
香水をまぜた石驗や化粧品は、たいそうよいかおりがして、そのかおりのなかなかぬけないのが 特 
徴になっています。 

ビヤクダンが香料として日本にはじめて渡ってきたのは、一三〇〇年くらい前の ことら しく、そ 
のころの記録にこの油の名がでていますが、当時は、 ヨーロッ パの貿易商がビヤクダン をもとめて 
海の冒険をおかしたものでした。上等な線香や香の原料はビヤクダンの材を粉にしたものです。 

J 檀というのは仏教の言葉からきた名前で、インドの ヒンズ ー 族は儀式のときに ビヤ ク ダンの油 
を額やからだにぬり、また身分の高い人は、死んだときビヤクダンでつくった棺の中に おさめられ 
るそうです。 

ビヤクダンは、芽をだしたばかりのときには独立して暮らしますが、生長するにしたがって吸盤 
をだし、これでほかの植物の根にとりついて大きくなる植物で、ふたばのころは、あまりかんばし 
くありません。 

ソテツはなんとなく異国情緒をただよわしている木で、庭先や公園な 
どに植えられていますが、海岸などに、強烈な陽光を浴びて濃緑にかが 
やいている姿はいかにも男性的で、夏のシンボルといった感じです。 

茎はふとく丹柱状で、茎の頂には多数の葉が群生し、傘をひろげたように散開しています。葉を 
輪にまげると美しい形にひろがる ので、 近ごろは切葉としての需要も 多く、 そのための栽培もふえ 
てきました。 


ソテツの幹に、なぜ釘を打 
ちこむのでし ょぅか。 
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ソテッは、熱 JTrr から亜熱帯地方の 
原野や海浜にひろく分布しています 
が、日本でも九州の南部から琉球に 
かけては自生しています。熱帯植物 
だと思っている人もいますが、開花 
結実はむりだとしても、霜ょけさえ 
してやれば、かなり北方でも越冬さ 
せることができます。 

花は八月ころ咲きます が、 株には 
オスとメスとの 別があり、 オス花は 
巨大で、 その花粉管の中には精虫が 
できます。はじめてこれを発見した 


人は 池野 成一郎 博士で、 それは一八九六年の ことですが、 この ことは、 同年平瀬作五郎氏に ょって 
発見され たィチョゥの 精虫と ともに、 いま も 世界的な業績とたたえられ ており、 これらの事実に ょ 
つてシグ植物と裸子植物との間のつながりがはじめて明らかにされました。 ^3 ~/ 


種子は円形で、「赤いソテツの実もうれるころ 


」と ts 美小眼にも歌われ^ 


ているょぅに、朱紅色をしています。あぶると食用になり、漢方では薬用にも^ 
しますが、処理法がわるいと中毒をおこします。 

かつての奄美大島や沖繩で は、 凶作に直面す ると、ソ テツの幹や実が のこさ 



虫 

主 R 

の 
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れた ただ 一つの食糧源でした から、 飢えにせまられた人々 が、 毒成分を十分に とりのぞくこともせ 
ずに、むさぼり食べて、いわゆるソテツ 地獄を招来した こともありました。 

古くから、「ソテツは鉄を好む」といわれ、そのために幹に釘を打ちこんだり、根ぎわに鉄屑を 
うめる風習があり、また、釘をふみぬいたときには、ソテツの葉をかげぼしにしたものを、黒焼き 
にして飯粒でねって貼るとなおるといい、それもソテツが鉄を好むからだなどといわれています。 

ソテツに釘を打ちこむ理由については、ある人は、「生物はすべて鉄分を必要とする が、 ソテツ 
はとくに鉄分を多く必要とするから、それを供給するのだ」ととなえ、また、ある人は、「そうでは 
なくて、 蘇鉄と いう字から、 鉄くずや 釘、 針などをさしておけば、元気になると考えたのだろう」 
といいますが、まだ科学的に研究されていないので、鉄とソテツとの関係はそれほどはっきりして 
いません。 

ソバは、 なぜやせ地でない ソバはアジアで生まれた植物で、栄養に富み、ソ連では、ソバのオー 
と 育たないのでし ようか。トミル ほどおいしいオー トミルは ないとさえいっています0 

日本では、信濃(長野県)のそばがむかしから有名で、一茶も"信濃で 
は月と仏とおらがそば"などとよんでいますが、ソバから動脈硬化症にききめのあるルチンがとれ 
ることがわかってからは、ルチンをとるために栽培するところもふえてきました。 

ソバをそだてるにはやせ地でなければいけない、とはよく聞く ことで、 こえた土地に栽培した 
り、肥料を多くほどこすと倒れやすいともいわれていますが、やせ地でなければいけないという理 
由はありません。 
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ソバの 花は、 


バの種子は、乾燥した土地でもよく芽をだし、土質 
をあまりえらばず、養分を吸ぅ力もつよいので、やせ地 
にもよくそだち、二、三力月の短い期間で熟します 
バら、気候の涼しい山地にも栽培することができます。む 
かしから、夏のかんばつの後作につくったり、開墾地で 
は、最初の年に よく ソバをまいたりします。それで、そ 
のようなことがいわれたのでしょうが、こえた土地にこ 
したことはありません。 

つの花の中で自分の花粉がめしべについても実をむすぶことが少なく、ミツバチ 


がほかの花の花粉をもってきてくれるので、ょく実をむすぶのです。 

一つの花の寿命は一日くらいです が、 かわるがわる咲くので 一力月 以上も咲きつづけます。ミッ 
バチ は、 花の蜜を吸いにくるのですが、ソバの花には蜜がたくさん あり、 アブラナとともに蜜を と 
る植物としては代表的なものです。ソバの蜜はすこし黒みがかっている点と強いかおりのある こと 
が欠点です。 

花の色は白またはうす紅色で、はじめてソバの花を見た人はだれでもその美しさに感心します。 
これは実話です が、さる 大臣が旅行のと ちゅう、 夕闇のなかに、雪で も 降ったのかと思われる ょ 
うなソバの花を見て、「あれは何の花か？」とたずねました。お供の者が、「ソバの花です」と答え 
ると、 「なるほど、ソバの花は白いのか。美しいものだのう I と 感心しましたが、やがて、「ではゥ 


公 


ンの花はどんな色をしているのか？」と、たずねたといぅことです 


〇 
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ダイコン(大根)は干して 
お くと、 どうしてねじれて 
くるのでしよう か。 


生のダイコンのなかには、だいたい重さでいって九四パ—セントも水 
をふくんでいますから、生の ダイ コンは大部分が水だといってもさしつ 
かえありま 


せん 
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これを空気中に千しておくと水分が 
なくなります が、これは、 せんたく物 
のかわくのとだいたい同じわけです 。I 
ただダィコンのばあい には、 ダ ィコ ン 
のからだをくみたてているやわらかい 
細胞のなかに、たくさんの水をふくん 
でいる点がちがいます。 
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細胞は、水がにげるのをふせいでお一 & 
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り、また、水には水の分子と分子の間_¥.:_顧^^ 

に引力があって、それらはたがいにも 
ちつもたれつ して、 分子がばらばらに 
なるのをふせいでいます 
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ところが、 そのまわりの空気がかわ 
いている と、 水の分子と分子の間には 
ひっぱりあいの平衡をやぶってとびだ 
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すようなことがおこり、水の分子がダイコンのなかからはなれていきます。それで、ダイコンはか 
わいていくのです。このような水のなくなり方を蒸発といい、これは自然界のどこででも見られる 
ことです。 

そのとき、もし空気中に、もうそれ以上には水蒸気をふくむことができないまでに水分がふくま 
れていれば、蒸発はおこなわれませんが、空気中にふくまれている水蒸気が少なければ少ないほど 
つまり、空気がかわいていればいるほど、蒸発はさかんになります。 

ダイコンの水分が蒸発してかわいてくると、それだけ全体としての大きさが小さくなってダイコ 
ンはちぢんできます。もし、ちぢむ度合が一様であればねじれたりしませんが、ダイコンのなかの 
細胞は、それぞれ発達の度合がちがっており、せんいのひろがり方もちがっています。 

そこで、これらの発達の度合のちがった細胞の壁や、ひろがる方向のちがっているせんいがかわ 
くのにつれて、それぞれ、とくべつなちぢみ方をするので、全体としては形が小さくなると同時に 
ねじれてくるのです。 

タケとササとは、どうちが タケと ササのちがいは、あまりはっきりしていません。おなじものだ 
うのでしようか。 という人もい ます。® でも、いらない ことまでよくし やべ ることを、 

「笹の葉に鈴」 とか、 「竹の先に鈴」 とかいって、タケと ササをおなじ 

もののように扱っています。 

人によっては、幹の使えるものが タケで、 葉のつかえるものがササだという人もいます。 

タケの幹は苹や細工物につかいますし、ササの葉はすしにそえたり、飴や餅をつつむのにつかい 
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ます。しかし、タケの葉でも物をつつみますから、いちがいにはいえません。 

、，っ。 t んには、大形のものをタケといい、小形のものをササとよびますが、しかし、これとても 
どこまでがタケで、どこまでがササなのかと聞かれると困ります。タケという名のついたササもあ 
れば、ササという名のついたタケもあります。 

それで、植物を研究している人たちは、たけのこについている皮が早く落ちるか、いつまでもつ 
いているかで区別しています。タケではたけのこが大きくなるにつれて、ついていた皮がとれてき 
ますが、ササは、茎が大きくなっても、皮がくさってとれるまで、ついています。 

タケには、なぜ年輪ができ タケは日本のほか、東南アジアにひろく分布する植物で、とくにモン 
ないのでし ようか。 ス1ン地帯に豊富です。 

花は毎年はひらかず、何十年かに一回ひらき、そのときには、あたり 
一面枯れることもめずらしくありません。 

いろいろの用途がありますが、このごろでは、紙やレ ー ヨンのパルプの原料にもします。中共に 
はタケでつくったバスが走っているということです。 

タケをあまり見たことのない欧米人は、タケやぶを見ると、何年くらいでこんなに大きくなるの 
かなどと質問しますが、タケの成長はとても早いから、直径十数センチものモウソウチクでも、た 
けのことして地上に顔をだしてから、数十日でこのように大きくなります。 

タケの成長速度は木の二百倍もはやく、たけのこののびざかりには一日に九〇センチもーメート 
ルものびます。そして数十日間で生長を完成し、それからは何年たっても、もう伸びもしなければ 
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ふとりもしません。 

これにたいして、木は生長の速度はおそいです が、 年々 
すこしずつのびていき、それと ともに、 幹 も ふとっていき 
3ます0 

材 サクラでいえば、葉のついている枝はことしのびた部分 
M で、 この枝と去年のびた枝とを切って、切り口をくらべて 
夕み ると、 明らかにちがっています。去年の枝には、中ほど 
に一つの輪があります が、 この輪の外がわの部分が今年そ 
だった部分です。 

木の幹がふとる のは、 幹の皮のすぐ内がわのところに形 
成層と いう 細胞が あって、 これが分裂するためです。 

つまり 木材の組織は形成層に ょって、 年々つけくわえられ ていく わけです が、 四季の変化のみら 
れる地方では、形成層の分裂のしかたが寒暖に ょってち がう ので、 春から夏にかけて は、 粗大な組 
織をもつ春材ができ、夏から秋にかけてはちみつな組織をもつ秋材(夏材 ともいう) がで きます。 そ 
れで年輪ができるわけです が、 マッやスギは春材と秋材の区別が明らかな植物な ので、 年輪もとく 
にはっきり 見えます。 

ところで、タケにはこの 形成層が ありません。 それで タケは 一気に 大きく なった あとは、もうふ 
とることができず、 したがって年輪 もできないのです。 
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タケの 花は、 花がめだたない うえに、 めったに咲きません から、 見た 
ことのない 人 も多いで しょう。 タケの花はィネ やムギ の花に 似た 形を し 
ており、 茶色の皮でつつまれた実の なることもあります。 

タケは、 長い年月かかって全盛期をむかえる植物で、花の咲く のは、 
たいてい、タケが古くなって弱ってきたころと か、 地下茎ののび方が わるくて、 もうふえ る ことが 
できなくなったと思われるころです。 

このほかにも、気候とか地質などの関係で 咲くこと もあるようですが、大きなタケになると、百 
年以上も花が咲きません。花の咲いた タケは、 幹はもちろん、地下茎までも枯れるのがふつうで、 
花の時期が終わる と、 あたり一面しげっていたタケの一群が死んでしまって、枯野になってしまい 

ます0 

実はふつうむすびませんが、スズタケなど山のなかに生えるタケのなかまでは、実ができるので、 
それが地面に落ちて はえ、 しぜんに新しい竹藪のできる こともあります。 

スズタケの実は大きさが米粒の二倍くらいもあって、味もおいしいそうで、むかしから食用にさ 
れています。先年も似たような例がありました が、 昭和八年、箱根山中のタケが一面に花をつけた 
ことがありました。むかしから、タケに花が咲くと凶年だとか豊年だとかいっているので、土地の 
人たちも大騒ぎでした。そのときある学者が、実をむすばないうちにタケを切ってしまうようにと 
すすめましたが、だれもこの意見をとりあげるものがありませんでした。 

ところが、 実が できて、 それがぽろぽろ落ちはじめ ると、 野鼠がそれを食べて ひどくふえ、 付近 
一帯の畑地を荒らして非常に困つ たこと があります。 


タケに花が咲くと枯れると 
いうのは、 ほんとうで しょ 
うか。 
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タケの研究は、むかしからずいぶん進んでいますが、花のひらく問題だけはまだはっきりわから 
ず、 いまものこされた問題になっています。 

先年、東京大学で千葉県と東京都の二”所をえらんで、種子からはえた タケが、 何年目、何十年 
目に花をひらくかという研究をはじめましたが、その結果は、何十年か後でなければわからないわ 


けです 


〇 


タケには、四角いタケが あ： タケは、すくすく育つことのたとえにあけられますが、しかし、いっ 
ります が、 どうやってつ く-たん成長してしまうと、それからは もう 伸びもふとりもしません。 

るのて っヵ タケの王といわれるモウソウチクのょうな太いタケでも、数十日間で 

すっかり大きくなってしまいます。そこで、たけのこが地上に二〇セ 
チくらいでたときに、板で組んだ四角なわくをはめ、倒れないょうにしておくと、たけのこはわく 




にじゃまされて、わくの形のようなふとり方をします。いったん四角になって成長をおわれば、も 
うあとはふとりませんから、四角いタケができるわけです。 

これと似たことは、動物の実験でもおこなわれています。生まれたばかりの ヵメの 胴を針金でし 
って おくと、 ひょうたん形の ヵメが できます。むかし中国の婦人がしいられていた 纒足は、 人間 
に利用(悪用)されたよい例です。むかし、ィンドネシアを旅した とき、 いちばん目についた のは、 
子どもたちの頭の形が、あまりにもよくそろっていることでした が、 そこでは、赤ん坊が生まれる 
と、 ヤシの実を二つに割って、その殼の中に頭をいれて寝せておくということでした。 
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たけのこはどんなタケのも たけのこはタケの、土の下にある茎からでてくる 芽で、 大きくなるこ 
のでも食べられるでしよう とがとてもは やく、 雨の降ったあとなどは、めだって大きくなってきま 
力 一す。それで「雨後のたけのこ」などといわれています0 

中国の人は たいそう たけのこが好きで、有名な 二十四 孝の孝子は、年 
とった母親に食べさせるために、雪の下からたけのこを掘ったといいますが、中国では料理にはか 
ならずといってよいくらいたけのこを使います◦ごぞんじの中華そばでもたけのこの入れてないの 
はないでしょう。料理にいちばんよいのは、むろ仏、生のたけのこですが、季節がはずれてたけの 
こが手にはいりにくいときでも、中国では干したたけのこを使います。 

四月ごろは、まだ野菜にもくだものにもあまりめだったものがありませんが、このとき春の野菜 
にさきがけてでてくるのは、モウソウチタのたけのこです。モウソウチクのたけのこは、いわばた g 

けのこの代表選手で、よくふとっていてやわらか 
く、 おいしいたけのこです。これにくらべると、ほ 
子かのたけのこはやせて、なかには苦味のあるものも 
^ありますが、どんなタケのたけのこでも、食べて食 
ヶベられないものはありません。 

夕 東京近辺の八百屋には五〇センチくらいの細いた 
けのこがならんでいることがありますが、これはマ 
ダケのたけのこです。 

タケをだいじにする人は、食べるためにたけの C 





を^ J ることをしませんから、道ばたにはいだしたたけのこでないととりません。こんなときには、 
たけのこ：^もうタケになりかかっていますが、マダケはやわらかくておいしいものです。どんな夕 
ケたけのこでも、かたさやにがさをがまんすれば食べられますが、モゥソゥチクやマダケのたけ 
のこをあまり食べたことのない人は、かたいたけのこや、にがいたけのこでも、食べなれたものが 
よいとみえて、 r これがほんとうのたけのこの味だ」といいます。 

タチバナ c 橘)という木は タチバナで名高いのは、京都！ g 獻 K の* 5 姬の橘です。タチバナは日本 
いまでもあるでしよう か。 に産する唯一の野生の ミ カンで、暖かい地方に自生しています。 

果実はひらたい球形で直径三センチくらい、黄色く熟しますが種子は 
大きく、汁が少なく、とてもすっぱいので食用にはなりません。これをむかし神社などに栽培した 
のはたぶん観賞に供するためだったのでしょう。 

ところで、故牧野博士の説によると、歴史上ふるくからいわれているタチバナはこれではないと 
いうことです。 

中国で「橘」の字をあてているのはクネンボだが、これも歴史上のタチバナではなく、歴史上の 
タチバナはたぶんキシュゥミカンのような食用になるミカンのどれかをさしていったものだろうと 
いっています。そして、それにタチバナの名がつけられたのは、そのむかし，31^制奶がはじめて ^ H 
世の国から持ち帰ってきたので、その名にちなんでつけたものであるのに、世人がその名にあこが 
れて、日本に野生する劣悪品種のタチバナとむすびつけたのだと断じ、野生のタチバナにはニッポ 
ンタチバナの名をつけて区別しました。 


164 



右近の橘は、これの改良品種というわけです。 

種子をまくときは、土の中に深くいれたいのが人情です。「権兵衛が 
種子まきやカラスがほじくる」といわれているように、浅くまくとカラ 
スにほじくられはしないかと心配になります。ところが、お百姓さんが 
畑に種子をまくときは、あまり深く土をかぶせることをしません◦土を 
深くかぶせる と、 芽がでにくいからです。 

土を深くかぶせる と、 どうして芽がでにくいのでしょうか。 

深く土をかぶせる と、 土の重さにおされて芽がでられないのだろうと考えるかもしれません が、 
そういう ことよりも、 土が深いた めに、 空気が不足して呼吸が困難になるためです。 つまり、 酸素 
が十分にとれないので、芽がでにくいのです。 

また、種子をまいたあとで毎日雨降りがつづくと芽がでにくいものです が、 これもやはり、水び 
たしになって酸素がたりなくなるためです。 

土の中に空気が ふくまれて いるといえば、ふしぎに思う人もあるでしょうが、畑をよく耕やすの 
は、 土をやわらか くして、 中に空気をいれるためです。 

種子をまいたときかぶせる土の深さは、植物の種類によってちがいますが、だいたい種子の直径 
の二倍から五倍くらいがよいとされています。 

そうかといって、 あまり 土のかけ方が少ない と、 ちよつとしたことで も、 種子は地表にとびだし 
て、 かわいてしまうので、発芽しにくくな ります。 


種子をまくと き、 土の中に 
深く 埋めるとどうしていけ 
ないのです か。 
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種子は生きているものだといったら、あたりまえのことだと叱られる 
かもしれません。しかし、たいていの人はくだものや種子が生きている 
ことを忘れているものです。種子が生きているかどうかを知るいちばん 
簡単で確実な方法は、まいてみることでしょう。 

種子は土の中にまかれたり、しめったところに置かれると、よく芽をだしますが、かわいた種子 
は、瓶に入れたり袋におさめたりして保存しておけば、めったに芽をだすものではありません。 

しかし、いったん水を吸って、眠りからさめた種子は、どんなやり方を しても、とちゅうで それ 
をとめて、もとのようにもどすことはできません。種子の寿命とは、芽をだす力をもっている期間 
のことをいうのですが、とってから年数がたつほど、芽をだす割合は低くなってきます。 

しかし、じょうずに保存すれば、ずいぶん長い こと 生きているものです。 

種子の寿命は、植物によって非常にちがうもので、ふつうは数年間発芽力をもっていますが、一 
年で寿命がなくなるようなものもあります。このようなものでは、とった種子はすぐにまかなけれ 
ばなりません。 

また、ものによっては数年間やすませておかないと芽をださないものもあります。 アメリヵの サ 
トゥヵエデの種子は、数週間で寿命がなくなりますが、マメの類はいっぱんに長く、二百年もたって 
から芽をだしたこともあります。エジプトのピラミッドの内部から発見された三千年以上もむかし 
のエンドゥが芽をだしたとか、七千五百年も前の コム ギが芽をだしたなどという話もありますが、 
いちばん長生きする植物はハスで、二千年も生きていた例があります。 

種子の寿命はしまい方によってずいぶんちがいますから、いちがハにはいえません、ぃ、ふつうの 


種子は三千年も前のもので 
も発芽するといいま T が、 
ほんとぅでしょ か。 
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/ 


種子のだいたいの寿命はつぎのとおりです 


〇 


ヒノキ I 半年くらい 
ネギ—一年くらい 

一、二年 


ンジン 


アサ ガオ、 ヤグルマ ソウ、 ヒナギク 、ソバ、 
ナス、 ホウレン ソウ、ダイ ズ 、トウ モロコシ 
ハク サイ、 キンセンカ— 二、 三年 
コムギ、 キン ギヨソウ— 三年くらい 


一年く らい 


卜 


マト、キュウリ、ヒマワリ—三、 四年 


オォムキ—四年くらし 

ソラマメ、ホウセンカ—五年くらい 

なお、 種子は ふつう、 地上か地中で芽をだすのですが、子を うむ 植物といわれているものがあり 
ます。 それは九州の南部の。屋久島や種子島にあるメ ヒル ギという植物で、親の木の上についたまま 
で 芽を だし、 根がでてから 下の 泥に 落ち、 それから枝や葉を だして 一人前の植物になります。 


種子を自分ではじ^てちら 
す植物には、どんなものが 
あります か。 


「自分のことは商分でせよ」といぅ教えがあります が、 植物にはそれを 
実行しているものが あります。 

植物は時期が くると、 花が 咲き、 実をむすび、種子を つくります。 
種子は その 植物が絶滅し ないよぅに、また、 おなじなかまがた くさん 
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ふえる ように、 一本の植物にたくさんつきます が、 しか 
したくさんついただけでは、広い範囲にひろがることは 
できません。それで、いろいろなしくみで 種子が 遠くに 
ちらばるようになっています。 

そのためには、 種子が風に飛ぶ ように 軽く できていた 
り、ごく小さかったり、 羽や毛が ついていたり、 動物の 
からだにつくよう に種子にとげが ついていたり、 動物が 
食べて糞と いっしょ にだす ように、おいしい 肉で つつま 
とくべつかたくできていたり、 種子の寿命が非常に 
長かったり、種々さまざまです。 

このようなしくみは、動物、 風、 水など他の物の力を 

かりてちらば 


L 、 

i 4 




落 

■群 

の 


夕 

力 


力 


すのに好都合 
です が、 この 
ほかに、自分 

の力で種子を まく 植物 もあります。 ナンキンマメ は、 

が咲きおわると子房の柄がのびて子房を地中におしこ 
み、 地下で実をむすびます が、 これな どは、 自分の力で 
種子をまいているといえ ましょぅ。 


B 
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また、 種子がひとりでに落ちる のは、 自分の力でちらすいちばんふつうのしかたです が、 もっと 
進んだやりかたは、遠くにはじきだすしかたです。乾燥に よって、 皮がはげしい勢いで まきこみ、 
中の種子を外へは じきと ばすのです。 また、 ゲンノショウコのたくさんある場所では、日があたる 
とパチンパチンと実のはじける音がきこえます。カタ バミ やツリフネソウは種子を 一、ニメートル 
もはじきとばし ます。 

見ていても、胸がドキンとするほどものすごい勢いではじきとばすのは、テッポウウリとバクダ 
ソウリです。 

テッポウウリ は、 アフリカの北部や地中海の沿岸にはえている植物で、長さニセンチくらいの果 
実がなります。果実の中にはかたい種子が十五、六粒はいっています。 

果実は熟すと、中にある水といっしょに種子を 一二、 
三メー トル も飛ばします。その勢いはまるで鉄砲をうつ 
ようなはやさです。 

y ^また、 バクダンウリは熱帯アフリカの原産で、つるで 

ネ木にはいのぼります。 

フ 、、 

リ 果実は長さニセンチくらいで、たくさんのいぼが あり、 
中に種子が 七、 八粒はいっています。果実は熟すと、は 
れつして四方八方に種子をとばします。種子は五、六メ 
. ~トル もとびます。こうして、子孫をどんどんふやして 
いくのです〇 
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二 硫化 プ a ピルアリ ー ル 



硫化アリ ー ル 


- タマネギは、ペルシャ原産のもっとも古い配 
一菜の一つで、紀元前四千年ころには、ユジブト 
.ですでに栽培されていたといいます。 

ィンドや中国にも早くつたわりましたが、ア 
メリヵに渡ったのは十六世紀の初めで、日本には明治七、八年ころ北アメ 
リヵから渡来しました。 

料理して食べているタマネギは鱗茎で、外皮は黄や褐色をしています。 
これはヶルセチンといぅ色素をふくんでいるためで、ペルシャでは、古く 
からこれをサラサを染めるのにもちいました。 

さて、タマネギは、皮をむいたり刻んだりすると、それが直接、目にふ 
れなくても、 EDI がいたくなり、涙がでてきます。 

それで、タマネギからは、目には見えないが、何か目をしげきするもの 
がでていることがわかります。タマネギの皮をむくと、無色のねばった液 
がでますが、これには、二硫化プロピルアリールと硫化アリールといぅ、 
硫黄をふくんだものがふくまれています。タマネギ特有のしげき性の臭気 
は、これから発するもので、目には見えませんが、しげき性のガスが目の 
粘膜をつよくしげきするために痛みを感ずるのです。 

そうすると、大脳はそれを洗い流そうとして、大急ぎで涙をだす命令を 
くだします。そこで涙がでて、眼球をつつみ、目を保護するのです。もし 


タマネギを切るとなぜ目 
にしみて涙がでるのでしょ 
うか。 


タマネギ 
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タマネギをきざむ前に、水につけて、二つ割りに 
して . —^はらく: lb くと、 もうきざんでも目をしげき 
唯しなくなりますが、これは切り口から、二硫化プ 
〇 ロピルアリールや硫化アリールが水にとけてでて 
oil いってしまったからです。 

ギ このようなものは、ニン ニク、 ネギ 、ニ ラなど 
マ にもふくまれていますから、それらのものをきざ 
んでも、タマネギをきざんだときのように淚がで 

二硫化プロピル アリ— ルや硫化 アリ ールは、つよい臭気を発するばかりでなく、つよい殺菌力も 
もっていますから、ほどよくネギ類を食べることは、口中や胃腸のそうじにもなります。口の中に 
いるバィキンなどは、タマネギを三分間かんでいれば全滅させられるといわれるほどで、むかしの 
西洋の医者たちは、「タマネギのにおいだけでも病気はふせげる」といい、「タマネギは七病を消す」 
ともいいました。それで中世の騎士たちは、戦場にむかうときには、お守りとして、タマネギを携 
行したということです。 

仏門では、タマネギのにおいを不浄としており、よく寺の門の入口に「葷酒(くさい野菜と酒.)山門 
に入るを許さず」と書いた碑を見かけることがあります。 

なお、タマネギに甘味があるのは、果糖とブドゥ糖をふくんでいるからです。そして、長い期間 
にわたって貯蔵できることも、タマネギの特性です。 
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ダリヤのィモ は、 食べられ この世の花でいちばん美しいのは、ダリヤだといいます C ダリヤの美 
るでしょう か。 しさは、ほかの花とちがった、なにかあやしげな美しさです。 

むかしは「てんじくボタン」という名のほうがょく通っていました 
が、わたしな ど、 子ども心にも何か異国のものを見るような気がしたものでした。もともとメキシ 
コの原産で、日本に渡ってきたのは百三十年くらい前のことですが、いまでは、日本はダリヤの栽 
培にかけては一流の国となりました。 

花には、たいていそれにまつわる伝説や物語があるものですが、これほどの美しさをもちなが 


ら、ダリヤにはふしぎにめだつ 
た話がありません。国花として 




ダリヤをえらんでいる国もな 
ようです し、 花のフランスにダ 
リヤの花言葉がないというのも 


おもしろいことです 


根 

藏 

貯 


〇 


ィギリスではダリヤの花言葉 
を品位、華美、移り気などとし 
ていますが、品位、華美は花の 
美しさからつけたもので 
ぅ。移り気はどんなところから 
考えたものかわかりませんが、 




ダリヤの球恨 
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あるいは、 変わった種類が つくりやすいことからつけられたものではないでしょうか。メキシコか 
らはじめてョーロッ パに 渡ったのは、 わずか 百八十年くらい前のことだというのに、ダリヤの 種類 
はいまでは 一万種を こえています。 

ダリヤは、 霜が おりると 茎や葉は 枯れ、地中に 根だけが のこります。これが イモ で、春になる と 
を だします。このイモは食べられそうに見えます が、 イモにふくまれているものは、 イヌリンと 
いうものです。 

イヌ^ンは 、キクイ モやゴボゥにもふくまれていますが、ジャガイモ 、サト イモ 、サツマイ モよ 
どの^ e んぷんとはちがって、ほとんど消化しません。それでダリヤのイモを食べることはしません 
が、でんぷんを食べる と、 からだによくない 糖尿病の 病人には、 イヌ リンを食べさせる ことがあり 

ます。 

\ 

タンボポの花はたいそう美しいのです が、 それがそれほど1 1® や」れな 
いのは、 世界 じゅうにひろくひろまっていて、道ばたにも草原にも咲い 
ているからでしょう。もし タン ポポがもっと少なかったら 、タンボポは 
きっと、もっとたいせつにされるにちがいありません0 
英語では、タンポポのこと を ダンデライオンといいますが、これは、葉のふちが ライオンの 歯の 
ようにギザギザしているからです0 

ふつう タン ポポの花を絵にかくときには、黄色に塗りますが、 タン ポポの花の色は、黄色に きま 
つているわけではなく、うす黄色のものもあれば白い fe のもあります。 


タンポポ は、 どぅして黄色 
い色をしているのでしょぅ 
か。 
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関東地方から北海道にかけて咲いているのは 
エゾタンポポといって、花が黄色ですが、関西 
1叫から西にゆく と、 シロバナタンポポといって、 
白い花の咲くタンポポがしだいに多くなり、こ 
夕まればかり咲くところもあります。絵本に「タン 
ポポはおとしよりになると白くなる」と書いて 
•はじめから白いのに . 」とふしぎがったというこ 

とを聞きました。 

ところで、ふつうのタンポポはどうして黄色い色をしているかといいますと、それは、タンボポ 
の花にヵロチノィドという色素がはいっているからです。ヵロチノィドは赤い色や黄色い色のもと 
になる色素で、 ヒ マヮリ、キンポゥゲ 、キュ ゥリなどの花にもふくまれています。 

タンポポの花をつむと、花のついている 茎が まくれかえりますが、こ 
のような性質はフキの葉の柄や ソラマメ 、ゥドなどの茎にもあります。 

これらの植物のまくれかえる部分は、外がわのところよりも、内がわ 
のところのほうがずつと強くできていて、のびようとする力も強いので 
す。それで、内がわの部分はのびようとして外がわの部分をひっぱり、外がわの部分は内がわの部 
分をおしちぢめようとします。まくれかえるのはそのためです。 

このことを、もっとはつきり見ようと思ったら、タンポポの花の茎を一五センチくらいに切りと 


タンポポの花をつむとど 
うして下のほうがまくれか 
えるのでしようか。 



あるのを見て、九州の子どもが「タンポポ i 


174 



り、 一方の切り口からナイフでたてに 五、 六個の切片になる ように 切りさいてみてください。他の 
はしをもとのままにしておきます と、 切りさかれた切片は、はげしく外がわにまくれかえります。 
ついでに、おもしろい実験を一つしてみまし よう。 このまくれかえった切片をのばす実験です。 
食塩をとかした水 か、 砂糖をとかした水の中に、まくれかえった部分をひたしてみましょう。た 
だの水の中に入れたのでは何の変わりもない のに、 食塩水や砂糖水の中にいれる と、 まきかえりが 
よわまって、やがてまっすぐにのびます。 

タンポポを折る と、 どうし タンポポの花の校を折ったり、葉にきずをつけたりすると、牛乳のよ 

うな汁がでます。これはイチジタの木にきずをつけたり、サッマイモを 
切ったりしたときにでてくる汁とおなじようなもので、乳液というもの 
です。 

乳液は、木の中の乳管という管の中にためられていて、その成分は植物によってちがいます。乳 
液は、木や草がきずつけられたときに、からだをまもるはたらきをするのだろうと考えられていま 
すが、そのくわしいことはまだよくわかっていません。 

南アメリヵには乳液が牛乳のように飲める木もあるそうです。ヶシ、ウルシ、パラゴムノキなど 
の乳液は役にたつので有名です。 

ヶシの実からは阿片を、ウルシの木からはキウル' y を、また、 パラゴムノキからはゴムをとりま 
^0^0タンポポのなかに も ゴム質をたくさんふくんでいるゴムタンホホと、う種類力あり トル キス 
タン地方では、これからゴムをとつているそうです。 


てネパネパしたものがでる 
のでしょぅか。 
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タンボポの花は、咲きおわると、 実が できて、白いまんまるい房のよ 
うな頭に変わりますが、ふつう、わたしたちがタンポポの花といってい 
るのは、じつは一つの花ではなくて、たくさんの花の集まったもので 
す。一つ一つの花は、わたしたちが花びらだと思っているもので、その 
下部を見ると、子房があって、その頂端に長い毛がはえています。この毛は、花の外がわにある 
がくが変化してできたものです。 

がくは 花の一部分です が、 種をむすぶためには かならずしも必要ではありません。ですから、花 
のなかに：^がくのないものもありますが、がくのある花では、がくは、ふつう花のもとのほうにあ 
って、花びらを外がわからしっかりおさえ、つぼみのときには、 花を すっかりつつんで守る役目を 
しています。 

叩が咲いたあとでは、落ちてしまうのがふつうですが、タンポボのように、キクのなかまの植物 
では、毛のような形に変わり、実が熟すと、毛は傘のようにひらいて、風が吹く と、 風にのってふ 
わりふわりと飛んでいきます。ちょうど下に実をつけたパラ'ゾュ ート のようなもので、何キロもは 

なれたところまで 飛んで いき、 実が地上に落ち 
実て 安定す ると、 はじめて実からは なれます。 

^ ィギリスの子どもたちは、タンポポの実の白 
W い毛をプッと吹きとばして、玉時計という遊び 
夕をします。吹かれると、ふわりふわりと飛んで 
いきますが、あとにのこっている毛の数をかぞ 



タンポポの花が咲き終わる 
と、 なぜ白い毛ができるの 
でしょぅ か。 
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えて、もし十本のこっていたら十時、五本のこっていたら五時だといって遊ぶのです。 

強く吹く と、 毛がみんな飛んでしまつて、あとには針さしのような形をした白いこぶだけがのこ 
ります。子どもたちは、これを「坊さんのかんむり」とよんでいます。 


タンポポの一つ一つの実が、美しい毛をひろげ、白くかがやきながら飛んでいくのを見る と、 自 
然の妙に感嘆しないわけにはいきませんが、アメリカでは、これにヒントを得て、人工衛星の回収 
に毛状物体をつかう研究がすすめられています。 


茶は、 どうしてにがいので 
ようか。 


お茶を飲む習慣は昔から中国にあり、はじめはお茶の葉をそのまま煎 
じて飲んだものでした。その後一時、粉にして煮て飲んだ こと もありま 
すが、煎茶がはじめて日本に渡ってきたころには、日本ではおもに薬と 


して使われたものでした。それは、濃いお茶を飲むと下痢がとまるからです。 

しぶ 

お茶のなかのにがみというか、あの渋み は、 お茶のなかにふくまれているタン 


ンの味です。お 


茶が下痢止めになるの も、 タンニンをふくんでいるからです。タンニンは、お茶の葉のなかにだけ 
あるものでは なく、 ヵキの渋の正体もタンニンです。 

ふつうは渋い味の好きな人はあまりないものですが、嗜好となるとまたかくべつで、もし緑茶に 
渋みがなかったら、お茶を何杯もつぎかえて飲む人はいないでしょう。しかし、それも程度の問題 
で、 あまり渋い と、 味をそこなうことはいうまでもありません。渋いお茶を飲んだあとで、煙草を 
吸うとおいしいそうですが、それはタンニンとニコチンとがよくむすびつくことに M 係があるので 
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美 LA 、模様をえがく茶畑(静 N 県) 









お茶の味に関係の深いも 
のとしては、タン ニンのほ 
かに カフ X . インと、> う もの 


があります 


〇 


カフェインは、 コーヒー 

のおもな成分なので、コー 

ヒ ー にちなんでカフヱ 

と名づけられたのですが、 
すこしにがみと清涼みがあ 
り、 からだの中にはいると 
強心剤となつて疲れをなお 

1元気を回復 
させます。また| 
尿の出をょくし 
ま^^ 

お茶 やコーヒーを 飲みすぎると眠れないと5ぅのは 
カフェインが神経を興奮させるからです。このほかに 
もたんぱく質 や、 糖分 や、 色素がふくまれて おり、わ 
ずかではあるが揮発性の成分もあります。 





178 






お茶の味は、渋みのなかに甘みがあり、にがみがあってうまみもあり、それに一種のかおりもあ 
って、しかも、それらの味が全部生きていますが、そのうえ、緑茶にはなおビタミン C がたくさん 
ふくまれています。 

このように、いろいろなものをふくんでいるお茶が、おいしいか、まずいかは、これらのものの 
全体としての調和をじようずにとる か、 とらないかによってきまります。そして、もっともお茶の 
味をよくあらわすタンニンが、もっともお茶の味をみだしやすいものになりますので、お茶のいれ 
方がやかましくとりあげられるのです。 

植物はつぎ木をしても、ど つぎ木には芽つぎ、切りつぎ、割りつぎなど、いろいろの方法があり 
うして生きているのでしよ I 一ますが、どのばあいで も、 穂といって、のちにのばして、その植物のか 77 P 
う力 らだとする部分と、砧といって、根をもたせたほうの植物の形成層(木 

のふとる部分) と、 そのまわりの若い細胞をたがいにぴったりくっつけて 
動かないようにしなければいけません。 

こうすると、穂と砧 の、 両方の若い細胞からわかれてできてくるもっと若い細胞どうしがびった 
りとくっつきあいます。そして、それと同時に、このくっつきあった面をとおっ て、 穂と砧の両方 
を通じる水分や養分のとおる道がつくられます。このため、根で吸われた水分や養分、葉でつくら 
れた糖類などが、そこらじゅうに自 m にくばられ て、 生活がさしつかえなくおこなわれるので、穂 
も砧も祜れないのです。 

ところが、細胞どうしがぴったりくっつくためには、穂と砧のあいだに何か似た性質がないとい 


けないようです。この性質は、種類がおなじ植物だと問題はありません が、 種頃が ち、いうとむずか 


しくなってきます。 

近い仲間どぅしの間には、性質のたいそぅ似ているところがあって、それらの間ではつぐことが 
できます。 

たとえば、リンゴをナシ、スモモ、カリン、マルメロなどにつぎ木し、ミカンを カラタ チなどに 
つぎ木するのは、そのためだと考えられていますが、リンゴをハン ノキ についだり、ナシを クワに 
つぐというように、ちがう植物の間で も、 ごくまれにはその性質が似ていて、つぎ木のできること 
があります0 


けれども、性質が非常に似ていないときには、一時は細胞がぴったりくっついて、つぎ木ができ 
たょぅにみえても、葉でつくられたものがくっつきあった部分のほぅにたまって、こぶをつくった 
り、 根から吸いあげられる水分や養分が穂に十分とどかなかったりして、数年後には、穂 ばかりで 
なくからだ全体の生活力がよわって、ついには失敗に終わるものです。このようなわけで、つぎ木 
は、おなじ種類の木か、種類がちがっても穂と贴との性質がたいそう近い、とくべつの種類の間だ 
けでおこなわれるのがふつうです。 


つぎ 木は、 くだものの木の 
ばあいによくおこなわれる 
ようです が、 なぜで しよう 
か。 


「モモ、クリ 三年、ヵキ八年」といいますが、種子をまいて芽を ださ 
せ、 それを育てたのでは長い年月がかかりますから、早く大きい苗をつ 
くろぅと 思ぅ ときには、 つぎ木を します。 

また 種からは親のよい性質が十分にはあらわれない ことがあります Q 
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たとえば、 甘いヵキの種を まいても、 渋ガキのはえ てく ることが多いものですが、これは、ヵキ 
の 木の、 もともと もっていた性質にもどっていったためです。こんなとき、もしつぎ木をすれば、 
その穂がもっていた性質がほとんど そのまま つたわる ので、 好都合です。 

こんなわけで、くだものの木をふやすときは、たいてい、つぎ木や、さし木や、 とり 木にょって 
ふを し、 *をまいてふやすことはほとんどありません。ょいくだものの木をふやそぅと思っても、 
^5こたくさんふやすことができないのは、そのためです。 
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このごろでは、つぎ木を利用して、いま 
までその土地に適しなかった果樹を栽培す 
ることもできるょうになりました。 

たとえば、 アンズはふつう砂地では育ち 
ません が、 モモを tt にすれば栽培すること 
ができます し、 リンゴも V /ベリヤナシにつ 
ぎ 木す ると、 ふつうの果樹の育たない寒い 
土地でも栽培できます。 

また、オレンジをヵラタ チに つぐと、 病 
虫害にたいして強い性質の木ができるとい 
います。 


181 




ツクシの頭から、どぅして ツクシは 土の中からでて、形が筆 
粉がでるのでし ょぅか。 に似ているので、むかしの人は ツク 

; シに「土筆」の字を あてました。 
また、「筆頭菜」とも書き、子どものころ春の野遊びにょく摘 
み集めたものです 


〇 


いまは食べる人も少なくなりましたが、まだのびはじめの、 
頭 力ら 粉のでない若いツクシを摘んで、ついているはかまを と 
り、 よく あくだし をして、 おひたし やからしあえにして 良べ る 



と、春の味がします。 

童謡に「お杉だれの子ほうしの 子、 ほうしだれの子お杉の 
子」というのがあります が、 この歌でお杉というのはスギナ、 

ほうしと いうのはツクシのことです 〇ックシと いうの 丈、 草の 
名ではなくて、スギナという草の、土の中にある茎からで る、 

とくべつの茎のことです。 

スギナの茎は土の中に長くはっていて、地上にでる茎は緑色で、高さが三〇センチくらい、 節が 
あって、節からたくさんの枝をだします。それがスギの小枝を立てたような感じなので、こてにス 
ギナという名がつけられたのですが、この茎がでる前に、春の訪れをつげるかのように、也上にで 
てくるとくべつの茎があります。それがックシです。 

ふつうの茎よりも、低くて枝がなく、葉のさやは大きくなって、はかま状です。先端に t 穂がつ 
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いていて、緑色の粉はそこからでま 
す。ックシの穂は、いわばスギナの 
花ともいうべきものですが、ふつう 
の植物の花とはちがって、花びらも 
なければ、おしべもめしベもなく、 
種子もできません。カメの甲のよう 
な部分があつまっていて、その割れ 
目からでる胞子という粉でふえるの 
です。 

顕微鏡で見ると、丸い形をした粒 

で、細長い紐のようなものをもっていて、そのはたらきで地面にちらばります。地面に落ちると、 
(ふつうの種が芽をだすのとはちがって、すこし複雑ですが)やがて芽をだし、スギナになります。ただし 
スギナは胞子だけでふえるのではなく、土の中にのびている丈夫な茎からも、毎年どんどんスギナ 
でて^^ます。 

ッタから砂糖がとれるとい 「値物はみな甘い」といった人がいますが、花の蜜が甘いこと や、 くだ 
うのは、 ほんとうでしよう ものの甘いことは、だれでも知っていることです。 

力 その甘い花やくだものをつける植物体が甘かったとて、すこしもふし 

ぎではないでしょう。事実、たいていの草や木は、多少なりとも甘みを 
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もっています。それは、植物が自分の栄養分として、糖分を体内にためているからです。 

サッマイモも甘ければ、ダイ コン、ヵブ、 ニンジンも甘いで しょう。 タマネギも甘いで しょう。 
トゥ モロコシやチガヤの茎もかむと甘い味がします。おもしろいのは、マッの幹にできるぶかっこ 
うなこぶです。あれは、ばいきんがついておこる病気ですが、このこぶの割れ目からも甘い汁がで 

ます。 

文明国ほど砂糖をたくさん使うといいますが、その砂糖はおもに サト ゥキビやテンサイからつく 
ります。また、サトゥヵエデやヤシな どからもとりますが、それは、これらの植物には甘みが とく 
にたくさんふくまれて いるから です。 

日本に砂糖がはじめて渡ってきたのは、いまから千二百年くらい前のことでしょう から、 それま 
で日本では何かほかのものから甘みをとったにちがいありません。それには餘 とか、 蜂蜜と か、 柿 
とか あま づらなどを使ったものです が、 その一つのあまづら はッタ のつるからとったもので、 冬、 
ふとい茎を切って、その汁を集め、それを煮つめてつくります。 

ッタは緑の葉もみごとです が、 秋になると紅葉していちだんと美しくなるので、塀や壁にはわせ 
たり、盆栽にしたてたりします。 

ッタがコンク リート の壁にはいあがれるのは、まきひげには吸いつくしくみがあるからです。ッ 
夕は、紅葉した あと、 葉が落ちるときには、はじめ 葉身 だけが落ちて葉柄は茎についています が、 
これがまた美しいものですっかり葉が落ちてから茎を切るのですが、茎を切ってしまうと、それき 
りですから、それだけに、あまづらは貴重品であったにちがいありません。 
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ツツジの花は毒だといいま 
すが、 ほんとう でしよう 
か。 


むかしの人は、「山で赤いはツツジにサルのおしり一といいました が、 


〇 


山に咲く花のなかではッッジほどはでな花はないでしょぅ 

ッッジはよく枝をわかち、花が美しいのでひろく栽培されていますが、 
日本のッッジほど変化に富んでいるものは、世界中どこにもないでしょ 
種類もたくさんあります が、 どれにも毒があるわけではありません。 

むかしから「ヒッジ食わず」、 r ヒッジッッジ 」 とかいわれて、ヒッジや人が食べれば死ぬといわ 
れているのは、八ケ 岳、 浅間 山、 富士山などのふもとにはえてい る、 レンゲツツジという種類で、 

葉、花、根などに毒があります。 

この花をとって便所にすてると、ウジが死にます。漢方では花や根を油にひたしてリュウマチス 
や痛風の薬をとります。 


テングサから、どうして寒 寒天は日本で発明されたもので、このあいだの戦争までは、ほとん 
M ができるのでしょうか。 日本だけでつくっていました が、 いまでは諸外国でもつ くるょう になり 

ました。 

しかし、やはりいまでも全世界の産額の大部分は日本が占めています。 

寒天はテンダサからとりだされたものですから、テンダサのからだのなかにふくまれているもの 
からできていることにはまちがいありませんが、その成分が何であるかは、まだ完全にはわかって 
いません。 




ひとくち こ、 寒天1のものといつていますが、でんぷんやこんにゃくなどとおなじよぅに、炭水 
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化物といって、炭素と水素と酸素とからできているものであることはたしかです。ですから、テン 
クサヵらどうして#: 、 天ガできるの力という質問にたいしては、まことに不十分な答え方です が、 テ 

ングサのなかに寒天になるような性 K のものがたくさんふくまれているから- とお 答えするより 

しかたありません。 

、!>ン < し 

寒天という名は、隠元禅師がつけたといわれていますが、それをはじめてつくったのは、ある宿 
屋の主人で、いまから三百年くらい前のことだとされています。 

ある夜、お客さまのお膳にそなえたところてんの、のこったのを捨てたところが、たまたまひじ 
ょうに寒い季節だったので、夜中にそれが凍り、翌朝になる と、 陽があたるにつれて氷がとけだ 
し、 干物のようなものができました。この干物に水をくわえて煮てみたら、前より上品なものがつ 
くられたので、それからは、ところてんの干物とよんで料理にもちいたということです。まわりに 
海ない、山国の長野県でたくさんの寒天ができるのは、寒冷な気候が寒天の製造に適しているか 
らです。 

寒天の原料になる海草は、テングサのなかまの メクサ、 マ クサ、ヒラクサ、 オニ クサ、 オオブサ 
などだけでは なく、アミクサ、 エゴ ノリ、 オゴ ノリ、シラ モ 、トリア シなどからもつ くられます。 

これらの海草は、海から とると、 そのまま乾燥するか、または漂白してかわかすかして製造工場 
に送られます。 

寒天をつくるには、昔はもっぱら野天で凍結させてつくったので、冬60ごく寒いときにしかでき 
ませんでした。 

その作り方は、まず原料の海草に酸をくわえて煮たてますと、寒天になるどろどろした汁ができ 
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ますから、これを冷やすのです。これがところてんです。 

そこで、これをすのこの上にならべて、寒い屋外でひと晚外気にさらしておきます と、 ところて 
んにふくまれていた水分は凍ってこちこちになります。翌朝、そのままにしておくと、太陽があが 
って、気温がたかまるにつれて、氷がとけ、水分と不純物が流れさって、寒天ができあがるので 
す。いまでも、おもにこの方法でつくられていますが、最近では、ほかの科学的な方法が考えださ 
れて、一年じゅういつでもつくられるようになりました。 

寒天は、ところてん(昔のところてんはテングサから直接つくったものでしたから、海草のにおいがしまし 
た)やゼリーにしたり、みつまめに入れたりして食べるほか、ようかん、金玉糖などお菓子の原料 
としてひろく使われています。 

日本料理には寒天をつかったものが 多く、 魚のにこごりをつくるときにも寒天をまぜます。中華 ^ 
料理では燕窩の代用品にしています。また、アメリヵでは、ねっとりした舌ざわりをださせるため 
に、 アイスクリ ームに 入れることもあります。 

その他、ゼラチンのかわりに使ったり、織物のノリにしたり、オブラートをつくるときにまぜた 
り、途料としたり、お酒や醬油のにごりをとるときに使ったり、ずいぶん広い用途をもっています 
•が、重用な用途の一つは、研究室で、細菌を培養するときに使うことで、細菌学の研究にはなくて 
はならないものです。 

ただ栄養の点からみると、寒天は食べても、ほとんどからだのためにはならないものです。 

寒天を食べる と 便通が よくなる ので、 ョーロ ッ パでは寒天を下剤の 一つとして 食べる ところ も あ 
ります。 


トウ モロ n シ には、なぜ、 ー トウモロコシ は、 アメリヵの原産です。 ィネ、 コムギとともに重要な 
茶色の毛があるのでしょぅ 一作物で、日本には一五七九年にポルトガル人によってつたえられたとい 
力 一われています。 

I 品種が非常に 多く、 数千種にものぼりますが、日本で多くつくられて 
いるのは、硬粒種と歯粒種です。焼いて食べたり、ゆでて食べたりするほか、 コ ーンフ レーク、コ 
1ンスターチとしてももちい、酒やアルコールの原料にもします。 

トウモロコシの実の先には、茶色の毛が束になってでていますが、実をつつんでいる外がわの皮 
をとりのけてみると、毛は中の粒の頭に一本ずつつづいています。トウモロコシの粒は何列にもな 
らんでついていますが、この粒は、みのる前はそれぞれ一つずつの花だったのです。 

トウモロコシは雄花と雌花とをもっている植物で、雄花は穂をなし、その穂は集まって茎の先端 
についていて、長さ三〇センチをこえます。 

これにたいして、雌花の穂は葉の腋についていて、何枚もの包鞘でつつまれ、ふとい円柱形をな 
しています。茶色の毛は、このなかの雌花の一つずつについて穂をなし、その穂が二、三十列たて 
にならんでいます。 

ふつぅの花では、めしべを外から見る と、 めしべのもとのところがふくらんで おり、 その上の部 
分は細くのび、その上がまたひろがっています。もとのふくらんでいるところは子房といって、の 
ちに種子のできるところで、その上の細い部分は花柱といって、これはいわば花粉の通り道です。 
そして、その上のすこしひろがったところは、柱頭といって、おしべの花粉のつくところです。 

ところが、トウモロコシ では花柱が とくべつ長くなっていて、 花柱と柱頭との区別が はっきりし 
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ません。そして、この部分が毛髪状に細長くなつて、包鞘の先から束になってでているのです。は 
じめ包賴からでたときは無色で光沢があり、ふとい絹糸のようにみえるので、絹糸ともよんでいま 
す。雄花は雌花より一、二日早く咲きますから、トウモロコシの雌花は、ほとんどほかのトウモロ 
コシの株の雄花から花粉をうけますが、花粉が柱頭につくと、絹糸はちぢれて褐色になります。 


トウモロコシは、おなじ I 

本の中に、ちがう色の粒が 
まざるのは、どうしてでし 
ようか。 


卜 


ゥモロ コシの雌花は穂を なし、 その穂は葉の腋についていて、たく 
さんの包鞘につつ まれ、 ふとい円柱形をなしています。 

包鞘をむいて みると、 表面にはさらに小さな穂が何列もたてにならん 

でいますが、これは花のならんだものです。トウ モロ コシの一つ一つの 
粒は、この小さな花の一つ一つが成熟したものですから、それでトウモ 
ロコシの果実は、ふとい軸の周囲に、何列にも小さな粒がならんでいます。 

ところで、雌花の糖にできた穀粒の色を見る と、 品種によってそれぞれちがい、 白、 黄、黄赤、 
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赤、赤茶、濃い茶色、黒紫、紫などい 
ろいろあります◦また、全部の粒がお 
なじ色ではなくて、いろいろの斑紋の 
あるものもあります。 

これらの色素のぅち、茶と赤の色素 
i 穀粒の皮にふくまれており、紫、黄 
の色素は穀粒の内部の胚乳の中にはい 
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っています。胚乳は、種子が芽をだすとき使う栄養分で、わたしたちが米を食べるのは、米の胚乳 
の部分を食べているわけです。 

さて、 親の性質がどのようにしてのこっていくものかを調べてみると、ふつうは、かけあわせを 
したときに、父親の性質がすぐ母親のからだ (つまり 種子)にあらわれることはありません。その母 
親のからだ(種子)をまいてできた植物、つまり子の代になってはじめて、父親のもっていた遺伝 
性の強い形や性質がでてくるものです。 

ところが、トゥモロコシ はとくべつで、二つの品種をかけあわせた とき、 もし父方 (つまり 花粉) 

の性質につよい遺伝性の形や性質が あると、 それがすぐ母親のからだの胚乳にあらわれ てきて、 父 
方に粒ができます。これは、ほかの植物にはないめずらしい性質で、キセ ニアと いっています。 

いま実例の一つをあげてみ ると、 トゥモロコシでは穀粒の黄色は白色のものにたい して、 つよい 
遺伝性の性質をもっています。それで黄色の種類の花粉(父)が白色種の柱頭(茶色の毛)にかかっ 
て、 かけあわせがおこなわれ ると、 その年に白色種には黄色の粒があらわれ、おなじ穂の中にちが 
った色の榖粒がみられることになるわけです。 

とくさは、なぜざらざらし 木、竹、骨、 角などをみがくのにもちいるとくさはトクサの茎です。 
ているのでしょう か。 トクサはシダのなかまで、世界中には三十種あまりあります。日本に 

もおよそ十種くらいあって、どちらかといえば、寒い地方にひろく分布 
しています。沼沢地や湿地に群生していますが、観賞用として庭園にも植えられています。地下に 
は地下茎が横にのびていて、いくつにもわかれ、それから緑色の地上茎がたくさんはえます。 
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地上の茎はまっすぐ立っていて、高さはおよそ八〇センチ、 it 径五、六ミリで、枝はなく、中空 
です◦表面に多くのたての溝があり、節があって、節には非常に小さくなった鱗片状の葉がさやに 
なってついています。夏、茎の頂にックシの穂に似た小さな穂がつきます。 

また、ブラジルやチリには茎の高さが三メ I トルにも達するものもありますが、太さはもっとも 

太いものでも直径ニセンチくらいしかないので、他の植 
物によりかかって立っています。 

このように、トクサは、あまりパッとしない草木です 
が、しかし地質時代には、このなかまは全盛をきわめ、 
いまから三億年くらい前には幹のまわりーメール、高さ 
二、三〇メートルという、喬 *■ のような大きな先祖がさ 
かえていて、他の植物群を圧していました。その化石は 
世界のいたるところから発見されています。それが約二 
億年前にはほとんど死滅し、現在のこっているのは、先 
祖にくらべれば、見るかげもない小さなものになってし 
まいました。 

これは地球の環境が変わったことにもよりますが、そ 
れはまた、おなじものが長くはさかえられないという生 
命体の宿命にもよるものでしょう。 

それはともかくとして、 ト クサの茎の表面がざらざら 
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していてかたいのは、無水珪酸をたくさんふくんでい 
るからです。それで塩湯で煮て乾燥させ、木製や竹製 
の器物、角をみがくのに利用していますが、トクサと 
いう日本名も「祗草」、つまり祗石代用の草というと 

ころからつけられたものだといいます。 

なお、 木賊とよんでいるのは、 ト クサの茎を乾した 
もので、 一日二〇グラムを煎じて腸出血、痔出血に 
収斂薬として内用します。 

トマ トを おなじところにつ ある作物をおなじ畑につづけてつくると、作物が育たなかったり、収 
づけて植える のは、 どうし 穫高がすくなくなったり、病気になったりすることを、いや it ' といって 

てよくないので しようか。 、ま - 〇 

ー ジャガィモ 、ナス、トマトな どは、わりあいにいや地のはっきりおこ 

る作物です が、 北海道のように ジャ ガィモをたくさんつくるところでは、毎年おなじ畑につくって 
いますが、 害がないばかり か、 かえってよくできるくらいです。お百姓の人たち は、 どうしてもお 
なじ畑におなじ作物をつづけて栽培しなければならないときには、上の土と下の土とがすっかり入 
れかわるほど、深く耕やしてから植えます。そうすると、 あまり さしつかえないということです。 

この、いや地ということのほんとうの原因がよくわかるとたいそうよいのですが、まだはっきり 
わかっていまん。けれども、作物の病気ということは、かなり大きな原因の一つであろうと考えま 
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トクサ 



す 0 


もし前の年に病気になったものがあると、その畑の土の中には病気のもとになるバクテリアや力 
ビなどがのこつているわけですから、つぎの年につづけて、おなじところにまた、おなじ作物を栽 
培すると、その病気がひろまって思わぬ害をうけることがあります。 

マト、トウガラシ、タバコなどは親類どうしの作物ですから、ナス 


なお、ジャガイモ、ナス、卜 


のあとにトマトを植えたりすることなども、なるべくさけたほうがよいでしょう0 


ドングリは何の実ですか。 
また、ドンヴリを食べると 




どもりになるというのはほ 
んとうでしよか。 


ドングリはかわいらしい形をしています。そのうえ、色つや もよ いの 

で、ドングリを見れば 
だれでも手にとってみ 
たくなるでしよう0 


ドングリのまん中に 
心棒をとおして、コマをつくって遊んだことはあ 
りませんか。たのしいコマができるでしょぅ。ま 
た、ドングリで人形をつくったことはありません 
か。かわいらしい人形ができます。 




ング 


リ 




ある一つの、たとえばドング 


キというょうな木があって、その木にだけなる実 

のことをいうのではなくて、アベマキ、ヵシ 、力 
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シ 
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いろいろなどんぐり 


カシ 




カシフ 




アベマキ 






叫 ! I 





クヌギ 


ナラ 


シヮ、クヌギ、ナラ等の実のことです。 

アベマキは、シィタケをつくるときに、その原木 
にする木で、木の皮はコルクの代用につかわれます。 

ヵシ は材が かたいので、船舶、車輪、 農具の 柄、 
くさび、ひょうしぎなどをつくるのに使われます。 

ヵシヮは、かしわもちの葉をとるので有名な木0 
クヌギ、ナラは上等な木炭をつくるときに焼く木で 
す。これらの木の実がドングリです が、 所によって 
は、 クス ギの実だけをドングリといい、 クス ギのこ 

を F ン クリノ キとよんて^,るところもあります。 

ドングリの形は、種類によって、球形に近いのも 
あるし、やや長めのものも あり、 横幅には多少の差 
があります が、 「どんぐりの背くらべ」 というよう 
に、 背の高さはあまりかわりません。 

ところで、ドングリの粉でつくったおだんごを食 
ベたことはありませんか。 ドン グリを食べるとども 
りになるといわれているので、はじめての 人は用心 
してドングリのおだんごを食べないでしょうが、ド 
ングリは食べられます。 
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ィチィガシのドングリはそのまま州っても食べられますが、、多くのドングリは渋味がつよいので 
k にさらしてから' t :'' レ^'んをとります。こうしてとったでんぷんからつくった料理を食べても、ど 
^いになることはありませんが、むかしの人はなぜ、どもりになるなどといったのでしょうか。そ 
It , こぶん、ドングリを生で食べると、のどがいがらっぽいので、生で食べることをいましめるた 
めにいったものでしょう。 

ナギィヵダは、どうして葉 I 地球上には、現在、およそ、三十五万五千種類もの植物があるといわ 

れています。種類が多いだけに、さまざまの、変わった植物がたくさん 
ります。 

たとえば、葉の形ひとつとりあげてみても、千差万別で、サクラの葉 
とエンドゥの葉とでは、まるで形がちがいます。また、パショゥの葉は大きくて、ふとい幹につい 
ているかのようにみえますが、幹のようにみえるのは、じつは葉の鞘で、葉の鞘が何枚もかさなり 
あって、ふとい幹のようなものができているのです。ほんとうの茎は、ずっと下のところに短いの 
がちょっとあるだけです。 

茎もまた千差万別で、地上にあるものもあれば、地下にあるものもあり、地上にあるといっても 
まっすぐ立っているものもあれば、地面をはっているものや、他の物にまきついているものもあり 

^50 

アスパラガスは、枝からマツの葉のような、細い葉がたくさんでているようにみえますが、これ 
i 葉でよ i くて、枝です。ほんとうの葉は、白つぼい鱗片状のもので、校にまばらについているだ 


の上に花が咲くのでし ょぅ 

か。 
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けですから、注意して見ないとわかりません。 

ナギイカ ダは、 葉の上に花が咲き実が なる、 めずらし 
い植物だといわれています。 

ョーロッパの原産で、日本には明治の初めころ輸入さ 
れ、観賞用として、そちこちに植えられています。雄株 
と雌株にわかれていて、花は白くて小さく、果実は球形 
で熟すと赤くなります。ユリのなかまで、根には節がた 
くさんあり、そこから茎がむらがってでます。花は茎か 
ら3；一た、ひらべったい、卵形の、先が鋭く創のようになった葉のようなものの上につきます が、 こ 
の葉のように見えるものは、葉ではなくて、じつは茎が変形したものです。 

ナギイカダという名は、葉のような茎がナギの葉に似ていて、その上に花がつくところからつけ 
られたものですが、ほんとうの葉は小さく鱗片状で、ひらべったい枝のでているところを見る と、 
そこについています。 

ところで、ほんとうに、葉のまん中に花の咲く植物があります。それはハナイカダで、五月ご 
ろ、葉のまん中に、うす緑色の小さい花が咲きます。日本特産の植物で、花が葉の上につくのでハ 
ナイカダの名がつけられたのですが、こんな奇妙なことになったのは、花の柄が葉の主脈に合着し 
たためです。 

このように植物にはずいぶん変わったものが あり、 根も葉もない植物や子を生む植物も あり、 

た、気根を長くたらす植物もあります。 



_て 

み 
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てんぷら鍋に火がはいったときには、菜っ葉を投げこめば消えるとは、 
むかしからいわれていることです。しかし、実際にやったことのある人 
は、 ごぞんじでしょう が、 一枚や二枚の青菜をいれても消えるものでは 
ありません。また、ぞうきんをかたくしぼっていれよ とも 教えています 
が、 これも一ついれたくらいでは消えません。 

油の火を消すいちばんかんたんな方法は、鍋にふたをすることです。こうすれば、新しい空気に 
ふユなくなるので、火は燃えつづけることができなくなります。火は、燃えるものがあって、それ 
が燃えるのに必要な熱をあたえられ、新しい空気を供給されると燃えるものなのですから、この三 
つの条件のどれか一つを絶てば消えるわけです。 

青菜やぞうきんは、油の温度をさげるのに役だつわけです。 

また、 汕のなかにじ！ Twti を役げこんでも火は消えます が、これは、 重ソウから二酸化炭素がでて油 
をつつんで しまう からです。 

ナツミヵンに炭酸をつける一 ふつうに炭酸といっているのは、重曹のことで、ほんとうの名まえは 
と、 どうして泡がたつので 重 炭酸 ソーダ(重炭酸ナトリウム。 酸性炭酸 ナトリウム) といいます 。ハン 
しよう か。 やまんじゅうをこしらえるときに使っ たり、 胸やけなどのときに飲む薬 

のことです。 

重曹は、じきに、炭酸とナトリゥムとが離れて(分解して)二酸化炭素をだす性質がぁります。ハ 
ン P ま/しじゆうが ふくらむ のは、 このときにでる二酸化炭素によってふくらむわけで、重曹ガ俗に 


てんぷら鍋に火がはいつ た 
ときに菜つ葉を投げこむと 
消えるといいま T が、 なぜ 
でしょぅか。 
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ふくらし粉ともいわれているのは、このためです。 

では、どういうときに分解するのかといいますと、その原因は二つあります。 . 

第一は、ただこれを六〇度から七〇度くらいに熱する場合で、パンやまんじゅうが蒸している間 
に、ポーッとふくらんでくるのは、このためです。 

第二の原因は、すっぱいもの(酸)とまぜるばあいで、胸やけのときに飲むのは、これにあたる 
わけです。 

胸やけというのは、胃の中に酸がよけいにできたためですから、そこへ重曹を飲むと、重曹は分 
解して、二酸化炭素ができるので、飲んでからしばらくすると、のどからガスがでてきます。これ 
によって、胃の中の酸は、酸の性質をなくしてしまうので、胸やけがなおるのです0 

ナツミカンに炭酸をつけることが、第二のばあいであることは、ナツミカンがすっぱいことや、 
これをつけて食べればすっぱい味がきえることでもわかります。そして、でてくる泡が二酸化炭素 
であることもおわかりでしよう。 

では、ナツミカンのすっばい味は何によるのかといいますと、中にクニン酸という酸がふくまれ 
ているためです。ふつうのミカンのすっぱい味もやはりクエン酸です。 

クエン酸は、ナツミカンが腐るくらいになっても、なかなか分解しにくいので、落ちて食べられ 
なくなったミカンからとるのがふつうです。サィダーやラムネの味をつけるのに使われますが、実 
際には、これらのものには、クエン酸のほかに、もっと安くてたくさんあるブドゥからとったシ 
セキ酸が使われます。 


ユ 
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ナンテンは、えんぎのよい木 だとされ、 正月の床はナンテンの赤い実 
で 飾られます。 

正月のお祝いに使う植物と L ては、 ナンテンのほかに も、 マッ、夕 
ケ 、ウメを はじめと して、ウラジロ、ユズリハ、 セン リョウ、 マンリ ョ 
ウ、スィセン、フクジュソウなど、 いろいろあります が、 これらのものは、いずれも真冬の厳寒に 
耐えて美しい姿をたもち、えんぎのよい名をもっているものばかりです。 

ナンテンは家庭によく植えられている灌木で、今日では、いろいろの園芸品種が栽培されていま 
す。 茎は根本から群生して直立し、水分をたくさんふくんでいるので、むかしから、ナンテンを家 
のそばに植えておくと火災をまぬがれるといい、火防の木とされています。高さはふつうニ メート 
ル内外です が、 太さはときに直径一〇センチにも達するので、床柱として賞用されます。 

葉は茎の先に集まって つき、 冬になっても枯れませ 
ん。羽 状の複葉で、 小 葉は革質で光沢があって 美しく、 
花は白色で、初夏のころ 咲き、 実は晩秋から冬にかけ 
ンて 熟し、 熟すと真赤になります。 

テ サンゴ珠を綴ったような実が、霜雪にもしぼまない 
^ 葉の先をかざる風情は花よりも美しいので、正月をか 
ざる花材として重用されます。 もっとも、 ナンテンの 
実はすベて赤いというわけでは なく、 種類によっては 
白色のものや淡紫色のものもあります。せき止めの薬 



ナンテンの葉をお祝いの赤 
飯にそえるのは、なぜでし 
ようか0 
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として有名な燭は 、ナン テンの果実を乾燥したものです が、 白い果実が珍 li されます。それで、 
赤い実を天日で漂白して、白い実として まかり 通らせたりしています。 

漢方では葉も薬用に し、 強壮薬としてもちいています。葉を蒸溜す ると、 溜液中に青酸がみとめ 
られます。 

ナンテンの 葉は、 お祝いの赤飯にそえます が、 これは一つには薬効があるためで もありましょう 
が、 また、一つには四季を つうじて 美しい姿を見せているからでもありまし よう。 

そして また、 東洋の花言葉では、ナンテンは「難転」で、「難を転じて福とする」めでたい植物 
だとされている ので、 そのえんぎな ども 買ってのことでありまし よう。 

ナンバンは、どうしてから ナンバンというのは、トウガラシのことです。 

いのでし ようか。 トウガラシは南アメリヵ 原産の 草で、 日本には中 

国を通じてはいってきたのです が、 南蛮から渡った 
とも、 朝鮮からきたともいいつたえられ、ナンバン(南蛮) ゴショウ、コウラ 
ィ (高麗) ゴショウ、 などの名 も、 そこに由来しています。 

ナンバンがからいのは、中にヵプサィシンというものがふくまれているため 
で、 ヵプサィシンがしげきするので、からく感ずるのです。 

ナンバンは、寒中に食べるとからだを温ためる し、 足袋の中にいれるとしも 
やけをふせぐといわれています。痛み止めとしては、米のノリでねったものを 
紙にのばして、痛むところに貼ります。また、寒中に壁を塗るときに土にまぜ 
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7 ? 




ると、土の凍るのをふせぎ、塗りやすくなります。 
からからにかわかした実は、たんすの引出しや掛物の箱 
にいれて虫除けにします。 

小鳥や ニヮ トリが病気のときは、ナンバンのこまかい 
粉を、水にかきまぜて飲ませるとききますが、ナンバン 
入りのあられは、「柿の種」とよんで、通人が好んで食 
ベます。 


11 ンジン は、 どうして 赤い 
のでしようか。 


ある秋の日の夕方のことでした 


s まかた 


人の馬方が、ウマのせなかに晚ご 


はんのおかずにするサンマをのせて、山のそばを通りかかりました。 


すると、とつぜん、ゥマの前に身のたけ三メ 


卜 


ルもある鬼ばばがあ 


らわれ、通せんぼをしました。鬼ばばの髪はまっ白で針金のょうに立って おり、 口は耳まで さけて 
いました0 .• 

馬方は、 へ夕へ夕 とそこにすわってしまいました。すると、鬼ばばはサンマを食べ、それからゥ 
マまで食べはじめました。 

そのすきに、馬方は立ちあがって、いちもくさんに逃げだしました。 

どこをどう走った か、 やっとのことで、一軒のわらぶきの家にたどりつきました◦中に入る と、 
おいしそうな焼餅のにおいがしています。いろりの灰をほってみると、手ごろに焼けた餅がでてき 
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ました。 皮 
馬方は、それをむちゅうで口の中に ^ 

ほうりこみました。それから、餅のか 葉 一を M へり 2 す 

かわら、-> 、 一 ^ T 葉たおま 
わりに瓦をうずめて おきまし六 み 一// にっを〇 

馬方はのどがかわいてたまらなくな 

ったので、釜のふたをとってみました吻し水根く 
すると、甚がはいっていました。馬 W 

した。そして、 甘酒のかわりに水を い；^ 11 j /\す 

れてぉきました0 1 •itju ノ^^^ 

おなかがいっばいになる と、 ねむく ^ 7 >li s 肋 W 
なって—した 0 f 

部屋の中を見まわすと、天井裏には 

しごがかかっています 。さっそく、 そこにあがって、だれもこない ように、はしこをあげてしまし 
ました。するとそのと き、 ズシンズシンと音がして、表の戸をあけた者があります。 

見る と、 さっきの鬼ばばです。馬方はきもをつぶしてしまいました。 

じっと息をころして、ようすをうかがっている と、 鬼ばばはいろりの中をかきまわしたり、签の 
ふたをとったりしていました が、 「餅は瓦になる し、 甘酒は水になる し、もう 寝ようかな。」とひと 
りごとをいいながら、天井裏にあがろうとしました が、「おや、 はしご もない。 しかたがなし力ら 
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この中で寝よう」といって、釜の中にはいりました。 

やがて、 大きないびきが聞え てきました。 

馬方は、大急ぎで 天井裏から おりてきて、 釜の ふたに 大きな 石をのせ、 釜の 下にたきぎを たくさ 
んつんで、どんどん火を燃やしました。 鬼 ばばは 签の 中であばれましたが、 とうとう 签 ゆでになっ 
てしまいました。 

あくる朝、馬方がふたをとってみ ると、 鬼ばばの姿は見えず、签には赤い水がいっばいよ いっ C 
いました。馬方がそれをかかえていって、畑にすてる と、 そこにあった 一ー ンジンの 根もとが、 それ 
までは白かったのに、みるみる赤くなってしまいました。 一ー ンジンの赤い色は、それから消えな く 
なったという ことです。 

ニンジンの原産地は ョーロッ パで、 ョーロッ パでは二千年 も 前から栽培されていたといいますが、 
日本には 三百 年くらい前に中国を経て渡来しました。ニンジンの根の形には長い ものと短、，ものと 
があり、色にも赤、だいだい、黄などがあります0 

赤い色のニンジンにも、しんの黄色いものと、しんまで赤いものとがあります〇纪0#|という ニン 
ジンは、色が濃くて、しんまで 赤く、 形も ふとく、 やわらかで、甘味もつよいので、むかしから 說 
培されています。 

ニンジンの根はすこし薬くさいにおいがするので、子どもにはあまり好かれませんが、滋養もあ 
るし、色も美しいので、いろいろの料理につかわれています。根が美しい色をしているのは、 カロ 
チンとしうものをふくんでいるからです。 

カロチンは、トマトや スイ カのなかに もふくまれてパます0 
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ヌスビトハギなどという名 11 ススビトハギは、マメ のな 

かまの植物で、山や野のやぶ 
などに、 ふつうに見られる草 
で、 夏から秋にかけて、淡紅 
色または白色の小さい蝶形の花をつけます。 

果実は半月形で、 ひらたく、ふつう、 節でくびれてい 
て、 表面にかぎ形に まがった 短い毛がたくさんは - X てい 
て、 これで衣服などに くっついてきます。 

こうして種子をひろく散布するのですが、果実の形が、ちょうど、盗人がこっそり室内にはいろ 
うと L て、 静かに歩く足あとに似ているので、ヌスビトハギの 名，、 がついたといわれています。 

ネギ には、 なぜ坊主ができ 数年 前、 東京都内の学童一万余名について、ネギ坊主についてどんな 
るので しようか。 ことを知っているかを調べてみたら、それが何であるかを知っている者 

はわずかに〇•八パー セントで、 坊主が つくこと さえ知らぬ者が八八パ 
—セントもいたということです。 

もっとも、 これは、それほど、驚くにはあたらぬことか もしれ ません。毎日ご飯を食べているの 
に、 イネを知らない子どものほうが東京には多いほどです から。 

ネギ坊主はネギの花の集まりです。ネギはアルタイ地方原産の植物だといわれ、日本にはずっと 
むかしに渡来しました。 


が、 どぅしてついたのでし 
よぅか。 
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古名をキとよび、女言葉では ヒト モジといい、また、ネブ カ、 ネネなどともよびます。 ごく ふつ 
うの 野菜で、いろいろの方法で食用にされます が、 すき焼のネギはもっとも美 味で、こまかく 切っ 
たネギ も、 薬味としておなじみのものです。ですから、ネギを知らない者はいません が、 ネギの花 
となると、ネギにも花があるの かと 驚く人さえいます。 

花といえば、われわれは草花や庭の木の花を思い、畑に咲いている花の ことは 忘れがちです。畑 
に草花を植えて金をもうけるようになった のは、 戦争に敗けてからのことです が、 畑は、 もとは 花 
をつ くると ころではありませんでした。 

ナス、 カボ チャ、 キュウリ 、トウ モロコシな ど、 実を食用とする野菜では、たくさん実をならせ 
るためには、たくさん花をもたせなければなりませんから、ナスやキュウリの花の ことは、 小学校 
の教科書にものっていますが、しかし、ネギ 、ホウ レン ソウ、 ハクサィなど葉を食用にする野菜で 
は、 とうが立って花が咲いてしまったので は、 葉がかたくなり、すじっぽくなって食用にはむきま 

せん C 

それで花のことには何も触れないのでし 
ょうが、 種子ができるからには、花もある 
はずです。花のつきかたには、 さまざまな 
型式があり、ネギの花はふとい花茎の先に 
たくさん集まつてつきます。一つ一つの花 
は小さくて白緑色で、あまりめだちません 



が、 それが集まったものは、若 


ちはふ 
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<> か状のうすい皆につつまれて、いわゆるネギ宝珠をなしてめだちます。 

四月ころ、 郊外にでる と、 その苞が さけ、 それぞれの花が青空の下で呼吸しているのが見られま 

す0 

ネギの葉の表についている ネギの葉につく白い粉のようなものはろうです。 

白い粉はなんでしょう か。 ろうはネギばかりにあるのではなく、ブドゥ、リンゴ、エンドゥなど 

の 果実や タケ、 モロコシなどの 若い茎の表面な どにも見られます。また 
ヵボチャが熟したとき も、 やはり 表面に白い粉をふいて きます。 

このようにろうは 植物の 茎、葉、果実、 種子などの表面から分泌され、水分の蒸発す るのを ふせ 
いだり、 水に ぬれるのを ふせいだ りすることに役 だってい ます。 

たくさん集めて、ろうそく、レコードの原料、 電線の被覆 材料、 つやだし ヮックスな どに します 
が、 ねろうといっているのは、ゥルシやハゼノキからとったろうで、日本ろうの 名で海外に知られ 
ています。 

葉は、 草でも木でもどうし 一一 木や草の葉が緑色をしている のは、 葉の中に葉緑素という緑色の色素 

をふくんでいるためです。 

葉緑素は葉の細胞の中の葉緑体のなかに ふくまれて います。葉緑体は 
日光の あたる ところでは、葉の気孔からは いってくる 空気のなかの二酸 
化 炭素と、 S から吸仅 されてくる 水とを材料に して、 でんぷんを つくる はたらきをしています。 


て緑色をしているのでしょ 
ラか。 
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葉はしだいに色が 
な〈な0 ,反対に 
アルコールは 緑色に 
.なって〈る 


④この綠色 

をしている 
ものが 
葉綠素 
である a 


葉綠素の/ 

とけた 
アルコール 


葉に葉緑素が 
あることを知 
る実験 


①サツマイモ\ 


の葉を 
試験管の 
中へ入れる 


分 


②アルコールを 

葉が全部ひ 

たるくらいに 

入れる 





し管る 
で験す 
火試熱 



このでんぷんは糖にかえ 
られ て、 植物のいろいろの 
部分にはこばれ、再びでん 
ぷんになってたくわえられ 
ますが、このょうにしてっ 
くられたでんぷんや糖は、 
植物が生きていく力をあた 
えるもとになるたいせつな 
ものです。葉緑素は、この 
たいせつな作用のもとにな 
る太陽の光の H ネルギーを 
とらえるはたらきをしてい 
るのです。 

最近では、医療用の薬剤 
としても葉緑素が とりあげ 
られるょうになったので、 
葉緑素入化粧品などという 
ものも あらわれてきまし 
た0 
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明るい所 

では緑色 
になる。 



暗い所で 
は緑色が 

あせてく 
る 0 


び 




緑の葉も喑い所におくと緑色が 
あせてくる。また物の下になっ 
ている白い葉でも，日光にあて 
ると，しだいに緑色になる。こ 
れは H 光にあてると，葉緑素が 
できて緑色になるからで，その 
緑色になった部分ででんぷんが 
つく らる。 


葉の裏と表のいちばん上がわには表皮といううすい皮があります。顕 
微鏡で見ると、表皮は一列にならんだいくつもの小さな部屋に仕切られ 
ています が、 その一つ一つの部屋のょうに見えるものは、細胞です。 
細胞は、植物や動物のからだをつくりあげているもので、表皮は細胞 
が一列にならんだものなのです。表がわの表皮の下には細胞が きそく 正しくならんで いて、 その 下 
には、 不規則な形の細胞が カイメン のようにすきまだらけにならんでいます。葉の 肉と いうのはこ 
の 部分の ことです。 


葉は、どうして表のほうが 
裏よ y 濃い色をしているの 
でしょうか。 
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葉（サトウカエデ）のしくみ 



気孔 


その 下は、 裏がわの表皮で、できか 
たは、 表がわの表皮と だいたい おなじ 
です が、ところどころに、 葉の内部と 
外部とを通じる孔が あります。 これが 
.気孔で、植物が二酸化炭素や酸素を出 
し入れしたり、 水蒸気を だしたり する 
孔です。表皮の細胞には、裏の表皮に 
.も表の表皮にも色が ありませんが、 葉 
の肉の細胞には、緑色の粒が たくさん 
ふくまれています。 この粒は葉緑体と 
いぅ もので、 なかに葉緑素と いぅ 緑色 
'の色素を ふくんでいます。 

葉が緑色に見える のは、 葉緑素があ 
るからで、 葉緑素は植物が日光の助け 
で 養分をつくる とき、 たいせつなはた 
らき をしているものです。一つ一つの 
細胞にふくまれている葉緑体をくらべ 
てみ ると、 表の表皮の下にある(規則 
正しく密にな らんで いる)細胞は、裏の 
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表皮の下にある(不規則な形で、ヵィメンのよぅにすきまだらけにな 
らんでいる)細胞よりも葉緑体をたくさんふくんでいます。 し 
このよぅに葉の表がわの細胞は密にならんでいて、葉緑体を 
たくさんふくんでいるので、葉は、表のほうが裏より濃い色に⑦ 
見えるのです。 


葉の 先は、どうしてと 
ているのでし ようか。 


針の先やきりの先な ど、 先と名の⑥ 
つく部分はたいていとがつています 


⑤ 


11が、サクラや モモな どの 葉も先が と 
がっていて、そこまで葉のすじがとおっています。 マッの 葉な⑤ 
どは、 針の ような 形をしています0 

葉は茎の横からでた芽がのびたものです が、 芽も先がとがっ④ 
ています。葉は細胞という小さなものが集まってできています 
が、 葉が長くのびるのは、芽の先のほうに細胞がふえていくか③ 
らです。 

ふつうの葉の先のほうがとがっているのはそのためです。 ② 
なお、ひとくちに 葉と いっても、 植物の種類に よってどうし 
て 葉の形がちがつている かということ になる と、 現在の学問で① 
は、まだうまく 説明が できません。 葉の形は さまざまで、 どの 





⑨ 


^1 



る 

ま 

©■ら 
ぶ⑨ 

こ 

④む 


る 






と少 
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触る形 

J くさ 

A どか 
V るさ 
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一 
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葉も先がとがつているとはかぎらず、 


f 


スの葉などはまるい形をしています。 


葉 i J って b 、 - r ' L ' だ ナ I ふつうの植物の葉は、太陽の光のエネルギーをもちいて、根から吸い 
のこる のは、 なぜでしょう あげた水と空気中からとった二酸化炭素とからでんぷんをつくるはたら 
か。 きをしています。 

ふつうの葉では、柄の先に、ひらたい葉身という部分がついていて、 
葉身の表皮の下には 葉緑体にみたされたやわらかい肉が あり、 でんぷんをつくるはたらきはここで 
— i てパます0 





脈 

葉 


葉のすじは、葉身の中にひろくゆきわたって いて、 葉の面 
が広く大きくなればな るほど、 まんべんなくゆきわたるもの 
ですが、スギのよぅに針のよぅな形をした葉では、まん中に 
一本あるだけです。 

クリ、 ケヤキ、サクラ、モクレン、ヤツデ、モミ ジなどの 




葉のすじは、網の目のようにひろがっていますが、ひとくち 
こ 網の目のようにといつても、 クリとモク レンではちがい ま 
すし、モミジはまたちがうというように、植物によってみ 
なそれぞれ特徴をもっています。 

また、ィネ、タケ、タコノキ、バシヨゥなどの葉のすじ 
は、ほぼ平行に走っていますが、これ も、 ィネとバショゥで 
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茎から葉にゆく維管束 

茎では木質部が靱皮部の内がわに 
あって，それがそのまま葉にうつ 
っていくので，葉では木質部が表 
がわに，鞠皮部が裏がわにある。 モクセイの葉朋^ 
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はまたすこしちがって 一 

います。ハコネシダや 

ィチョゥの葉のすじは 
二またに枝わかれしな 
がら先のほぅに走って 

いま^ V 。 

このょぅに、葉のす 
じの走りかたにはいろ 
わろの形があります 
が、役目はおなじで、 

葉肉がでんぷんをつく 

きに必要な水を供給する通路も、葉のすじなら、 
るとそこでできたでんぷんや糖分をほかのと ころ 
に移動させる通路も葉のすじです 。それと 同時に、 
葉の骨格としての役目もはたして います。 

茎ガしっかりしてい.るのは、維 W '' 束という複雑 
な組織が骨ぐるみになっているからですが、葉の 
すじは、この維管束が茎から葉にわかれてきたも 
ので、葉の柄や、葉の中心になっているすじは、 


維管束 


内 


，コルク1 
¢1 


靱皮部 
木^部 


M 


茎 






茎の中の維管束にまけないくらい強くできています。 

葉の皮や肉が くさっても、 すじだけのこることがあるのは、維管束が葉肉や表皮の細胞よりずっ 

とかたくて強いからです。 

パイナップルの皮は、なぜ ー パイナップルは熱帯 アメリカ 原産の植物で、一名アナナスと もよ ばれ、 
松かさのようになっている その果実が世界の各地にひろめられたのは、新大陸発見以後のことです 
のでしようか。 が、 これほど早く世界じゅうにゆきわたったくだものはありません。 

日本にも、江戸時代の弘化二年(一八四五年)にオランダの船がこれを 

もたらしました。 

はじめは、 m 丨ロッ パで も 王侯貴族 のく 
だもので、 温室で 育てられ、とても 庶民の 

ル ロには入りませんでしたが、ハヮイという 
プ楽天地を見つけてから は、 大量につくられ 
るようになりました。 

ナ パイナップルの生育には年平均気温一五 
。ヽ度ないし二〇度のところがむくので、日本 
では栽培適地がかぎられてきますが、鹿児 
島、 香 川、 徳 島、 高知な ど、 太平洋岸の暖 
かい地方で栽培されています。 
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パイナップルには多数の品種がありますが、高さはだいたい ーメー トル内外です〇葉は剣状で、 
短い幹の上に多数にむらがってつき、ふつう、ふちに鋭い銀の歯のような切れ こみがあります。 
、花は、うすい紫藍色または紫がかった紅色で、葉のむらがりのなかからのびて くる茎の 先に、^ 
せん形にならんでつきます。 

パイナップルの果実は、パインアップルの名がしめす ように、 松かさの ような 形をしていて、表 
面に、六角形の小さい小丘がらせん状にならんでいますが、それは皮ではなくて、小 丘は它の後身 
です。つまり、その一つ一つが一個の果実なのです。 

パイナップルは、その頂と基部から一本ないし数本の新しい茎がでてきます から、 繁殖させるの 
には、ふつう、この芽を切りとって植えつけますが、葉の間にできる芽もつかえます し、 実生でも 
ふやせます。 

実生は収獲までに数年を要するので、経済栽培にはむきませんが、品種の改良は主として交配に 
よっておこないます。 

わたしたちが食用にしている部分は、花軸、子蓆、把把、苞势の基部などが融合したもので、汁 
に富み、味は甘酸適度で、非常によい風味をもっています。ヵルシュ I ム分に富み、ビタミン AB 
C をふくみ' とくに C をたくさんふくんでいます。 

かんづめ 

むかしは、食用または缶詰にするさい、松かさ状の果実の小丘を とりのぞく のに苦労した もので 
すが、いまでは、まんなかの芯まで一度に とりのぞく 機械ができ、それにむ くように 品種 も 改良さ 
れたので、ハヮイの缶詰工場などでは、たった十五分間で、生果が缶詰になってしまいます。 


214 



もし、 だれかに「植物とはどんなものかご存じですか？」と聞かれた 
ら、怒る人がいるかもしれません。そんなことは、だれにでもわかりき 
っていることだと思っているからです。 

またもし、 「植物と動物とは どうちが っているので しょう か？」と 聞 
かれたら、これもまた、なんだ、 そんな ことくら いと 思う 人が多いで しょう0 

なるほど、植物と動物とのちがいは、高等なものの間では、はっきりしています。 

たとえば、サクラと ィヌ、 ヮカメとィヮシというようなくらベ方をしてみ ると、 だれにでも区別 
がつ くでしょう。 

まず、植物と動物とのちがいは、動物は自由に移動できるが、植物はおなじところに根をおろし 
て、 移動しないという人があるかもしれません。なるほど、わたしたちの目にふれるふつうの植物 
は、 移動しませんが、下等な植物のなかには、動物とおなじように泳ぎまわるものが あり、 下等な 
動物のなかには、きまったところにじっとくっついていて動かないものが あります。 ですから、こ 
れだけでは植物と動物とを区別することはできません。 

植物は、自分が生きていくために必要な養分を自分でつくることができますが、動物は養分を自 
分でつくることができず、できあがっている養分をとって食物としています。そして、植物の養分 
、が、 葉緑素のはたらきによってつくられていることは、だれでも知っているとおりです。 

そこで、 植物と動物との大きなちがいは植物には葉緑素が あり、 動物には葉緑素がない という こ 
とができます。 しかしそれなら ば、 葉緑素のないものはみな動物かとい うと、そうはいえず、 植物 
といわれているカビなどには、 葉緑素が ありません。 


バクテリアは、どぅして植 
物のなかまにいれるのでし 
ようか0 
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そこで生物を、いかにも植物らしいものからはじまって、動物だとわかりきったものまでならべ 
ようとしますと、 形やからだの構造がほんのわずかずつちがうだけで、しかも、たいそう複雑なこ 
とに気づきます。 

しかし、 たくさんの生物を、できるならば、 植物と動物とに区別しておいたほうが都合がよいの 
で、 これを わけようとしますと、 ただ一つの特徴では、植物と動物とをわけることはできません。 

それで、いろいろの特徴をえらんで、植物と動物とをわけるめやすにしています。 

その一つと して、 細胞をつつんでいる膜(細胞膜)がえらばれ、細胞膜をもつものを植物、もたな 
いものを動物とすることがとりあげられました。そして、バクテリアは細胞膜をもっているので、 
植物のなかまにいれられたわけです。 

こんなわけで、 バクテリアは ふつう植物のなかにいれられていますが、これよりまだ小さいリヶ 
ッチアとかビールスとかよばれているものは、生物に似た点もありますが、はたして生物かどうか 
もわかりません。 

これらは 無生物と生物の中間のもので あり、 生物は、無生物がこういうものを経て進化したもの 
だろうと もい われています。そして、 生物のはじ まりは、 植物とも動物と も、 区別のつかないもの 
で、これから、 しだいに植物と動物とは進化していったものでしょう。 

こう 考えて くると、 植物とはどんなものかという簡単に思われる問題 も、 じつはなかなかたいへ 
んな問題であるわけです。では、生物と無生物とはどのようにして区別するのでしょうか。 

植物と動物との間にはっきりした境界線をひく ことが むずかしい ように、この 問題も、たいへん 
むずかしい問題です。 それは、 「生命とは何ぞ や」ということから 解決していかなければ解けない、 
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大きな問題だからです 


〇 


ハスの花の咲くときに、「な 
ぜポンという音がするので 
ようか 0 


花暦で七月の花といえば、ヨーロッパでは スィレン、 日本では ハスの 

花です。 


N 


スの花は泥の 
中から咲いても美 
いので、清らかなものの代表と され、 仏さ 
まの身がわりだといぅ伝説もあるくらいで 
す。 仏さまの絵はハスの花の上にえがかれ、 
仏像は、ハスの花の上にほりつけられていま 
す。ハス茶は仏さまの功徳にあやかりたい人 
が喜ぶものですが、 これは、 開いた花の中に 
濃い茶をそそぎいれて、花の香を ぅつし、 そ 
れをべつに用意したお茶の中にすこしずつま 
ぜて飲むのです。 

さて、 ハスの花のポンという音です が、 ハ 
スで生活している人たちにたずねる と、 だれ 
聞いたことがないといいます。 

しかし、いっぱんの人のなかには、ツキミ 
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⑴ハスの開花一午前 5 時 


⑶ハスの！} R 花 一 午前 7 時 
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ソゥでさえ音をだすのだから、 ハスが 咲くとき 音を ださぬは 
ずは ないという 人が います。 三十 年くらい 前の ことです が、 

学渚の間でもこれが問題になりました。 

ある人は、「たしかにこの耳できいた」といい、ある人は夜 
「そんなことはない」といいはりました。「もし自分のいっ 
たことがちがっていたら坊主になってあやまる」という人も 
でてきて、東京上野の不忍の池で実験をしました。池のまわ 
りをかこんだ 学者たち は、マィクロホンをすえつけて、 夜 ど 
おしがんばりました。，明け方になって花は開きました が、 ポ 
ンという音はしませんでした。 昼 
この実験は、一回だけでなくて、その後何年にもわたって 
何回もおこなわれました。そして、このときの実験にょって 
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花の内がわの 温度が、 外がわよりずっと高いこと もわかりました 


なお、ペルシャ、インド、中国、 オー スト ラ リアな ど、 


スの花のたくさんある国々の本を調 V 


てみましたが、どこの国にも音の話はうわさにもないようです。ハスの花のボンという音よ、 日本 
人の心にだけ聞こえる音なのでしょう。 


花は、季節によつてちがう 
種類の花が咲きますが、な 
ぜでしようか0 


ろな条件が関係していますが 


ふつうの植物は生長して成熟すると、花をつけます。それまでの期間 
は、 植物の種類によってそれぞれちがいます が、 おなじ植物でも生育の 
条件によってかなりちがってきます。 

花の芽がそだつのに は、栄養、光、温度、 化学的し ザきなど、いろい 


日の日照時間はとくに大きな影響をおよぼします 


熱帯や亜熱帯以外の土地では、昼間の日照時間が季節によってちがい、日本では 春から夏にかけ 
ては日が 長く、 秋から冬にかけては日が短くな ります。 

植物の開花期は、この日照時間の長短と深い関係があり、一日の日照時間が 長いばあいに 花を開 
くものと、短いばあいに開花するものとがあります。いっぱんに、秋まきの植物は、翌年春から夏 
にかけての長日のもとで開花します。ダイ コン、 アブ ラナ、 ホウレン ソウ、ソラマメなどよこれこ 

属し、 作物の早生品種もたいていそぅです。 

これにたいして、短日のもとで開花するものは一年生植物や晚生種の作物に 多く、キク、コスモ 
ス 、ダイ ズ 、タバコな どはこれに 属します。もつとも、カタバミやハコべのよぅに、たいして 日照 

時間に影響されない植物もあります。 
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むかしは、花は季節を代表するものでしたが、いまでは花による季節感は非常にうすれました。 
それは、植物のこのような現象を利用して、いつでも花を咲かせることができるようになったから 
です。たとえば、キクの花を夏咲かせるのだったら、日光があたらないようにカバーをかけて日照 
時間を短くしてやればよいわけです。 

なお、花は種類によって、一日のうちの何時ころ咲くかだいたいきまっていますから、いろいろ 
な花を栽培して、花時計をつくることもできます。開花は日光と深い関係をもっていますから、夕 
ンポポは日が照っていると花を開いていますが、曇るとしぼんできます。 

花が美しい色をしているのは、それぞれの花びらの中に、そのような 
色をだす色素がふくまれているからです。 

花の色素は、大きくわけると二つの系統にわかれます。 

一つは、アン トシ アンという色素で、他の一つは、 カロ チノィドとい 

う色素です。 

アントシアンは、赤、！ E 、 紫などの花の色素で、 ヤ グルマ ソゥ、 エ ゾギク、サルビア、ダリア、 
アサ ガオ、 チュ* ~リップ、ヒアシンス、スゥィートピー、アネモネ、カーネーション、グラジオラ 
ス 、シネラリア、ヒガ ンバナ 、バラ、ヒナゲシ、カンナ、ツバキ、ジキタリスなどは、アントシア 

ン系の色素をもっています。 

おなじなかまの色素で赤、 青、 紫などといろいろあるのは、アントシアンが酸性の液の中では赤 
くなり、アルカリ性や中性にたいしては青や紫になるためです。アントシアンによってでる花びら 


花には、どぅしていろいろ 
ちがった色のものがあるの 
でしょぅか。 
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の色は、まじりけのない紅や青や紫のほかに、これらの中間のいろいろの色がありますので、たい 
そう変化に富んでいます。 

また、 カロ チノイドは黄色やダイダイ色などの花の色素で、タンポポ 、ヒ マヮリ、キンポゥゲ、 
キュゥリなどの黄色い花には、 カロ チノイド系の色素がふくまれていますが、赤い色をださせる力 
ロ チノイドもあります。 

花の色素には、このほかにもいろいろあり、くわしい研究も進んでいますが、それでは、ダリア 
にはどうしてアントシアンがあって、タンボポには カロチノ イドがあるのかというような問題にな 
ると、 いまの学問では、まだう まく 答えられません。 

なお、花には白い花があります。これは白い色素があるために白く見えるわけでは なく、 細胞と 
細胞との間に空気がふくまれているためです。花びらの細胞にほかの色素がふくまれていないの 
で、空気があると、空気の層が光を反射するので、花は白く見えます。 

もし、 その花の種子の血すじが純粋であれば、その種子からでてくる 
植物、つまり子の代の花も親とおなじ色のはずですから、ちがった色の 
花が咲くことについては、二つのばあいが考えられます。 

第一は、その種子ができる とき、 ちがった色の花の花粉によってかけ 
あわされているばあいで、第二は、その種子ができるときには、ほかの 
花との間にかけあわせがなかった としても、 その前の代にちがった花との間にかけあわせがあった 
ばあいです。 


花の種子はおなじ色のもの 
をまいて も、 ちがつた色の 
花が咲くのはどぅしてでし 
ようか。 
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親の形や性質(花の色もその一つです)が子につたわるのには、きまった法則が あります。 

たとえば、 エン ドウの 花には赤い色の ものと 白い色の ものとがあります が、この二つをかけあわ 
せて つくった 種子を、つぎの年に まきます と、 はえてきた 子(一代目)のエン ドウは、 それが何本あ 
っても、 花はぜんぶ赤い色で白い ものは 一つ もでてきません。 

ですから、このばあい、 あなたがもし赤い色の花の ほうから 種子をとった とすれば、 母親の花の 
色とおなじ色の花が咲いたのです から、すこしも ふしぎだとは思わないで しょう。 

ところが、 白い花の ほうから 種子を とったときには、 母親とは まったくち がった赤い色の花か咲 
、たのです から、 ふしぎに思うわけです。このばあいには、第一代目(子〕にもう親とはちがった 
色の花が咲いた ことになります。 

つぎに、 この赤い花の咲いた第一代(子)のニン ドウから、 それぞれ自分の花粉がついてできた 
種子をとって、 つぎの 年に まきます と、 第二代目(はじめの親から いうと 孫の代)の ユン ドウができる 
わナ e すが、 この孫のエンドウをたくさんつくって花の色を調べて みます と、 赤い色の花と白 L 色 
の花ヒが まじって おり、 その 割合は、だいたい赤い色の株が全体の四分の三、白い色の株が四分の 
一で、 赤と白とは三対 一となります。 

そして、この 赤い花の株のなかの三分の 一と、 白い花の 株は、 その後、自分の花の花粉をつけて 
、，けば、 代々 すこしも その色を変えないでつづいて いきます が、赤い花の株の残り(三分の二)は、 
いまお 話したのとおなじ割合で、再び赤い色の株と白い色の株とをつぎつぎに 生じていきます。 

親の形や性質が遺伝するのには、このょうな法則があるので、わたしたちは、おなじ0からとっ 
ヒ它の種子をまいても、ちがう色の花が咲くばあいにぶつかるのです。 
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花暦の花は、何と何でしよ 
うか。 


花暦は一年をいくつかに区分して、それぞれの区分でどんな花が咲 


かを記録したものです が、 むかしの花暦は一種の歳事 記で、 一月から十 
二月までを月別に して、 気象占の ようなことや、 園芸 や 農事に関する 

ことを記したものでした。 

、み^ 

たとえば、いつが忌日 だと か、 どちらの 方角から風が吹けば霜害が急におこるな どと いう こと、 
どんな花が咲く とか、 何を移植す ると か、何の種子を まくと かいうような ことが 書いて あり、 文芸 
や農業のうえに利用されていました。 

医学上の花暦は、花粉のでる時期を表示したもので、日本ではそれほど必要ではありませんが、 
外国には小区域 ごとに つくられた完全なものがあります。これは、花粉 熱 患者の 病気のもとになる 
植物を発見するためのものです。 

近ごろでは、気象学者が、あるきまった植物について、発芽、開花、満開、新緑、成熟、紅葉、 
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サクラ 
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落葉などの時期を調べて、気候のめやすに利用していますが、これなどは、花暦を科学的に利用し 
たものといえ ましよう。 

こんなわけで、花暦には、古今東西にわたっていろいろなものができていますが、ここに、それ 
ぞれの月の名を表示する花暦の一例をあげてみました。 

わたしたちの食べるバナナには種子がありません が、 それは人工的に 
淘汰されてそのようになったもので、もとは種子がありました。そのし 
ようこには、いまも種子のあとがのこっています。 

バナナの種類は百数十種あり、そのなかには種子のあるバナナもあれ 

ば、 赤いバナナもあります。 

よく「木で黄色く熟したバナナをもいで食べたらどんなにかおいしいだろうね」などと話してい 
る人がいますが、わたしたちが食べるバナナは、緑色のうちにとりいれて、倉庫の中で熟させて黄 
色くしたものです。木にそのままおいたばあいには、ふつうあのような美しい色にはなりません。 

バナナの木というけれども、それはむしろ草ともいうべきもので、幹のようにみえるものは、葉 
の柄がまるくだきあったものです。ほんとうの茎はみじかくて、小さく、花が咲くときにはじめて 
のびて、上のほうにでてきます。 

花が咲いて実がなると、おなじところにふたたび花の咲くことはなく、それで一生は終わったよ 
うなものですが、枯れてしまうことはありません。茎の根もとから芽がでてのび、つぎの実がなり 
ます。それで、バナナの木をふやすには、茎からでた芽や古い株をわけて植え、新しい苗をそだて 


バナナには種子がありませ 
んが 、どぅやつ てふやすの 
でしょぅか。 
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バラには四季咲きのものが 
あ y ますが、なぜ一年じゆ 
う咲く のでし ようか。 


花にはそれぞれ咲く季節があります。それで古くから花磨がつくられ 


てハます 


〇 


花暦は一年をいくつかに区分し、各区分でどのような花が咲くかを記 

録したものですから、多くの人によっていろいろのものがつくられてい 
ます。まえにのベたように、日本でいえば、一月はフクジュ ソウ、 二月 ウメ、 三月サクラ、四月 フ 
ジ、五月ボタン、六月ハナショウブ、七月ハス、八月 ユリ、 九月フ ヨウ、 十月キク、十一月ツバ 
キ、十二月はスィセンになっています。キクが十月を代表する花とされているのは、キクは日の短 
い季節がこないと咲かない植物で、十月から十一月にかけて開花するのがふつうだからです。 

しかし、いまでは年じゅうキクの花を見ることができます。それには、キクに適当な光をあてて、 
いわば、キクをだまして、花芽をつけさせればよいのですが、いまでは品種の改良にも成功したの 
で、 春咲く寒菊、初夏の夏菊な ど、 むかしからあった品種をくわえる と、 キクをだますような手段 
によらなくても、年じゅうキクの花が見られるようになりました。 

バラは、 ヨーロ ッパの花暦では十一月に配されています。 

ヨーロッパでのバラの栽培は非常に古く、紀元前二千年代から植えられていたといわれるだけあ 
って、現在までに知られた園芸品種の数も、一万五千種をこえています◦花が咲くのは、一季咲き 
は春から夏のはじめに一回だけ、二季咲きは五、六月と十、十一月ごろ、四季咲きはふだんにつぼ 
みをもちますが、良花を開くのは、やはり、春と秋の二季です。バラが花朁の十一月に配されたの 
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も、秋にはひときわめだって美しいむらでしょう。 

ところで、バラにはつるバラと#!^、ハラが あり、 四季咲きのバラは、ほとんど叢生バラです。 

つるバラには四季咲きの性質が強くあらわれませんから、つるバラはほとんど一季咲きです。 
現在の栽培 バラは、 種々の種類のバラを組み合わせてつくった複雑な雑種ですが、バラの原種は 
百二十五種くらいで、そのうち、いまのバラにもっとも関係の深い原種は八種だとされています0 
そのなかには、はじめから四季咲きの性質をもっていたものがあり、年じゅう花をつけるところ 
から、中国では月季花とよびました。春から秋まで咲きつづける性質は、一季咲きにくらべると大 
きな長所ですから、栽培家はこれを固定しました。 

また、 一季咲きのものについては、交配に よって、 これを四季咲きに品種の改良をしました。 
今日の四季咲きの バラは、こうして できたものです。 なお、 毎年新しい品種が つくられて L ます 
が、 四季咲きのバラ も、 木がつる性化する と、 その性質が ずっと弱くなります。 

ヒカリ ゴケ は、 どうして光 ヒカリ ゴヶ は、 植物学のうえでは蘚類とよばれる植物のなかまです。 
るのでしよう か。 ふつうに見られるスギゴヶな ども、 このなかまです。 

蘚類とならんで、これに近いものに苔類というのがあります。ゼニゴ 
ヶなどはこのなかまです。ふつう蘚類と苔類とをあわせて、蘚苔類とよんでいますが、羊歯類や花 
の咲く植物にくらべる と、 からだのできかたが、ずっとかんたんにできています。 

ヒカリ ゴヶ は、 十八世紀の終わり ごろ、 ィギリスとドィッではじめて発見され、つづいてョー ロ 
ッパの各也や北アメリカにもあることが明らかにされました。 
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日本で 丈、一九一〇年に長野県の岩村田というところのほら穴ではじめて発見されました。その 
後、 長野県の各地でもつぎつぎに発見され、いまでは近徽地方をいちばん南のは しとして、 北日本 
に広くひろがっていることがわかっています。ところによって、天然記念物に指定しているところ 
もあります。 

ヒカリ ゴケ太、分類学のうえでは一科一属一種(ヒカリ ゴヶ科 ヒカリ U , ヶ属 ヒカリ ゴヶ) という特別 

なもので、北半球の北部に広くひろがっていながら、変種もなければ、ごく近い親類のものもない 
という変わったものです。 

そして、 もうこれ以上は進化するはたらきのない、いわば前の時代からの遺物とでもいったらよ 
、と S われるようなものです。それで、生育しているところも、山つづきのほら穴の中の土の上や 
砂の上のようなところで、日光や雨風が直接あたるようなところには生きていけません。 

また、あまり 暗い ところ や、かわいた ところ や、温度の高い ところ も だめで、 ヒカリゴヶが十分 
こ 生きていくには、 弱い光と たくさんのしめり 気と低い温度とが必要です。 

光の強さは、日光の直射の五〇分の一から二〇〇分の 一くらいがいちばんよく、しめり気は湿度 
が L 〇パーセントから一〇〇パーセントくらいのときがもっともよいのです。 

また温度は、摂氏の一六度から二五度がいちばんよく、これより高い温度には、たいそう弱いの 
です。 氐い温度にはわりあいに 強く、 零下二〇度くらいまでは耐えられます。 

このように、ヒカリゴヶが生きていくためにはむずかしい条件があるので、まえにお話ししたよ 
うな地方と場所にしかひろがっていないのです。 

それですから、ヒカリ ゴヶの名前は聞いて いても、 実際に光って いるところを 見た 人は、 思いの 
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« 


ほかに少ないでしょう。しかし、何はともあれ、ほら穴の中でコケが光るというのはおもしろいこ 
とです0 

ほら穴の入口に立って奥をのぞきますと、ヒカリゴケのあるところでは、ほら穴の床土が緑をお 
びた黄金色に光って見えます。 

しかし、自分の立っている位置をいろいろにかえてみます と、 光って見えるときと、そうでないと 
きがあります。さしこんでくる外の光を背中にうけるような位置から見たときがいちばんよく光っ 
て見えます。もし、ほら穴の入口をふさいで外からの光がすこしも入ってこないようにしますと、 
何も見えなくなります。 つまり、ヒカリ ゴケは自分から光をだすのではなく、外からの光をうけ 
て、その光をはねかえしているにすぎません。ちょうど、月が太陽の光をうけて、はじめてかがや 
いて見えるのとおなじ理くつです。それでは、 ヒカリゴケは、 からだのどの部分で、どんなしかけ 
で光をはねかえしているのでしょうか。 

ヒカリコケのからたは、鳥の羽のような形をした部分(高さがおよそ八ミリくらいの小さなもので本 
体とよばれる)と綿毛のような部分(本体よりもっと 小さく、 糸状体とよばれる)とからできています。 
本体の中には、長い柄をもった丸い袋をつけたものも見いだされます。この袋の中には胞子がはい 
っています。それで、このふくろを胞子囊といいます。 

胞子は、熟して地に落ちると芽をだして、まず糸状体になります。ついで、糸状体の上に芽がで 
きて、これがそのままのびると、本体になります。 

本体には雄株と雌株とがあって、胞子囊は雌株の上にできてきます。 ヒカリ ゴケ は、 毎年 このよ 
うなことをくりかえしているのです。そして、 ヒカリ ゴケの光を丈ねかえすしくみは、糸状体にあ 
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って、本体や胞子囊は光りません。光って見えるのは糸状体だけです。 

多くの蘚類では、本体が十分のびるころには、糸状体はなくなってしまいます が、 ヒカリ ゴヶの 
i ; ル状体は年じゅう発育しています。糸状体を顕微鏡で見ます と、 球形をした細胞がじゅずのように 
ならび、その細胞の上面はレンズのようになっています。したがって、外からきた光が細胞の中に 
はいると き、 屈折して細胞の底にあつまるようになっています。細胞の底には葉緑体がいくつかた 
まっていて、ここに、たくさんの光がそそがれるようなしくみになっています。 

この 光で、 葉緑体は、二酸化炭素と根から吸いあげた 水と からブドゥ糖をつくるのです。この光 
はさらに 細胞内を反射して まわって、その あげく、 また、もときた ほうへでて いきます。 このでて 
各 C た 光を、わたしたちは、ちょうどヒカリ ゴヶが自分で だした 光のように感ずるのです。 また、ヒ 
カリゴヶの 光が緑色を おびて 見える のは、 葉緑体が関係するからで す。 

ヒ ガンバ ナには毒があると ヒガンバナは 、田のあぜ、 土手など陽あたりのよい草地のなかに群生 
いいます が、 ほんとうでし する多年生の草で、毎年秋の彼！ t のころに赤い花をつけます。それでヒ 
—う3 ガンバナというのですが、別の名をマンジ ュシャゲ、 テンガィバナ 、サ 

ンマィバナなどともよびます。 

寺の境内や墓場などにはえているのを見る と、 一種の妖気をただよわしているので、シビトバナ 
とかユゥ レィバナ とよぶ地方 もあります。 しかし、新しい時代とともに人々の花にたいする趣味も 
かわってきたので、このごろでは九月の花として、ハギとともに、新しい花暦にかぞえられ るよう 
になり ました。 
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花びらは六片で強くそりかえり、めしべとおしべが長く花びらの外につきだしています。花は咲 
いても、 ふつう、実はみ のりません。 ただし、原産地の揚子江沿岸の岩石地にはえているものには 
種子ができるといいます。花が終わると線状の緑色の葉が地上にのびだし、そのまま冬をこします 
が、葉は翌春三月ころには枯れてしまい、地上には何も見えなくなってしまいます。 

それがまた秋になる と、 中空の花茎をだして花をつけるのは、地下にスイセンに似た球形の1茎 
がのこっているからです。鱗茎にはリコリンその他のアルヵロイドがあるので有毒です。ヒガンバ 
ナが毒だといわれ、地方によってはシタマガリなどともよばれているのは、そのためです。 

リコリンには痰をのぞき、せきをしずめるはたらきがあるので、とりだして薬用にします が、ま 
た、 ときには鮮茎をよく水洗いして有毒成分をとりのぞき、あとにのこるでんぷんを食用や糊料に 
します。 

ヒマヮリ は、 北アメリヵ原産の植物で、はやくから世界じゅうにひろ 
まり、 いたるところで栽培されています。 

日本では、ヒマヮリ、ヒグルマ、ニチリンソウ、ヒュウガアオイなど 

とよび、 中国では向日葵とよんでいますが、西洋でもサン フラヮ ー など 
とよび、 学名も日輪の花という意味の名になっています。 

中国の本には、「向日葵は太陽にしたがって回転する、もし日が東に昇れば花は東に向かい、日 
が天に中すれば花はただちに上に向かい、日が西に沈めば花は西に向かう」 とあり、 西洋の本に も、 
おなじようなことが書いてあります。 


ヒマワリの 花は、 なぜ太陽 
についてまわるのでし ょぅ 
か。 
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ヒマヮリの花は巨大で、いかにも強そう で、 明るく黄色にかがやいています。キクのなかまです 
から、 まんなかに筒状花が あり、 まわりに舌状花がついています が、 まんなかの大きな黄色い花盤 
を太陽の面と すると、 そのまわりに射出している舌状花は、太陽から出ている光線になぞらえるこ 
とがで き、 ちょうど 幼児の描いた太陽の絵にそっくりです。 

ところで、ヒマヮリの花は、 はたして 日に むかってまわって いるのでしょうか。 

これは、ヒマヮリの 花をよく観察すれば解決で きる 問題です から、 ぜひ実際に調べてみたい もの 

です。 

それには、まだつぼみのできな 
い前の茎の頭はどうか、つぼみが 
できてからはどう か、 花が咲いて 
からはどうかの三段階にわけて観 
察するとおもしろ いでし ょう。 

ある観察者は、ひと夏かかって 
調べた結果を、 r ヒマヮリの花は 
太陽についてまわらなかった が、 

つぼみが開く前までは、先端から 
五、 六センチまでの葉や茎はいつ 
も太陽のあとを追って運動した」 

と 報告しています。 
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•暴 










ヒマワリの茎の横;斫面 


いっぱんに、花は太陽のほうにむかって咲くものではあり 
ますが、ヒマヮリの開いた花は、故牧野博士もいったように、 
「日廻り日に廻らず」です。 

ヒマ ヮリの 花が太陽にむかって まわる といわれた のは、 花 
が横向きに咲くためでしょう が、 日について まわる かどうか 
は、ヒマ ヮリの 花がいくつも咲いて いるところを 観察しても 

わかります。 

太陽はどうみても一つしかないのに、咲いている ヒマ ヮリ 
の花は、それぞれ思い思いの方向にむいています。 


ひり上 


肥料はくだものや野菜をそ 
だてるのに必要なものでし 
ょうが、くだものや野菜は 
どうしてきたない肥料が好 
きなのでしょうか。 


げんそ 


植物のからだをつくっている fx > 素はたくさんあります が、 植物の生活 
になくてはならないものだけでも、酸素、水素、炭素、良素、*1-黄、 

燐、カリウム、カルシュウム、マグネシュウム、铁、マンガン、硼素、 


亜鉛、銅、モリブデンなどがあります。 

植物は、これらの必要な元素を空気、水、土の中からとるのですが、 
炭素、酸素、水素のほかは、ほとんど土の中からとらなければ なりませ 
ん。それらの元素は土の中にふくまれていて、それが水にすこしずつとけて、植物の根から吸収さ 
れますが、天然に生長している植物では、人間が ^ IJ り とらなければ、そのまま祜れ、土に まじって 


くさり、 


ふくまれている養分は、つぎに育ってくる植物に吸仅されます0 
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ですから、土の中の養分は、あとからしぜんにおぎなわれるので、人間が手をかけてやらなくて 
もよいのです が、 庭や畑の作物は、はえていた場所に枯れるまであることはなく、人がよそへ運ん 
でしまうために、たりない養分をおぎなってやらなければなりません。 

そのもっともおもなものは、窒素と燐とヵリゥムです。 

空気中の窒素は、雨水や地中の細菌によっても土の中にためられますが、動物や植物が死んでく 
さってもできます。動物の大小便のくさったもののなかには、ことに多量の窒素分がふくまれてい 
るのです。 

わたしたちは、 肥料をきたない ものだと 思いがちですが、植物は動物の死骸や大小便を、人間が 
ベる ように、 直接食べるのとはちがいます。大小便を生の まま あたえてよいばあいは一つもな 
く、 かならず腐 熟させ、 うすめて使わなければ なりません。 

肥料は根にあたえるというよりも、土をこやすためにほどこすといってもよく、畑をたがやすこ 
とも、また、水をやることさえ も、 肥料をあたえるための仕事だといってもよいでしょう。 

ビヮの木を家のまわりに植ー ビヮは、中国から日本に渡ってきた植物で、日本では千葉県より西の 
える と、 どうして病人がで 暖かい地方にはどこにでもあります。果実も、以前は小さいものでした 
のでしょう か。 が、いまでは改良された品種もでき、一つで一五〇 グラム も あるよう な、 

大きなものがとれるようになりました。果実には糖分とリンゴ酸をふく 
んでいます。 

むかしから、ビヮの木を家のまわりに植えると病人がでるとか、ィチジクの木を植えると家がつ 
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ぶれる とか、 ヤナギの木をどうすればどうなるとか、しろしろのことガしわれてします 

もちろん、これらは科学的には理由のないことばかりです。ビヮがきらわれるのは、むかし、法 
師が1 比1 a という楽器を弾じて琵琶歌をうたうのを「琵琶をうなる」といった ことから、 琵琶とビヮ 
がおなじ音なので、「ビヮの木を植える と、 病人ができてうなりだす」 と、 こじつけたものだろう 
といわれています。 

あるとき、 縁日で「不吉な木の番付」 という 本を売っていたので、買って 見ましたら、 ビ ヮとイ 
チジクは東西の両横綱でした。 

このように、 ビヮを植えると病人ができるというのは迷信で、 ビヮ になんの罪もありません が、 
ただし かし、よくしげる 木をせまい庭にたくさん植えることは、陽あたりや風とおしをさまたげま 
すから、 あまり感心したことではありません。 

ビヮの木は大きくのびる木で、しかも一年 じゅう 葉がしげっていますから、植える ときには、こ 
の点に気をつけて植えたほうがよ いでしょう。 

庭にイチジタの木のある家は栄えないということを聞いた 人が、 はじめて自分の家の庭にイチジ 
クの あることに気がつき、道理で自分には財産ができないの だと、 それからはたえずイチジタのこ 
とを気にしていました が、 やがて思いきってその木を伐ってしまいました。しかし、やはり金持ち 
にはなれませんでした。 

ところが、こんどは、イチジクの木を伐ったので、イチジタがたたっているのだと、そればかり 
気にするようになってしまいました。 

ものごとというものは、考えかた一つで、よくもわるくもとれるものです。 
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フキノ トウは、 なぜにがい I フキは、わが国特産の山菜で、しめったところに自生します。地上に 
のでしょうか。 長くでるのは葉で、茎は地中にあって短く、その茎から細い根茎をだし 

てふえていきます。それで、一株植えておけば、数年後には広くひろが 

わたしたちが食べるのは葉の長い柄で、ゆでてあくを ぬき、 煮て食べます が、 ぬか漬や塩漬にも 
し、 砂糖潰にして菓子にもします。長大なことで有名な秋田フキは、葉が日傘の代用になるほど 
で、 日本の草のなかではもっとも大きいものです が、 味は にがく、また、 かたいた めに、 そのまま 
では食用にむきません。それで菓子にします。 

フキ ノト ウはフキの花穂で、葉にさきだって、春早く冬の土をやぶってでてきます。 うろこ 状の 
荀につつまれて おり、 つぼみがまだ開かぬうちにとって食べます。でんがく、あえ物、精進揚など 
こし、 料里のつまにもします。 

また、 せき止めや胃の薬としてもきくといわれています。土をやぶってでてくる前に踏みつける 
と、 よいのがでるといわれているので、異名を 「しゆうと め」とよびます。これは「麦と姑は踏 
むがよい」 という ことの 「しゆうと め」からきたもので、フキノトウの老いたのをフキの しゆうと 
めとよぶ人もいます。 

フキノトウが、好事家に BT はれる のは、 その特有の風味で、一種の芳香とにが味をもって おり、 
"ほろにがき恋の味なり蕗の苔"(杉田久女)などとうたわれています。 

フキノトウが香気とにが味を発する のは、 一種の精油をふくんでいるからです が、 残念なことに 
は、 その成分はまだ明らかにされていません。 
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フキノトウは、かつては早春の山菜でしたが、いまでは温室で栽培されたものが、季節はずれの 
冬のさいちゅうに 、 If 国の宿の食膳に供されたりします。 

これでは、季節の風味を味わうべくもありませんが、野にあるフキノトウはいまも早春に煎えだ 
し、つみとる人がなければ、やがて花を開きます。花は白く、雄花と雌花とにわかれていて、花の 
形はキクに似ています。フキはキク科の植物です。 

フクジュソウは、どうして 正月といえば寒いときなので、草は枯れ、木は葉を落として、じっと 
正月に咲くのでしようか。 春のくるのを待っているのがふつうです。しかし、一月に咲く花もない 

ではなく、パンジ I 、ビオラ、寒菊、ユキヮリソウ、寒咲きアヤメ、二 
ホンズィセンなどは戸外で花をつけます。 

フクジュンウもその一つで、寒さのきびしい真冬に花をつけま 
す。「福寿草」の名がつけられているように、むかしからえんぎ 
ウのよい植物とされ、お正月の床飾りにされています。ガンジッソ 
、ュウ(元日草)とよばれるのも、そのためでしょう。 

ジ フクジュソウは、自然のままでは二月か三月咲くものですが、 

フこれを正月咲かせるのには、十月ころ株の手入れをして、十一月 
の終わりから十二月のはじめころ、根株を掘りおこして、むろや 

フレ ー ムにいれ、温かくしてやります。 

こうすると、十二月の末ころには芽がふくらんできて、花を開 
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きはじめます0 

花は、毎朝開いて、夜になると閉じ、色はあざやかな黄金色ですが、赤い花のフクジュソゥもあ 
ま^» 

福寿草のなかまを、学名ではアドニスといいますが、それにはこんな話があります C 
むかしアドニスという少年が いて、 美の女神の ヴィー ナスにたいそうかわいがられていました。 
ある 日、 アドニスは山に イノ シシ退治にゆきました。いったんは槍でうまく刺したのですが、死に 
ものぐるいの イノ シシに牙でつかれてしまいました。 

悲鳴を聞いてヴィーナスがかけつけたときには、アドニスは血に染まって、最期をとげていまし 
た。ヴィーナスは、悲しさのあまり、ハラハラと淚を流しました。すると、その涙が血潮にかか 
り、そこにアドニスの花が咲きました。 

こんなわけで、日本では福寿草をめでたい花としているのに、西洋ではアドニスを悲しみの花と 
し、花言葉を「悲しい思い出」としています。 

また、アイヌは福寿草をクノンとよびますが、それにも悲しい物語が伝えられています。しか 
し、このかれんな草にはアドニンがたくさんふくまれているので、根は強心剤に用いられます。 

フジの 実は、 食べられるで フジは、花が咲いたあとで、ナタマメのような形の、毛のたくさんは 
しようか。 えている実をむすびます。さやがとてもかたくて、強く、ちょっとやそ 

っとでは、われません。熟すと、はじけて中にある種を一〇メートルも 
とばしますが、そのときの力は、それとおなじ厚さの鋼鉄の板に相当するといいます。 
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種子は、炒れば食べられますが、すこしおなかがゆるみます。 

なお、フジの若葉はあくが強いが、ゆでて十分あくだしをし、水にひたせば、ひたしもの、あえ 
もの、煮つけなどにして食べられます。花もゆでて和えものにします。むかしの人は、万一のとき 
の用意に、花を塩湯にひたして、乾してとっておきました。 

參 

植物や動物にはずいぶん変わった名をもったものがあります。ブタノ 
マンジュゥなども、その一つでしょう。 

シクラメンという花をごぞんじでしょうか?. 

シクラメンは花を見るために栽培されている植物で、ふつうは春、葉 
の間から、花のつく長い茎がでて、その頂に一つずつ花が咲きますが、 
冬咲きのものもあるので、夏ばかりでなく、冬でもよく見かけます。 

もとは西南アジアの山地にはえていた草で、そのころは花も貧弱でしたが、三百年くらい前から 
栽培されるようになり、ィギリスやドィッで改良されて、美しい花をつけるようになりました。そ 
して、温室の発達につれて、多くの品種が生まれ、花の色も白、紅、肉紅、紫紅などいろいろのも 
のができ、八重咲きのものや、花びらのふちのちぢれたものなどもあります。 

日本にはいってきたのは明治の中ごろのことで、いまから八十年くらい前に、新宿御紀ではじめ 
て花を開きましたが、いっぱんの人の目につくようになったのは、それから十数年たってからのこ 
とです。 

花は下向きに開き、花びらは五つにさけていますが、満開のときには、それが上にそりかえって 


ブタノマンジユウというの 
は木の名前だということで 
すが、ほんとうにそんな木 
があるので しょうか。 
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ちょうど、 かがり火の ような 形に見えるので、そのころの人は、 カガリビバナと名 づけました0 夏 
の終わりころに種子をまいて、フレームや温室で保護す ると 芽を だし、 翌々年の春から花をつける 
ようになりますが、地下にできる、ひらべったい球のようなイモをわけて植えてもふえます。 

コー カサスやシリヤで は、 このィモを水の中に投けこんで魚を捕えるそうですが、 ョーロ ッパで 
はこれをブタの餌にしたので、シクラメンの英名を sow cr read といい、それを日本語に 訳して、 
ブタノマンジュウというのです。 

では、ついでに、いろいろと変わった名をすこしあげてみますが、このうちのどれを植物だとお 

由 心いで しょうか。 

イチ ベイ、イランイラン、ウ ナギ ツカ ミ、 オケ ラ、 オタフク ギボ ウシ、 オニ フスべ、 オハギ 、力 
ザグル マ、 カザン ジマ、カニノツメ、カニノメ、ガマ、 ギシギシ 、キソチドリ、 キ ツネノテブク 
口、 キ ツネノマゴ、 キン ミズヒキ、コラ、 サル ノコ シカ ケ、ジャノヒゲ、スズメ ノカタビラ、 夕 
カノツメ、タニワタリタマ ガワ ホ トトギ ス、タマノカン ザシ 、チョ ウジ ュウ ロウ、 チリメンキ 
ンチャ ク、ネコジャラシ、 ハエジゴ ク、 ハク サン チドリ、 フト モモ、ボウフウ、ホ クロ、 ホ トト 
キス マツダケ ノオパ サン、 ミ、 ス チドリ、 ミ、 ス トンボ、ミネノ マツ カゼ、ムレスズメ、 ヤ マホ ト 
トギ ス 、リュウノヒゲ 

ところで、 これがみんな植物の名なのです。 

このように植物にはずいぶん変わった名のものがありますが、動物に もこれ に対応す るよう な変 
わった名がたくさんあり、なかには植物にも動物にもつうずる名もあります。雨降りの日な ど、 異 
名 珍 名の 番付を つくり、一つ一つについて調べるとたいくつしません。 
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•へチマ水が、 どうして 化粧 
水になるのでし ようか。 


むかしから、へチマ 
の水のことを美人水と 


〇 


へチマ 


いつています 

の水を化粧に使うと肌を豊潤にするというところ 

から、そのようにいわれるのです が、 このごろで 
は、へチマから水をとって、それを化粧に使うよ 
うな人はいないで しよう。 


それは、 


チマの水がどこででも入手できるも 



実 

の 

マ 

チ 


のではないということにもよるで しょうが、 へチ 
マを栽培している農家の人々 でも、 店頭にならん 
でいる美しい容器の高価な化粧品をつかうからで 

す。化粧品は高価でないと売れないといいますが、それは高価な化粧品を使うほど美人になれるよ 
うな気がするのが人情というものですから、へチマの水のように、へチマの茎を切っておきさえす 
れ.ば、ひとりでにでてくるような安直なものでは承知できません。 

へチマ水をとるのには、つるを切って、その先端を瓶の中にさしこんでおきます。そうすると、 
地中から吸いあげられた水が落ちて、一昼夜にビールびん一本くらいたまります。 

俗に仲秋の名月の夜にとった水は、とくに効果があるといわれていますが、 これは、 このころが 
もっとも成長のさかんな時期で、水の取れる量もいちばん多くなるからでしょう。 

とったばかりのへチマの水は、ねばり気があり、すこし青くさいが、洗濯に使うとせっけん水の 
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代甩こなります。皮膚にぬれば、あせもをなおし、ひびや火傷にもきくといいますし、白砂糖をく 
わえて飲むと、酒の酔いをさますともいわれています。また、せき止め、利尿の薬として、むかし 
から有名で、〃 痰一斗糸瓜の水も間に合わず"の句もあります。 

しかし、 へチマの水を分析して みると、 それほどめだった有効成分は なく、 したがって、どれほ 
どの薬効があるのかも疑わしいのですが、皮膚のきめをこまかに し、 顔色をよくするのは、おそら 

くはそのなかにふくまれているビタミン C などの効果による 
ものでしょう0 

われわれの祖先は、ビタミンのことは知らなかったのです 
が、 長い経験に よって、へ チマの水の効果を知ったので しょ 
うが、こういう 点から いえば、キュゥリの 果実をすりつぶし 
てし ぼった汁に も、おなじような 効果が あります。 

また、レモンをつぶした汁などは、もっとずっとよい化粧 

料になります。 

へチマやブドゥの巻きひげ一 ふつうの木や草は地上に直立していますが、細長い茎をもった植物は 
は、 なぜ巻きつくのでしよ 一直立することができませんから、地上をはったり、ほかの物にまきつい 
うか i 一て、 自分のからだを安定させます。 

| つる植物は、自然界ではほかの植物にとりついて、その植物をおおつ 
てし まパます から、 農乍物や森林に大きな害をあたえます が、 その反面、つるはいろいろのことに 


へち全の水の -^ R 



水る 

のけ 

マよ 

チを 
へ水 



④レ 

るチ 
のび P 

マル 

ブーの 

へヒめ 

①③た 
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利用されます。たとえば、トウはトウ細工として椅子、テ ー) フル、バスケットなどに重用され、ブ 
ドウのつるは杖、洋傘の柄、アケビのつるはバスケットや土瓶のつるなどにします。 

これらの植物のつるや卷きひげは、葉や茎から変わったもので、インゲンマメ、アサガオ、ヤマ 
ノイモ などのつるは 茎です が、ブ ドウ、 キ ユウリ 、へチマ、カボチャ、ツタなどの巻きひげは枝、 
スイ ート ピーは 葉身、エンドウは小葉の一 部、 サルト リイ バラは托葉の変化したものです。 また、 
センニンソウやテッセンの巻きひげは葉柄です。 

つるの 巻き かたは、インゲンマメ、アサガオ、ヒルガオ、クズ、アケビなどは左巻き、ヤマノイ 
モ 、カナムダラ、 スイカズ ラ、 へクソカズ ラ、 クズなどは右巻きで、 植物に よってほぼきまってい 
ますが、カボ チャ、 へチマ、キユウリ、ブドウなどの巻き ひげには右 まきと 左 まき 両方の卷きか た 
があります。 

巻きひげは、はじめはすらりとのびて、ゆるやかな運動をしていますが、その一部分が何かにふ 
れると、ふれた反対がわが、ふれたがわより早く生長します。それで、ふれた相手にまきつくので 
すが、それと同時に、自分もらせんのようにまくので、植物体がひきよせられ、しっかりします。 

げ ところで、巻きひげの根もとのほうと先のほうとの 
き卷きかたを比較してみると、おもしろいことを発見し 
の ま1 

^ とちゅうでよじれて、その巻き方が反対になってい 
^ るでしょう。植物学者はべつとして、これに気づいて 
いる人が少ないのは、おもしろいことです。 
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ペンペングサを食べるといったら、「あんなものが食べられますか」 
というほど忘れられていますが、ペンペンダサは、ナズナのことです。 

ナズナは春の七草の一つで、 秋、 種子から芽がでて、 春、 花が 咲き、 

夏、枯れます。果実の形が三味線のばち形に似ているので、ペンペング 
サ とか、 ばち草とかよばれている Q です。 

「七種がゆ」のときに使うことはだれでも知っていますが、春早く、若い葉をひたし物にしたり、 

ごまあえに したり、 油でいためたりして食べます。 一、 二月の寒い ときの ものは味が よく、 三月に 
なれば味がおちます。また、ご飯にまぜて炊いて食べる と、 一種の香味があります。根 も 煮つけな 
どにして食用にします。 

むかしは、ふつうのときにも食膳にのぼったものら しく、 貧しい老人や子どもらが小遺かせぎに ^ 
ナズナを売って歩いたようですが、値段はずいぶん安かったとみえて、古い川柳に、 〃ナ ズナ売り 
この上値切るところなし"などというのがあります0 

ホウレンソウを食べる と、 ポパィの漫画でおなじみのホウレンソウは、日本には三百年くらい前 
どうしてからだが強くなる にはいってきたものですが、いまでは広く蔬菜として栽培されています。 
のでしようか。 雄花の咲く株と雌花の咲く株がわかれていますから、いわば、男と女の 

別のある草ということになります0 

ホウレンソウは寒さに強いので、冬の野菜として重要なものです。葉がやわらかく、ひたし 物、 

汁の実などにします。栄養価が 高く、 血を つくる のに有効な葉酸をふくんで いるうえに、 ビタミン 


ペンペンヴサが食べられる 
というのは、 ( S んとうでし 
ようか0 



ホオズキの花の断面（左）と実（右）との関係をしめす 


せんい 


A および C をた くさんふくみ、 繊維も少ない ので、 病人むきの 
野菜として 貴ばれています ◦また、 便秘によくき くと いわれて 
います0 

先年、 多量に食べすぎるのはからだのためにかえってよくな 
いといぅ 人が あって、 論争が あり、 馬が食べるほど食べれば害 

になることにおちつきました が、 人に よっては、アレル ギーを 
おこすことがあります。 


、 VI 


\ \ 


ホオズキのふくろは、植物 


ホオズキのふくろは、もとはがく 


のどの部分にあたるのでし です。 がくは花のいちばん外がわの 
ょぅ力 部分で、 たいていの 花では、花が咲 

き終わると落ちてしまぅものです 
が、ホオズキのがくは、あとまで長くのこります。 

ホ オズ キ は、 ナスや トマトのなかまの 植物です から、 花もナ 
スの花にょく似て います。 花が ちる と、 がくがだんだん 大きく 
なって果実をつつむ ようになり、 熟すと赤い色に なって 美しい 
ので、 庭に植えて観賞し ます。 女の子が口にいれて音を だして 
遊ぶ ホ オズキ は、 タン バ ホウズキという種類です。 

ふくろの中の赤い 玉は、 ホオズキの果実です。果実の皮は じ 



預 
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ぶで、弾力をもっているので、中身をぬいて口にふくんで'! I らしても破れないのです。にがみ 


が あるので、 生で食べる こともあります。 

ホオズキの根は酸蔣根といって、茎や葉と ともに、 せき 止め、 熱さ まし、 利尿などの薬としても 
ちいられています。 


干柿についている白い紛は よくできた干柿には白い粉がいっぱいついていて、見るからにおいし 
なんでし ようか。 そうです。あまりみごとについているので、大福餅の粉とおなじよう 

に、あとからつけたものだと思い、干柿につけるのだといって百貨店に 
白い粉を買いにいった人もあります。 

干柿は渋柿の皮を むき、 糸でつるす か、 串にさすかして、乾燥したものです。よい干柿をつくる 
には、空気が乾燥していなければいけません。 

干柿の産地として名を売って いるところは、 みな空気の乾燥した土地です。 

干柿は、砂糖のなかった時代には貴重な甘味で、ほしたヵキの皮は、しょう油やその他の甘味を 
つけるのに使われていました。いまでも、お寺には千柿やヵキの皮で、甘味をつける料理がのこっ 
ています。 

中国では、干柿の白い粉を柿霜といって、上等な甘味として珍重しています。 

干柿の白い粉の正体はおもにブドウ糖です。ヵキが甘いのはブドウ糖、果糖などがふくまれてい 
るからです。蔗糖もすこしふくまれていますが、これは干柿のできあがるまでの間に、大部分がブ 
ドウ糖と果糖に変わってしまいます。 
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皮をむかれたカキは糸をとおされて天日にほされる 


ブドウ 糖と果糖の まじっ たものは、だん 
だんヵキの表面にもしみでてきますが、果 
糖はしめり気を吸いやすいため、空気中の 
水分を吸ってべたべたになります。 

そして、ヵキの表面にくっついて、館を 
ぬりつけたよぅになります。 

ところが、ブドウ糖は果糖ほどしめり気 
を吸いませんから、ヵキの表面でかわいて 
白い結晶になり、ねばねばした果糖によっ 
て、千柿の表面にはりつけられたよぅにつ 
きます0 

それで、千柿をつくる とき、 もしかわき 
にくい罐の中などにいれておくと、粉はで 
てきません し、 あまりかわきの早いところ 
におく と、 急にからからになって、粉が表 
面につかなくなります。 

もちろん、粉のなかには、このほかにも 

ブドウ糖と果糖に変わらなかった蔗糖もす 

こし i まじつてハます。 


249 












ほしぶどうの種子は、どう 「種子なし スイ カに重子文ない、：^、1 
やってとるのでしょうか。 子なし スイ カの種子は ある」といっ た 

、 ら、わけのわからぬ話だといって笑わ 
れ ましたが、 ほしぶどうの種子は、種子なし スイカの 種子ほどに 
はむずかしく、ありません。 

人間がブドウを栽培した歴史はかなり古く、六千年も前の遺跡 

にも、そのあとがのこっています。 

ギリシャの 学者は、 r ブドウの品種はブドウ畑の数だけある」 
といったそうです が、 これは、ブドウが長命で、しかも さし 木で 
ふやす植物なのに、まわりの条件に敏感に応じて新しい品種を生 
じることをいったものでしょう。現在、知られている品種だけで 
も二 千 種 以上 もあります。 

ほしぶどうは、ブドウをほしたもので、 カリフォルニアは 世界 
での名産地ですが、日本でもつくられています。ただし、 あまり 
上等ではありません。 

ほしぶどうの種類には、種子のないブドウをほしたものと、あ 
とから種子をぬいたものと、あとまで種子をそのままにしておく 
ものとがあります。おもに天日でかわかしますが、火力でかわか 
すものもあります。 
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雌花 



4n 


雄花 


コルヒチン液 
にひたしてから 
まいて，とれた 
種 


雌花 


斑花 


花粉 • 



受精させ 

ると 


植物ホルモン 
が出る、 


0 © 


Q 


■ 


この種は 
発芽しなし 


0 © 


II 

2倍体では 
種がある 




卵 


切る 


1 


，子 

房 




核 


3倍体では 4倍体の 

種がなくて，果実 
tj ■みがある 


図の左はふつうの受精のばあいで， 
種子なしをつくるには，柱頭の先を 
切って受精を中止させ，ホルモンを 
注射する0 


タネなしスイカをつくる場合 


タネなしブドウをつく 
るにはジベリンの溶液を 
花の咲く一週間前と、咲 
いて一週間後の二度、房 

につナてつくります。こ 
れにはデラウ H ア種子が 
いちばん適しています。 
種子のあるブドウをかわ 
かすには、そのまま直接 

かわかすものとアルヵリ 
液などにつけてからのち 
にかわかす方法とありま 
すが、種子をぬくときに 
は六〇度くらいの熱に 
三、 四時間さらしてから、 
五〇度くらいのしめっぽ 
い風にあててやわらかく 

し、 *' 取機で種子をぅま 
くと ります 〇 
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ビ—ルのにがみをつけるホ 
ップ は、 植物のどの部分で 
しようか。 


ほとんどの英語辞典がこれ 
にならうのはやむを得ない 
としても、日本の国語辞典 
までが、果実だとか種子だ 


§ 
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ラジオの クイ、 スに 、ビ^ ~ 

ルににがみをつける ホップ 
は植物のどの部分 かとい ぅ 
のが あって、 生花 だ、 果実 
だ、 種子 だといって 論争し 
たことがありました。 花で 
はない といぅ 人は、 オック 
スフォードの辞典を根拠に 
主張し ましたが、なるほど、 ' 
オックスフォードの辞典に 、證 
は、 seed としてあります。 '; 
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ビールの醸造につかわれるホップは雌花 
序の発達したもので，1つの中軸に多く 
の苞がかさなり あってつ き， マツカサに 
似た形を している。 



多くの細胞からなる一種の分泌腺毛で，ビー 
ルを釀造するのににが味，香り，防腐などの 
はたらきをする成分をふくんでいる。 











::獅 



と力書いているのはごていねいにすぎるといぅものです。 

ビールに香気とにがみをつけるのは、ホップの種子や果実ではなく雌花です。 

ホップの花には雄花と雌花があって、雄花は小さく円_形に集まって咲きます が、 雌花は曼いダ 
円形か卵形で、長さは四センチ内外です。苞といって花をつつんでいるもの や、 子房といって あと 
で実が できるところを見る と、 黄色い腺があります。これがホップ腺で、かんで みると、こがみを 
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ホッ プの断面写真 


感じます。 

ホップはにがみと香気をつ 
けるだけでなく、ビールをつ 
くっているとちゅうで、有害 
な微生物がふえないょうにお 
さえるはたらきもしますが、 
雄花の花粉をうけてしまった 
雌花は、ビールにしてから香 
りがよくありません◦それ 
で、まだ雄花の花粉をうけな 
いうちにとって、低い S 度で 
乾®させます。 


ホティ ソウは、 なぜ水の上 
に浮いているので しょぅ 
か。 


水中に生育する植物には、カナダモやエビモなどのように、ほとんと 


全体が水中にあるもの や、 


ス 、クワイ、 ウメ バチモなどのように上部 


は空中にでているもの、サンショウモ、アオウキクサ、ホテイソウのょ 

ぅに、植物全体が水に浮かんでいるものなどがあります。 

スイレンも水に浮かんでいますが、ホテイソウの浮かんでいるのとはすこしちがっています。 
スイレンは、根を水底の泥の中におろしていて、葉だけが水面に浮かんでおり、泥の中を 地下茎 
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が水平に長くはっているので、たいていは大群落をつくっていますが、ホティ ソウは、 全体が水に 
浮かんで いて、 根を水中にたらしています。 

ホティソウはミズアオィ科の植物で、ホティアオィといい、熱帯地方の原産ですが、温帯地方に 
もよく育ちます。形がおもしろいので、観賞用として栽培されています。 

水中に細いひげ根をたくさんだしており、葉は卵形または円形で、平滑です。葉の柄は基部がふ 
くらんでいます。これは海綿組織が発達したもので、中に空気がはいっています。それで、浮き袋 
のような役目をします。そのふくらみが布袋(ほてい)の腹に似ているというので、ホティアオィの 
名がつけられました。 

ホ ティ アオィが水の上に浮かぶことができる のは、 この浮き袋のためです。 また、 一般に水上に 
浮かんでいる葉はろう質でおおわれて おり、 水にぬれないようにできていて、気孔はたいてい大気 
に接する上面にだけ存在します。 

ホティ T オィの花は、 夏、 花茎が でて、 うす紫色の美しい花をつけます。かつては、食用に供し 
たことも あり、 また、そのせんいを a 、 綱、むしろ、帆布などの材^ r にしたこともありますガ 、い 
まはもっぱらキンギョ鉢や水槽などにいれて楽しまれています。 

わりに強い植物なので、暖かい地方ではよく繁殖し、水田や池などに繁茂し、ときには野生の状 
態ではびこって、水路をふさぎ、水の流れをとめたりもします。水が浅いときには根が土の中まで 
もぐりこ むこと もあり、 こんなときには、葉柄のふくらみはまるくふくらまず、浮き袋の用をなし 
ません。 

なお、サンショウモが浮くのも、葉の内部に空洞があり、表面にいぼがあって、水をはじくよう 
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にできているからです 
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マツの 木は、 冬になる と、 




植物を冬の寒さからま 

どうして幹にわらをまくの もるのにはさまざまな方 
でしょう か。 一法が あります が、 頭から 

すっぽりわらをかぶせる 

のも、その一つの方法です。 

それで、 マツの 木の腹 まき も、 マツを 寒さから ま 
もるためのものだと 思っている人が多いのですが、 
もしそうだとしたら、 幹の一部分を まく だけでは、 
たいした 効果は期待できないで しょう。 

冬のマツはわらの腹まきで化粧していますが、皇 
居前の広場のマツも、二千七百本の大部分が名物の 
腹まきをして壮観です。マツの腹まきは、マツにつ 
く害虫のためにつくったねぐらです。 

マツにはいろいろの害虫がつきますが、葉を食害 
するものの代表はマッケムシです。 

マッケムシは、マツカレハの幼虫で、マツカレハ 

は夏、マツの 葉の間に卵を うみます。 卵からかえつ 
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た幼虫は、葉を食べて大きくなります が、 一びきのめすが数百個も産卵しますから、マッケムシの 
群が葉を食い荒らしはじめ ると、 緑の大木もたちまち黄色に され、たくさん 発生したときには、 ア 

カマッや クロ マツの林がすっかり枯らされてしまいます。 

マッケムシは、冬のあいだは幹の皮や落葉の下にかくれて年を こし、 三月ころになるとでてき 
て、 また葉を食べ、サナギと なり、 やがてマッカレハとなります。 

ところで、 秋もふけて、寒さが くわ小り、マッ ケムシが冬越しの準備に枝から幹へおりてきたと 
き、 そこにわらでつくった暖かいねぐらがあったらどうでしょうか? • これ 幸いと、 その中にもぐ 
りこむのは人情? •) ですから、マッケムシたちはその中にたむろして、そこでぬくぬくと眠りこ 
んで冬を越します。 

しかし、やがて春もまぢかい二月の中旬になる と、 人間がやってきて、腹まきをはずして火にく 
ベてしまいます。こうして、まだ覚めやらぬマッケムシたち は、 春をも待たで焼き殺されてしまう 
のですが、この腹まきにもぐりこんで命をうしなうマッケムシの 数は、 皇居前のマッだけでもひと 
冬に三万びきにも達するといいます。 

マッは、おもに北半球に自生する木で、日本の代表的な植物でもあり 
ます。それで、むかしから絵や歌の題材にされ、正月の門松にもされて 
いま^ TS 

海辺のマツは、多くはクロマツで、アカマツはふつう、内陸から山地 
にかけてはえています。また、ヒメコマツやチョウセンマツは 一、 〇〇〇メートル以上、二、〇〇〇 


マツの木の皮は、どぅして 
さ1+たリ、割れたりしてい 
るので しょぅ か。 
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メートル 以下の山地には え、 ハィ 
マツは 二、 〇〇〇 メートル 以上の 
高山でないと見られません。 

木の皮の 色は、クロ マツは黑褐 
パ 色、アヵ マツは赤褐色、 ヒメ コマ 
木 ツは淡褐色というようにいろいろ 
ので、 皮のさけかた も、クロ マツの 
グ ，ように ヵメの 甲形に深く割れ目の 

できるものもあれば、 ヒメ コマツ 

のように浅いもの もあり、 チョゥ 
センマツのように表面のうすくは 
げるものもあります。 しかし、 こ 
れはだいたいのことで環境によっ 

てもちがいますし、木の老若によってもちがいます。 

ところで、木の皮のはげるのは、マツにかぎったことでは なく、 スギや ヒノキの 皮もは tf ます。 
樹皮がたやすくはげるのは、組織が死んでいるからです。だれでも知っている ように、 ふつうの 
木が年々ふとっていくのは、形成層と いう 組織です が、 そこでは内がわに材をくわえ、外がわには 
葉でつくった養分の通路の篩部がくわえられていきます。材がふとれば、それをつつんでいる皮は 
ひっぱられますから、しぜんにさけるわけです が、 なんの用意もなくさけたのでは、木がよわって 
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木の幹のしくみ 































しまいますから、このころになる と、 コルク層という層ができて、木のまわりを保護す るよう にな 
りま ^ TNO 

コルク層は、水分の交通を断つので、それより外がわの組織は死にますが、コルク層はまた、空 
気の出入りも断つので、それまで表皮の気孔をつうじて出入りしていた空気は交通できなくなりま 
す。それで表皮のところどころに皮目という通気組織ができて、気孔のかわりをするようになりま 
す。サクラやシラヵバの皮目は大きく横に長いから、とくによくめだちます。 

このようにして、木の皮は死んでしまうのですが、材はふとっていくので、皮はひっぱられ、さ 
け目が生じます。そして、当分の間は木にそのまま付着していますが、やがて、外がわからはがれ 
ていきます0 

マッやタケの 葉は、 冬にな 一 ふつうの木は、秋が深くなると葉を落としてしまうので、落葉樹とい 
ってもどうして 落ちないの われています。これにたいして、冬になっても葉をつけているものを常 
でしっ 力 霧といっています0 

マッやタヶは常緑樹のなかまにはいります が、 常緑樹で も、 いつまで 
も葉を落とさないというわけではなく、一つ一つの葉は、あるきまった期間の後には落ちてしまう 
のです。ただ、それが冬になっても一度に落ちないというだけのものです。そのしょうこには、松 
林に行ってみると、たくさんの松葉が落ちているでしょう。 

日本のような温帯地方の木は、だいたい春や夏に、さかんに大きくなり、秋や冬になると、生長 
するのを休むもので、毎年毎年、これをくりかえしています。 


260 


その生長のようすはきまっていて、マツはマツ、タケはタケ、サクラはサクラというよう こ、 そ 
れぞれ、およそきまったかたちをとってあらわれてきます。木の大きくなるのがとまって葉が落ち 
るという ことは、 おもに温度の変化によっておこるできごとですが、また一方では、植物が年をと 
って弱っ. fc ために、落ちることもあります。 

マツやタケのような常緑樹は、ふつうの植物をいためるような、いろいろな周囲の変化にたえら 
れるほど葉がかたかったり、小形で肉が厚かったりするので、冬でも葉が落ちずにのこっていて、 
春になって若い葉が十分大きくなってから落ちるのです。それで、常緑樹は冬の間でも、生長をつ 
づけることができます。 

けれども、 常緑樹のなかまと落葉樹の なかまとの 区別は、 白と 黒と いうようにはっきりした もの. 
ではなく、たとえば、冬になると葉をおとして しまうバラを、 熱帯地方や温室に うつして育てて み 

ると、年じゅうたえまなく大きくなっていって常緑樹になります。ま 
た、サクラも 熱帯地方に植える と、これも、 一時に葉を全部おとす こ 
とはなくなります。 

このように、マツや タケは、 その葉が、温度その他の、植物をいた 
める原因となるできごとにたえられる ように、強く できているた め、 
冬になっても葉が一時に落ちることはないのです が、 また一つには、 
マツやタケが、遠い先祖からうけついできた動かない一つの性質でで 
も ある、 といつ てよ いでし よう。 
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マツタケは、どうしてよい 
においがするのでしよう 


か0 


キ ノコは、 においを食べるものだといわれています。キ ノコには、 あ 
まり栄養はありませんから、たくさん食べてもどうということはありま 
せんが、秋ともなれば、おとなはだれでも、マツタケで一杯という気持 
ちになることで しょう。 

酒飲みには耳ょりな話です が、マツタケにはビタミン B 2 が多いから、マツタケを酒のさかなにす 
れぱ、悪酔いをしないといわれています。 

キ ノコには、 それぞれ特有の 香りがあり、その香りの正体は、まだかならずしもはっきりつきと 
め^れてはいませんが、マツタケについては、日本の 学者の すぐれた研究があります。マツタケの 
芳しい香りは、マツタケにふくまれているケイ皮酸メチルエステル、 オクチノールな どの成分があ 
わさってでて くる ものです。 

マツタケのにおいの 正体が つきとめられたので、いまではマツタケの香りを人工的につくって、 
カマボコにマツタケのにおいをつけたものなども売り出されています。 


マメのおへそは、何の役目 
をしているのでしようか。 


いつ見ても、ひまそうなのはへその穴 


おへその 話は、 この本のシ 


リ 


ズの『動物篇』や『人体篇』でお話し 


ましたが、 植物にもおへそと ょんでいるところがあります。 ただし かし、 
動物のおへそとは すこしちがいます。 

おへそのいちばんめだつのはマメです。マメのおへそは、マメが卜やにはいっていた とき、 卜 t 
についていたところです。マメはまだ赤ん坊の ころ、 おへそを通してさやから養分をもらってハた 
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のです が、 マメがすっかり熟して一人前にな ると、 さやからはなれます。 

マメを見ます と、 おへその部分は、皮の部分よりできかたがあらくて、しかも端のと，ころに小さ 
いあながあいています。虫めがねで見る と、 よくわかります。 

マメが芽をだすときに必要な水と空気は、マメの皮からもはいりますが、おへそからはなおよく 
はいっていきます。水をすこし吸ったマメを器に入れて、煮てごらんなさい。おへそのあなから泡 
がつづいてでてきます。 

ミ カンはおいしいくだものです が、 ひと皮む いても、 カキやリンゴと 
はちがっています。 

ミ カンは、外がわの皮を むくと、 中にいくつかふくろがならんでい 
て、 そのふくろを白い綿のよぅなものがつつんでいます。ですから、綿 
のよぅなものを とって、 中のふくろをきれいに し、 それから、.•ふくろの中の汁を食べるのですが、 
このふくろがまたじゃまで、かんづめのミカンが喜ばれるのは、ひとつには、このふくろが とって 
あるからです。 

ふくろの中の汁といっても、汁が液体の状態ではいっているのではなくて、実と称している粒々 
がつまっていて、これを食べるのです。この粒々はふくろの内がわにはえた毛で、その毛に甘い汁 
がたまって、一つずつ小さなふくろの ようになり、 中の種子をまもっています。 

花が終わったあとにできる小さな ミカンが、 だんだん大きくな つて、 甘い汁をたくわえるのに 
は、 養分をもらわなければならないわけです が、 この養分の通りみ ちが、 ふくろをつつんでいる白 


ミカンの皮を むくと、 なぜ 
綿のよぅな白いすじがたく 
さんあるので しょぅか。 
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い綿のようなすじです。すじがどのふくろにもかならずついているのは、そのためです。 

これ太、食べるときには、 じ やまになります が、 ミカンをあたためてから、むくと容易にとれま 
す。 ミカンのかんづめ工場では、ミカンをあつい蒸気で熱してからむくので、皮といっしょにすっ 
ぽりとれます。 

ところで、 このすじにはどこから養分がくるのかといいますと、それは、 ミ カンの皮をむくと 
き、 すじの先をたどっていくとすぐわかります。 

ミカンの緑色のへ b をはずしてみると、白い星のようなものが見えますが、この星の白いところ 
は小さな穴になっていて、ここから中のふくろに養分がおくりこまれます。養分を送りこむ穴は、 
中のふくろ一つにたいしてかならず一つありますから、へたをはずして星のとんがりを力ぞえれ 
ば、 皮をむかなくても、中のふくろの数をあてることができます。 

むかしは、ミョゥガの茎の長いものをかげぼしにし a 割いて繩にし、 
これでゥマのわらじをつくったものでした。このわらじをはかせる と、 
長い旅をさせてもわらじが破れないということです。 

わたしたちが食べるのは、ミョゥガの花の穂で、「ミョゥガの子」と 
いっています。からみと芳しい香りがあって、汁の 実、 酢の もの、 揚げものなどに し、 刺身のつ 
ま、 薬床としても広く使われています。また漬物にもします。ミョゥガタケというのは、夏のはじ 
めごろでる葉の若芽のことです。 

むかしから 、ミョ ゥガを食べると物忘れをするといわれているので、わたしどもは、少年のころ 


ミヨ ウガを食べる と、 どぅ 

して物忘れするのでしょぅ 

\ 〇 
力 



ミョゥガを食べないように気をつかったものでした。 
落語にも「茗荷宿」の話がありますが、もちろんこ 
. のようなことは、科学的にはなんらの根拠もないこと 
りです。 

ョ 伝えるところによれば、お釈迦さまに磐特という弟 
ミ子があり、この人はひどく物覚えがわるくて、自分の 
名まで忘れるので、名札を首にかけておいてやりまし 
た。この人が死んだので葬ったところ、その墓からは 
生えてきたのがこの草なので、これを「茗荷」とよぶ 
ようになったのだそうです。 

年を とると、 ミョゥガを食べなくても、忘れることのみ 多く、 自分の年さえ忘れてしまうもので 
す。もし ミョゥガを食べて忘れられるものなら、忘れることを忘れたいくらいです。 

なお、 ミョゥガの原産地は日本で、これを食べているのは東洋だけです。 

農村にちかい小都市に育ったわたしは、子どものころムギの黒ん坊が 
ほしくて、毎日、畑にさがしにゆきました。黒ん坊で白いシャツの上を 
たたくと、黒褐色の粉がつくので、どうしてムギにこんな色のものがで 
きるのだろうとふしぎに思ったものでした0 
いまでも、きつと黒ん坊をほしがる子どもがいることで しよう。 


ムギの黒ん坊は、どぅして 

4 

できるのでしょぅか。 
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ムギの 黒ん坊は、 黒穂病というムギの病気です。黒ん坊からでる黒い 粉は、 クロボキンという 一 
種のヵビの胞子です。 

クロボキンの胞子は、まだ病気にかかっていないムギの花に飛んでいき、めしべにはいって、熟 
していくムギの穂にもぐりこみます。そして、翌年ムギの育つのといっしょに発育して、菌糸とい 
う、細い糸のようなからだに なり、 ムギの養分を吸います0 

菌糸はムギの花のところに達すると、黒い粉のような胞子を つくり、 花をだいなしにしてしまい 
ま^ 

それで、お百姓は黒穂病をふせぐために、薬や熱によって種子を消毒します。 

里 W ん坊は農作物に大きな害をあたえるものですから、黒穂ができたら、まだ若いうちにそのムギ 
を根から抜きとって焼きすてなければなりません。 

もし黒ん坊が大きくなって黒い粉がでるようになってしまったら、黒い穂に袋をかぶせてぬきと 
り、袋ごと焼きすてます。子どもたちが黒ん坊をふりかざして遊ぶのは、黒穂病について何も知ら 
ないからです。 

クロボ キンは ムギにだけつくヵビではなく、いろいろの 種類が あります。ィネやトウモロコシに 
つくものもあります。トウモロコシのおばけといっているのは、 トウ モロコシがクロボキンにおか 

されたものです。 

すこし 変わって いるのは、マコモ、 高 梁、ッバ ナな どのクロ ボキン で、 それぞれの植物につい 
て、ちょうどトウモロコシの おばけの ように、 茎や葉を 大きくふとらせますが、ところによっては、 

それを食べます。 
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厶ギふ みは、 なぜするので ふつうの考え方からすれば、せっかくでた植物の芽をふむということ 
しっ力 は、しのびがたいことですが、これはムギをりっぱに育てるためにおこ 

一なう作業です。 

一定の面積からとれるムギのとれ高をみると、日本は世界のベストテンのなかにはいっています 
が、おなじ耕地に年二回も作物をつくる国で、こんなによい成績をあげている国は也 こは ありませ 
ん。これは、一つには品種の改良に成功しているためですが、一つには手数を多くかけて いるから 
です。そして、世界でもとくべつなやり方は、ムギふみと土入れです。 

ムギふみは、日本じゅうどこででもするというわけではなく、しないと ころもあります0 

たとえば、北海道などでは、雪がすっかり ムギ 畑の土をおおって しまう ので、 ムギ ふみをし ませ 
ん 。ムギ ふみをするところは、畑の土が、たいてい赤い土か黒い土からできていて、土質がやわら 
力し ところです。このようなところでは、冬になると霜柱がたって、 ムギの 根を土からもちあげて 
しまいます。そこに日があたると霜柱がとけるので、いったんもちあげられた ムギ は、土のくず ix 
るのといっしょにおちてしまいます。そのうえ、茎や根の中の水分まで凍る おそれが あります。 

もし、こんなことを毎日くりかえしていたら、ムギはだんだん弱くなって、春になってものび方 
がわるかったり、実のでき方がわるくなったりするでしょう。それではいけないので、ムギの土を 
軽くふんで、霜柱で土がうきあがるのをおさえてやります。 

わりあい砂の多い土質のところでは、霜柱はたちませんが、土をふむと、風で土の飛びち るの が 
ふせげます。また、ムギふみをすると、土の水をひきあげる力が強まるので、ムギに水が十分ゆき 
わたるようになります。 
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一方、ムギにたいしては、茎や葉の生長を おさえ、 根を じょうぶに してよく張る ように してやる 
ききめが あります。 こうすると、葉の細胞や気孔が小型に なって、 寒さや乾燥にたいして強くな り 
ます。そして、茎が たくさん わかれてでるというききめ もあります。 

ムギふみは、これまで、足でふんでいました が、 いまではかんたんな機械ができて、労力と時間 
を非常にはぶくことができるようになりました。 

芽は、 春になる と、 どうし 植物の なかには、 マツ や スギの ように、 一年 じゅう！ 一冃々 しているもの 
てでてくるのでしよう か。 と、 サクラやモミ ジ のように、 秋になる と 葉を 落として、 翌年の春になっ 

て芽をだすものとがあります。 

秋になって葉が落ちる木を落葉樹といいます が、 落葉 
樹では、冬の間は冬枯れといって枝に葉がついていませ 
ん 。これは、 一つには寒さに弱いためです が、 それが春 
になると芽が でて、 花が咲き葉がしげる のは、 冬の間に 
ちゃんと準備ができていたからです。 秋、 木の葉が落ち 
た あとに、 ちゃんと小さい芽ができていたのです。 

その芽はかたく、厚い毛やうろこでおおわれていま 
す。ですから、冬の間はどんなに寒くても、また 雪 や 霜 
にあっても、中の幼い花や葉は安全です。このような芽 
を冬の芽といっています。冬の芽はどの落葉樹にも見ら 



木の芽のしくみ 
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の日表面がかさ 

星な W か$している 
長年 

トチノヰの枝（正月ごろ) 


茎の中のしくみ 


あとで花に 
なる部分 


枝ののびる部分 


木部 U 〈ぶ) 



料永 a 

1多く./^^^あとで 

葉になる部分 


% 

菜をつつむ 
と〈べつの葉 


〜3年目 


4年目 






昨年の生長(白っぽい色を して.いる) 一 昨年の生長(やや褐色) 


H ますが、サクラやモミジやモ 
クレンなどの冬の枝では、こと 
によくわかります。これが暖か 
くなって、もぅ霜や雪の心配の 
ないころになると、だんだんふ 
くらんできて、いままで芽をつ 
つんでいたまわりのおおいが離 

れて落ち、中から美しい花や若 
葉がのびてくるので す。 

また、土の中の種子は、冬の 
間、 休眠しているのですが、春 
になると適当な水分と温度が胚 
(芽になるもの)をしげきするの 
で芽をだすのです。 

それでは、もし葉の落ちたば 
かりの植物の枝を切って、水に 
さして温室の中においたら、芽 
をだすでしょぅか。葉の落ちた 
木の枝に、ちゃんと小さい芽が 
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サクラ ヤナギ 



ススキ 
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できているというのなら、芽が開いてもよさそうなものですが、実際には芽は開きませんところ 
が、三月ごろになってから、切った枝を水にさして温室にいれると芽を開きます。 

これによって、落葉樹の枝にある芽が冬に開かないのは、ただ寒いからばかりではないというこ 
とがわかります。芽には葉が落ちてから、あるきまった期間は、どんなに温度をあげても開かない 
性質があるのです。人間の眠るのとはすこしちがいますが、芽は休眠しないといけないのです。そ 
して、休眠の期間は植物によってそれぞれちがいます。 

なぜ、植物にこのような休眠期間があるのかということについては、まだはっきりわかっていま 
せんが、たぶん S 長ホルモンの関係でそうなっているのだろうと考えられています。また、種子や 


ィモなどで調べてみると、休眠の間にでんぷんはだんだん少なくなっていって、糖分がめだってふ 
えてきます。 

， f 、 

お灸はだれでもきらいです。タコの頭(胴)にお灸をすえると、あしで 
はらいのけるといいますし、オジギソウの葉などは、線香の火を近づけ 
ただけでも、葉を閉じてしまうほどです。 

一 ところが、お灸のききめには、現代医学のおよばないところもあると 
いうので、お風呂にいくと、背中いちめん灸点だらけの老人なども見かけます0 

お灸につかうもぐさは、五月の節句にショウブの葉といっしょにして軒にさす、ヨモギからとり 

ヨモギは、よく燃える草(木)という意味だそうですが、また、モチダサともいい、若い苗は餅に 
いれて草餅をつくります。山で、虫にさされたり、切傷をしたときには、ヨモギの葉をもんでその 
汁をつけると、痛みがとまるといわれています。 

葉をとってかわかしたものを、漢方では艾葉といいますが、モグサはこれを日に干して、もむ 
か、つきくだくかして、葉の裏についていた綿毛だけを集めたものです。火をつける とよく もえる 
ので、「燃え草」といったのがつまって、「もぐさ」になったのだといわれています0 
なお、もぐさは、灸につかうほか、むかしは印肉や矢立のすみつぼにも使いました。 


もぐさは、お灸につかわれ 
ますが、これは何からつく 
るのでしょぅか。 
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モミジの 葉は、 なぜふちが 

切れこんでいるのでし よう 

\ 〇 
力 


N 


植物の葉の形はじつに変化に富んで いて、どの 植物の葉を見ても楽し 
ものです。 葉の 形が、古来、 着物や美術品の図案にされているの も、 


そのためで しょぅ。 …'•.ご：'";.〜：..；：.； 

葉の形は、サボテン、 アロ，工、マツ、 ハス、ヤツデ、，ヨシ、ソラ マ メ 

零/ V • I 

:••••等々、 植物の種類によってみ なち がいます が、 だいたいその植物ガ生活してしくのに .« 合の よ. 
いような 形に変わっています。南洋のヤシの葉の葉柄が ふとく、ホウライ ショウの葉に.穴があいて 


，：るのも、熱帯の風雨にたえるための装いです。 

手のひらの形をしている葉の代表的なものはヤツデとカエデで、カニデの名は、葉の形が力^ル 

の手に似ているところからつけられたものだといいます 
が、 いっぱんに、秋の紅葉が美しいので、 モミジともよ 



葉 

の 

デ 

エ 

力 

知 

も 

と 


ばれています 


〇 


古くから庭園に植えられ、秋の紅葉を賞でられていま 
すが、園芸品種が 多く、 春の若芽のひときわ美しいも 
■0、 . 葉のこまかく切れているものなどきわめて E 化に富 
っ んでいます。もっ とも、 ひとくちにヵエデといっても世 

界じゆうにはなかまが百二十種;4ありますから、そのな 
かには、葉のふちが切れこんでいないものもあります。 

もともと植物の葉は、茎の先端の生長点の側面にでき 
る、 まるいふくらみから大きくなつてくるもので、この 


も 

:の 

み 

こ 

ル 

切 
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ふくらみを葉の原始体とよびます が、 原始体は大きくなるにつれて、上の部分と下の部分とです こ 
し形がちがってきます。上の部分を上葉、下の部分を葉基といい、上葉は葉片 になり、 葉基は托葉 
に変化し、葉の柄は中間の部分からできてきます。 

このと き、 上葉のふちに切れこみがないものは、それが大きくなった葉のふちもすベすべしてい 
ますが、上葉に切れ込みのある葉は、ふちの切れこんだ葉になります。 

ヵエデの葉の原始体の上葉には切れこみがあるので、生長した葉のふちに も 深い切れ こみができ 
るわけです が、 それでは、 なぜ、 ヵエデの葉の原始体の上葉には切れこみができるのかと聞かれる 
と、それは遺伝で、親から子の植物へと代々つたえられる性質だという以上には、まだ答えられま 
せん。 

乇ヤシは、どうやってつく 日光にあてないようにして植物を育てると、その植物は緑色にならな 
..るのでしよう か。 いで、白色かうす黄色で、ひよろひよろ長くのびます0 

このような植物は、見た目によわよわしいばかりでは なく、 つまんで 
みても、やわらかく、たよりないものです。モヤシは、このことを利用してそだてた植物です。八 
百屋で売っているモヤシはァズキ、ダィズ、緑豆などを水にふやかし、ぬれむしろにつつんで、暗 
いところで芽をださせたもので、まだ子葉が割れない前に売りにだしたものです。 

しかし、モヤシというのは、いっぱんには、種子を暗いところで発芽させたときできる白やうす 
茶色の若い植物のことをいうのですから、何もマメにかぎったことはないわけです。 

日にあてないようにして、白くやわらかくそだてた植物といえば、だれでもネギを思いだすでし 
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よう。お百姓さんはネギを植えるときには、土を深く掘って植え、茎のもとのほうに土をかぶせま 
す Q そして、 ネギののびるのにつれて土をもりあげていきます。 こうすると、ちよう ど暗い ところ 
で育てたマメの体とおなじようになるわけです。 

ゥドも、畑の土を深く掘って肥料をいれ、土をすこしいれて、その上に植えます。ミッバ、ァス 
X ラガス、セロリもみな、これと似たようなやりかたで土よせしたり、もみ殼を盛ったりしてつく 




ります。めいもはサトィモを土にうめておいて、巻いた葉がでてきたのにむしろなどをかけておい 
たものです。 

このようにすると、あたりまえなら緑色になる葉がうす黄色になり、やわらかに食べられます。 
また、山形県の雪菜はナタネの一種を雪のふりつもった畑でそだてたものです。 

このように、日光にあてずに育てた植物は食べるのにはやわらかいので、口あたりよく食べられ 
ます。しかし、このような植物では花を咲かせ実をむすばせ、種子をつくることはできません。そ 
れで、中国ではえんぎをかついで、お祝いの料理にはもやしを使わないことにしています。 


野菜のあくは灰をいれて煮 

ると、 どうしてぬけるので よって、 たいそうちがいますが、ふつうにふくまれているものは、酸化 
すカ カリ、 硫酸 カリ、 酸化カルシウム、憐酸カルシウム、砂などです。 

このなかで水にとけるものは、酸化カリと硫酸カリくらいのものです 
が、そのなかでも、酸化カリは灰が古くなると、空気中の水分を吸って苛性カリと なり、 さらにま 
た二酸化炭素を吸って炭酸カリになつていることもあります。 


灰の中にはいっているものは、灰のもとであるたきぎや木炭の種類に 


匕 
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手に灰をつけて洗うとつるつるするのは、酸化カリが水にとけてできた苛性カリのためです。苛 
性カリは強いアルカリ性のもので、赤いリトマス試験紙を青くする性質があります。それで灰の汁 
はアルカリ性になっています。 

野菜のあくといっているものは、その成分が野菜によっていろいろにちがうので、かんたんには 
申せませんが、灰が野菜のあくをぬくことに役だつのは、あくといっているものが酸性のものであ 
るときには、灰の汁のアルカリがこれを中和するので、あくがぬけるのだと思います。 

ヤツデの花の上には、どう ヤツデはいたるところに庭木として植えられていますから、知らない 
して小さい水滴がっいてい 者はいませんが、暖かい地方の海岸には自生もしています。 

るのでしよう 力。 ヤツデという名は、八手からきたもので、手のひらの形をした大きな乃 

葉の表面がいくつにもさけているところから、つけられたものです。し 
かし、どれも八つにさけているというわけではなく、葉のさけめは、五裂から十一裂くらいまであ. 
ります。まるで羽うちわのような形をしているので、テングノハウチヮともよばれています。 

中国では金盤とよんでいますが、これは葉に黄または白の斑入りの園芸品種があり、その黄斑の 
i 菜にもとづいてつけられた名だといいます。 

ヤツデは、もともとは九州、小笠原、琉球など、暖かい地方のものですが、非常にじょうぶで寒 
さにもまけませんから、多くの木々がはだかになる秋でも繁茂し、晚秋が花ざかりです。 

ヤツデは、秋になると、茎の頂から花茎をのばし、小枝をわかち、それに球状にたくさんの花を 
つナます。 
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た、琉球や九州南部では飼料にします。 


つ一つの花は小さくて白く、やや黄色みをおびていま 


す。花弁が五枚あ 


り 


花盤はふつくらとふくらんでハて、 
k ^ b 


そのまわりからは五本のおしべが、花弁と交互にでていま 
す。また、花盤の上からは蜜を分泌します。それで、ヤッ 
デの花をなめると甘い味がします。寒い日には、この蜜が 
花多面状に結晶して光っているので、小さい水滴がのってい 
のるかのようにみえますが、その美しさは、たとえようもあ 


りません。 

花がすむと実をむすびますが、実は年をこして熟し、熟 
すと枝がたわんで全体が下向きになります〇熟した実は黒 
く、表面に白い粉をおびます。実が黒く見えるのは、アン 
トシアンをふくんでいるからです。 

葉にはサポニンがふくまれているので、葉の酒精ニキス 
は、むかしから痰とりの薬としてもちいられ、民間では葉 


を浴用にもちいて、リウマチスにきくといってハます ▲ 


ま 


茎の髄はふとくて質がやわらかいので、顕微鏡用の切片をつくる二.ヮトコの髄の代用にします 
が、むかしは、髓を小さな花形等に切って、かわかして圧梓しておき、雲などのときに、酒こ浮 
かしてもとの形に復させて興じたといいます。 
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ふ -ひり 


J れを酒中花とよびましたが、このごろでは、このよぅな風疏な遊びも少なくなりまし V こ 


、 \ 


ヤナギのねことは、何です： 
か。 


とう OJ 


シダレャナギといえば、小野道風とヵエルの話を思いだしますが、芝 
居にでてくる幽霊も、きまったようにシダレャナギの下からでてきま 
す。それは、ャナギがさびしい感じのする木で、おおうようにたれさが 
った枝のふわりふわりとゆれるさまが、いかにも幽霊のでる場面にふさわしいからでしょう。 

ャナギは、「ャナギに雪折れなし」といわれているように、しなやかで、女らしい美しさをもっ 
ていますが、芽をふきはじめたころの美しさはまた格別で、春の景色の美しさをあらわすのに、 
「ャナギは緑、花は紅」といいます。 ：• ： , : '. : 

ャナギにはオスの木とメスの木があって、花は、春になると、ふつう、まだ葉がのびないうちに 
咲きます。ャナギのねこというのは、花の穂のことです。穂の軸には小さい花がいっぱいついて、 
て、キツネのしっぽのような形をしています。そのふさふさしたやわらかそうな糖を見ると、®り 
ずなでてみたくなるほどです。 ‘ 

種類によっては、絹のような毛が一面にはえている美しいのもあります。花屋の店先に切り花と 
してならんでいるのを見ても、種類によってそれぞれちがいます。 . ： - 

ャナギのねこについているたくさんの花は、やがて実になり、実がさけると白い毛のはえた種子 
、がはみだします。これがャナギのわたです。種子は、風にのって方々にちらばります。 

ャナギの材はやわらかく、製図板、まな板、はり板、ごばん、下駄、マッチの軸木などにし、こ 
われやすい物や火薬をいれる箱をつくるのにも使います。 
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また、ャナギの木からつくった木炭は、絵をかくときに使ったり、火薬の材料にしたりします。 
コリヤナギというヤナギの枝の皮からは、ヤナギコウリや、花かごやバスケットなどをつくります 
が、このごろでは、あまり見られなくなりました。 

ユウガオは、夕方から花を開き翌朝にはしぼむので、この名がありま 
す。花の形はへチマに似ていて、色は白く、雄花と雌花とにわかれてい 
て、おなじ株に咲きます。 

雄花の粉が雌花につくためには、虫の力をかりなければなりません 
が、花から花に飛びあるくチョウはもう休んでいて、ユウガオの 7 E 二は 
きません。ユウガオの花粉はガが運んでくれるのです。 

いっぱんに夜咲く花には赤、青、紫 . など美しい色どりのものがなく、たいてい白か黄で、花 

に集まってきて花粉を運んでくれる虫の種類も、昼間咲く花とはちがっています。 

数多い植物のなかには、毒になる成分をもっているものがあります0 

たとえば、ィラクサやウルシのように、人がさわると、皮膚に炎症を 
おこさせるようなものもあれば、クサ ノオウ やチョウセンアサガオなど 
のように、食べると中毒をおこすようなものも あり、 このような 植物を 
ひとくちに有毒植物といつています。 

伝えるところに よると、 むかしギリシャでは、罪人を死刑に するとき、 ドクニンジンの 煮 だし汁 


有毒植物はおもに山や野に 
たくさんあるのに、ウシや 
ウマはなぜ中毒しないので 
しようか。 


ユウガオは夜咲くので虫が 
きませんが、どぅやつてほ 
かの花に花粉がいくのでし 
ようか。 
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を飲ませて殺したといい、かのソクラテスもこれによって死刑に処されたといいます。また、アィ 
ヌがクマ狩りのときに使う毒矢は、トリヵブトの根の毒をぬったものです。もっとも多くの人間を 
殺す植物といったらそれは毒キノコで、そのために命をおとす人は、いまでも毎年かならず何人か 

います。 

このように考えてくると、有毒植物はかなりたくさんあ 
りますが、しかし、いっぱんに考えられているほど多いも 
のではなく、日本に産する有毒植物はおよそ二百種です。 
そのなかには非常に毒のはげしいものもあれば、それほど 
ではないものもあり、また、植物のからだ全体に毒をもっ 
ているものもあれば、根とか葉とか一部にだけ毒をふくん 
でいるものもあり、また、発育中のある時期にだけ毒^も 
っているものもあります。それに、わたしたちには有毒で 
も、魚類や昆虫には、それほどではないものもあります。 

わたしたちは、今日、どの植物にはどのような毒がふく 
まれているかを知っているので、よほどの不注意ででもな 
いかぎり、 II 母草を食べることはまずないといってもよいで 

ようが、ウシやウマは、植物学に明るいわけではなく、 
しかも草を食べて生きている動物であるのに、それらのも 
のが毒草の中毒でたおれたという話はあまり聞きません。 
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る 

あ 
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人間に毒になるようなもので、ウシやウマに 無害 だというものもないことはないでしょう が、 そ 
れは、そんなに多いはずはありません。それなのに、中毒しないというのは、かれらが有毒植物と 
そうでないものとをよく知っていて、有毒なものは食べないからです。 

ウシやウマがどのようにして、有毒食物であることを知るのかは、明らかでありません が、 これ 
が生活の知恵と いう ものでしょう。しかし、まったく食べないというわけでは なく、 たとえば、ァ 
シビに「馬酔木」という字をあてているのは、ウマが食べた とき、 酒に酔ったように、ふらふらに 
なったのを見たのが起源でしょう。 

人間がこの葉を食べると、呼吸中枢が麻痺し、手足がしびれて大変なことになりますが、 ウシ、 
ウマ 、シカ、 オオカミなどは、この木が有毒であることを知っていて、食べません。 

また、美ヶ原や八ヶ岳、浅間 山、 富士山麓な ど、 高原の六月を朱でいろどるレンゲッッジは花に 
も葉にも毒がありますが、そこに遊ぶウシやウマはけっして、これを食べません。しかし、羊躑躅 
(弊^ 1 : 縱 S をする)という字をあてているのをみると、どうかしたひょうしに、食べたのを見た人が 
いたのかもしれません。 

それはとにかくとして、要するに、ウシやウマが草に中毒しないのは、毒になる植物を食べなし 
からで、ウシやウマがそれを見わける知恵をもっているということはおもしろいことです。 

なお、 有毒 植物にたいするものは薬用植物ですが、「毒薬変じて薬になる」というように、 毒物 
も適量を適当に使えば医薬として非常に役だちますから、有毒植物と薬用植物とをはっきり区別す 
ることは困難です。 
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ユリの 球は、 何の変わった 
ものです か。 


ュリの球は俗にュリ根といっていますが、これは地中の茎がちぢまっ 
て、 そのまわりに葉がかさなりあってついたものです。球の ようになっ 
ているので、 球根 ともよんでいます。 


わたしたちが食用にする魚の鱗 
のような 形をした、肉の厚いもの 
は葉の変わったものです。それが 
茎を中心にして屋根瓦の ようにな 
らんでいるので、「百合」と書く 
のだといいます。 

ユリの球根は大きいものになる 
と、 一〇〇グラムもあります。鱗 
のような葉がふとっているのは、 
養分がためられているためで、養 
分はおもにでんぷんで、そのほか 
にたんぱく質やビタミンを ふくん 
でいます。球のまんなかは茎で、 
下 力ら 根.がでます。ふつうの ユリ 
では、球が大きくなってから花を 
つけます が、 花が咲き終わる と、 
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球は養分を使いはたしたために枯れて、外がわに新しい小さな球ができます。 

落葉は、秋になるときまっ I 「桐 一 Is 落ちて天下の秋を知る」といいますが、葉の落ちることは、紅 
たようにおこ y ますが、な 葉とともに温帯地方の人に秋の訪れをつげる自然の便りです。 

ぜでしょう 力。 熱帯のように、一年じゅうわりあいに高い温度で、雨の多い土地では、 

|多くの植物はたえず生長し、花を開き、実をむすび、葉をつけています 
ので、ヵポックのようなとくべつなものをのぞいては、時期をきめて、多くの木がわずかの期間に 
葉を落とすようなことはありません。 

もともと、木の葉の生きている期間は短いもので、サクラやヵキのような落葉樹の葉は、一年以 
内、たいていは五、六力月で枯れて落ちます。 

また、冬でも緑の葉をつけている常緑樹の葉も、ふつうは、二、三年で新しい葉とかわるもので 
す。落葉樹の葉と常緑樹の葉とをくらべてみると、落緑樹の葉はたいていやわらかで、葉の面積が 
大きく、空気の出入りする孔が多く、葉のふちの出入りも多いものですが、常緑樹の葉はわりあい 
にかたく、葉の面積も小さく、気孔の数も少なく、葉のふちの出入りもなめらかで少ないのがふつ 
うです。したがって、落葉樹の葉のほうが、常緑樹の葉よりも、表面から水蒸気をだすはたらきが 
盛んです。 

さて、植物の生育に適した夏がすぎて秋となり、寒さが日にくわわると、根のはたらきは弱って 
土の中から水分や養分を十分吸うことができなくなります。そのために、植物の生育はほとんどと 
まりますが、空気がかわいていますから、葉の面から水分をだすはたらきだけは盛んにおこなわれ 
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るので、水分がですぎ、もしこれがそのままつづけば、植物は枯れてしまいます。 

ところが、さいわいなことには、水分をだすはたらきの盛んな、うすい大きな葉には、根からく 
る水分がたらないために、葉の柄と枝との境に離層という、形の小さい細胞の層が できます 。葉 こ 
さわると、そこからポキッととれるのは、離層の小さい細胞が大きくな って、 葉の柄を枝から遠ざ 
けたうえ、細胞をつつんでいる膜がふくらんできて、枝から離れるようになるためです。 そてで、 
#木をなくした植物は、水分がですぎるために枯れてしまうという ことよな、のです。 

葉の柄が枝についているところを見る と、 黒いすじが見えますが、これが離層です 〇また、葉の 
とれたあとを見ると、つやつやして小刀で切ったように見えますが、これは、離層ので きるころに、 
離層のすぐとなりにできた コルク 質のもので、葉が落ちたあと、そこから水などが しみこんでいく 

のをふせいでいます。 

このように、秋になって葉が落ちることは、寒くなった 
層という、外からの原因によっておこりますが、值物のから 
離だの中にある原因も関係しています。 

^ それで温帯地方の落葉樹を熱帯地方に移植すると、きま 
落 った時季に落葉するものができたり、常緑になったりしま 
す。なかには枝によって葉の落ちる時季がちがうものなど 
もできます。 
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ラ , 7 キヨウの皮をむいてい 植物いろは カ ルタには、「ラツキヨウはむいてもむいても皮ばかり」 と 
くと、 しまいにはどうなる うたっています が、 ラツキ ヨウを サルにやる と、 サルは皮をつぎからつぎ 
でしょう か。 にむいていき、最後に何ものこらないので、ふしぎそうな顔をします。 

ラツキヨウには強いにおいがあるので、好まない人もいますが、酢と 
砂糖でつけた甘い味にひかれて、たいていの人は食べます。子どもは、また奇妙にラツキヨウの皮 
をむいて食べたがるものです が、 これは、中に何がはいっているのか見たい からで、 わたし も、 子 
どもの ころ、 サルおなじことをしてしかられたものでした が、 子どもがラツキヨウの皮をむいたと 
き 文、 一度でよいから、どうぞまん中までむかせてやってください。そうすると、この質問の答は 
ひとりでにでてきます。 

わ， こしたちがラツキヨウの皮といっているのは、いったいラツキヨウの何なのでしょうか。 

ラツキヨウが小さくて、しらべにくかったら、それと 
よく似ているタマネギでしらベてみまし ょう。 

タマ ネギを横に二つに 切ってみると、 幾重に も 皮が か 
さなっているでしょう。 

むかし、 ソ連の学者たち は、 宇宙の構造を説明す ると 
きには、タマ ネギを横に切って見せ、宇宙は このように 
也球を とりかこむ多くの 殼からできて いると 教えた もの 
でした。では、 タマ ネギを垂直に切って みましょう。 水 
気の多い皮に かこまれたまん 中を見る と、 下のほうに ピ 



ラッキョウ 
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ラミッドのような形をしたところがあるでしょう。そして、その下のほうにはひからびた根がつい 
てお^、上のほうには新しい芽になる.ところが見え;^いるで しょう。：.. . -: 

つまりピラミッドのよ.うな形を L たと ころは、 短くちぢまった茎で、皮はそこからでています。 
つま々、タマネギの食べる部分は厚くなった葉です。 .. 

ラ ッキョゥもお なじよう にできています。 ラ ッキ ョゥの 皮は葉です.: 0 葉に養分がためられて ふと 
ったものです。食べるとおいしいの^、養分がためられているからです。 

> # 

» 私 

|> • •• 

くだもの屋では、リンゴをならべるとき、箱からだして、布できゅ : ° 
きゅっとこすります。箱の中のリンゴはそんなに光っていません が、こ 
するとつやがでます。そうすると、リンゴはきれいになって、いかにも 
おいしそうに見えます。それでこするのです。 . 

では、リンゴをこするとどうして光るのでしょうか0 . 

それは、まだ布でこすってないリンゴをつめでこすってみると、わかります。つめに何かついて 
くるでしょう。これはろうです。リンゴにはろうがついているので、こすると光るのです。 

ろうはリンゴを守っています。リンゴは木の上で、雨にうたれても、ろうがあるので、なかまで 
水がしみこむことはありません。また、日照りがつづいても、リンゴの中の水分がむやみにでてい 
くこともありません0 . -. 

ろうのついているのは、リンゴばかりではありません。ろうは植物の茎、葉、果実、種子などの 
表面に分泌されるもので、水分の蒸発するのをふせいだり、..水にぬれるのをふせぐのに役だってい 


リンゴを、 くだもの屋では 
よく布でみがいていますが 
なぜみがくので しょぅか。 
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ます。手4 vj あるものでは、ブドウやエンドウの果実、モロコシ、モウソウチクなどの若い茎の面 
を見る と、 ろうのついているのがよくわかります。 

ハゼノキやウルシからはろうを とって、ろうそく や レコ ー ドの 原料、 電線の被覆材料、つやだし 
ヮックスなどに使います。 

紅茶にレモンはつきもののようになっていますが、あの味はレモンで 
なければでない味でしょう。 

レモンは果汁が 多く、 酸味がつよく、なんともいえない高い香りをも 
っています。それで果皮からはレモン 油、 果汁からはレモン水をとって 
食品に香りをつけるときなどに使い、化粧料にも使います。 また、 ビタミン C を 多く ふくんでいる 
ことでは、くだものの王様だといわれています。 

ところで、紅茶を飲むときには、なんの気もなくレモンをいれているので、紅茶は飲んでも、色 
の変わることに気のつかない人も多いようです。 

紅茶の色が紅褐色をしているのは、茶の葉を乾燥するときに日光と空気にさらしたためで、茶の 
葉の中にはいっている葉緑素やタンニンが変化してでた色です。タンニンは日にあたり空気中の酸 
素にあうと、酸化されて色素ができます。この色素は、アルカリ性や弱い酸性のなかでは紅褐色を 
呈しますが、酸性が強くなると無色になります。 

ふつうの紅茶は弱い酸性なので、それで、この色素は紅茶を紅褐色に見せていますが、レモン汁 
をハれ ると、 そのな卜にふくまれているアスコルビン酸 (ビタミン C ) やクエン酸などによって酸性 


レモンを 紅茶に入れる と、 
どうして 色が うすくなるの 
でしょうか。 
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が強くなるので、だんだん色がぅすくなるといぅわけです 


〇 


ですから、レモンの汁とはかぎらず、 


リ 


ンゴの汁やナツミカンの汁などを いれても、香り文べ つ 


として、紅茶の色はぅすくなります。また、その反対に、重曹を水にとかして くわえると 色 K 農く 
なります。 




レン n > の 穴は、 どんな役 植物が発育するためには、養分をとりいれなければなりません が、 植 
にたつのでし ようか。 物のからだをつくっている大雰のものは、葉からとりいれた二酸化炭 

素と根から吸いあげた水とを原料に して、 葉の緑色の部分が日光の力を 
りてつくったものです。このようなはたらきを同化作用といいます が、 このほかに、植物 文 動物 
とおなじように呼吸作用をおこなっています。こうして、植物はいつも同化作用や呼吸乍用を おこ 
なって、ガスの交換をしているのです。 

学問上からいえば、植物の細胞はどれもみんなガスの交換をしているわけです が、 ふつうの植物 

では、その植物の生育しているまわりのありさまからみて、ガス交換はおもに空 
気にふれた部分でおこなっています。 

しかし、内部の細胞と細胞との間にも大小さまざまのすきまがあって、それが 
たがいにつづきあって、細胞の間をぬって表面につらなる通り道ができていま 
す。そして、ふつうは、空気の出入りする気孔という穴 や、 皮のさけめなどをつ 
うじて直接外気にふれています。 

クワやサクラの若い木にあるぼつぼつ や、 太い木の幹の皮のさけめなどは、い 



ス 
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わ ば、 この通り道の出口です。このし くみは、ちょうど 動 
物の血管がからだの中にこまかくゆきわたっているのに似 
ています が、 水の中やじめじめした土地に育っている植物 
の： ように、 空気に直接ふれる部分のわりあい少ないもので 
は、 多くのものは、ガスの交換をするために、とくべつの 
はたらきをもったしくみをもっています0 

レンコンの穴 も、 このとくべつのはたらきをもったしく 
みの一つです。この穴が葉の柄の中にある穴につうじて外 
の空気に ふれ、 ガスの交換をしているのです。ある学者は、 

ハスの葉や花の柄などすベて水上にでている部分を切りと 
って、ガスの交換のできないようにしてみましたら、ちょ 
うど動物が窒息して死んでしまうのとおなじように、水中 
にのこったところも全部枯れて死んでしまったと報告して 
います。わたしたちがレンコンといっている部分には、葉 
緑素がありませんから、同化作用はおこなわれず、ほとん 
ど呼吸作用だけがおこなわれているのですが、このときに 

できた不要なもの、つまり r 一酸化炭素を、レンコンの穴は葉の柄をつうじてからだの外にだしてい 
るのです。これがレンコンの穴のおもな役目です。 

ハスの葉のまんなかに、すこし水をおいてよく見ていますと、葉のつけねのところから、ちょう 
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ど 火の上にかけた鍋のお湯がにえたったときの ように、 ガスがでて泡のでるのがわかります。葉の 
柄をすこし S くつけたハスの葉を とり、 葉の上に水をのせて、葉の柄の切り口を吹いて みると、 
のことがいっそうよくわかります。 

水の中やじめじめしたところにはえている植物には、ガスの交換をするためにとくべつのしくみ 
ができていると申しました が、 ハスの葉の ように、 葉の柄や茎につづいているしくみのものもあり 
ますし、 なかには地中や水中から上向きにとくべつの根がはえて、それがガスの交換をするものも 
あります。 熱帯の海辺のじめじめしたところにはえるマング ロ ー ブの一種 や、 水中に浮かんでいる 
ミズキンバイなどは、この例です。 •. , ::• 

ロカイというサボテンのよ わたし も、 縁日で ロカイを 売っている行者を見たことがあります。. 
うな木を縁日でよく山の行 そのと きは、ロカイと いわず、 アロエと いう名で売っていました。, 
者が売っていますが、何の 「これは容易に手に入らない貴重な薬草で、万病に きくが、とくに肺、 
薬になるので.^ ょうか。 心 蔵、 臀臓のわるい人 や、 高血圧の人には特効が あり、ア M の汁を毎 

, | 日、，, 一ぱいずつ 飲めば、 馨に見はなされた病人でも1月で回復 
する。また、へ ビに嚙まれたり虫にさされた とき、 アロエの汁をすりつけ ると、 たちどころに痛み 
がとまる〇」と 効能をのべたてていました。その自信たっぷりな口上に感心しましたが、それが ま 
たよく売れるのにも驚きました。 

ロカイはユリ のなかまの植物で、地中海の沿岸から アフリカに かけてはえていますが、^がちょ 
っと 変わっ ていて、 葉は？ くて 肉が 多く、 美しいまだらの ある ものも あり、 多くは縁にとげの よう 
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し 


な歯がついています。花は筒状で下向きに開き、色は赤、橙赤、紅、黄、黄赤などいろいろ ありま 
す。 

それで、葉と花とを観賞するために、暖かい地方や温室に栽培されています。 アラビア 語では口 
エといい、これを漢字で r 蘖薈」と書きました が、 ロヵイと sm みなれてしまったので、この名がつ 
いてしまいました。 

ロ ヵイの葉の汁液を煮つめたものは下剤としてききめがありますが、これは、なかに アロ インと 
いうものをふくんでいるためです。 

いっばんに日本の売薬の広告は大げさで、日本を訪れた外国人は、ラジオや新聞に売薬の誇大広 
告が、野ばなしの状態で放送されたり掲載されたりしているのを見てびっくりしていますが、こと 
に大道で11冗っている薬は、口上によれば、たいてい何にでもきく秘薬ということになっています。 

ヮラビを食べる と、 なぜ嫩 ヮラビはいたる所の山野にはえるシダで、世界じゅうの熱帯から温帯 
気になるのでしょうか 9 にかけて広く分布しています。葉には長い柄があって、若い葉は葉身が 

握りこぶしのように まき、 褐色の毛をかぶっています。それで「さわら 

びのにぎりこぶしをふりあげて . 」などとうたわれています。 

さわらびはやわらかくて、風味がよいので食用にされ、「わらび狩り」ということばがあるくら 
いで、山村の食膳をにぎわしますが、都会の八百屋の店頭にもならベられます。 

石灰分が多いので、骨や歯をじょうぶにするといわれ、たくさんとれる地方では、かわかしたり 
塩漬にしたりしてたくわえますが、わらびの葉柄を食べるのは日本人だけのようです。 
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しかし、根茎にふくまれているでんぷんは各国で利用 




されています。ヮラビのでんぷんはわらび粉といい、ほ 
かの粉にまぜて餅やだんごをつくります。また、アルコ 
—ルの原料にもし、糊にもします が、 これに渋をくわえ 
てつくった糊はとくに強力で、傘やちょぅちんをつくる 
ときに用いられます。 

ところで、古い本には「わらび粉だけでつくったもの 
を食べてはならぬ」とか、「ワラビはあくだしをじゆう 
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ぶんにしないと有毒で、失明流産のおそれがあり、脚気 

になる」などと書いてあります。これは、すこしオーバーな根拠ですが、まんざら格拠のないこと 
ではありません。 

家畜の ワラビ 中毒は世界のあちこちで問題になって いますが、 日本で も、 かつて、 馬の産地で 有 
名な北海道の十勝地方で、冬になる と 馬が フラフラして 歩けなくなる ので、 調べて みたら、 それは 
人間の脚気のょぅなもので、乾草の中に、たくさん まじっ ている ワラビや ゼンマイが原因だった こ 

一^とがつきとめられました。 

- T » これは、ワラビやゼンマイにはビタミン 
^ B ! のはたらきをこわすアノイリナーゼとい 
ビぅ酵素がふくまれているためで、これが馬 
ワにビタミン B , 欠乏症をおこさせたものでし 
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た。俗に「神経痛の人はヮラビを食べるな」ともいいますが、これも理由のないことではないわけ 
です。 

ただ、しかし、われわれがヮラビを食べるときには、生では食べず、かならず「あくだし」をし 
ますから心配はいりません。それは、大部分のァノィリナーゼは摂氏六〇度以上に加熱されると、 
ビタミン B ! を破壊するはたらきがなくなるからです。 
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